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例 言

１．本書『直江北遺跡』は、石川県金沢市直江町地内に所在する直江北遺跡（新発見のため遺跡番号

なし）の発掘調査を扱った報告書である。

２．本調査は金沢市副都心北部直江土地区画整理組合による土地区画整理事業に伴い、平成１９年度

から２２年度にかけて金沢市が発掘調査を実施したものである。

３．現地調査は金沢市埋蔵文化財調査委員会（会長 橋本澄夫氏 谷内尾晋司氏、垣田修児氏、横山

方子氏）の指導の下で、平成１９年度は谷口宗治（文化財保護課主査）、新出敬子（文化財保護課主

査）、向井裕知（文化財保護課主任主事）が、平成２０年度は新出、向井が平成２１年度は前田雪恵

（文化財保護課主任主事）、向井が、平成２２年度は向井が担当した。

４．本書の執筆・編集は谷口、新出、向井と楠正勝（文化財保護課担当課長）が担当し、文責は目次

および報文中に記した。第５章については（株）パレオ・ラボに分析を委託し、報文を得ている。写

真撮影は遺物を景山和也（文化財保護課主査）が行い、遺構を各調査担当者、航空写真を（株）テク

ノマップ、日本海航測（株）が行った。

５．本書の各図及び写真図版の指示は以下のとおりである。

（１）方位は全て座標北である。座標は世界測地系（第Ⅶ系）に基づき設定している。

（２）各図の縮尺は、遺物は１／２・１／４・１／６、遺構は１／６０が主であるが、各図に指示しているとお

りである。

（３）遺物実測図の番号は図版単位に番号を付した。

（４）遺構名の略号は、ＳB＝掘立柱建物、ＳＡ＝柵あるいは柱穴列、ＳＥ＝井戸跡、ＳＫ＝土坑跡、

ＳＤ＝溝・川跡、ＳＸ＝落ち込み、などである。

（５）土器については「壺」・「甕」・「高杯」・「器台」などと表記するが、用途を示すのではなく、形

態による分類で、「壺形土器」などの略称である。

６．遺物観察表のうち下記遺物の法量測定箇所凡例は以下のとおりである。

第３表 第５５図１ 第４表 第４４図２４ 第５表 第６１図１

７．本調査での出土遺物、記録資料は金沢市埋蔵文化財センターで保管している。
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第１章 報告の経緯

第１節 調査に至る経緯
直江遺跡群は金沢市副都心北部直江土地区画整理事業（以下、直江土地区画整理事業）に伴いみつ

かった遺跡で、直江北遺跡、直江中遺跡、直江南遺跡、直江ボンノシロ遺跡、直江ニシヤ遺跡、直江

西遺跡からなる。調査は平成１９年～平成２２年までの４カ年を要し、調査面積は２２，５８０�に及ぶ。

これまでに３冊の報告書を刊行しており、今回の直江北遺跡で第４冊目となる。

遺跡の発見から発掘調査へ至るまでの経緯は以下のとおりである。

平成１７年１０月２１日付け文書にて区画整理課長から同年１１月９日開催の直江土地区画整理事業設

立に向けた説明会への出席が依頼された。そこでは、大まかなスケジュール案が提示され、平成１８

年度の秋に埋蔵文化財試掘調査を実施し、範囲の確定と調査経費の積算を行い、本発掘調査は平成

１９年度からお願いしたいとのことであった。

平成１７年１２月６日に区画整理組合の設立準備会より埋蔵文化財の調査依頼が提出された。平成

１８年４月１１日には区画整理課より同様の依頼があり、耕作が終了した１０月からの着手を希望して

きた。平成１８年１０月１２日～同２６日に試掘調査を実施した。この試掘調査によって、大半の対象地

が終了し、直江北遺跡、直江中遺跡、直江西遺跡が確認されたが、一部未実施地区と詳細試掘調査が

必要な箇所が残った。翌年の平成１９年１０月１５日～同１６日に試掘調査を実施し、直江ボンノシロ遺

跡が新たに見つかった。その翌年の平成２０年１０月１４日～同１５日の試掘調査で、直江西、直江ニシ

ヤ、直江ボンノシロ、直江南の各遺跡の範囲が確定した。

試掘調査の結果、明らかになった遺跡に関して、街路や仮設水路等の工事によって遺跡が損壊もし

くは損壊と同等の状態になる箇所について、平成１９年度から順次発掘調査を実施している。

なお、直江ニシヤ遺跡の東側は畑として利用されていたので、試掘調査は未実施である。

表１ 直江遺跡群における発掘調査と報告書刊行の経緯

年次 遺跡名 発掘期間 原因 面積 担当者 報告書

平成１９年度
（２００７年）

直江北遺跡 ２００７．７．１２～２００７．１２．６ 区画整理 ９，５００�
谷口（宗）
向井・新出 本書

平成２０年度
（２００８年）

直江北遺跡 ２００８．９．１６～２００８．１２．１９
区画整理

３，１７０� 向井
新出

本書

直江中遺跡 ２００８．７．３０～２００８．１２．８ ２，８３０� Ｈ２３．３刊行

平成２１年度
（２００９年）

直江北遺跡
２００９．７．２８～２００９．１２．９
２０１０．３．８～２０１０．３．１７

区画整理

１，３００� 前田
向井

本書

直江中遺跡 ２００９．１０．２６～２００９．１２．９ １，６８０� Ｈ２３．３刊行

直江南遺跡 ２００９．７．７～２００９．１２．９ ２００� 向井

Ｈ２４．３刊行
直江ボンノシロ遺跡 ２００９．７．１３～２００９．１２．９ ４５０�

前田
向井

直江ニシヤ遺跡 ２００９．７．１４～２００９．１２．９ ７００�

直江西遺跡 ２００９．７．１４～２００９．１２．９ ３００�

平成２２年度
（２０１０年）

直江北遺跡 ２０１０．７．２０～２０１０．１０．１８
区画整理

８００�

向井

本書

直江ボンノシロ遺跡
２０１０．１０．１５～２０１０．１１．２６ ７５０�

Ｈ２４．３刊行
２０１０．１１．２９～２０１０．１２．２４ 公民館建設 ９００�

（刊行済の報告書）
『直江中遺跡 金沢市副都心北部直江土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅰ』 金沢市文化財紀要２６６ 金沢市 ２０１１年
『直江南遺跡・直江ボンノシロ遺跡・直江ニシヤ遺跡・直江西遺跡 金沢市文化財紀要２７７ 金沢市 ２０１２年

金沢市副都心北部直江土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ』
『直江ボンノシロ遺跡―鞍月文化会館くらら建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』 金沢市文化財紀要２７８ 金沢市 ２０１２年

１― ―



第２節 発掘調査の経緯
【発掘日誌抄】
平成１９年度

７月１２日 表土掘削開始（西側区 ７／１９まで）
７月２４日 現地調査開始
８月 ６日 表土掘削開始（東側区 ８／８まで）
８月２９日 第１回航空測量実施（西側区）
９月２６日 表土掘削開始（支線区 １０／１１まで）
１０月２３日 第２回航空測量実施（西側区・東側区・支線区一部）
１１月１２日 埋蔵文化財調査委員会委員現場視察
１１月２９日 第３回航空測量実施（支線区）
１２月 ６日 撤収等、現地調査完了

平成２１年度
７月２８日 調査区整備等作業（７／３０まで）
８月 ３日 表土掘削開始（１・２区 ８／７まで）
８月１７日 現地調査開始
１０月 ７日 第１回航空測量実施（１区）
１０月１０日 現地説明会開催
１０月２０日 埋戻（１区）
１０月２９日 表土掘削開始（３区 １０／３０まで）
１１月１３日 第２回航空測量実施（２・３区）
１２月 ９日 撤収
３月 ８日 表土掘削開始（４区）
３月１５日 遺構写真測量ポール撮影実施
３月１７日 撤収等、現地調査完了

平成２０年度
９月１６日 表土掘削開始（東仮溝区 ９／２５まで）
９月１８日 現地調査開始
１０月 １日 表土掘削開始（仮水北区・西仮溝区）
１０月 ２日 表土掘削開始（仮水中区 １０／６まで）
１０月 ７日 東仮溝調査終了・埋戻作業（１０／８まで）
１０月 ８日 表土掘削開始（仮水南区 １０／１５まで）
１０月２０日 西仮溝区完掘・埋戻
１１月１２日 仮水北区 烏帽子出土
１１月２７日 第１回航空測量実施（仮水北区・仮水中区一部）
１２月１１日 第２回航空測量実施（仮水中区・仮水南区）
１２月１９日 撤収等、現地調査完了

平成２２年度
７月２０日 表土掘削開始（５～８区 ７／２３まで）
７月２７日 現地調査開始
８月２３日 表土掘削開始（９・１０区）
８月２４日 表土掘削開始（１１・１８区）
８月３１日 表土掘削開始（１５区 ９／７まで）
９月 ７日 表土掘削開始（１３・１４区）
９月１０日 埋戻（５・７区）、１３区完掘
９月２２日 表土掘削開始（１６区 ９／２４まで）
９月２７日 １５区完掘
９月２９日 埋戻（１５区）
１０月 １日 埋戻（９・１０区）
１０月 ７日 １２区完掘
１０月１８日 １１区完掘、現地調査終了

第１図 年度別調査区割図

２― ―



第２章 位置と環境

第１節 遺跡の位置と地理的環境
石川県は南北に細長い県で、能登と加賀の地域から成り立っている。北と西は日本海に面し、東は

富山県、南西は福井県、南東は岐阜県と接している。

金沢市は石川県の中央部に位置し、東は富山県小矢部市・南砺市に接し、西は日本海、南は石川県

白山市・野々市市、北は河北郡内灘町・津幡町に接する。地形は犀川源流域にある標高１，６４４�の奈

良岳や富山県と接する標高９３９�の医王山などの山地から、丘陵部を経て金沢平野の北部に広がり日

本海に面している。また、市の北部には、かつて石川県最大の面積であった河北潟がある。（現在で

は、２／３が干拓され農地となっている。）

金沢平野は犀川を境として北部平野と南部平野に分けられる。北部平野は犀川、浅野川などによっ

て形成された沖積平野で、一般に低湿で傾斜が緩やかであるため、古くから自噴地下水が各地でみら

れる地域となっている。一方、南部平野は手取川の扇状地北東端部にあたり起伏の多い地形となって

いる。

今回報告する直江北遺跡は北部平野の北西部にあり、海岸線から南東に約３�、大野川から南に約

１�、浅野川から西に約８００�の場所に位置する。土壌は湧水があり粘性が強い。遺跡周辺はかつて

所々に地下水が自噴する環境に恵まれた地域で古くから集落形成に適しており、市内でも有数の遺跡

密集地帯となっている。

第２節 歴史的環境
縄文時代 直江北遺跡の川跡から晩期の遺物がまとまって出土しているほか、直江中遺跡、直江ボン

ノシロ遺跡でも遺物が確認されている。

弥生時代 前期の遺跡数は少ないが、戸水Ｃ遺跡や南新保三枚田遺跡から土器が確認された。中期の

遺跡としては直江北遺跡で土坑や溝から土器が出土している。直江ボンノシロ遺跡や直江西遺跡では

川跡から遺物がまとまって出土しており、大友Ｅ遺跡からも川跡から遺物がみつかっている。平地式

建物が検出された寺中Ｂ遺跡、戸水Ｂ遺跡のほか畝田遺跡もある。畝田西遺跡群では中期後半の土坑

や井戸が広範囲でみつかった。また、西部地区の拠点的集落ともいえる西念・南新保遺跡では竪穴建

物や掘立柱建物、土坑墓などが検出され、古墳時代初頭まで継続する。後期の遺跡としては直江北遺

跡で溝の最深部から遺物がみつかっている。周溝を持つ平地式建物がみつかった桂町南遺跡、後期～

古墳時代初頭にかけての多数の掘立柱建物や竪穴建物がみつかった大友西遺跡と戸水ホコダ遺跡があ

り、終末期に入ると遺跡の数は増加する。代表的な遺跡は、双頭龍文鏡と銅鏃が出土した無量寺Ｂ遺

跡、終末期～古墳時代にかけての大溝から多くの土器や木製品とともに弧文板と玉杖形木製品が出土

した畝田遺跡、南新保Ｄ遺跡がある。直江北遺跡、直江ボンノシロ遺跡や直江西遺跡でも弥生時代終

末～古墳時代にかけての遺構や遺物が確認されている。

古墳時代 古墳時代初頭の遺跡では直江北遺跡でも遺物が出土しているほか、玉作り関連と考えられ

る集落がみつかった大友Ｆ遺跡がある。直江北遺跡や直江ボンノシロ遺跡、大友Ｅ遺跡では前期～中

期にかけての集落跡が確認されている。直江西遺跡では前期の土坑、直江ニシヤ遺跡では中期の遺物

が出土しており、畝田西遺跡群では溝で区画された複数の遺構群で構成される集落が検出された。戸

水Ｃ遺跡ではこれまでに前方後方墳や方墳が３０基もみつかり、今はほぼ消滅した金沢平野の古墳を

考える上で重要な発見といえる。大友西遺跡からは刳貫円盤が出土しており、玉作りに関係した遺跡

３― ―



と推測される。中後期にかけては畝田西遺跡群がある。竪穴系建物や掘立柱建物群と倉庫や井戸、区

画溝などが検出され、大量の土器、木製品などが出土した。西部地区における古墳時代中後期の中心

的な集落といえる。

奈良・平安時代 ８世紀代の直江北遺跡周辺は越前国加賀郡に属していた。海岸部の金石本町遺跡か

らは３×９間の大型建物や木簡、墨書土器が出土し、畝田・寺中遺跡では倉庫と考えられる建物群や

川跡から袋文字の「人」をはじめとして「津」の墨書土器が大量に出土するなど、官衙的な港湾施設

が想定される。９世紀に入り加賀国が立国すると官衙的な港湾施設が想定される戸水Ｃ遺跡をはじめ

「宿家」の墨書土器が出土した戸水大西遺跡、「伯庄」「庄」などの墨書土器が出土した大友西遺跡な

ど荘園関連と考えられる遺跡が増加する。直江北遺跡・直江ボンノシロ遺跡・直江西遺跡・直江ニシ

ヤ遺跡からも遺物がみつかっている。大友Ｅ遺跡からは総柱建物跡がみつかったほか、川跡から大量

の墨書土器（「井」、「依」、「大」など）が出土し、石帯や皇朝銭も出土していることから、公的な施

設があったと考えられている。畝田ナベタ遺跡からは渤海との関係が窺われる帯金具が出土している。

中世 中世では海岸部の普正寺遺跡があげられる。五輪塔や柿経、貿易陶磁が出土し、港湾施設が存

在したと考えられる。畝田西遺跡群や畝田・寺中遺跡からは条里溝とその区画内に多数の掘立柱建物

や井戸が検出され注目を集めている。直江北遺跡からは建物跡や烏帽子が出土した。直江南遺跡では

１３世紀前半～１４世紀前半頃の井戸や竪穴遺構がみつかっている。直江ボンノシロ遺跡では川跡から

遺物が出土しており、直江ニシヤ遺跡では鎌倉時代の井戸がみつかっている。直江西遺跡では鎌倉時

代から南北朝時代頃の掘立柱建物、井戸、土坑、川などが、大友Ｅ遺跡では総柱建物跡と井戸がみつ

かっており、烏帽子も出土した。
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第２図 位置と周辺の遺跡〔S＝１／３０，０００〕
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第３図 金沢市副都心北部直江土地区画整理事業施工図と遺跡の範囲、調査位置図〔S＝１／７，０００〕
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第４図 直江北遺跡 調査区全体図〔S＝１／９００〕



第３章 検出遺構

第１節 概要
本遺跡は４カ年かけて調査を実施している。調査の都合上、調査年度毎に遺構番号を設けてあるた

め、遺跡全体として通しで番号は付与していない。同じ遺構番号が重複するため、調査年度毎に「建

物・ピット」、「井戸・土坑」、「溝・川」と項目を立てて報告することとする。建物については「SB」・

「SBN」、井戸及び土坑については「SE」・「SK」・「SX」、溝及び川跡については「SD」とそれぞれ表

記した。なお、第４図に調査地点の名称と調査実施年度、および主要な遺構について図示した。

第２節 平成１９年度（２００７年）調査分の遺構について
平成１９年度の調査は４カ年の調査のうち、調査面積が最も広範囲に及ぶ。将来高規格道路が予定

されている部分の両側にある市道予定地点と緑地帯の西の道路部分の道路路線３本について調査を実

施した。各調査区とも遺構は中央部分で密度が高く、東西の端にゆくにつれ希薄化する。支線北、中、

南及び枝２区、３区は多数の遺構を検出し、総数は群を抜いて多い。東側区と西側区では南北方向で

遺構が希薄であり、遺跡の縁辺を想起させるものであった。

（１）掘立柱建物・ピット

ＳＢ０１（第５図） 西側区中央にて検出。梁行２間×桁行４間の総柱建物である。南側に SK２２が切

り合う。南側の P１０２と P１０９は綺麗に並ばないため、P１０３と P１１０を結ぶ線が建物の南に相当する

とみることもできる。近隣の遺構が希薄であり、詳細な内容は不明である。なお、SB０１は西側区で

確認した唯一の建物跡である。

ＳＢ０２（第６図） 支線北区にて検出。検出部位で５間×６間となる総柱建物である。P１９６から P

２１２を結ぶ東側の柱列はもう一列内側のものと間隔がわずかに異なるため、庇である可能性が高い。

北西部分が調査区外であるため、全体は不明であるが、堅田Ｂ遺跡の SB０１のような中世の居館跡で

ある可能性が高い。P２０８より白磁の梅瓶が出土している。

ＳＢ０３（第５図） 枝２区にて検出。亀甲型を呈する布掘建物である。SB０３より SB１１までは検出

地点が近接し、ほかの溝や土坑なども多く確認されるなど、遺構が集中する地点であり、集落の中心

域と想定される。調査時に西側柱列を柱列として認識し調査を行っているが、東側の柱列の様相から

独立した柱ではなく、溝状に地山を掘り込む建物であることがわかる。調査時点で地山と掘削が可能

である部分との見極めが困難であるほど、覆土は地山の影響を受けていたことがうかがわれる。P３２１

および P２２３は棟持柱とみなされる。弥生時代終末から古墳時代初頭にかけての月影式期から白江式

期の遺跡に類例をみることができる。

ＳＢ０４（第７図） 枝２区にて検出。梁行２間×桁行２間の正方形状の建物である。西列である P５５３、

P２３８、P２３１の掘方が大きく、東列がやや小ぶりであるが、柱穴の深さは３０�から４０�とかなり深く

まで掘られている。SB０３と切合い、SB０５・SB０６なども近傍で確認されているほか、周囲に土坑や

溝が集中する。正方形状の建物は弥生時代から古墳時代にかけての時期のほか、古代でも確認される

建物であるが、近隣の遺物の出土状況から古墳時代前期の建物の可能性が高い。

ＳＢ０５（第７図） 枝２区にて検出。P３８６と P１８５で直角が得られないが、梁行１間×桁行２間の側

柱建物とみられる。P２６３と P１８５からは柱根の残欠が検出されており、腐食の状況が類似している。

ＳＢ０６（第８図） 枝２区にて検出。２間×２間の正方形状の建物あるいは北東方向に更に伸びる側
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柱建物である。P２６８では先端がかなり腐食し細くなった柱根が残欠し、P２５７では断面中に柱根の痕

跡を見ることができる。SB０３と切合う。SB０４と規模が類似している。

ＳＢ０７（第８図） 枝２区にて検出。梁行１間×桁行３間以上の側柱建物である。建物の軸線は東西

にほぼ一致し、後述する SB０８などと軸線が大きく異なるほか、周辺の遺構も密度は高いものではな

い。枝２区の東側はゆるい落ち込みと化し、遺構は確認されていないため、遺跡あるいは集落の東限

とみられる。柱穴の大きさと深さがばらばらで、北西角の柱が未検出であり、一見建物と判定し難い

様相を呈する。P５１８に柱根が残欠しており、P２６０や P３５８はかつて柱が存在ことを物語るような掘

方を呈している。P５１８は断面中に柱根の痕跡を見ることができる。SB０５と規模が近い。

ＳＢ０８（第９図） 枝３区にて検出。梁行１間×桁行２間の側柱建物である。柱穴の上面形態は不定

形であるが、大きく掘り込み、P５５６、P２６９、P５０６で柱根が残存する。側柱建物とみなしたが、桁と

梁の距離に大きな差異はなく、正方形状の建物に類する可能性がある建物と言える。

ＳＢ０９（第９図） 枝３区にて検出。梁行２間×桁行３間の側柱建物である。SB０８の北西に位置し、

建物の軸線もほぼ同じである。柱の掘方は SB０８同様かなりしっかりとした掘方を呈している。支線

区中で確認された建物のうち、規模の大きな部類と言える。

ＳＢ１０（第１０図） 枝３区にて検出。梁行１間×桁行３間の側柱建物である。東の柱列のうち、２

穴を欠く。

ＳＢ１１（第１０図） 支線中区及び１１区にて検出。１９年度調査の時点で、検出された部位から、梁行

２間×桁行３間の側柱建物と推定していたが、２２年度調査の図面をあわせて確認したところ、北西の

柱列を確認した。４間×４間とかなり大きな規模の建物である。枝３区より１１区に至る区間で SB０８

から SB１１までの建物が列をなすように確認されている。これらの建物の軸線は磁北よりやや西に向

きを持ち、非常に類似したものとなっている。また、この列の両側、特に支線中区では建物が全く確

認されていないことから、この集落における建物の配置を想起させるものとなっている。周辺で出土

する遺物は古墳時代前期初頭の土師器類が殆どを占めることから、これらの建物の帰属時期も当該時

期であると推察される。

ＳＢ１２（第１１図） 支線中区にて検出。建物の南西角を検出しているものとみられる。検出部位で

は梁行１間以上×桁行３間以上となる。P２８５及び P２９４の断面中に柱根の跡が確認できる。建物の軸

線は SB０７と同じく東西方向に有する。

ＳＢ１３（第１２図） 支線中区にて検出。梁行１間×桁行３間の側柱建物である。梁側が２．１�であ

るのに対し、桁側が７�と見た目が非常に細長い建物である。建物の軸線は北東方向に向きを持つた

め、１９年度に検出された建物のうち、同じようなものはない。SB１２から SB１７までは集中して分布

しており、先に述べた SB０８をはじめとする建物群とは異なる一群を形成している。

ＳＢ１４（第１１図） 支線中区にて検出。南東角の３穴を確認している。建物の殆どが調査区外であ

る。

ＳＢ１５（第１３図） 支線中区にて検出。南東角の４穴を確認している。P４３４と P４４０の成す角度は

直角ではなく、ややひろがることから、亀甲型建物と類推される。

ＳＢ１６（第１３図） 支線中区にて検出。梁行１間×桁行２間以上の側柱建物とみられる。南側の桁

部分の検出が不明瞭であるが、SB１４や SB１７と軸線がほぼ同一である。

ＳＢ１７（第１３図） 支線中区にて検出。南東角の３穴を確認している。柱穴の規模は大きく、規模

の大きな建物の一部を検出したものとみることができる。柱穴の掘方は隅丸方形を呈し、SK７６では

柱根の基部跡とみられる円形の落ち込みを確認している。古代の建物の柱穴の様相と非常に類似する
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ものであるが、近隣では古代の遺物の出土が極めて希薄であるため、正確なところはわからない。

ＳＢ１８（第１４図） 支線中区と枝４区の交点にて検出。P１４１から P２４７に至る長さ７�の側柱建物

とみられる。P２４７と P２６２で直角が得られないため、柵列の可能性がある。

ＳＢ１９（第１５図） 枝４区にて検出。梁行１間×桁行２間の側柱建物である。確認された掘立柱建

物のうち最も南側に相当する建物である。軸線はほぼ真北をむき、支線中区で確認された建物群より

やや離れた位置にある。柱穴の掘方は小ぶりなもので、断面図中にも柱痕が確認されないため、様相

がやや異なる建物である。

ＳＢ２０（第１５図） 東側区の南方にて検出。SD４０や SD３３などの規模の大きな河川に挟まれた地点

で確認した。当初 SD３６と SD３８の個別の溝として調査を実施したが、溝の掘削過程で円形に落ち込

み、異なる土色の土砂が混入することなどから、布掘建物の掘方と溝の掘方が重複しているものと判

断し、土層にて確認を行い、建物であることがわかった。SB０３と比較すると小ぶりな布掘建物であ

る。

（２）井戸・土坑

ＳＥ０１（第１５図） 東側区の北寄りにて検出。長軸３�、短軸２．８�、深さ０．８�を測る略円形を呈

する土坑である。土層は大きく４層に分かれ、ほぼ水平堆積の様相を呈する。井戸枠等を用いない、

比較的浅い自然湧水による井戸の一種とみられる。類例として畝田・寺中遺跡の SE０２０などがある。

ＳＥ０３（第１５図） 東側区南側にて検出。長軸１．８�、短軸１．５�、深さ０．７�を測る略円形を呈す

る土坑である。土層は大きく３層に分かれ、うち、第１層の貫入の度合いが大きい。薄く炭化物層を

挟む。

ＳＥ０５（第１６図） 支線中区にて検出。長軸１．４�、短軸１．３�、完堀時の深さ１．０�を測る円形を

呈する土坑である。縦板組の井戸枠を有する。掘方は円筒形に掘られ、井戸の枠の規模と合致する。

ＳＥ０６（第１６図） 東側区南側にて検出。SK８３と切合う。SK８３を含む長軸４．０�、短軸３．５�、

深さは１．５�まで確認した、掘方の規模が大きい不定形を呈する土坑である。半裁した刳り貫きの井

戸枠材２点からなる井戸枠を有し、２段埋められている。枠内の土砂は単層であるのに対し、枠外の

土砂の堆積状況から、掘削が数次にわたっていることがわかる。土坑の東側に見られる水平堆積は SE

０１の堆積状況に酷似しており、これに対して西側は大きく単層に掘り込まれている。状況から見る

限りでは、井戸枠が設けられる以前は広く大きな自然湧水の井戸として利用されていたものと考えら

れ、次いで枠を設ける井戸に改修を行ったものであろう。

ＳＫ０３（第１７図） 西側区中央にて検出。上面形態は略円形で、長軸１．５�、短軸１．４�、深さ０．９

�を測る、断面形態が逆台形を呈する土坑である。覆土は炭化物を含む黒色シルトの単層で、覆土中

から平安時代の須恵器瓶類がまとまって出土している。

ＳＫ０８（第１７図） 西側区中央にて検出。長軸１．４�、短軸１．２�、深さ０．３�を測る略円形を呈す

る土坑である。覆土は黒色砂質土の単層で、土坑底に起伏がある。

ＳＫ０９（第１７図） 西側区中央にて検出。上面形態は楕円形で、長軸１．２�、短軸０．９�、深さ０．２

�を測る、断面形態が逆台形を呈する土坑である。覆土は黒褐色粘質土を主堆積とする。

ＳＫ１１（第１７図） 西側区中央にて検出。上面形態は南北に長い長楕円形で、長軸２．１�、短軸０．７

�、深さ０．４�を測る、断面形態が箱形を呈する土坑である。覆土は黒褐色粘質土とこれが地山と混

ざり合う２層である。

ＳＫ１２（第１７図） 西側区中央にて検出。上面形態は歪んだ楕円形で、長軸１．２�、短軸０．６�、深
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さ０．５�を測る、断面形態が逆台形を呈する土坑である。覆土は２層に分かれ、炭化物を多く含む。

ＳＫ１４（第１７図） 西側南区にて検出。上面形態は楕円形を呈し、長軸１．２�、短軸０．８�、深さ０．７

�を測る。断面形態が上部は浅い皿型で、下部が円筒形を呈する土坑である。覆土は５層に分かれ、

第１層は炭化物を多く含む黒褐色シルトである。円筒形の掘方は、井戸に類似している。

ＳＫ１５（第１７図） 西側南区にて検出。上面形態は楕円形を呈し、長軸１．２�、短軸１．１�、深さ０．２

�を測る土坑である。覆土は灰褐色粘質土の単層である。土坑の底に小さな落ち込みが残っている。

ＳＫ１６（第１７図） 西側南区にて検出。上面形態は三角形に近い楕円形を呈し、長軸０．８�、短軸０．６

�、深さ０．１�を測り、断面形態が非常に浅い皿形を呈する土坑である。覆土は褐灰色粘質土の単層

である。

ＳＫ１８（第１７図） 東側区南にて検出。上面形態は東西に長い楕円形を呈し、長軸３．５�、短軸３．０

�、深さ０．６�を測り、断面形態が皿形を呈する土坑である。大型の土坑で、覆土はおおむね３層で、

間層として砂質土が２層ほど確認できる。黒褐色粘質土及び同じ成分の砂質土中に土器が含まれる。

SD４０と切合う。SE０１と内容が非常に類似している。

ＳＫ１９（第１７図） 東側区中央にて検出。上面形態は細長い長方形を呈し、長軸２．８�、短軸０．９�、

深さ０．２�を測り、非常に浅い。断面形態が皿形を呈する土坑である。覆土は黄灰色粘質土と炭化物

を含む黒褐色粘質土の２層である。

ＳＫ２０（第１８図） 東側区中央にて検出。上面形態が長楕円形を呈し、長軸２．５�、短軸１．７�、深

さ１．１�を測る断面形態が円筒形を呈する土坑である。井戸枠が確認されている。井戸枠の下に礎板

状に板材が四角くなるように並べられていた。土坑の中心より北側によった位置にある。覆土は上の

３層の比率が高く、上より浅黄色粘質土、明緑灰色粘質土、緑灰色粘質土の順となる。

ＳＫ２１（第１８図） 東側区中央にて検出。半分が調査区外となる。上面形態が略円形を呈し、長軸

３．０�、短軸は検出部位で１．５�、深さ０．８�を測り、断面形態が深い皿形を呈する土坑である。覆土

は黒褐色粘質土で、掘方は箱形に近い逆台形を呈する。

ＳＫ２２・ＳＫ２８（第１８図） 西側区にて検出。上面形態は歪んだ楕円形を呈し長軸３．０�、短軸２．２

�、深さ０．２�を測り、断面形態が浅い皿型を呈する土坑である。覆土は黄灰色シルトと黒色シルト

で構成される。SK１８や SK２１などと開口部の規模は同じであるが、深さに関しては SK０９や SK１９

など小型の土坑の深さとほぼ等しい。SK２８は切合う小型の土坑とみられる。

ＳＫ３１（第１８図） 東側区中央にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸０．９�、短軸０．８�、深さ

０．３�を測る断面形態が浅い箱型を呈する土坑である。覆土は黒褐色粘質土と地山が混入するものに

区分される。

ＳＫ３２（第１８図） 東側区中央にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸１．１�、短軸０．８�、深さ

０．６�を測る断面形態がやや深い逆台形を呈する土坑である。覆土は黒色粘質土と灰色粘質土とに区

分される。

ＳＫ３３（第１８図） 東側区中央よりやや北側にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸１．３�、短

軸１．１�、深さ０．３�を測る断面形態が浅い箱型を呈する土坑である。覆土は３層に区分され、上層

より黒灰色粘質土、暗赤灰色粘質土、オリーブ黒色粘質土である。

ＳＫ３５（第１８図） 枝４区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸１．０�、短軸０．８�、深さ０．５

�を測る、断面形態が箱型を呈する土抗である。覆土は褐灰色粘質土とにぶい黄橙色粘質土で構成さ

れ、炭化物と縄文土器を含む特徴から枝４区中でも古い時期に帰属する土坑である。

ＳＫ３６（第１８図） 枝４区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸１．１�、短軸０．９�、深さ０．６
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�を測る。断面形態は上面が浅く皿形を呈し、下３分の２は円筒形を呈する土坑である。上面に炭化

物を含む灰黄褐色粘質土が堆積する。下の覆土も灰黄褐色粘質土であるが炭化物はみられない。

ＳＫ３７（第１８図） 枝４区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸０．７�、短軸０．６�、深さ０．１

�を測り、断面形態が浅い箱型を呈する土坑である。覆土はにぶい黄橙色粘質土の単層である。

ＳＫ４２（第１９図） 枝４区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸０．９�、短軸０．８�、深さ０．４

�を測り、断面形態が逆台形を呈する土坑である。覆土は灰黄褐色粘質土の単層である。

ＳＫ４３（第１９図） 西側区中央よりやや北側にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸０．９�、短

軸０．９�、深さ０．４�を測り、断面形態が逆台形を呈する土坑である。覆土は炭化物を含む褐灰色粘

質土が土坑の中心を占め、土坑の周囲になるほど地山を多く含む傾向がある。

ＳＫ４４（第１９図） 西側区中央よりやや北側にて検出。上面形態は略円形を呈するとみられるが、

切合いのため全体はわからない。長軸０．９�、短軸０．９�、深さ０．４�を測り、断面形態が逆台形を

呈する土坑である。覆土は炭化物を含む褐灰色粘質土と灰黄褐色粘質土の２層で、土坑の周囲になる

ほど地山を多く含む傾向がある。SK４３と内容が類似する。

ＳＫ４５（第１９図） 西側区中央よりやや北側にて検出。上面形態は歪んだ楕円形を呈し、長軸１．１

�、短軸０．８�、深さ０．３�を測り、断面形態が逆台形を呈する土坑である。覆土は炭化物を含む黒

褐色粘質土とこれに地山が混入するものとの２層に分かれる。

ＳＫ４６（第１９図） 西側区中央よりやや南側にて検出。上面形態は「くの字」に屈曲する長方形を

呈し、土坑というより溝に近い形態である。長軸１．９�、短軸０．６�、深さ０．２�を測る。SD７６と切

合い、覆土は黒色粘質土の単層である。

ＳＫ４７（第１９図） 西側区中央よりやや南側にて検出。上面形態はいびつな輪郭を呈し、長軸１．３

�、短軸０．７�、深さ０．２�を測り、断面形態が非常に浅い皿型を呈する土坑である。覆土は黒褐色

粘質土と黒色粘質土の２層に分かれる。

ＳＫ４８（第１９図） 西側区中央にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸１．７�、短軸１．５�、深さ

１．１�を測る、断面形態が円筒形を呈する土坑である。覆土は４層に分かれ、上部の黒色シルトは炭

化物を多く含み、下部の黒色シルトでは植物遺体が多く観察される。土砂の堆積状況はほぼ水平堆積

であり、先に述べた井戸の堆積状況と類似する。

ＳＫ５０（第１９図） 西側区中央よりやや北側にて検出。上面形態は楕円形を呈し、長軸０．８�、短

軸０．５�、深さ０．１�を測り、断面形態が箱型を呈する土坑である。覆土は黒色粘質土と明黄褐色粘

質土が縞状に堆積する様子が確認できた。

ＳＫ５１（第１９図） 支線北区にて検出。土坑というより溝に近い形態を呈し、長軸２．２�、短軸０．６

�、深さ０．２�を測る、断面形態が皿形を呈する土坑である。覆土は炭化物を含む褐灰色粘質土とに

ぶい黄橙色粘砂質土の２層である。

ＳＫ５２（第１９図） 支線北区にて検出。上面形態はいびつな輪郭を呈し、長軸１．９�、短軸０．９�、

深さ０．２�を測り、断面形態が非常に浅い皿型を呈する土坑である。覆土は炭化物を含む褐灰色粘質

土と浅黄橙色粘質土の２層に分かれる。

ＳＫ５３（第１９図） 支線北区にて検出。上面形態は楕円形を呈し、長軸１．０�、短軸０．５�、深さは

東西でピークがありそれぞれ０．４�を測る。覆土は土器及び炭化物を含む褐灰色粘質土と西側の底に

浅黄橙色粘質土に区分できる。

ＳＫ５４（第１９図） 支線北区にて検出。上面形態は楕円形を呈し、長軸１．７�、短軸０．９�、深さ０．１

�を測り、断面形態が非常に浅い皿型を呈する土坑である。覆土は炭化物を多く含む黒褐色粘質土と
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土坑底で地山を含む２層に区分される。

ＳＫ５５（第１９図） 支線北区にて検出。上面形態は楕円形を呈し、長軸１．８�、短軸１．６�、深さ１．０

�を測り、断面形態が円筒形を呈する土坑である。井戸とみられ、覆土は４層に分かれる。上面の炭

化物を含む黒褐色粘質土の割合が高い。

ＳＫ５６（第１９図） 支線中区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸０．７�、短軸０．６�、深さ０．４

�を測り、断面形態が円筒形を呈する土坑である。覆土は黒褐色粘質土の単層である。

ＳＫ５８（第２０図） 支線北区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸０．９�、短軸０．８�、深さ０．５

�を測り、断面形態が円筒形を呈する土坑である。覆土は暗褐色粘質土と炭化物を含む黒褐色粘質土

の２層である。上部の堆積と下部の堆積状況が異なっている。

ＳＫ５９（第２０図） 枝２区にて検出。上面形態は溝状を呈し、長軸２．５�、短軸０．５�、深さ０．２�

を測り、断面形態が箱形を呈する土坑である。覆土は黒色粘質土を主とする。

ＳＫ６０（第２０図） 支線北区にて検出。上面形態は歪んだ楕円形を呈し、長軸１．４�、短軸１．１�、

深さ０．７�を測り、断面形態が逆台形を呈する土坑である。覆土は黒褐色粘質土と黒色粘質土が複雑

に絡み合う。

ＳＫ６１（第２０図） 枝２区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸１．９�、短軸１．６�、深さ１．３

�を測る断面形態が円筒形を呈する土坑である。井戸とみられる。

ＳＫ６２（第２０図） 枝２区にて検出。上面形態は歪んだ略円形を呈し、長軸１．２�、短軸１．０�、深

さ０．３�を測り、断面形態が箱形を呈する土坑である。覆土は炭化物を含む黒色粘質土を主とする。

ＳＫ６３（第２０図） 枝２区にて検出。上面形態は長楕円形を呈し、長軸１．９�、短軸１．４�、深さ０．８

�を測る。断面形態が上部は広く皿形を呈し、下部は円筒形を呈する土坑である。井戸の一種と考え

られる。覆土はレンズ状に堆積し、４層に分かれる。上面の黒色粘質土は炭化物を多く含む。

ＳＫ６４（第２０図） 枝２区にて検出。上面形態は歪んだ長楕円形を呈し、長軸１．１�、短軸０．６�、

深さ０．２�を測る。断面形態は上段で浅い皿形、下段で箱形を呈する土坑である。覆土は２層に分か

れ、下部は地山である褐灰色粘質土の影響が生じている。

ＳＫ６７（第２０図） 枝２区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸０．８�、短軸０．６�、深さ０．３

�を測る、断面形態が逆台形を呈する土坑である。覆土は黒褐色粘質土と黒色粘質土に区分される。

ＳＫ６９（第２０図） 枝３区にて検出。上面形態は方形に近い略円形を呈し、長軸０．８�、短軸０．８�、

深さ０．１�を測る、断面形態が浅い箱形を呈する土坑である。覆土は４層に区分される。

ＳＫ７１（第２０図） 支線南区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸０．８�、短軸０．８�、深さ０．３

�を測る、断面形態が箱形を呈する土坑である。覆土は褐灰色粘質土の単層である。

ＳＫ７３（第２０図） 支線中区にて検出。上面形態は歪んだ略円形を呈し、長軸１．１�、短軸０．８�、

深さ０．１�を測る、断面形態が非常に浅い皿形を呈する土坑である。覆土は土器を含む黒色粘質土と

地山にこれが混入したものの２層に分かれる。

ＳＫ７４（第２０図） 支線中区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸１．１�、短軸は検出部位で０．６

�、深さ０．２�を測る。断面形態は上面が浅い皿形、下方は椀形を呈する土坑である。覆土は黒色粘

質土が椀形の部分を占め、浅い方では３層に区分される。

ＳＫ７５（第２０図） 支線中区にて検出。上面形態は歪んだ楕円形を呈し、長軸１．８�、短軸１．０�、

深さ０．２�を測り、断面形態が浅い箱形を呈する土坑である。東側は切合いにより失われている。覆

土は灰黄褐色粘砂質土の単層である。

ＳＫ７７（第２０図） 支線中区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸１．１�、短軸０．９�、深さ０．６
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�を測る、断面形態が円筒形を呈する土坑である。覆土は３層に区分され、上層である黒色粘質土が

全体の７割を占める。

ＳＫ７８（第２１図） 支線中区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸０．８�、短軸０．７�、深さ０．７

�を測る、断面形態が円筒形を呈する土坑である。覆土は３層に区分され、上層である黒色粘質土が

全体の５割を占める。

ＳＫ７９（第２１図） 支線南区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸０．８�、短軸０．７�、深さ０．６

�を測る、断面形態が円筒形を呈する土坑である。SK７８と類似する小型の井戸とみられる。覆土は

黒色粘質土に浅黄橙色粘質土の混じる単層である。

ＳＸ０２（第２１図） 西側区中央にて検出。長方形を呈する規模の大きな土坑あるいは落ち込み状の

遺構で、竪穴建物の可能性がある。長軸３．２�、短軸２．５�、深さ０．３�を測る。底面に柱穴は見ら

れない。覆土は３層に区分される。

ＳＸ０３（第２１図） 西側区南にて検出。三角形状に広がりを見せる大きな落ち込みである。長軸２．８

�、短軸１．８�、深さ０．３�を測る。覆土は３層に区分される。

ＳＸ０４（第２１図） 西側区南にて検出。三角形状に広がりを見せる大きな落ち込みである。長軸３．４

�、短軸３．０�、深さ０．２�を測る。覆土は炭化物を含む褐灰色粘質土とこれに地山が混入するもの

の２層に区分される。SX０３と類似する。

ＳＸ０６（第２１図） 東側区北にて検出。いびつな形状を呈する浅い土坑である。土坑底に小さな穴

が数カ所あるが、土坑に由来するものかわからない。覆土は黒褐色粘質土に地山の混入で二分される。

（３）溝・川

ＳＤ０７（第２５図） 西側区中央北にて検出。東西に展開する溝である。断面は逆台形を呈し、覆土

は４層から５層に区分される。上面では黒色粘質土が堆積し、中程では炭化物を含む黄灰色シルトが

あり、弥生時代中期後半の遺物を含む。集落の周囲に設けられた区画溝の一種とみられる。

ＳＤ０８（第２５図） 西側区中央北にて検出。断面形態が浅い皿形を呈する規模の小さな溝である。

覆土は黒褐色粘質土の単層である。

ＳＤ１１（第２５図） 西側区中央南にて検出。幅０．７�、深さ０．３�を測る、断面形態が逆台形を呈す

る規模の小さな溝である。覆土は３層に区分される。

ＳＤ１２（第２５図） 西側区中央南にて検出。幅２．５�、深さ０．４�を測る、断面形態が椀形を呈する

東西溝である。覆土は６層に区分される。

ＳＤ１３（第２５図） 西側区北にて検出。遺跡の北東端に位置する溝である。幅２．２�、深さ０．４�を

測る東西溝である。覆土はオリーブ黒色シルトと黒褐色粘質土に炭化物と地山の混入の度合いにより

１１層に区分される。

ＳＤ１５（第２５図） 西側区中央南にて検出。SD１６と切合い、中程で同化している。断面形態が箱

形を呈し、覆土は２層に区分されるが、上層である黒色粘質土が SD１５、下層の黒褐色粘質土が SD

１６の覆土とみられる。

ＳＤ１８（第２５図） 西側区北にて検出。幅０．５�、深さ０．１�を測り、断面形態が浅い三角形を呈す

る規模の小さな溝である。

ＳＤ２２（第２５図） 西側南区にて検出。幅１．２�、深さ０．２�を測る。断面形態が浅い皿形を呈する

緩く蛇行する南北溝である。北側で SD２３が分流する。

ＳＤ２４（第２５図） 西側南区にて検出。直角に曲がる幅０．５�、深さ０．１�を測る断面形態が皿形を
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呈する区画溝とみられる。

ＳＤ２５（第２５図） 西側南区にて検出。幅は地点により異なるが、概ね０．３�から０．５�、深さ０．２

�を測り、緩く円弧を描く小規模な溝である。溝底に小さな穴が列をなしている。平地式建物の壁溝

である可能性が高い。

ＳＤ２６Ａ（第２５図） 西側南区にて検出。幅０．６�、深さ０．１�を測る、断面形態が皿形を呈する溝

である。覆土は地山の混入する黒褐色粘質土の単層である。

ＳＤ２６Ｂ（第２５図） 西側南区にて検出。幅０．５�、深さ０．３�を測る、断面形態が逆台形を呈する

溝である。覆土は５層に区分される。

ＳＤ２７Ａ（第２５図） 西側南区にて検出。幅０．６�、深さ０．１�を測り、断面形態が浅い皿形を呈す

る東西溝である。覆土は褐灰色粘質土と黒色粘質土が地点により異なって検出されている。

ＳＤ２７Ｂ（第２５図） 西側南区にて検出。幅０．３�、深さ０．１�を測り、断面形態が皿形を呈する溝

である。覆土は地山の混入する黒色粘質土の単層である。

ＳＤ２８（第２５図） 西側南区にて検出。幅０．６�、深さ０．１�を測り、断面形態が浅い箱型を呈する

規模の小さな溝である。覆土は灰色粘質土と褐灰色粘質土及び地山の混入する３層に区分される。

ＳＤ２９（第２５図） 西側南区にて検出。幅０．２�、深さ０．１�を測り、断面形態が逆台形を呈する非

常に小さな溝である。覆土は褐灰色粘質土の単層である。

ＳＤ３０（第２５図） 西側南区にて検出。幅０．６�、深さ０．２�を測り、断面形態が椀形を呈する規模

の小さな溝である。覆土は灰色粘質土とこれに地山が混入する２層である。

ＳＤ３３（第２５図） 東側区にて検出。幅５．５�、深さ０．７�を測り、断面形態が逆台形を呈する規模

の大きな溝である。東西方向にあるとみられるが、支線区や６区で延長部分は確認されていない。覆

土は流域中央で５層に区分される。

ＳＤ４０（第２７図） 西側南区にて検出。幅約１５�、深さ０．８�を測る規模の大きな川である。１９年

度調査では、調査区の端から端まで大きく落ち込み、南北方向に流れるとみられた。２０年度調査の

仮水南区で上流部分が確認され、幅約８�の河川であることが分かり、１９年度調査地点は川が広が

る部分であることが明らかとなった。遺構検出時は黒色粘質土と地山の混ざる範囲が著しく広く、地

山が汚れているような感があった。上層面検出段階で縄文土器や古墳時代前期の土師器が露出し、遺

物の量が相当あるものとみられた。最下層では湧水が激しく、川が埋没した現在でも水脈として機能

していた。縄文土器は下層から多く出土する傾向にあった。

ＳＤ４１（第２５図） 西側南区にて検出。幅０．６�、深さ０．１�を測り、断面形態が浅い皿形を呈する

規模の小さな溝である。覆土は黒色粘質土の単層である。

ＳＤ４２（第２５図） 東側区北にて検出。幅０．４�、深さ０．２�を測り、断面形態が箱形を呈する規模

の小さな溝である。覆土は黒褐色粘質土の単層である。

ＳＤ４３（第２５図） 東側区北にて検出。幅０．４�、深さ０．３�を測り、断面形態が逆台形を呈する規

模の小さな溝である。覆土は黒褐色粘質土とこれに地山が混入する２層である。

ＳＤ４５・ＳＤ４６（第２６図） 東側区南にて検出。SD４５に SD４６が切合う。覆土はあわせて８層に区

分される。

ＳＤ５３（第２６図） 東側区南にて検出。幅０．５�、深さ０．３�を測り、断面形態がやや深い箱形を呈

する小規模な溝である。覆土は灰黄褐色粘質土、黒色粘質土、褐灰色粘質土の３層に区分される。

ＳＤ５４（第２６図） 東側区南にて検出。地点により幅や深さが異なる溝である。最も深い地点では

幅０．７�、深さ０．６�を測り、断面形態が逆台形を呈する。覆土は５層に区分される。

１６― ―



ＳＤ５５（第２６図） 東側区南にて検出。地点により幅や深さが異なる溝である。最も深い地点では

幅０．７�、深さ０．５�を測り、断面形態は上層面で浅い箱型を呈し、下は円筒形に深い。覆土は４層

に区分される。うち３層は上層面の浅い部分に水平堆積している。

ＳＤ６６（第２６図） 枝４区にて検出。幅０．７�、深さ０．２�を測り、断面形態が浅い皿形を呈する規

模の小さな溝である。覆土は褐灰色粘質土に炭化物の含有量で２層に区分される。

ＳＤ６９（第２６図） 東側区北にて検出。幅０．６�、深さ０．２�を測り、断面形態が箱形を呈する規模

の小さな溝である。覆土は暗褐色粘質土の単層である。

ＳＤ７０（第２６図） 東側区北にて検出。幅１．０�、深さ０．２�を測り、断面形態が浅い逆台形を呈す

る溝である。覆土は赤灰色粘質土の単層である。

ＳＤ７５（第２６図） 西側区中央南にて検出。幅０．６�、深さ０．２�を測り、断面形態が箱形を呈する

規模の小さな溝である。覆土は褐灰色粘質土と黒色砂質土の２層に区分される。

ＳＤ８４（第２６図） 支線北区にて検出。幅１．０�、深さ０．４�を測り、断面形態が逆台形を呈する溝

である。覆土は褐灰色粘質土に炭化物の含有量によって８層に区分される。

ＳＤ８５（第２６図） 支線北区にて検出。幅０．６�、深さ０．２�を測り、断面形態が逆台形を呈する規

模の小さな溝である。覆土は褐灰色シルトと灰黄褐色砂礫土の２層に区分される。

ＳＤ８６（第２６図） 支線北区にて検出。幅０．２�、深さ０．１�を測り、断面形態が皿形を呈する規模

の小さな溝である。覆土は褐灰色粘質土の単層である。

ＳＤ８７（第２６図） 支線北区にて検出。幅０．５�、深さ０．３�を測り、断面形態が逆台形を呈する規

模の小さな溝である。覆土は土器を含むにぶい黄褐色粘質土の単層である。

ＳＤ８８（第２６図） 支線北区にて検出。幅０．６�、深さ０．３�を測り、断面形態が箱形を呈する規模

の小さな溝である。覆土は褐灰色シルトに炭化物の含有量によって２層に区分される。

ＳＤ８９（第２６図） 支線北区にて検出。幅０．７�、深さ０．２�を測り、断面形態が逆台形を呈する規

模の小さな溝である。覆土は褐灰色粘質土と黒褐色粘質土の２層に区分される。

ＳＤ９０（第２６図） 支線北区にて検出。SD８８と交差する。幅１．２�、深さ０．３�を測り、断面形態

が逆台形を呈する溝である。覆土は褐灰色シルト、灰黄褐色砂質土、黒褐色シルトの３層に区分され

る。黒褐色シルトは炭化物の含有量によってさらに分層される。

ＳＤ９１（第２６図） 支線北区にて検出。幅１．４�、深さ０．３�を測り、断面形態が箱形を呈する溝で

ある。覆土は褐灰色粘質土が３層に区分される。

ＳＤ９２（第２６図） 支線北区にて検出。幅０．２�、深さ０．１�を測り、断面形態が浅い皿形を呈する

規模の小さな溝である。覆土は黒褐色シルトの単層である。

ＳＤ９３（第２６図） 支線中区にて検出。幅約５�、深さ０．４�を測り、断面形態が浅い皿形を呈する

規模の大きな溝である。覆土は黒色粘質土、暗褐色粘質土、灰黄褐色粘質土など７層に区分される。

ＳＤ９５（第２７図） 支線中区にて検出。幅０．７�、深さ０．５�を測り、断面形態が逆台形を呈する溝

である。覆土は褐灰色粘質土の単層である。

ＳＤ９７（第２７図） 支線中区にて検出。幅１．２�、深さ０．４�を測り、断面形態が逆台形を呈する溝

である。覆土は黒褐色粘質土の単層で、SD９８・SD１０４と切合う。

ＳＤ９８（第２７図） 支線中区にて検出。幅０．５�、深さ０．３�を測り、断面形態が逆台形を呈する規

模の小さな溝である。覆土は炭化物を含む黒色粘質土の単層である。

ＳＤ１０１（第２７図） 枝３区にて検出。幅０．３�、深さ０．１�を測り、断面形態が浅い皿形を呈する

規模の小さな溝である。覆土は黒褐色シルト、黄灰色シルトの２層に区分される。
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ＳＤ１０２（第２７図） 枝３区にて検出。幅０．３�、深さ０．１�を測り、断面形態が浅い皿形を呈する

規模の小さな溝である。覆土は黒褐色シルトとこれに地山が混入するものの２層に区分される。

ＳＤ１０４（第２７図） 支線中区にて検出。幅０．７�、深さ０．２�を測り、断面形態が皿形を呈する規

模の小さな溝である。覆土は黒褐色粘質土、褐灰色粘質土の２層である。

ＳＤ１１１（第２７図） 支線中区にて検出。幅０．５�、深さ０．２�を測り、断面形態が皿形を呈する規

模の小さな溝である。覆土は黒色粘質土とこれに地山が混入するものにより２層に区分される。

ＳＤ１１２（第２７図） 支線中区にて検出。幅１．０�、深さ０．３�を測り、断面形態が浅い皿形を呈す

る溝である。覆土は地点により様相が異なるが、黒色粘質土、黒褐色粘質土などがある。

ＳＤ１１３（第２７図） 支線中区にて検出。幅１．１�、深さ０．１�を測り、断面形態が浅い皿形を呈す

る溝である。覆土は黒色粘質土と灰黄褐色粘質土に地山が混入するものにより２層に区分される。

ＳＤ７４（ＳＤ１１５）（第２７図） 支線南区にて検出。幅０．４�、深さ０．１�を測り、断面形態が椀形を

呈する規模の小さな溝である。覆土は褐灰色粘質土の単層である。

ＳＤ１１６（第２７図） 支線中区にて検出。幅０．８�、深さ０．２�を測り、断面形態が箱形を呈する規

模の小さな溝である。覆土は褐灰色粘質土とこれに地山が混入するものにより２層に区分される。

ＳＤ１２２・ＳＤ１２３（第２７図） 支線中区と枝３区にまたがる地点にて検出。幅の大きな SD１２３に SD

１２２が切合う。幅１．２�、深さ０．３�を測り、断面形態が浅い皿形を呈する規模の小さな溝である。

覆土は SD１２２が黒褐色シルト、SD１２３が黒褐色シルトに炭化物が混入する。

第３節 平成２０年度（２００８年）調査分の遺構について
平成２０年度の調査は１９年度の調査地点に対して交差するような形となっている。主に道路予定地

点に対する埋蔵文化財調査であることから調査区の形状は長方形を呈している。１９年度の調査地点

をまたぐことから、大きく３ヶ所に分かれることとなり、北から順に「仮水北区」「仮水中区」「仮水

南区」とした。仮水南区は遺構密度が高く、前年度調査した支線に隣接する地点は前年同様かなりの

密度となっている。仮水北区と仮水南区では遺構が希薄である。

（１）掘立柱建物・ピット

ＳＢ２１（第２８図） 仮水北区にて検出。梁行２間×桁行３間の側柱建物である。東に SB２６が位置

する。東西方向に軸を有する建物でこれより北側で建物は確認されていない。柱穴の形状は略円形を

呈し、掘方、深さに大小があり、礎板、柱根は残っていなかった。

ＳＢ２２（第２８図） 仮水北区にて検出。梁行１間×桁行２間の側柱建物である。東の柱列はやや小

ぶりな掘方を呈しているが、西側は掘方が大きい。P６７８・P５９５・P６９５には柱痕が土坑底に観察でき、

P５９５の上面形態は隅丸方形を呈している。

ＳＢ２３（第２９図） 仮水北区にて検出。調査区端にて確認した梁行１間×桁行３間の側柱建物であ

る。東側の柱列は大きく、くずれた隅丸方形に近い様相を呈する。深さも０．３�と浅く、柱痕や礎板

等は見られない。P５６８では柱根が残っていたが柱列よりやや外側にある。梁幅に対し桁幅が長く、

南北に細長い建物となっている。

ＳＢ２４（第２９図） 仮水北区にて検出。SB２１と SBN０１の間に位置する。建物西側は調査区外で、

東の柱列を３間にわたり確認した。柱穴の掘方は略円形を呈し、深さは０．５�を測り、ほぼ均等であ

る。P５８３では土層断面中に柱痕とみられる落ち込みを確認できる。

ＳＢ２５（第２９図） 仮水北区にて検出。建物の東側は調査区外であるが、梁行２間×桁行２間以上
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の側柱建物である。柱穴の形状は略円形を呈し、掘方、深さに大小があり、礎板、柱根は残っていな

かった。

ＳＢ２６（第３０図） 仮水北区にて検出。建物の南側は調査区外であるが、梁行１間×桁行２間以上

の側柱建物、あるいは正方形状の建物とみられる。柱穴の形状は略円形を呈し、掘方、深さに大小が

あり、礎板、柱根は残っていなかった。

ＳＢ２７（第３０図） 仮水北区にて検出。建物の西側は調査区外であるが、梁行１間以上×桁行２間

以上の側柱建物である。柱穴の形状は略円形を呈し、掘方、深さに大小がある。

ＳＢＮ０１（第３０図） 仮水北区にて検出。SB２７と切合う。東側の柱列は全体が調査できたため、約

４�の桁行をもつ建物とみられる。覆土は黒色粘質土と地山の塊が絡み合い、複雑な様相を呈してい

る。

（２）井戸・土坑

ＳＫ８６（第３１図） 仮水北区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸１．５�、短軸１．３�、深さ０．４

�を測り、断面形態が箱形を呈する土坑である。土坑上面と底面で幅に差がある。覆土はおおむね２

層に区分され、上層が黒褐色シルト、下層に黒色砂質土、下層に黒褐色シルトが堆積している。

ＳＫ８７（第３１図） 仮水北区にて検出。上面形態は略方形を呈し、長軸１．４�、短軸１．１�、深さ０．４

�を測り、断面形態が逆台形を呈する土坑である。土坑底に凹凸がある。覆土は黒色粘質土に灰黄色

砂質土が混入する単層である。

ＳＫ８８（第３１図） 仮水北区にて検出。上面形態は楕円形を呈し、長軸２．０�、短軸１．６�、深さ０．５

�を測り、断面形態が椀形を呈する土坑である。覆土は４層に区分され、上層である黒色粘質土が全

体の５割を占める。下層は灰黄色粗砂に地山が混入するもので区分される。

ＳＫ８９（第３１図） 仮水北区にて検出。上面形態は東西に細長い長楕円形を呈し、長軸２．９�、短

軸１．１�、深さ０．１�を測り、断面形態がきわめて浅い皿形を呈する土坑である。落ち込みの一種と

みられる。覆土は５層に区分され、２層である黒褐色シルトには炭化物が多く混入している。

ＳＫ９０（第３１図） 仮水北区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸１．１�、短軸１．０�、深さ０．９

�を測る。断面形態が上層で椀形を呈し、土坑中程より円筒形を呈する土坑である。小型の井戸とみ

られる。覆土は黒褐色粘質土と黒色シルトによりおおむね２層に区分される。

ＳＫ９１（第３１図） 仮水北区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸０．９�、短軸０．８�、深さ０．６

�を測り、断面形態が円筒形を呈する土坑である。小型の井戸とみられる。覆土は黒褐色シルトとこ

れに地山が混入するものにより２層に区分される。

ＳＫ９２（第３１図） 仮水北区にて検出。上面形態は長方形を呈し、長軸３．０�、短軸１．５�、深さ０．６

�を測り、断面形態が箱形を呈する大型の土坑である。土坑の北と西の肩部分に段差があり、北側で

は縦板が残っていた。縦板はほぼ垂直に埋まっている。井戸枠と見ることもできるが、板で四周を囲っ

た浅い水溜場かもしれない。覆土は上層に灰黄褐色粘質土、下層に黒褐色砂質土が堆積する。堆積状

況は場所により起伏がある。

ＳＫ９３（第３１図） 仮水北区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸１．１�、短軸０．８�、深さ０．７

�を測り、断面形態が円筒形を呈する土坑である。小型の井戸とみられる。覆土は黒色粘質土、黒色

シルト、灰色シルトの３層に区分される。

ＳＫ１００（第３１図） 仮水中区にて検出。上面形態は略円形を呈し、長軸０．８�、短軸０．７�、深さ

０．６�を測り、断面形態が円筒形を呈する土坑である。SK７８と類似する小型の井戸とみられる。覆
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土は４層に区分されるが、上層に炭化物を含む黒褐色粘質土が薄く堆積し、下層は黒色粘質土である。

ＳＫ１０４（第３１図） 仮水南区にて検出。上面形態は円形を呈し、長軸、短軸ともに０．７�、深さ０．３

�を測り、断面形態がいびつで凹凸のある逆台形を呈する土坑である。覆土は黒褐色粘質土とこれに

炭化物を含むものの２層に区分される。

ＳＫ１０５・１０６・１０７・１０８・１０９（第３２図） 仮水南区にて検出。円形の土坑が集中する。輪郭が判明

しているものは SK１０６・SK１０７・SK１０９で、調査区の南東壁に接しているため規模がわからないもの

として SK１０５・SK１０８がある。この土坑群周辺の土壌は SD４０に合流する SD１８３の埋没域にあり、

砂を多く含むため、土坑に堆積した粘質土やシルト質の覆土を際立たせている。SK１０７と SK１０８で

は SK１０７が古いことが土層の切合いにより確認できる。SK１０５は最下層が椀形に落ち込み、おおむ

ね３層に区分される。SK１０６は深い椀形を呈し、覆土も中心がやや深く円錐状に堆積する傾向があ

る。SK１０７は深く箱型に落ち込み、覆土は複雑な様相を呈している。SK１０８は上層２層が薄い皿形

を呈し、下層が厚く堆積している。SK１０９はこの土坑が集中する一角にあるもののうち、最も規模

が大きい。上面形態は略円形を呈し、大きく箱形に落ち込み、起伏の少ないほぼ水平堆積に近い状況

を呈している。覆土は炭化物の混入やシルト、砂などがそれぞれに影響し合い、細かく細分される。

縄文時代の土坑の機能としては廃棄・動物の捕獲・堅果類の貯蔵などが知られているが、今回検出し

た土坑は前述の機能と合致、あるいはその痕跡をとどめるものがなく、SK１０８の上層のように水が

一定期間滞留して土砂が堆積したものや、 SK１０６のように井戸の堆積状況と類似する様相などから、

水を得るために開口させた井戸のような機能を有する土坑とみることができる。

（３）溝・川

ＳＤ４０（第３３図） 仮水南区にて検出。南北に流れる河川である。１９年度調査の東側区で検出した

SD４０の上流部分である。北の下流側では幅が大きく広がるが上流側の南では幅が狭くなっている。

調査区西壁方向より SD１３７が合流している。覆土のうち、灰黄褐色粘質土の層は縄文土器を多量に

含むため、縄文時代にはすでに開口していたと考えられる。川の左岸側に土器類が多く出土する傾向

がある。

ＳＤ１３５（第３３図） 東仮溝区にて検出。１９年度調査の東側区と支線中区の間に設けた調査区に位

置する。この調査区は東西溝が複数流れており、SD１３５はその中で中心に位置する溝である。１９年

度調査の SD９３あるいは SD１２４と同一の可能性がある。幅は広い地点で３．０�、深さ０．４�を測り、

断面形態は皿形を呈する。覆土は黒褐色粘質土、黄灰色シルトとこれに地山が混入するものにより３

層から５層に区分される。

ＳＤ１３７（第３３図） 東仮溝区にて検出。SD１３５と同じような方向に流れる東西溝である。幅１．０�、

深さ０．５�を測り、断面形態が逆台形を呈する。覆土は黒褐色粘質土とこれに炭化物を含むもの、黒

色粘質土、地山の混入するものなどにより３層から５層に区分される。

ＳＤ１４０（第３３図） 仮水北区にて検出。SD１４０より北に SD１４１・SD１３２と並んで検出している。

幅は広い地点で４．５�、深さ０．４�を測る断面形態が箱形を呈する溝である。覆土は５層から７層に

区分される。部分的に再掘削の痕跡が確認できる地点もあった。

ＳＤ１４１（第３３図） 仮水北区にて検出。幅０．７�、深さ０．２�を測る、断面形態が皿形を呈する規

模の小さな溝である。覆土は黒褐色粘質土と暗灰黄色粘質土の２層に区分される。

ＳＤ１４２（第３３図） 仮水北区にて検出。幅１．３�、深さ０．３�を測る、断面形態が椀形を呈する溝

である。覆土は黄灰色粘質土を主堆積とする３層に区分される。
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ＳＤ１４３（第３３図） 仮水北区にて検出。幅１．２�、深さ０．６�を測り、断面形態は上部が広く、下

部が逆台形を呈する。覆土は上部が３層に区分され、下部は黒色シルトを主堆積とする４層に区分さ

れる。

ＳＤ１５０（第３３図） 仮水中区にて検出。南西から北東方向にかけて蛇行する幅３．０�、深さ０．５�

を測る、断面形態が浅い皿形を呈する溝である。覆土は黒色粘質土と黒褐色粘質土とこれに地山の含

有率により分層されるもので５層に区分される。

ＳＤ１５１（第３３図） 仮水中区にて検出。幅０．５�、深さ０．１�を測る、断面形態が浅い皿形を呈す

る規模の小さな溝である。覆土は灰黄褐色粘質土とにぶい黄橙色粘質土の２層に区分される。

ＳＤ１５２（第３３図） 仮水中区にて検出。幅１．３�、深さ０．２�を測る、断面形態が浅い皿形を呈す

る規模の小さな溝である。覆土は灰黄褐色粘質土とにぶい黄橙色粘質土の２層に区分される。

ＳＤ１８３（第２２図） 仮水南区にて検出。幅２．４�、深さ０．３�を測る、断面形態が浅い皿形を呈す

る溝である。断面図から川底は２箇所に分かれていることが確認できるため、再掘削を行っていると

みられる。覆土は褐灰色粘質土と灰黄褐色砂質土により３層に区分される

第４節 平成２１年度（２００９年）調査分の遺構について
平成２１年度の調査は、水路の付け替えが予定されている箇所及び区画道路地点に対して実施した。

１区から４区までの調査区を設定した。１区は平成２０年度の仮水北区のさらに北側へ延びる調査区と

なり、水路及び道路部分が該当する。２区は平成１９年度の西側南区の北部分で、鞍月運動公園の駐

車場入り口部分に相当する。３区は平成１９年度東側区からさらに南に離れた地点である。２区、３区

とも市道が予定されている地点である。４区は平成１９年度の西側区に接する地点で水路が予定され

ている地点である。

（１）掘立柱建物・ピット

ＳＢ２８（第３４図） ２区にて検出。梁行２間×桁行２間の正方形状建物である。柱穴の掘方は略円

形を呈し、大きさにばらつきがある。南側の柱列のうち、南西角のピットと隣接するピットの土層断

面では柱痕が確認できる。調査時点では SB０５としていたものである。

ＳＢ２９（第３４図） ２区にて検出。梁行２間×桁行２間の正方形状建物である。SB２８と同じ地点で

あり、かつ規模や軸線も同じであることから両者は建て替えの関係にあるとみられる。P７の土層断

面では柱痕が確認できる。相違点として SB２９には SB２８には見られない建物中心の柱がある。調査

時点では SB０６としていたものである。

ＳＢ３０（第３４図） ２区にて検出。梁行２間×桁行２間の正方形状建物である。SB２８・SB２９と切合

い、かつ規模や軸線も前者と類似する。事後の図面調査により判明した建物である。

（２）井戸・土坑

ＳＥ０８（第３５図） １区にて検出。長軸１�、短軸０．７�、深さ０．４�を測る、上面形態楕円形を呈

する土坑である。掘方は円筒形に掘られ、覆土は２層に分かれる。井戸枠等は確認されていないが、

円筒形に掘り込む形態から、井戸と判断した。

ＳＥ０９（第３５図） １区にて検出。調査区の端で見つかったため、調査箇所を拡張したものである。

長軸１．８�、短軸１．５�、深さ０．７�を測る円形を呈する土坑である。掘方は上段が広がりを見せる

が、ほぼ円筒形に掘られ、覆土は２層に分かれる。井戸枠等は確認されていないが、SE０８と同様に
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円筒形に掘り込む形態から、井戸と判断した。

ＳＫ１１１（第３５図） ２区にて検出。長軸０．７�、短軸０．６�、深さ０．２�を測る、上面形態略円形を

呈する土坑である。掘方は浅く円筒形に掘られ、覆土は２層に分かれる。黒褐色粘質土に炭化物を含

む。

ＳＫ１１２（第３７図） ２区にて検出。長軸０．５�、短軸０．５�を測る、上面形態が略円形を呈する土

坑である。掘方は円筒形に掘られ、覆土は２層に分かれる。

ＳＫ１１３（第３５図） １区にて検出。長軸０．９�、短軸０．８�、深さ０．１�を測る、上面形態楕円形を

呈する土坑である。掘方は浅く皿形に掘られ、覆土は２層に分かれる。黒色粘質土及び黒褐色粘質土

に地山の混入が確認される。

ＳＫ１１４（第３５図） １区にて検出。長軸０．７�、短軸０．５�、深さ０．３�を測る、上面形態略円形を

呈する土坑である。掘方は逆三角形に掘られ、覆土は３層に分かれる。逆三角形型の掘り込みを有す

る土坑はほかになく、第１層及び第２層の灰褐色粘質土に炭化物を含むなどの特徴がある。

ＳＫ１１５（第３５図） １区にて検出。長軸０．９�、短軸０．６�、深さ０．１�を測る、上面形態不定形な

楕円形を呈する土坑である。掘方はきわめて浅く皿形に掘られ、覆土は２層に分かれるが、粗砂の混

入と地山の混入割合で区分しており、本来的には単層と考えられる。

ＳＫ１１６（第３５図） １区にて検出。SE０９の東側に位置する。長軸２．５�、短軸１．５�、深さ０．１�

を測る、上面形態不定形な長楕円形を呈する土坑である。掘方はきわめて浅く皿形に掘られ、覆土は

地山の小塊及び炭化物を含む黒色粘質土の単層である。

ＳＫ１１７（第３５図） ２区にて検出。長軸０．８�、短軸０．７�、深さ０．３�を測る、上面形態略方形を

呈する土坑である。掘方は箱形に掘られ、覆土は黒色粘質土の単層である。

ＳＫ１１９（第３５図） １区にて検出。長軸０．７�、短軸０．４�、深さ０．２�を測る、上面形態楕円形を

呈する土坑であるとみられるが、半分が調査区外のため、詳しい形態はわからない。掘方は浅く皿形

に掘られ、覆土は２層に分かれる。第１層の黒色粘質土及びには炭化物を含む特徴がある。

ＳＫ１２０（第３５図） １区にて検出。長軸１．５�、短軸１�、深さ０．２�を測る、上面形態長方形を

呈する土坑である。掘方は浅く皿形に掘られ、覆土は２層に分かれる。黒色粘質土及び黒褐色粘質土

に地山の混入が確認される。

ＳＫ１２１（第３５図） ３区にて検出。長軸０．６�、短軸０．５�、深さ０．３�を測る、上面形態略円形を

呈する土坑である。掘方は溝と切り合うため本来の形はわからないが、円筒形に掘られていたとみら

れる。覆土は下層の部分を確認しており、黒色粘質土に地山の混入が確認された。

ＳＫ１２２（第３５図） ３区にて検出。長軸１．８�、短軸０．９�、深さ０．４�を測る、上面形態楕円形を

呈する土坑であるとみられるが、半分が調査区外のため、詳しい形態はわからない。掘方は箱形に掘

られ、覆土は２層に分かれる。第１層の黒褐色粘質土に地山の混入が確認される部分を第２層とした。

ＳＫ１２３（第３５図） ３区にて検出。長軸４．５�、短軸１．２�、深さ０．１�を測る、上面形態不定形な

長楕円形を呈する土坑である。掘方はきわめて浅く、溝に近い形態を呈する。中央部分で１段落ち込

みがある。覆土は地山の小塊及び炭化物を含む黒色粘質土の単層である。

ＳＫ１２４（第３５図） ３区にて検出。溝状に延伸する部分も含めた長軸２．６�、短軸は溝状の部分で

０．４�、円形の土坑部分で１．３�、深さは溝状の部分で０．２�、土坑部分で０．６�を測る。土坑部分の

掘方は円筒形に掘られ、覆土は４層に分かれる。

ＳＫ１２６（第３５図） ４区にて検出。長軸１．１�、短軸０．７�、深さ０．５�を測る、上面形態楕円形を

呈する土坑である。掘方は上段が広がりを見せ、最下段は１段段差があり、覆土は３層に分かれるが、
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本来は黒褐色砂質土と暗灰黄色細砂の２層から構成され、最下層は地山に相当するものと思われる。

ＳＫ１２７（第３５図） ４区にて検出。長軸１．３�、短軸１．２�、深さ０．５�を測る、上面形態略円形を

呈する土坑である。掘方は円筒形に掘られ、覆土は３層に分かれる。井戸枠等は確認されていないが、

円筒形に掘り込む形態から、SE０８や SK１２８などと共に井戸と考えられる。

ＳＫ１２８（第３５図） ４区にて検出。長軸１．３�、短軸１�、深さ０．７�を測る、上面形態略円形を

半分に割ったような形状を呈する土坑である。掘方は深く円筒形に掘られ、覆土は３層に分かれる。

黒色シルト及び灰褐色砂の互層を呈している。

（３）溝・川

ＳＤ１９０・ＳＤ１９１（第３６図） ２区にて検出。南北方向に流れる溝であるが、SD１９０は調査区の外

に広がりをみせる。SD１９０は SD１９１および SD１９２、SD１９５と切合い、複数の溝が錯綜する状況を呈

している。SD１９０は断面形態が深い逆台形の掘方を呈し、炭化物を含む黒褐色粘質土を中心とした

溝で、部分的に砂を含む細層がみられる。SD１９１は SD１９０に比べやや小ぶりな溝で、断面形態は浅

い逆台形を呈し、覆土は黒褐色粘質土と黒色粘質土の上下に区分され、ともに炭化物を含む。両者の

新古は土層の確認により SD１９０の上部を SD１９１の上層が切っているため、SD１９０廃絶後に SD１９１

が機能したと考えられる。

ＳＤ１９２（第３６図） ２区にて検出。SD１９１や SD１９５と重複する川あるいは浅い落ち込みと考えら

れる遺構である。比較的浅い川で深さは最深部で０．３�程度を測る。覆土は地点により様相が異なる

が、黒褐色砂質土に炭化物と砂の含有量で区分される。SD１９５と合流する地点の土層観察では両者

の覆土が同一で、区分できないことから、SD１９２が SD１９５の支流の可能性がある。

ＳＤ１９４（第３６図） ２区にて検出。調査区を斜めに横断する溝であるが、ほぼ南北の軸線に沿うた

め、SD１９５とは角度が異なる。SD１９５と重複する。川幅が約１．５�を測り、断面形態は地点によって

浅い逆台形と皿形を呈するなど一様ではない。深さは最深部で０．３�程度を測る。覆土は地点により

様相が異なるが、黒褐色粘質土と灰褐色粘質土に区分され、それぞれ炭化物を含む。

ＳＤ１９５（第３６図） ２区にて検出。調査区を斜め方向に横断する、川幅が約４�を測る川である。

断面形態が深い逆台形の掘方を呈し、最深部は０．６�を測る。覆土は黒褐色粘質土及び黄灰色粘質土

を基本とし、その中に含まれる炭化物と砂の含有量で区分される。SD１９０や SD１９２と切合っており、

SD１９２とは合流が考えられ、SD１９０とは新古の関係で SD１９０が古いことが土層の観察によりうかが

われる。また、調査区の南端で、炭化物が集中している地点が確認されている。

ＳＤ２０４・ＳＤ２０５（第３７図） ２区にて検出。調査区の西壁より現れ、SD１９４に直角に合流する溝

である。SD２０３を横断するところから同化して一つの溝となっている。SD１９４とあわせ、方位に沿っ

た区画溝とみられる。

ＳＤ２０７（第３７図） ２区にて検出。調査区の南端に位置し、方位に沿った小規模な溝である。断面

形態はきわめて浅い皿形を呈し、覆土は２層に区分される。

ＳＤ２１１（第３７図） １区にて検出。調査区の最南端に位置し、平成２０年度調査で確認した SD１４２

の延長部分となる溝である。断面形態はきわめて浅い皿形を呈し、覆土は２層に区分される。

ＳＤ２１２（第３７図） １区にて検出。調査区の西壁より現れ、中程で深さがなくなり、地表面と同化

する小規模な溝である。断面形態はきわめて浅い皿形を呈し、覆土は２層に区分される。

ＳＤ２１３（第３７図） １区にて検出。SK２１０と隣接し、溝というよりは細長い土坑といえる。断面形

態はきわめて浅い箱形を呈し、覆土は２層に区分される。
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ＳＤ２１４（第３７図） １区にて検出。調査区中央を横断する溝で、断面形態は浅い箱形を呈し、覆土

は２層に区分される。東西の方位と合致する。

ＳＤ２１５（第３７図） １区にて検出。調査区の最も北に位置し、当遺跡の北限にあたる溝である。溝

幅が約１．５�、断面形態は逆台形を呈し、最深部は０．５�を測る。かなりしっかりと掘削している。

ＳＤ２１６（第３７図） １区にて検出。調査区の西壁から現れ、中程で深さがなくなり、地表面と同化

する小規模な溝である。図中では SD２１５に隣接し、合流しない様相を呈するが、断面で確認すると

非常にわずかではあるが合流が確認される。

ＳＤ２１７（第３７図） １区にて検出。溝幅が約０．８�、断面形態は箱形を呈し、深さは０．１�を測る

溝である。

ＳＤ２１８（第３７図） ３区にて検出。調査区の最も南に位置する溝である。溝幅が約１�、断面形態

は浅い皿形を呈し、最深部は０．２５�を測る。

ＳＤ２１９（第３７図） ３区にて検出。調査区の北壁から緩く円弧を描いている。溝幅が約０．４�、断

面形態は箱形を呈し、深さは０．１�を測る。

ＳＤ２２０（第３７図） ３区にて検出。調査区の北壁から現れ、中程で深さがなくなり、地表面と同化

する小規模な溝である。溝幅が約１�、断面形態は浅い皿形を呈し、深さは０．２�を測る。

ＳＤ２２１（第３７図） ３区にて検出。調査区の南西角で一部分を確認している。溝幅が約０．４�、断

面形態は浅い箱形を呈し、最深部は０．１�を測る。

ＳＤ２２２（第３７図） ３区にて検出。調査区の南壁から現れ、調査区中程で地山と同化する溝である。

SD２２３と併行し、SD２１９の延長である可能性がある。溝幅が約０．４�、断面形態は浅い皿形を呈し、

深さは０．１�を測る。

ＳＤ２２３（第３７図） ３区にて検出。約６�の長さしか持たない小規模な溝である。溝幅が約０．４�、

断面形態は浅い箱形を呈し、最深部は０．１�を測る。

第５節 平成２２年度（２０１０年）調査分の遺構について
平成２２年度の調査は、道路工事の際に影響が生じる恐れのある箇所について調査を実施したもの

である。側道部分に予定されている工事は盛土工事の後に道路築造が行われるため、盛土の袖部分に

ついて発掘調査が必要と判断されたため、調査を追加した。調査箇所は前年度調査区に番号を付した

ものを踏襲し、５区から１８区まで設定した。

（１）井戸・土坑

ＳＫ１３５（第３８図） ５区にて検出。SK１３７に隣接する。上面形態は楕円形を呈し、長軸１�、短軸

０．８�、深さ０．６�を測る、掘方が逆台形を呈する土坑である。覆土は５層に分かれる。

ＳＫ１３６（第３８図） ６区にて検出。調査区端で半分を確認している。長軸１．５�、短軸０．４�、深

さ０．６�を測る、掘方が逆台形を呈する土坑である。覆土は２層に分かれ、円筒形に掘り込む井戸状

の遺構と考えられる。

ＳＫ１４２（第３８図） １４区にて検出。長軸０．８�、短軸０．６�、深さ０．５�を測る、掘方が箱形を呈

する土坑である。覆土は黒褐色粘質土と黒色粘質土、これに地山の含有量により３層に区分される。

ＳＫ１４４（第３８図） １６区にて検出。長軸０．８�、短軸０．６�、深さ０．３�を測る、掘方が箱形を呈

する土坑である。覆土は黒褐色粘質土と黒色粘質土、これに地山の含有量により３層に区分される。

ＳＫ１４５（第３８図） １１区にて検出。P９６７に切られる。長軸１．０�、短軸０．８�、深さ０．２�を測る、
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掘方が箱形を呈する土坑である。覆土は黒褐色粘質土の単層で、P９６７の覆土は黒色粘質土を基本と

し、地山の含有量により２層に区分される。

（２）溝・川

ＳＤ０７・ＳＤ１３（第３８図） １６区にて検出。調査区の東端に位置する。１９年度調査で確認した SD

０７と SD１３が交差する地点である。幅２．２�、深さ０．４�を測る断面形態が皿形を呈する溝となって

いる。覆土は黒褐色シルト、黒褐色砂質土、黄灰色シルトの３層に区分される。

ＳＤ２２６（第３８図） ５区にて検出。幅０．６�、深さ０．３�を測る、断面形態が逆台形を呈する規模

の小さな溝である。覆土は黒褐色粘質土の単層である。

ＳＤ２２７（第３８図） ５区にて検出。幅０．４�、深さ０．１�を測る、断面形態が皿形を呈する規模の

小さな溝である。覆土は黒褐色シルトを基本とし、含有する地山の量により２層に区分される。

ＳＤ２２８・ＳＤ２３０（第３８図） １６区にて検出。幅０．７�、深さ０．２�を測る、断面形態が皿形を呈

する溝である。覆土は黒褐色砂質土、黒褐色シルト、暗灰黄色砂質土の３層に区分される。

ＳＤ２５５（第３８図） １６区にて検出。幅１．２�、深さ０．２�を測る、断面形態が浅い皿形を呈する溝

である。覆土は黒褐色粘質土の単層である。

ＳＤ２６０（第３８図） １１区にて検出。溝の肩幅が浅く広い特徴を有する。幅３．８�、深さ０．５�を測

る、断面形態が皿形を呈する溝である。覆土は黒褐色シルト、灰黄褐色シルト、黒褐色砂質土の３層

に区分される。

ＳＤ２６１（第３８図） １１区にて検出。幅２．０�、深さ０．３�を測り、断面形態は上層が浅い皿形を呈

し、下層が逆台形を呈する溝である。覆土は黒褐色シルト、黒褐色砂質土とこれに炭化物を含むもの、

灰黄褐色シルトの４層に区分される。
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第５図 SB０１〔S＝１／１２０〕、０３〔S＝１／６０〕
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第６図 SB０２〔S＝１／１２０〕

２７― ―



第７図 SB０４、０５〔S＝１／６０〕

２８― ―



第８図 SB０６、０７〔S＝１／６０〕

２９― ―



第９図 SB０８、０９〔S＝１／６０〕

３０― ―



第１０図 SB１０、１１〔S＝１／６０〕

３１― ―



第１１図 SB１２、１４〔S＝１／６０〕

３２― ―



第１２図 SB１３〔S＝１／６０〕

３３― ―



第１３図 SB１５、１６、１７〔S＝１／６０〕

３４― ―



第１４図 SB１８、SA０１〔S＝１／６０〕

３５― ―



第１５図 SB１９、２０、SE０１、０３〔S＝１／６０〕

３６― ―



第１６図 SE０５、０６〔S＝１／６０〕

３７― ―



第１７図 SK０３、０８、０９、１１、１２、１４、１５、１６、１８、１９〔S＝１／６０〕
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第１８図 SK２０、２１、２２、２８、３１、３２、３３、３５、３６、３７〔S＝１／６０〕
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第１９図 SK４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、５０、５１、５２、５３、５４、５５、５６〔S＝１／６０〕
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第２０図 SK５８、５９、６０、６１、６２、６３、６４、６７、６９、７１、７３、７４、７５、７７〔S＝１／６０〕
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第２１図 SK７８、７９、SX０２、０３、０４、０６〔S＝１／６０〕
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第２２図 ピット実測図（１）〔S＝１／６０〕
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第２３図 ピット実測図（２）〔S＝１／６０〕
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第２４図 ピット実測図（３）〔S＝１／６０〕
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第２５図 SD実測図（１）〔S＝１／６０〕

４６― ―



第２６図 SD実測図（２）〔S＝１／６０〕

４７― ―



第２７図 SD実測図（３）〔S＝１／６０〕
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P595

第２８図 SB２１、SB２２〔S＝１／６０〕

４９― ―



第２９図 SB２３、２４、２５〔S＝１／６０〕

５０― ―



第３０図 SB２６、２７、SBN０１〔S＝１／６０〕

５１― ―



第３１図 SK８６、８７、８８、８９、９０、９１、９２、９３、１００、１０４〔S＝１／６０〕

５２― ―



第３２図 SK１０５、１０６、１０７、１０８、１０９〔S＝１／６０〕
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第３３図 SD実測図（４）〔S＝１／６０〕
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第３４図 SB２８、２９、３０〔S＝１／６０〕
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第３５図 SE０８、０９、SK１１１、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２６、１２７〔S＝１／６０〕
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第３６図 SD実測図（５）〔S＝１／６０〕
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第３７図 SD実測図（６）、SK１１２、P７６４、P７６５、P７６７、P７６８、P７７３、P７７７、P８３５、P８３６、P８７６〔S＝１／６０〕
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第３８図 SK１３５、１３６、１４４、１４５、ピット、SD実測図（７）〔S＝１／６０〕
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第４章 出土遺物

第１節 平成１９年度（２００７年）調査分

（１）掘立柱建物・ピット出土遺物

柱根が出土しているピット

柱根のみが出土しているピットは次のとおりである。P９１・P２７７・P２８３・P２８７・P３８６・P４５８（以

上、第５８図）、P５１５・P５３２・P５３３・P５５２・P５６４（以上、第５９図）。

建物の柱穴で柱根が出土しているものは次のとおりである。SB０５ P１８・P２６３、SB０６ P１８４、SB

０７ P５１８、SB０８ P２６９・P５０８・P５５６、SB０１１ P１８０・P５３４（以上、第５７図）。

Ｐ０３（第３９図） １・２は有段擬凹線の口縁をもつ月影式系甕で、内面に指頭圧痕がみられる。３は

「く」の字状口縁をもつ甕である。５は椀形の杯部をもつ高杯で、脚部に透かし孔が３ヵ所残る。時

期は古墳時代初頭と考えられる。

Ｐ０４（第３９図） ６は「く」の字状口縁の壺である。７は甕の底部で外面にススが付着している。

Ｐ０５（第３９図） ８は外底に網代痕が残る縄文土器の底部である。

Ｐ１５（第３９図） ９は布留式系甕である

Ｐ２２（第３９図） １は斜め条痕をもつ鉢である。

Ｐ３４（第３９図） １１は受口状口縁をもつ甕である

Ｐ５９（第３９図） １２は有段擬凹線の口縁をもつ甕である。

Ｐ９３（第３９図） １５～１９は縄文土器で、晩期下野式期に属する斜め条痕文を主体とする深鉢類であ

る。１６・１８は底部で外底に網代痕が残る。１９は口唇部と外面に列点刺突文を施してある。２０は弥生

時代後期の壺で、直立する頸部に有段口縁をもつ。

Ｐ１００（第７７図） １は刃部に使用痕が残る撥型の打製石斧である。

Ｐ１６７（第３９図） １３は油煙が付着した平安時代の須恵器杯か。

Ｐ１４１（第３９図） １４は平安時代の須恵器有台杯である。

Ｐ２２０（第４０図） １は口縁が外側に肥厚する鉢である。口唇部に横引沈線、体部上半分に連弧状に

斜め条痕文を施す。晩期下野式期に属する。

Ｐ２３９（第４０図） ２は装飾器台の受部で、円形の透かし孔がある。

Ｐ２５８（第４０図） ３は「く」の字状口縁の甕である。

Ｐ２７８（第４０図） ４は「く」の字状口縁の甕である。

Ｐ２８５（第４０図） ５は須恵器盤で、外底部に「千」と墨書がみられる。転用硯として使用されてい

る。時期は９世紀の中頃か。

Ｐ２９０（第４０図） ６は須恵器の有台杯で、１０世紀代のものか。

Ｐ２９４（第４０図） ７は内面黒色土器無台椀で、底部は右回転の糸切り。８は須恵器蓋で、内面に墨

痕が残ることから硯に転用したと考えられる。時期は９世紀の中頃か。

Ｐ２９６（第４０・５８図） 第４０図の９は須恵器の瓶、第５８図の４は棒状木製品である。

Ｐ３１０（第４０図） １０は壺の底部である。

Ｐ３５２（第４０図） １１は有段口縁無文の甕である。外面にススが付着している。

Ｐ４００（第５８図） ６は棒状木製品で、７は礎板である。

Ｐ４１３（第４０図） １２は須恵器の蓋で内面に墨痕が残ることから硯に転用されたと考えられる。１３
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は短頸壺である。時期は９世紀の中頃か。

Ｐ４３２（第４０図） １４は須恵器の盤である。時期は９世紀中頃か。

Ｐ４３９（第５８図） ９は板状木製品である。

Ｐ４４０（第４０図） １５は土師器の無台椀である。

Ｐ４４１（第５８図） ８は板状木製品である。

Ｐ４５１（第５８図） １１は板状木製品で１２・１３は柱根である。

Ｐ４５４（第４０図） １６は須恵器の無台杯である。時期は８世紀末から９世紀初頭か。

Ｐ４６９（第４０図） １７は瀬戸の灰釉陶器の皿である。破断した箇所に漆継ぎがおこなわれている。

Ｐ５１１（第４０図） １８は小型器台である。

Ｐ５２６（第４０図） １９は丈の短い土錘である。

Ｐ５６０（第４０図） ２０は甕の底部である。

Ｐ５６６（第５９図） ６は板状木製品である。

ＳＢ０２Ｐ１９３（第４０図） ２１は白磁の瓶（壺の可能性もある）である。SK５８出土の白磁と同一個

体であった。

ＳＢ０２Ｐ１９８（第４０図） ２２は珠洲焼の鉢の底部である。

ＳＢ０２Ｐ２０１（第４０図） ２３は内面に櫛描文がみられる白磁碗である。

ＳＢ０２Ｐ２０６（第４０図） ２４は細身の土錘である。

ＳＢ０２Ｐ２０８（第４０図） ２５は細身の土錘である。

ＳＢ０４Ｐ２７０（第５７図） １は剣形、２は柱根である。

ＳＢ０７Ｐ５６０（第５７図） ７は礎板と考えられる板状木製品である。

ＳＴ０１（第４０図） ２６は土師器脚部、２７は須恵器、２８は緑釉をかけた陶器の底部、２９は須恵器甕

である。時期は平安時代か。

（２）井戸・土坑出土遺物

ＳＥ０１（第４０・５９図） ３０は穿孔がある土師器の底部で、焼成前に孔を開けたと思われる。直江中

遺跡の SD０１からも出土している。３１～３３は土師器皿である。１３世紀代のものか。第５９図７は曲物、

８は先端部に加工がみられる棒状木製品、９は箸、１０は竹製品である。

ＳＥ０４（第４０・５９図） ３４は内面黒色土器椀と、５～３７は土師器皿である。１３世紀代のものか。第

５９図１１は扇の骨、１２・１３板状木製品、１４・１５は箸、１６は不明木製品である。

ＳＥ０５（第４０・５９・６０図） ３８は不明ロクロ製品で、３９～４１は土師器の皿である。１３世紀前半代

のものか。３９は外底に墨書（判読不明）があり、４０は外底に×印の陰刻がみられる。１３世紀前半代

のものか。第５９図の１７は箸状木製品、１８は呪符木簡で「（符�）急×」とある。スギの板目材で上

端は切り折り、下端は折れ、上部左辺を欠く。全ての面を平滑にしている。文字の墨痕は失われてい

るが、文字部分が浮き上がった状態になっているためにおおよその判読が可能である。魔除けやまじ

ないで用いるため呪言などを書いてある。下部は欠損しているため本来の長さは不明である。１９は

棒状木製品で、２０は杭である。この他に漆器椀の破片も出土している。第６０図の１・７～１０は井戸

の横桟であろうか。３～６は縦板か。

ＳＥ０６（第４１・４２・６０・６３～６８・７５・７８図） 第４１図１～３は条痕文を主体とする縄文土器、第

４１図４～１６、第４２図１～１４までが土器である。第４１図４～６・８は布留式系、７・９は「く」の字

状口縁の甕である。第４１図１２～１６・第４２図１～３は壺で、第４１図１３は外面に直線文や山形文が
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描かれている。第４１図１３・１４・１６・第４２図３は二重口縁の壺で、第４１図１４はカゴ目を粘土紐貼

付により表現している。第４２図４～６は高杯、第４２図７～９は小型器台、第４２図１０～１３は鉢であ

る。第４２図４～６・８・１０・１２は赤彩を施した製品である。井戸廃棄地の祭祀に関連する遺物か。時

期は古墳時代前期前葉のものか。木製品は第６０図１１～２０と第６１図１の横杵がある。（株）東都文化

財保存研究所の樹種同定によると身はコナラ属アカガシ亜属、柄はスギ、第６５・６６図は井戸枠①で

スギ、第６７図・第６８図１の井戸枠②スギ、第６８図井戸枠③スギとなっている。石製品は第７５図４

の管玉では大きな部類に属するものと第７８図１の敲石である。

ＳＫ０３（第４２・７７・７８図） １５・１６は須恵器の長頸壺、１７は須恵器の双耳瓶、１８は瓶底部、１９は

土錘である。この土坑からは須恵器の瓶類が４個体分みつかっている。一括した埋納の可能性がある。

第７７図の９は敲石、第７８図２は凹石でいずれも縄文時代の石製品である。覆土中に元々混入してい

たものであろう。

ＳＫ０９（第５６図） ２６は胴部外面に櫛描きの直線文と簾状文が交互に施文された甕、２７は壺甕類の

底部である。時期は弥生時代中期前半に属する。

ＳＫ１８（第４２・７４～７７図） 第４２図２０～３７は土器・土製品である。２０は有段口縁無文の甕、２１・

２２は布留式系の甕、２３・２４は「く」の字状口縁の甕である。２５は壺の底部で、外底に籾圧痕が５ヵ

所みられる。２６は赤彩を施した有段擬凹線口縁で外面に棒状浮文を持つ装飾壺。２７・２８は有段口縁

の山陰系の壺。２９は有段状の口縁をもつ壺。３０～３４は高杯である。３０・３１は杯部底部と体部の境界

が明瞭な杯部、３３は有段鉢形の杯部をもつ。３５は「く」の字状口縁の鉢、３６は「く」の字状口縁の

小型壺、３７が土錘である。時期は古墳時代前期前葉に属する。第７４図１は棒状木製品である。石製

品のうち、第７４図６は刳貫円盤で、２１～２３は玉作りに関連した剥片類で、４は砥石である。古墳時

代に属するものであろう。

ＳＫ２０（第４３・６９～７３図） 第４３図１は口縁が無文帯で幅が狭く直立する甕で、外面肩部に刺突文

がみられる。木製品は第７１図３、第７２図１、第７３図１・２が縦板で、その他の板材は縦板の周りに

敷かれた状態で検出されたものである。板同士をつなぎ止めた四角形の穴が側縁にある。

ＳＫ２０（第４３図） １は受口状口縁の甕である。肩部外面に連続する刺突文をもつ。時期は弥生時

代後期後半に属する。

ＳＫ２１（第４３・７６図） 第４３図１０～１８は土器である。１０は縄文土器の深鉢、１１・１３は有段擬凹線

の月影式系甕で、１２・１４～１６が有段口縁無文の甕、１７は外面赤彩の長く直立する口縁の壺。１８は有

段口縁の壺。時期は古墳時代前期初頭に属する。第７６図６はサイコロ状に四角い軽石である。玉作

りに関連したものであろう。

ＳＫ２２（第４３図） ２は土師器の底部で、３は細身の土錘である。

ＳＫ２３（第７４図） ２は棒状木製品である。

ＳＫ２４（第４３図） ４は須恵器の無台杯で、５は肥前陶器で刷毛目唐津の鉢である。１８世紀中頃で

あろう。

ＳＫ２６（第４３図） ６は縄文土器片である。

ＳＫ３１（第４３図） ７は長胴甕の口縁部である。

ＳＫ４０（第４３図） ８は平安時代の内面黒色土器の有台椀である。

ＳＫ４２（第４３図） ２１は縄文土器の鉢で、２２は把手である。

ＳＫ４７（第４３図） ９は有段口縁鉢の粘土貼付の把手か。

ＳＫ４８（第４４図） １～７は土器である。１・２は「く」の字状口縁の甕、３は完形の細頸壺である。
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４は蓋、５は高杯、６は装飾器台、７は須恵器甕である。時期は混入物もあるが古墳時代前期後葉に属

する。

ＳＫ５３（第４３図） １９は弥生時代中期の壺の底部である。

ＳＫ５５（第４３・７４図） ２０は不明須恵器製品としたが、長頸瓶であろうか。第７４図３は曲物の底

板である。

ＳＫ５８（第４３図） ２３は９世紀末の須恵器の無台杯で、２４は白磁碗である。白磁碗は１３世紀に属

する。

ＳＫ５９（第４３・７７図） 第４３図２５は高杯の脚で外面に赤彩を施したもの、第７７図１０は敲石であ

る。

ＳＫ６０（第７４図） ４は板状木製品、５は箸である。

ＳＫ６１（第４３図） ２６～３０は土器である。２６は「く」の字状口縁の甕、２８は高杯である。杯部が

浅く口縁部は緩く外反する。時期は古墳時代前期後葉に属する。２９は丈の短い土錘、３０は土玉であ

る。

ＳＫ６２（第４３図） ３１は壺で口縁外面段部には櫛状工具によるキザミ文が施されている。

ＳＫ６３（第４４図） ８・９は「く」の字状口縁を呈する甕である。１０は壺の頸部の突帯にキザミ文が

施されている。１１は外面赤彩の壺で体部に焼成後に穿たれた孔が１ヵ所みられる。１２・１３は高杯、

１４・１５は小型丸底壺である。時期は古墳時代前期後葉に属する。

ＳＫ７２（第４４図） １７・１８は「く」の字状口縁の甕である。

ＳＫ７３（第４４図） １９の甕は口縁帯が短く口縁端部が細くやや内湾気味に立ち上がる。

ＳＫ７６（第７４図） ６は用途不明木製品である。

ＳＫ７７（第４４図） １６は平安時代の須恵器有台杯である。

ＳＫ７８（第４４図） ２０は有段無文口縁帯がやや外反気味に立ち上がり、体部が碗形を呈する鉢であ

る。

（３）溝・川跡・その他出土遺物

ＳＤ０１（第４４・７４図） 第４４図２１は有段口縁の広口壺、２２は須佐陶器のすり鉢、２３は肥前磁器の

灰吹、２４は煙管の雁首、第７４図７は文様を削り出した飾り板、８は棒状木製品である。

ＳＤ０７（第５６図） ２８は無茎石鏃である。２９は鉢である。３０は外反口縁の壺で、肩部に直線文と

波状文が施文される。弥生時代中期後半に属する。

ＳＤ１１（第４５図） １は有段擬凹線の月影式系甕、２は有段口縁無文の甕、３は高杯等の脚である。

そのほかは縄文時代晩期の深鉢と鉢類である。口唇部を浅く連続して押圧し、口縁部に３条の横引き

沈線文を施す。

ＳＤ１３（第５６図） ３１～３３は弥生時代中期の壺甕類である。

ＳＤ２０（第４４図） ２２は細身の土錘である。

ＳＤ２４（第４４図） ２７は１０世紀の土師器の有台椀、２８は須恵器の凸帯付双耳瓶である。

ＳＤ２６（第４４図） ２６は灰釉陶器の瓶類である。

ＳＤ３３（第４５・４６・７５・７７・７８図） 第４５図５は球胴状の胴部を持つ鉢、４は口縁部が直立し縦条

痕文を施し、頸部に横引き列点沈線文を施す深鉢である。横条痕文を施す口縁部がラッパ状に開口す

る深鉢は中屋式期に属する。第４６図１は無文の深鉢である。頸部をやや内屈させ、口唇部を連続し

て刻みを施す。１４は須恵器の有台杯、１５は白磁碗である。７５図２は玉製品、８・９は石鏃、第７８図
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３・４・６は凹石である。第４６図１は縄文土器の深鉢、２は縄文土器の浅鉢である。条痕文を主体とし

た晩期下野式期のもので、石製品も同時期に属する。

ＳＤ３４（第４６図） ３～５は平安時代の須恵器である。３・４は杯類、５は瓶壺類の底部である。

ＳＤ３５キ（第７４図） ９はコゲ跡が残る板状木製品である。

ＳＤ３９（第４６図） ６は縦条痕文を施す深鉢、７は口唇部に沈線文を２条施す浅鉢である。

ＳＤ４０（第４６～４９・７５～７８図） 縄文土器が多く出土した。第４６図８は頸部及び胴部に縦条痕を施

し、頸部に横引き列点刺突文を施す。９は頸部及び胴部に縦条痕を施し、口縁部がやや外反する深鉢

である。第４７図の１は頸部及び胴部に横条痕と列点刺突文を施す。出土した深鉢類は斜め条痕文と

縦条痕文が施されているため、中屋式の後半段階から下野式期の深鉢及び鉢類で、粗製土器と半精製

土器で構成される。晩期中葉の御経塚式期の土器は含まれていない。２５～２７は「く」の字状口縁の

甕、２８は須恵器の無台杯である。２８は外底に「口ヵ」墨書がみられる。第７５図１は硬玉製の勾玉、

１０・１１は石鏃、第７６図１・３は剥片、８～１０は磨製石斧、第７７図３は打製石斧、７は石冠類、１１・

１３は敲石、第７８図７～１０は凹石で下野式期に属する。SD４０北岸からは第４８図１～１８の縄文土器、

第７５図１２・１３の石鏃がある。SD４０南岸からは第４９図１～１１の縄文土器である。９は外面赤彩が

施されている。第７６図２は剥片、第７７図４は打製石斧、第７８図１１・１２は凹石である。SD４０南壁

からは第７５図１４の石鏃がある。

ＳＤ４５（第４９・７４図） 第４９図１２～２０は土器である。１２・１３は混入と考えられる縄文土器、１４・

１５は「く」の字状口縁の甕、１６は有段擬凹線の口縁を持つ甕、１７・２０は二重口縁の壺、１８は小型高

杯、１９は小型器台である。時期は古墳時代前期に属する。第７４図１０・１１は杭である。

ＳＤ４７（第４９図） ２２は須恵器の瓶である。

ＳＤ５０（第４９図） ２３は８世紀末から９世初頭の須恵器の蓋である。

ＳＤ５３（第５０図） １は土錘である。

ＳＤ５４（第５０・７４図） 第５０図２～７は土器である。２は縦条痕を施す縄文土器、３・４は有段擬凹

線口縁を持つ月影式系の甕で、３は肩部外面に櫛状工具による連続刺突文がみられる。５高杯は口縁

部が緩く外反し、脚部に透かし孔を持つ。６は「く」の字状口縁の鉢である。時期は弥生時代終末期

に属する。７は土師器有台椀の底部である。第７４図１２～１４は板状木製品である。

ＳＤ５５（第５０・７５図） 第５０図８～２３は土器である。８～１０は有段擬凹線の口縁をもつ月影式系

の甕、１１は有段口縁無文の甕、１２は「く」の字状口縁の甕、１５は有段口縁壺、１７は高杯脚、１８～２０

は小型器台、２２・２３は蓋である。時期は古墳時代前期初頭に属する。第７５図１５は石鏃である。

ＳＤ７１（第５０図） ２４は白磁の碗である。

ＳＤ７３（第５０図） ２５は９世紀初頭の須恵器の蓋である。

ＳＤ８４（第７６図） ５は砥石である。やや白色を帯びる凝灰岩で、扁平に加工されている。側辺部

に丸く帯状に研磨された面が残る。勾玉や管玉の表面を研磨する際に用いたものであろう。

ＳＤ８５（第５０図） ２６は白磁の碗と２７産地不明の陶器である。中世に属する。

ＳＤ８７（第５０・７５図） 第５０図２８は甕壺類等の底部、第７５図５は管玉未製品である。

ＳＤ９３（第５１～５３・７５・７７図） SD９３からは大量の土器が出土している。そのため、第５１図に支

線中区、第５２図と第５３図に支線北区から出土した遺物を分けて掲載した。第５１図１～９は有段擬

凹線口縁をもつ月影式系甕、１０～１４は有段口縁無文の甕、１５は「く」の字状口縁部の甕、１６は直口

壺、１７・１８・２０は有段口縁の壺、１９は内湾口縁の壺、２１は有段鉢形の高杯、２４は装飾器台、２５は

蓋、２６は小型無頸壺、２７・２８は台付鉢類か。２９は須恵器甕である。第５２図１～１８は有段口縁の甕、
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１９・２０は「く」の字状口縁の甕、２５～第５３図１０までは壺である。１１～２６が高杯・器台、２７が蓋、

２８・２９が小型土器、３０は台付壺等脚、３１は須恵器有台杯である。第７５図７は玉未製品、１６は石鏃、

第７７図５・６は打製石斧である。第５２図１～５・７～１０・１２～１６は有段擬凹線の口縁をもつ月影式

系の甕、第５２図６・１７・１８は有段口縁無文の甕、第５２図１９・２０は「く」の字状口縁の甕、第５２図

２５～２８・第５３図１・３は有段口縁の壺、第５３図４～６は外面赤彩された有段口縁の壺。第５３図８・

９は装飾壺。第５３図１１～１３は高杯、１１～１３・１７は有段鉢形の杯部、１５は皿形の杯部をもつ。第５３

図２０～２３は装飾器台、第５３図２８・２９は有段口縁鉢である。第５３図３０は台付鉢類か。第５３図３１

は須恵器有台杯である。遺構の時期は古墳時代前期初頭に属する。

ＳＤ９５（第５０・７４図） 第５０図２９は布留系式甕と３０は有段口縁の山陰系壺である。第７４図１５は

不明木製品である。

ＳＤ９８（第５０図） ３１は「く」の字状口縁の壺である。

ＳＤ１０１（第５０図） ３２～３４は土器である。３３は有孔鉢の底部、３４は有段口縁の山陰系壺である。

ＳＤ１０３（第５４図） １・２は縄文土器の深鉢である。１は斜め条痕文、２は横条痕文を施す。

ＳＤ１０４（第５３図） ３２～３９は土器・土製品である。３２は布留式系の甕、３３は外反口縁の甕、３４は

有段口縁の山陰系の壺、３５は二重口縁の壺、３６は高杯、３７は内外面赤彩を施した鉢、３８は有段口縁

鉢、３９は筒状を呈する土錘である。時期は古墳時代前期中葉に属する。

ＳＤ１１０（第５４図） ３は平安時代の須恵器の無台杯である。

ＳＤ１１２（第５４図） ４は「く」の字状口縁の甕、５は高杯である。

ＳＤ１２２（第５４図） ６は「く」の字状口縁の甕、７は高杯である。

ＳＸ０１（第５４図） ８は９世紀末の須恵器の無台杯である。

ＳＸ０５（第５４図） ９～１２は縄文土器の深鉢である。９は口縁部に縦条痕文、１０は体部全体に斜め

条痕文を施す。

（４）包含層・カクラン出土遺物

包含層（第５４～５６・７５図） 第５４図１３～１８は枝２区、１９は枝３区、２０～２２は枝４区、第５５図１

～４３は支線中区、第５６図１～５は東側区南、６～１４は西側区中央南、１５～１８は支線南区、１９・２０
（産ヵ）

は支線北区と出土区毎に掲載してある。第５４図２１は高松産の須恵器無台杯で、底部外面に墨書「□」

が認められる。第７５図３は管玉、１７・１８は石鏃である。

カクラン（第５６・７５・７６図） 第５６図２１～２４、第７４図１９は石鏃、２０は磨製石斧、第７６図７は鰹

節形石器である。

第２節 平成２０年度（２００８年）調査分

（１）ピット出土遺物

Ｐ５６８（第９３図） １は板状木製品である。

Ｐ５６９（第８１図） ６は有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕である。

Ｐ５８９（第８１図） ７は土師器小皿である。１１世紀代のものか。

Ｐ５９４（第８１図） ８は有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕である。

Ｐ５９６（第９３図） ２は板状木製品である。

Ｐ５９７（第９８図） ３は棒状木製品である。
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Ｐ５９９（第８１図） ９は須恵器長頸瓶である。

Ｐ６３０（第９６図） ４は石棒と考えられる製品が出土している。

Ｐ６３２（第８１図） １０は１０世紀初頭の土師器有台椀である。

Ｐ６３８（第８１図） １２～１４は１０世紀の土師器椀である。１３・１４は油煙が付着している。

Ｐ６５５（第８１図） １６は「く」の字口縁の甕である。

Ｐ６８５（第８１図） １５は長頸壺である。

Ｐ６８６（第８１図） １１は土師器の無台椀で、左回転の糸切り底である。

Ｐ７０７（第８１図） １７は土師器皿である。１３世紀代のものか。

Ｐ７１０（第８１図） １８は古墳時代中期の須恵器の蓋である。

Ｐ７１５（第８１図） １９は内面黒色土器椀である。

Ｐ７１９（第９３図） ４は板状木製品である。

Ｐ７２７（第８１図） ２１は口縁部が「く」の字状の甕である。

Ｐ７５２（第８１図） ２０は高杯類の脚部である。

Ｐ７５５（第８１図） ２２は外面赤彩の壺である。

ＳＢＮ０１‐Ｓ（第８１図） ３３は「く」の字状口縁の壺である。

（２）土坑出土遺物

ＳＫ８６（第７９図） １は須恵器の壺、２は土師器の有台椀である。両方共に平安時代に属する。

ＳＫ８８（第７９図） ３は平安時代の土師器の有台椀である。

ＳＫ８９（第９６図） １２・１３は剥片である。

ＳＫ９０（第７９・９３図） 第７９図５・６・８は「く」の字状口縁の甕、７は有段状を呈する甕、９は外

反口縁の壺、１０・１１は内外面赤彩の装飾高杯、１２は台付鉢等の脚である。時期は古墳時代前期初頭

に属する。第９３図５は織機と考えられる木製品である。

ＳＫ９１（第７９図） ４は須恵器の杯身である。

ＳＫ９２（第７９・９２・９３図） 第７９図１３は加賀焼と考えられる甕、第９２図２９は烏帽子である。布

のような生地に黒色漆を塗布している。一部は欠損しているが、ほぼ全形が確認できる。非常に薄く、

脆いため土ごと取り上げた状態でそのまま保存処理を施した。北陸では７例目の出土となる。なお、

法量は第５章第２節に記載した。第９３図６は棒状木製品、７・８は横板である。

ＳＫ９６（第７９図） １４は有段擬凹線の口縁をもつ月影式の甕、１５は直口壺である。

ＳＫ１００（第７９図） １６は布留式系の甕、１７は有段口縁の山陰系の甕、１８は有段擬凹線の口縁をも

つ月影式の甕、２１は高杯類の脚部で外面赤彩に直線文と斜線文が施されている。時期は古墳時代前

期前葉に属する。

ＳＫ１０５・１０６（第８０・９６・９７図） 第８０図１～６は縄文土器である。２と３は細く丁寧な沈線が施

されており、精製鉢とみられる。中屋式の前半に属する可能性がある。７～１０は弥生時代中期後半の

土器である。７は外反口縁の甕、８は壺、９・１０は壺甕類の底部である。第９６図５は石鏃、第９７図

１１は凹石である。

ＳＫ１０６（第８０・９６図） 第８０図１１～１５は横引き沈線文と横条痕文を主体とする縄文土器、１６は

外反口縁の弥生時代中期の甕、口縁端部にキザミが施され、胴部外面に黒漆がみられる。１７は有段

口縁無文の甕、第９６図１は磨製石斧、６は石鏃である。

ＳＫ１０６・ＳＫ１０８（第８０・９３・９７・９８図） 第８０図１８～２５は縄文土器である。２６は有段擬凹線の
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口縁をもつ甕、２７は「く」の字状口縁の甕、第９３図９は不明木製品、第９７図１２は凹石、第９８図９

は不明石製品である。

ＳＫ１０７（第８０・９３図） 第８０図２９～３２は斜め条痕文を施す縄文土器である。３３は口縁に×状の

キザミをもつ弥生時代中期前半の壺、３４は内湾口縁の壺、３５は有段擬凹線の口縁を持つ月影式系の

甕である。第９３図１０は板状木製品、１２・１４は棒状木製品、１５は杭、１１・１３は不明木製品である。

ＳＫ１０７・ＳＫ１０８（第９４図） １は不明木製品、２は杭である。

ＳＫ１０８（第８０・９６図） 第８０図３６は縄文土器の深鉢、３７は鉢、第９６図１１は剥片である。

ＳＫ１０９（第８０・８１・９４・９６・９８図） 第８０図３９～４８は横条痕文を施す縄文土器である。４６は胴

部に隆帯で連弧状の装飾を施している。いわゆる「眼鏡状突帯」であろうか。第８１図３は細い連弧

文を施す縄文土器の蓋である。４・５は弥生土器である。４は短頸直口壺である。第９４図３は板状木

製品、４は杭である。第９６図２は磨製石斧、７は石鏃、第９８図１は凹石である。

（３）溝・その他出土遺物

ＳＴ仮溝（第８１図） ２４は不明土製品である。

ＳＤ０７（第８１図） ２５・２６は弥生時代中期の壺甕類の底部である。

ＳＤ１３（第８１図） ２７は口唇部に列点刺突文を施す縄文土器である。

ＳＤ１７（第９６図） １７は砥石である。

ＳＤ３３（第８１図） ２８～３３は横条痕文を主体とする縄文土器である。３４～３８の縄文土器は表層より

の出土である。

ＳＤ４０（第８２・９７図） １～７は縄文土器である。１・２は口唇部に横引き沈線文を２条施す深鉢、

３・４・６・７は横条痕文を主体とする深鉢で、５は４単位の波状口縁深鉢である。中屋式期の後半段階

に属する。８は土師器の底部、第９７図１は砥石である。

ＳＤ１２５・ＳＤ１２７間（第９４図） ５は杭である。

ＳＤ１３０（第８２図） ９は須恵器の鉢である。

ＳＤ１３２（第８２図） １０青磁の皿である。

ＳＤ１３５（第８２・８３・９４・９５・９８図） 本遺構は底面で①～④の４つの流路が確認され、遺物も流路

毎に分けて掲載した。第８２図１１～２０の土器が出土した。１１～１３・１５は有段口縁無文の甕、１４は有

段口縁の壺、１７は有段鉢形の高杯、１８は小型高杯、２０は有段口縁鉢である。第９４図６～１５と第９５

図１～２１は杭である。SD１３５①からは第８２図２１～２８の土器が出土した。２１は有段擬凹線の口縁部

をもつ月影式系甕、２２は有段口縁鉢、２３は大型有稜高杯、２５は有段口縁の大型器台、２６は外反口縁

の小甕、２７は鉢形の小型土器、２８は蓋である。第９８図２は縄文時代晩期の凹石で混入とみられる。

SD１３５②からは第８３図１～７の土器が出土した。１・２は有段擬凹線の口縁をもつ月影式系甕、３は

有段状口縁無文の甕、４は「く」の字状口縁の甕、５は内湾口縁の壺、６は内外面赤彩の装飾器台で

ある。SD１３５③からは第８３図 ８は壺甕類の底部、９は皿形の杯部をもつ高杯、１０は有段鉢形の杯

部をもつ高杯、１１は器台である。SD１３５④からは第８３図１２～２４の土器が出土した。１２～１５が有段

口縁擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、１６～１８は有段口縁無文の甕、１９が「く」の字状口縁の甕、

２０が外面赤彩壺、２１が長頸壺、２３が有段鉢形の高杯、２４が有段口縁をもつ大型器台である。時期は

古墳時代前期初頭に属する。

ＳＤ１３７（第８３・９５図） 第８３図２５は外面赤彩の器台類の脚部である。２６は須恵器有台椀、２７は

有段擬凹線の口縁をもつ月影式系甕、２８は甕類の底部、２９は「く」の字状口縁の小甕である。第９５
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図２２は杭である。

ＳＤ１３８（第８４図） １は横条痕文を施す縄文土器の深鉢、２は壺類の底部である。

ＳＤ１３９（第８４図） ３は有段口縁無文の甕で、肩部外面にキザミ文がみられる。

ＳＤ１４０（第８４～８８・９５～９８図） 本遺構はＡ～Ｄの４地点に分けて遺物を取り上げている。第８４

図４は「く」の字状口縁の甕、５は小型丸底壺、６は土玉である。第９５図２３は杭である。SD１４０の

畦からは第８４図７は布留式系の甕、８は有段口縁の山陰系の壺、９は有段口縁の装飾壺である。第

９７図７は打製石斧である。

SD１４０（Ａ）からは第８４図１０～２４、第８５図１～２３の土器が出土した。第８４図１０は弥生時代中期

の甕、１１・１２は有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、１３は「く」の字状口縁の甕、１５・１６・１８は

山陰系の有段口縁の甕、１７・１９～２２が布留式系の甕、２４は内湾口縁の広口壺、第８５図の１・２は有

段口縁の山陰系の壺、３・４は有段口縁の壺、５は直口壺、６・７・８は弥生時代中期の壺甕類、９・１０

は装飾壺、１２は内湾口縁の鉢、１６は有段鉢、１１・１３・１４は装飾高杯、１７～１９が高杯の脚、２０・２１

は小型器台、２２・２３が装飾器台である。第９６図８は石核、１８は砥石である。

SD１４０（Ｂ）からは第８５図２４～３０、第８６図の土器が出土した。第８５図２４は外底に網代痕が残る

縄文土器の底部である。２５は外反口縁の甕、２６～２９が有段口縁の山陰系の甕、第８６図１・５～８が

布留式系甕、２・３が「く」の字状口縁の甕、９～１１が外反口縁の壺、１２～１４・１９が二重口縁の壺、

２０・２１が装飾壺、２５・２６が小型器台、２７は内外面赤彩の鉢、２８が有孔鉢、２９が蓋、３０が「く」の

字状口縁壺、３１は直口壺、３２が手捏ね土器、３３は内面黒色土器の有台椀である。第９６図１２は剥片、

第９７図５は打製石斧、１０は敲石である。

SD１４０（Ｃ）からは第８７図１～３７の土器が出土した。１・２が有段擬凹線の口縁をもつ月影式系甕、

３が有段口縁の山陰系の甕、４～８・１１が「く」の字状口縁の甕、９は布留式系の甕、１１が「く」の

字状口縁の広口壺で内外面赤彩が施されている。１２・２０・２１が有文・赤彩の高杯、１５が「く」の状

口縁の壺、１４・１６・１７が二重口縁の壺、２３～２９が小型器台、３０が装飾器台、３１が蓋、３２が台付鉢

等脚、３３が有孔鉢、３４～３６が小型壺、３７がミニチュア土器である。第９６図１３は剥片、第９７図２

は砥石、第９８図３は凹石である。縄文時代晩期に属する。

SD１４０（Ｄ）からは第８８図１～２２の土器・土製品が出土した。１・２は有段口縁の山陰系の甕、３・

６は「く」の字状口縁の甕、７・９は布留式系の甕、５は「く」の字状口縁の広口壺、１０～１２は二重口

縁の壺、１３は有段口縁の壺、１４は直口壺、１６は高杯の脚部、１７は小型器台、１８は装飾器台、１９は

台付鉢等の脚部、２０は小型丸底壺、２１は有孔鉢、２２は土錘である。第９７図６は打製石斧、１３は凹

石である。

SD１４０（Ｄ）の畦からは第８８図２３が「く」の字状口縁の甕、SD１４０Ｄ表層からは第８８図２４が布留

式系の甕、２７は装飾壺、２８は外面赤彩の蓋、２９は外面に装飾をもつ鉢か。３０・３１はミニチュア土器、

３２は天目の碗、３３は珠洲焼のすり鉢が出土している。遺構の時期は古墳時代前期初頭から後葉まで

と時期幅があるが、主体は前期中葉である。

ＳＤ１４１（第８９図） １は有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、２は布留式系の甕である。

ＳＤ１４２（第８９・９６図） 第８９図４・５は「く」の字状口縁の甕、１０は内外面赤彩の装飾壺で、口

縁外面には棒状浮文が貼付されている。１１・１２は小型器台、１３は「く」の字状口縁の鉢、１４は短く

屈折する口縁の小壺である。時期は古墳時代前期前葉か。第９６図１９は砥石である。

ＳＤ１４３（第８９・９７図） 第８９図１５～１８が弥生時代中期前半の土器である。１５は口縁端部にキザ

ミ文様がある甕、１８は外面に擬流水文・直線文がみられる壺である。第９７図９は敲石である。
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ＳＤ１４８Ｂ（第８９図） １９は有段擬凹線文の口縁をもつ月影式系の甕である。

ＳＤ１５０（第８９～９１・９６～９８図） SD１５０は北からＡ～Ｅに分けて土器を取り上げている。

SD１５０（Ａ）からは第８９図２１が有段擬凹線の口縁をもつ月影式系甕、２２は土玉である。

SD１５０（Ｂ）からは第８９図２３が口唇部を浅く押厚する縄文土器、２４～２８・第９０図１は有段擬凹線

をもつ口縁の月影式系の甕、２・４は有段口縁状の無文の甕、３は外反口縁の甕、５は有段口縁の広口

壺、７は中型の有稜高杯、８はラッパ状に大きく開く高杯、１１は杯部口縁が直立する器台、１２は装飾

器台、１３・１４は蓋、１５～１７は鉢、１８は小型の甕形土器、１９・２０台付鉢等の台部が出土した。第９６

図１４・１５は剥片である。

SD１５０（Ｃ）からは第９０図２１～２５が有段擬凹線の口縁をもつ月影式系甕、２６が有段口縁無文の甕、

２７～２９が「く」の字状口縁の甕、３０が鉢、第９１図１・２は内外面赤彩の有段口縁直口壺、３は内湾

口縁の壺、４は外面に沈線文や斜線文を描いた無頸壺、５は装飾器台、６は外面に沈線文や斜線文を

描いた内湾口縁壺、７は有孔鉢、８は小型鉢が出土した。第９６図１６は軽石である。

SD１５０（Ｄ）からは第９１図９・１０が有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、１１は有段口縁無文の甕、

１２は「く」の字状口縁の甕、１３は内外面赤彩の広口壺、１４は二重口縁の壺、１５は有段鉢形の高杯、

１７は装飾器台である。１８は小型器台で透孔が３ヵ所ある。１９・２０は有段口縁の鉢である。１６は蓋、

２１～２３は台付鉢等の脚部、２４はミニチュア土器、２５は土玉である。

SD１５０（Ｅ）からは第９１図２６が有段擬凹線の口縁部を持つ月影式の甕、２７・２８は高杯、２９は装飾

器台、３０は直線文と分離山形文で装飾された高杯類の裾部が出土した。

ＳＤ１５１表層（第９１・９２図） 第９１図３１・第９２図１・２は有段擬凹線の口縁部をもつ月影式系の甕、

第９１図３２・３３は「く」の字状口縁の壺、第９１図３４は有段鉢、第９１図３６は無頸壺の蓋受けの耳、

第９１図３５・第９２図３７は装飾器台、第９２図３８は蓋、第９２図４・５は加飾された高杯である。第９６

図３は磨製石斧、第９７図４は磨製石斧、第９７図８は石錘、第９８図はすり石と考えられる石製品で

ある。これらは縄文時代晩期下野式期に属するもので、混入とみられる。遺構の時期は古墳時代前期

初頭に属する。

ＳＤ１５６（第９２図） ６は装飾器台である。

ＳＤ１７０（第９２図） ７～９は平安時代の土師器椀である。７は椀、８・９は有台皿である。

ＳＤ１７４キ・ＳＤ１５０（第９２図） １０は土玉である。

ＳＤ１８０（第９２図） １１～１５は縄文土器である。１３・１４・１５は底部に格子状の圧痕が残されている。

ＳＤ１８８（第９２図） １６・１７は有段擬凹線の口縁部をもつ月影式の甕、１８は甕類の底部、１９は蓋、

２０は台付碗である。

ＳＤ１８９（第９８図） ４は凹石である。

包含層（第９２・９６図） 第９２図２１～２４は弥生時代中期の甕類である。第９６図２１は砥石である。

遺構外（第９２図） ２５～３１の陶器類が出土した。

第３節 平成２１年度（２００９年）調査分

（１）ピット出土遺物

Ｐ７６４（第９９図） １は有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、２は１１世紀頃の土師器の鍋か。３は

須恵器の横瓶である。

Ｐ７６５（第１０７図） １は柱状の木製品である。
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Ｐ７８６（第９９図） ４は受口状口縁の小甕である。

Ｐ８７４（第９９図） ５は甕類の底部である。

Ｐ８８２（第１０７図） ２は祭祀具の一種で、両端部が欠損した舟形木製品である。

Ｐ８８８（第１０８・１０９図） ８は剥片、第１０９図２は砥石である。

Ｐ９００（第１０７図） ３は柱根である。

Ｐ９０４（第１０７図） ４は柱状の木製品である。

Ｐ９１６（第９９図） ６は高杯である。

Ｐ９２６（第９９図） ７は土師器の皿である。

Ｐ９２７（第９９図） ８は高松産の須恵器の有台杯である。

Ｐ９３０（第１０７図） ５は板状木製品である。

（２）井戸・土坑出土遺物

ＳＥ０８（第９９・１０９図） ９は有段口縁の山陰系の甕、１０は「く」の字状口縁の小甕、１１は「く」

の字状口縁の甕で上層から出土している。時期は古墳時代前期中葉に属する。第１０９図の敲石と上層

から１１のすり石が出土している。

ＳＥ０９（第９９図） 下層からは第９９図１２が須恵器の無台杯で外底に「諸刀自女」と墨書があるも

のや１３の土師器の有台椀が出土している。他に須恵器では１４・１５が無台杯、１６は有台杯、１８は杯

蓋、１９は肩衝壺である。時期は８世紀末から９世紀初頭か。

ＳＫ１１６（第９９・１０８図） ２０は土師器の甕、２１は須恵器の有台杯である。第１０８図６は玉製品の未

製品、９は剥片である。どちらも緑色凝灰岩である。

ＳＫ１２０（第９９図） ２２は外反口縁の甕、２４は長頸壺、時期は弥生時代後期に属する。

ＳＫ１２２（第１０７図） ６は穿孔が２ヵ所ある部材の一部である。

ＳＫ１２７（第９９図） ２４は器台の脚部である。

ＳＫ１２８（第９９図） ２５は内外面赤彩を施した有段口縁の小壺、２６は蓋である。

ＳＫ１３２（第９９図） ２７は内外面赤彩を施した有段口縁直口壺である。

（３）溝出土遺物

ＳＤ１４２（第１００図） １は有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕である。

ＳＤ１６３下層（第１００図） ２は有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕である。

ＳＤ１９０（第１００・１０１・１０９図） 下層からは第１００図３が有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、４

が壺類の底部、５が「く」の字状口縁の小甕、６は直口壺で頸部突帯外面にキザミ文様がある。溝の

膨らんだ部分の下層からは７が甕類の底部である。同じ部分の上層からは８が「く」の字状口縁の甕、

９・２５が受口状口縁の甕、１０が内外面赤彩の外面に沈線文や山形文・斜線文を描いた装飾壺である。

それ以外の SD１９０からは１１～２１・２３が有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、２２が壺類の底部、

２７が有段直口壺、２８が有段状口縁の壺、２９が外面赤彩・頸部突帯外面にキザミ文様をもつ壺、３０・

３１が壺類の底部、３２が外面赤彩・口縁部沈線文・斜線文をもつ内湾口縁壺、第１０１図１・２が大型の

有稜高杯、８・９が小型器台、１０・１１が蓋、１２・１３・１４が台付鉢、１５が有孔鉢、１６が広口の直口壺、

１７は須恵器の無台杯、第１０９図１６は凹石である。時期は古墳時代前期初頭に属する。

ＳＤ１９０・１９２の間（第１０１・１０２・１０９図） 第１０１図１８は有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、

１９は有段状口縁無文の甕、２０は「く」の字状口縁の甕、２１・２３は口縁部内外を羽状文で加飾した壺、
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２２は鉢、２５は器台、２６は蓋、２８は小型土器、２７の土玉は SD１９０・１９２合流部から出土した。SD１９０・

SD１９２間の砂層からは第１０２図２６～３１の土器が出土している。２６は「く」の字口縁の甕、２８は直

線文と斜線文が施された壺か高杯、２９は口縁内外面に羽状文が施された装飾壺である。第１０９図１３

はすり石と考えられる石製品である。時期は古墳時代前期初頭に属する。

ＳＤ１９１（第１０１・１０９図） ２９・３０は平安時代の須恵器、３１は加賀焼の甕、第１０９図１４は凹石であ

る。

ＳＤ１９２（第１０１・１０２・１０９図） 第１０１図３２・３３は有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、３４は

有段口縁無文の甕、３５は受口状口縁の甕、３６は口縁部内外を羽状文で加飾した壺、３７は外面赤彩の

壺である。他、テラス部分から３８・３９の壺類の底部、第１０９図３は砥石である。SD１９２西端からは

第１０１図４０・４１の「く」の字状口縁の甕及び装飾壺、SD１９２（Ｂ）からは第１０１図４２の甕類の底部、

SD１９２（Ｃ）からは第１０１図４３の「く」の字状口縁の甕、４４の頸部に突帯が施された大型壺が出土し

ている。SD１９２（Ｄ）からは第１０２図１が有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、２は外反口縁の小甕、

３は内外面赤彩を施した高杯である。SD１９２（Ｅ）からは第１０２図４が有段擬凹線の口縁をもつ月影式

系の甕、５は内外面赤彩の外面に直線文や山形文等を描いた内湾口縁壺、６は２段の透かし孔をもつ

高杯、７は装飾器台、８は小型器台、第１０９図１２はすり石である。SD１９２（Ｆ）からは第１０２図９が口

縁外面に棒状浮文が施され、口縁内外面に羽状文がある装飾壺、１０は二重口縁の壺である。SD１９２（Ｇ）

からは第１０２図１１が有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、１２は口縁外面に棒状浮文が施され、口

縁内外面に羽状文がある装飾壺、１３は外面赤彩・頸部外面にキザミ文様がある壺、１４は外面に沈線

文や綾杉文のある赤彩が施されている高杯の脚部である。SD１９２（Ｉ）からは第１０２図１５が有段擬凹

線の口縁を持つ月影式系の甕、１６は口縁内外面に羽状文が施され、頸部外面にキザミ文様がある装

飾壺、１７は小型器台、１８は外面赤彩の蓋である。SD１９２（Ｊ）からは第１０２図１９が有孔鉢である。SD

１９２（Ｋ）からは第１０２図２０が有段口縁の大型壺、２１は口縁内外面に羽状文が施された装飾壺、第１０９

図９は敲石、SD１９２（Ｌ）からは第１０２図２２・２４が高杯、２３は蓋である。SD１９２（Ｍ）からは第１０２図

２５が高杯類の脚部である。上層からは第１０２図３２～３５が壺、３６は器台、３７は高杯である。遺構の

時期は古墳時代前期初頭に属する。

ＳＤ１９４（第１０５図） １４は布留式系の甕、１５は「く」の字状口縁の甕、１６は有段直口壺、１７は二

重口縁の壺、１９は内外面を赤彩し口縁外面にキザミ文、口縁内面に直線文・分離山形文で加飾した

二重口縁の壺、２０は小型器台である。時期は古墳時代前期前葉に属する。

ＳＤ１９５（第１０３～１０５・１０７～１０９図） １・２は縄文土器である。１は斜め条痕文を施す深鉢、２は口

唇部に横引沈線文を３条施す鉢である。第１０７図７・８は杭である。最下層の出土遺物は、第１０３図

３が有段口縁無文の甕、４～６が「く」の字口縁の甕、７～１０が装飾壺で直線文と斜行文が施され、

１１が外面赤彩された内湾口縁壺、１７が高杯、１８は直線文と分離山形文が施された装飾高杯類の脚部、

２０・２１は台付鉢等脚部である。第１０８図４は管玉、２２は不明石製品である。最下層・下層の出土遺

物は、第１０３図２２が「く」の字状口縁の甕、２３は二重口縁の壺、２７は直線文と羽状文・斜行文が施

された加飾高杯、２４は小型器台、２６は有段口縁の大型器台、２８は「く」の字状口縁の小甕、２９は通

風孔付き蓋である。下層の出土遺物は、第１０３図３０～３３が有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、

３４・３５は有段口縁無文の甕、３６・３９は「く」の字状口縁の甕、３７・３８は壺類の底部である。第１０４

図１が直口壺、２は有段口縁広口壺、３は内湾口縁壺、４は壺の底部、５は有段口縁形の高杯、６は有

稜の高杯、８は器台、９は赤彩された蓋か。１０は小型器台、１１・１２は蓋、１３・１４は有孔鉢、１５は台

付鉢、１６・１７は小型土器類、１８は小型丸底壺である。第１０８図１が石鏃、２１は不明石製品、第１０９
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図５は砥石、８は敲石である。中層の出土遺物は、第１０４図１９の有段擬凹線の口縁をもつ甕である。

上・中層からは第１０４図２０が有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、２１は受口状口縁の甕、２２は「く」

の字状口縁の甕、２３は外反口縁の壺、２４は装飾器台である。上層からは第１０４図２５が肩部外面に斜

格子文が描かれた壺、２６は土錘、２７・２８は有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、２９は布留式系の

甕、３０は「く」の字状口縁の小甕、３１は有段口縁の壺、３２～３４は装飾器台、３５は小型器台、３６は

小型丸底壺、３７は土師器鍋である。その他の SD１９５からは第１０４図３８が有段擬凹線の口縁をもつ

月影式系の甕、３９は外面に沈線文や斜線文が描かれる装飾壺か高杯、４０は蓋、４１は須恵器の瓶、SD

１９５‐１層からは第１０５図１が有段口縁無文の甕、２・３は壺、４は高杯、５は小型器台、第１０８図１０は

剥片、１０８図１は石錘である。SD１９５グループＡからは第１０５図６が二重口縁の壺、７は小型器台で

ある。SD１９５グループＣからは第１０５図８が器台、第１０９図４は砥石である。SD１９５グループＤか

らは第１０５図９が有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕である。SD１９５西端からは第１０５図１０が有

段口縁の壺、１２は口縁部内外面に羽状文が施された装飾壺、１３は有孔鉢である。時期は古墳時代前

期前葉を上限とするが、遺構の主体となるのは前期初頭である。

ＳＤ１９９暗渠（第１０５図） ２２は口縁内外をキザミ文様が施された装飾壺である。

ＳＤ２０６（第１０５図） ２３は平安時代の須恵器の杯身である。

ＳＤ２１０（第１０５図） ２４は有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、２５は高杯である。

ＳＤ２１２（第１０５図） ２６は二重口縁に類似した壺である。

ＳＤ２１３（第１０５・１０８・１０９図） 東端からは第１０５図２７が長頸壺、上面からは第１０５図２８が口縁

端部に擬凹線が入る外反口縁の甕、３０は高杯、第１０８図７は石核、その他の SD２１３からは第１０５図

２９が外面赤彩の壺の底部、第１０９図６は砥石である。

ＳＤ２１４（第１０６図） １は須恵器の壺、２は受口状口縁の甕、３は土師器の把手部分である。４は有

段高杯、５は蓋、７・８は須恵器の無台杯、９は須恵器の長頸瓶、１０は須恵器の蓋、１１は須恵器の無

台杯で外底に「本ヵ」と墨書がみられるもの、１２は須恵器の有台杯で、須恵器は８世紀末から９世

紀初頭に属する。１３・１４は土錘、１５は縄文土器である。

ＳＤ２１５（第１０６図） １６～１８は広口壺で、櫛描きの直線文・簾状文・羽状文などが施されている。

１９は条痕文が施されている。２０は壺甕類の底部、２１は蓋である。時期は弥生時代中期前半に属する。

ＳＤ２１６（第１０９図） ７は砥石である。

ＳＤ２１７（第１０９図） １５は凹石である。

（４）包含層出土遺物

包含層（第１０６・１０８図） 第１０６図２２～４３が土器・須恵器、第１０８図２・３は石鏃、５は管玉未製

品、１１～１３・１５～２０は剥片、１４は石核である。

第４節 平成２２年度（２０１０年）調査分

（１）ピット出土遺物

Ｐ９５１キ（第１０９図） ２６は剥片石器である。

Ｐ９５５キ（第１１０図） １は須恵器の瓶類の底部である。
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（２）土坑出土遺物

ＳＫ１３５（第１１０図） ２は無頸壺である。胴部に２孔１対の小孔が開けられている。

ＳＫ１４５（第１１０図） ３は杯部が椀状で口縁端部が外反する高杯である。

（３）溝・その他出土遺物

ＳＤ２３８（第１１０図） ４は内外面赤彩の二重口縁の壺で頸部外面にキザミ文様がみられる。５は土錘

である。

ＳＤ２４１キ・２３９キ・２３８キ（第１１０図） ６は近代の磁器碗である。

ＳＤ２４７キ（第１０８図） ２５は剥片石器である。

ＳＤ２５０（第１１０図） ７は外底に網代痕が残る縄文土器の底部である。

ＳＤ２５７キ（第１１０図） ８は「く」の字状口縁の甕である。

ＳＤ２６０（第１０８～１１０図） 第１１０図９・１０は手あぶり土器で同一個体、１１は有段擬凹線の口縁を

もつ月影式系の甕、１２・１３は有段口縁無文の甕、１４は有段状口縁の壺、１７は有段鉢形の高杯、１６は

ミニチュア土器である。SD２６０Ｂ地区からは１８が有段口縁の山陰系の大型甕、SD２６０西側からは１９

が有段口縁長頸の壺、２０は小型器台、SD２６０南からは２１・２４・２５が有段口縁無文の甕、２２・２３は

有段擬凹線の口縁をもつ月影式系の甕、２６は有段口縁擬凹線をもつ壺、２７・２９は脚部、２８は腕形の

鉢、３０は蓋である。時期は古墳時代前期初頭から前葉に属する。第１０８図２３は石鏃、第１０９図１８

は打製石斧、２０は砥石である。

ＳＤ２６１（第１０８・１１０図） 第１１０図３１は口縁外面に擬凹線と棒状浮文、内面に羽状文が施された

装飾壺、３２は外反口縁の大型鉢、第１０８図２４は剥片石器である。

ＳＤ２６２（第１１０図） 第１１０図３３は有孔鉢である。

ＳＸ１０（第１１０図） ３４・３５は縄文土器である。

遺構検出時・遺構外（第１０９・１１０図） 第１１０図３６は縄文土器、３７は土師器の無台椀、第１０９図

１９は打製石斧である。

注 弥生時代中期から古墳時代前期までの時期区分は以下の通りとした。

弥生時代は中期前半（矢木ジワリ式、小松式式）・中期後半（磯部式、戸水Ｂ式）・後期前半（猫端式）・後期後半

（法仏式）・終末期（月影式・３群、４群）、古墳時代は前期初頭（５群、６群）・前期前葉（７群、８群）・前期中葉（９

群、１０群）・前期後葉（１１群、１２群）と表現した。なお、○群は田嶋明人氏の以下の文献による。

田嶋明人１９８６「Ⅳ考察 漆町遺跡出土土器の編年的考察」『漆町遺跡群Ⅰ』石川県立埋蔵文化財センター

７４― ―



20
19

1817

15
16

14

13

10

9

8

5

4

1 2

6

12

7

3

11

０ １０cm

第３９図 P０３（１～５）、P０４（６・７）、P０５（８）、P１５（９）、P２２（１０）、P３４（１１）、
P５９（１２）、P１６７（１３）、P１４１（１４）、P９３（１５～２０）出土遺物（S＝１／４）
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第４０図 P２２０（１）、P２３９（２）、P２５８（３）、P２７８（４）、P２８５（５）、P２９０（６）、P２９４上層（７・８）、P２９６―１（９）、
P３１０（１０）、P３５２（１１）、P４１３（１２・１３）、P４３２（１４）、P４４０（１５）、P４５４（１６）、P４６９（１７）、P５１１（１８）、
P５２６（１９）、P５６０（２０）、SB０２―P１９３（２１）、SB０２―P１９８（２２）、SB０２―P２０１（２３）、SB０２―P２０８（２４）、

SB０２―P２０６（２５）、ST０１（２６～２９）、SE０１（３０～３３）、SE０４（３４～３７）、SE０５（３８～４１）出土遺物（S＝１／４）
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第４１図 SE０６出土遺物（S＝１／４）
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第４２図 SE０６（１～１４）、SK０３（１５～１９）、SK１８（２０～３７）出土遺物（S＝１／４）

７８― ―



1

2

3

4

5

6
7

8

9

10 11

12

13 14 15

16

17

18
19

20

21

22
23

24

25

26

27

28

29 30

31

０ １０cm

第４３図 SK２０（１）、SK２２（２・３）、SK２４（４・５）、SK２６（６）、SK３１（７）、SK４０（８）、
SK４７（９）、SK２１（１０～１８）、SK５３（１９）、SK５５（２０）、SK４２（２１・２２）、

SK５８（２３・２４）、SK５９（２５）、SK６１（２６～３０）、SK６２（３１）出土遺物（S＝１／４）
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第４４図 SK４８（１～７）、SK６３（８～１５）、SK７７（１６）、SK７２（１７・１８）、SK７３（１９）、SK７８（２０）、
SD０１（２１～２４）、SD２０（２５）、SD２６（２６）、SD２４（２７・２８）出土遺物（S＝１／４、○数字は S＝１／２）
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第４５図 SD１１（１～３）、SD３３（４～１５）、SD３３南岸（１６～２５）出土遺物（S＝１／４）
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第４６図 SD３３北岸（１・２）、SD３４（３～５）、SD３９（６・７）、SD４０（８～２８）出土遺物（S＝１／４）
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第４７図 SD４０出土遺物（S＝１／４）
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第４８図 SD４０北岸出土遺物（S＝１／４）
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第４９図 SD４０南岸（１～４）、SD４０南壁（５～１１）、SD４５（１２～２０）、SD４７（２１）、SD５０（２２）出土遺物（S＝１／４）
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第５０図 SD５３（１）、SD５４（２～７）、SD５５（８～２３）、SD７１（２４）、SD７３（２５）、SD８５（２６・２７）、
SD８７（２８）、SD９５（２９・３０）、SD９８（３１）、SD１０１（３２～３４）出土遺物（S＝１／４）
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第５１図 SD９３（支線中）出土遺物（S＝１／４）
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第５２図 SD９３（支線北）出土遺物（S＝１／４）
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第５３図 SD９３（支線北）（１～３１）、SD１０４（３２～３９）出土遺物（S＝１／４）
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第５４図 SD１０３（１・２）、SD１１０（３）、SD１１２（４・５）、SD１２２（６・７）、
SX０１（８）、SX０５（９～１２）、包含層（１３～２２）出土遺物（S＝１／４）
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第５５図 包含層（支線・１）、（支線中２～４３）出土遺物（S＝１／４、○数字は S＝１／２）
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第５６図 包含層（東側南１～５）、（西側中央南６～１４）、（支線南１５～１８）、（支線北１９・２０）、
カクラン・暗渠（２１～２４）、SK０９（２６・２７）、SD０７（２８～３０）、SD１３（３１～３３）出土遺物（S＝１／４）
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第５７図 SB０４―P２７０（１・２）、SB０５―P２６３（３）、SB０５―P１８５（４）、SB０６―P１８４（５）、
SB０７―P５１８（６）、SB０７―P５６０（７）、SB０８―P２６９（８）、SB０８―P５０６（９）、SB０８―P５５６（１０）、

SB１１―P１８０（１１）、SB１１―P５３４（１２）出土木製品（S＝１／６、○数字は S＝１／３）
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第５８図 P９１（１）、P２７７（２）、P２８３（３）、P２９６―②（４）、P２８７（５）、P４００（６・７）、P４４１（８）、
P４３９（９）、P３８６（１０）、P４５１（１１～１３）、P４５８（１４）出土木製品（S＝１／６、○数字は S＝１／３）

９４― ―



�

�

3

�

�

�

7

�

�

�

	




�

�
 �

�
� �

20

０ １０cm
０ ２０cm

第５９図 P５１５（１）、P５３２（２）、P５３３（３）、P５５２（４）、P５６４（５）、P５６６（６）、SE０１（７～１０）、
SE０４（１１～１６）、SE０５（１７～２０）出土木製品（S＝１／６、○数字は S＝１／３）
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第６０図 SE０５（１～１０）、SE０６（１１～２０）出土木製品（S＝１／６、○数字は S＝１／３）
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第６１図 SE０６出土木製品（S＝１／６、○数字は S＝１／３）

９７― ―



4
5

6

7

8

9

2

3

1

10 11

12

13

０ ２０cm

第６２図 SE０６出土木製品（S＝１／８）
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第６３図 SE０６出土木製品（S＝１／８）
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第６４図 SE０６出土木製品（S＝１／８）
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第６５図 SE０６井戸枠１（S＝１／８）
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第６６図 SE０６井戸枠１（S＝１／８）
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第６７図 SE０６井戸枠２（２）、井戸枠２付属品（１）（S＝１／８）
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第６８図 SE０６井戸枠２（１）・３（２）（S＝１／８）
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第６９図 SK２０出土木製品（S＝１／８）
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第７０図 SK２０出土木製品（S＝１／８）
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第７１図 SK２０出土木製品、３は井戸枠（S＝１／８）
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第７２図 SK２０出土木製品、１は井戸枠（S＝１／８）
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第７３図 SK２０井戸枠（S＝１／８）
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第７４図 SK１８（１）、SK２３（２）、SK５５（３）、SK６０（４・５）、SK７６（６）、SD０１（７・８）、SD３５（９）、
SD４０（１０）、SD４５（１１）、SD５４（１２～１４）、SD９５（１５）出土木製品（S＝１／６、○数字は S＝１／３）
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第７５図 石製品（S＝１／２、○数字は S＝１／１）
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第７６図 石製品（S＝１／２、○数字は S＝１／１）
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第７７図 石製品（S＝１／３）
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第７８図 石製品（S＝１／３）
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第２表 ０７土器・陶磁器・土製品観察表（１） （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

３９ １ P０３
西側
中央南
O１５

土師器
甕 １７０ （８３．０） １４４ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 淡橙灰 黒褐 多 並 並 口縁部擬凹線有

外面スス付着 E３８

３９ ２ P０３
西側
中央南
O１５

土師器
甕 １５０ （８０．０） １１８ 口１

以下 マメツ ナデ・ケズリ・マメツ 淡灰橙 明橙褐 少 多 多 並 口縁部擬凹線有 E３９

３９ ３ P０３
西側
中央南
O１５

土師器
甕 １１４ （８５．０） ９７ 口１１ マメツ ハケ・ケズリ・マメツ 暗褐 暗褐 多 多 並 E４１

３９ ４ P０３
西側
中央南
O１５

土師器
底部 （１５２） （３１．０） 口１ ミガキ 淡灰黄 黒褐 少 少 並 E３５

３９ ５ P０３
西側
中央南
O１５

土師器
高杯 （６６．０） ３８ ミガキ・マメツ ケズリ・マメツ 淡黄褐 淡黄褐 少 多 少 並 透かし穴３残 E３０

３９ ６ P０４
西側
中央南
M１９

土師器
壺 １３４ （９４．０） １２８ 口１ ハケ・マメツ ケズリ・マメツ 淡橙灰 淡黒褐 多 並 並 E４６

３９ ７ P０４
西側
中央南
M１９

土師器
底部 ５０（８０．０） 底１

以下 ハケ ハケ 暗黄灰褐 暗黄灰褐 多 少 並 外面スス付着 E４０

３９ ８ P０５
西側
中央南
O１７

縄文
底部 １００（２０．０） 底２ マメツ 網代痕 黄灰褐 黄灰褐 多 多 並 E２９

３９ ９ P１５
西側
中央南
L１８

土師器
甕 １３４ （４５．０） １０４ 口１ マメツ ナデ・ケズリ・マメツ 淡桃黄 淡桃黄 多 多 並 外面口縁部黒斑 E３１

３９ １０ P２２
西側
中央南
P１６

縄文
鉢 （１２５．０） 条痕 淡灰黄褐 淡灰黄褐 多 並 E３６

３９ １１ P３４
西側
中央南
M１８

土師器
甕 ２６（４０．０） 底１２ ハケ ケズリ 暗黄灰 暗黄灰 多 少 並 外面スス付着 E３４

３９ １２ P５９
西側
中央南
O１７

土師器
甕カ （４９．０） ９８ 口１

以下 ナデ ナデ 淡桃褐 淡桃褐 少 少 多 並 E３３

３９ １３ P１６７
西側
中央南
L１７

須恵器
杯 １１８ （２７．０） 口１

以下 ナデ ナデ 淡灰 淡灰 少 並 内外面スス付着 E３２

３９ １４ P１４１ 支
枝④

須恵器
有台杯 １３０（３２．０） 底１ ナデ ナデ ヘラケズリ後ナデ 淡灰 淡灰 少 並 E１５

３９ １５ P９３
西側
中央南
N１６

縄文
深鉢 ４２０ （２８３．０） ４２４ 口４ 条痕 淡橙褐 淡黄褐 並 少 並 並 波状口縁 T２８

３９ １６ P９３ 西側
中央南

縄文
底部 ８０（４４．０） 底１２ 条痕 網代痕 暗黄褐 暗黄褐 多 並 E２８

３９ １７ P９３ 西側
中央南

縄文
深鉢 ４００ （８９．０） 口１ 条痕 淡橙褐 淡橙褐 並 並 少 並 波状口縁 T２７

３９ １８ P９３
西側
中央南
N１６

縄文
底部 ９４（５０．０） 底６ 条痕 網代痕 淡黄褐 淡灰褐 多 少 並 T２５

３９ １９ P９３
西側
中央南
N１６

縄文
深鉢 ２１２ （７９．０） １９２ 口１ 淡褐 淡褐 少 多 少 並 外面列点刺突文

口唇部列点刺突文 T２４

３９ ２０ P９３
西側
中央南
N１６

土師器
壺 １２４ （６４．０） １０６ 口１ ミガキ ミガキ 淡黄褐 淡黄褐 少 並 T２３

４０ １ P２２０
支中
枝③
W２３

土師器
鉢 ２０２ （５２．０） 口１ ナデ・ハケ ナデ・ハケ 淡黄褐 淡黄褐 少 並 少 並 口縁歪み T４２

４０ ２ P２３９
支中
枝②
W２３

土師器
器台 （３３．０） ミガキ ミガキ 褐 赤褐 並 少 並 内外面赤彩、透かし穴２残 E２７

４０ ３ P２５８ 支中
枝③

土師器
甕 １７０ （３８．０） １３８ 口１ マメツ マメツ 淡黄褐 淡橙褐 多 並 並 T４３

４０ ４ P２７８ 支中 土師器
甕 １７４ （６１．０） 口２ ナデ・ハケ・マメツ ハケ・ケズリ・マメツ 淡橙褐 淡橙褐 多 少 少 並 T３０

４０ ５ P２８５ 支中 須恵器
盤 １８８ １５０ １８．０ 口１

以下 ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 暗灰 灰 少 並 外面底部墨書「千」、高松産 T３３

４０ ６ P２９０ 支中 須恵器
有台杯 １２８ ６０ ５３．０ 口１ ナデ ナデ ナデ 灰白 灰白 少 少 並 南加賀産 T３２

４０ ７ P２９４上層 支中 内黒
無台椀 ６０（２５．０） 底１２ ナデ ミガキ 回転糸切痕 淡褐 黒 少 並 少 少 並 T２９

４０ ８ P２９４上層 支中 須恵器
蓋

ツマミ
２３ １１４ ３０．０ 底１ ナデ ナデ 白灰 灰 並 並 外面降灰、内面に墨痕か

転用硯、高松産 T３１

４０ ９ P２９６‐１ 支中 須恵器
瓶カ （７２．０） 口１

以下 ナデ ナデ 暗灰 灰 少 良 末産 T３４

４０ １０ P３１０
支中
枝③
W２２

土師器
底部 ４６（２３．０） 底８ ハケ ナデ ナデ 淡橙褐 黒 並 並 少 並 内面黒斑 T３９

４０ １１ P３５２
支中
枝③
W２２

土師器
甕 １５４ （３５．０） １３６ 口１ ナデ ナデ 淡橙褐 淡橙褐 並 少 並 外面スス付着 T４１

４０ １２ P４１３ 支中 須恵器
蓋 １６８（２９．０） 底２ ナデ ナデ 灰白 灰白 少 並 内面に墨痕、辰口産 T３６

４０ １３ P４１３ 支中 須恵器
短頸壺 １００ （５０．０） ９６ 口１

以下 ナデ ナデ 灰 灰 少 並 並 外面降灰、高松産 T３７

４０ １４ P４３２ 支中 須恵器
盤 １６０ １３０ １９．０ 底２ ナデ ナデ ナデ 灰 灰 少 並 側面及び内面底部に墨痕

高松産 T３５

４０ １５ P４４０ 支中 土師器
無台椀 ５３（１２．０） 底１１ マメツ マメツ マメツ 橙褐 橙褐 少 少 不 T４６

４０ １６ P４５４ 支中 須恵器
無台杯 １３８ １１０ ３５．０ 口１ ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 灰白 灰白 少 並 並 口縁部欠ケ１有 T４５

４０ １７ P４６９ 支中 陶器
皿 １３０（３０．０） 底１ ケズリ ナデ ヘラ切り 灰釉 灰白 並 瀬戸産、漆継ぎ T４７

４０ １８ P５１１ 支中
枝③

土師器
器台 １１８（６３．０） ２７ 底１ マメツ・ミガキ マメツ・工具痕 淡橙灰褐 淡橙灰褐 少 並 並 T４４

４０ １９ P５２６ 支中
枝③

土製品
土錘 ３０ ３７ ３６．０ 淡灰 淡灰 並 孔径９㎜、重さ４３．７g T４０

４０ ２０ P５６０ 支中
枝③

土師器
底部 １８（３０．０） 底１２ ハケ ケズリ後ナデ ナデ 淡黄橙褐 淡黄橙褐 並 少 並 T３８

４０ ２１ SB０２
P１９３ 支北 磁器

瓶 （１５０．０） １８０ 透明釉 灰白 SK５８と接合、中国白磁 M１

４０ ２２ SB０２
P１９８ 支北 陶器

鉢 １２０（２３．０） 底２ 回転糸切痕・
ヘラ切痕 青灰 灰 多 並 珠洲焼 M３

４０ ２３ SB０２
P２０１ 支北 磁器

碗 （２８．０） 透明釉 灰白 中国白磁、内面櫛目模様 M４

４０ ２４ SB０２
P２０８ 支北 土製品

土錘 （３４） １１ 橙褐 孔径４㎜、２．５g M２

４０ ２５ SB０２
P２０６ 支北 土製品

土錘 （４７） １２ 橙 多 孔径４㎜ M５

４０ ２６ ST０１
西側
中央南
M１８

土師器
脚部 ４８（２５．０） ３１ 底５ ミガキ ナデ 淡橙灰褐 淡橙灰褐 少 少 並 F９４

４０ ２７ ST０１
西側
中央南
M１８

須恵器
不明 ７８（２７．０） 底３ ナデ ナデ 灰白 灰白 多 並 T１４

４０ ２８ ST０１
西側
中央南
M１８

陶器
不明 １１８（１８．０） 底１ マメツ マメツ ナデ・マメツ 淡橙褐 淡灰褐 少 少 不 緑釉陶器 T１５

４０ ２９ ST０１
西側
中央南
M１８

須恵器
甕 （８７．０） カキメ・タタキ カキメ・タタキ 淡灰 灰 少 並 並 F９３

４０ ３０ SE０１ 東側中 土師器
皿 ７７（２５．０） 底３ ナデ ナデ 淡黄褐 淡黄褐 少 並 並 体部底部孔残（１対） F７

４０ ３１ SE０１ 東側中 土師器
皿 ４３（１５．０） 底１２ ナデ ナデ 淡橙褐 淡橙褐 多 並 F５

４０ ３２ SE０１ 東側中 土師器
皿 ９８ ７４ １８．０ 口３ ナデ ナデ 淡灰褐 淡灰褐 少 少 並 F６

４０ ３３ SE０１ 東側中 土師器
皿 ８２ ４０ １８．０ 口３ ナデ ナデ 淡灰褐 淡灰褐 少 少 並 F４

１１５― ―



第２表 ０７土器・陶磁器・土製品観察表（２） （単位：㎜）
図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

４０ ３４ SE０４ 支中
Z１６E６

内黒
椀 １３６ （２１．０） 口１

以下 ナデ ミガキ 灰白褐 黒 少 並 T７

４０ ３５ SE０４ 支中
Z１６E６

土師器
皿 ９２ ４６ ２６．０ 口４ ナデ ナデ 淡黄橙褐 淡黄橙褐 少 並 T４

４０ ３６ SE０４ 支中
Z１６E６

土師器
皿 ８６ ４０ １６．０ 底３ ナデ ナデ 淡灰褐 淡灰褐 少 少 並 T５

４０ ３７ SE０４ 支中
Z１６E６

土師器
皿 １４７ （２４．０） 口３ ナデ・マメツ ナデ・マメツ 淡橙褐 淡橙褐 少 並 並 歪み T６

４０ ３８ SE０５ 支南 土師器
底部 ６０（１５．０） 底３ ケズリ・マメツ マメツ 回転糸切痕 灰白 灰白 並 並 並 TM２

４０ ３９ SE０５ 支南 土師器
皿 １３６ ７４ ２９．０ 口３ ナデ ナデ・ハケ ナデ 淡黄褐 淡黄褐 少 少 並 外面底部墨書 T３

４０ ４０ SE０５ 支中 土師器
皿 ８７ ７０ １６．０ 口７ ナデ ナデ ナデ 淡黄褐 淡黄褐 少 並 外面底部に「×」陰刻 T１

４０ ４１ SE０５ 支中 土師器
皿 ８６ ５６ １４．０ 口１ ナデ ナデ ナデ 淡灰褐 淡灰褐 少 少 少 並 T２

４１ １ SE０６ 支中 縄文
鉢 （９４．０） 桃褐 淡桃褐 少 並 少 少 並 支中U２２地山中出土土器と

同一か S２５

４１ ２ SE０６ 支中 縄文
鉢カ （６０．０） 暗褐 暗褐 並 並 並 外面スス付着 F３２

４１ ３ SE０６ 支中 縄文
底部 ８０（２６．０） 底１２ 網代痕 淡灰褐 淡灰褐 少 多 少 並 F３１

４１ ４ SE０６ 支中
側内

土師器
甕 １５４ １４ ２４５．０ １２２ ２１６ 口９ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 黒褐 淡灰黄 並 多 並 内外面スス付着

内面底部炭化米付着、№４ E１０

４１ ５ SE０６ 支中
側内１

土師器
甕 １６５ （１３９．０） １３０ ２４２ 口７ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 黒褐 淡橙白 多 多 並 外面スス付着 E１２

４１ ６ SE０６ 支中
側内

土師器
甕 １６０ （９５．０） １２８ 口３ ナデ ナデ・ケズリ 暗褐 淡灰白 少 並 M４９

４１ ７ SE０６ 支中 土師器
壺 １２（１０２．０） ８５ １２４ 底１２ ミガキ ハケ 淡灰褐 淡灰褐 少 少 並 並 F８２

４１ ８ SE０６ 支中
側内

土師器
甕 １９４ （２０９．０） １６６ ２６９ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 黒褐 淡褐 少 多 少 並 内外面スス付着 E１３

４１ ９ SE０６ 支中
側内

土師器
甕 １４０ １２ ２４５．０ １１０ ２１８ 口１２ ナデ・ハケ ナデ・ハケ 黒褐 淡黄灰 並 多 並 内外面スス付着

内面底部炭化米付着、№３ E９

４１ １０ SE０６ 支中
側内

土師器
壺 ２０（１３０．０） １０５ １５４ 底１２ ナデ・ケズリ ナデ 淡黄褐 淡黄褐 少 少 並 並 T１１

４１ １１ SE０６ 支中 土師器
底部 ６２（７３．０） 底８ ハケ ハケ 灰褐 灰褐 並 多 少 並 F８１

４１ １２ SE０６ 支中 土師器
壺 ６３（１７０．０） ２７８ 底１２ ハケ・ナデ・ケズリ ケズリ・ハケ 淡灰褐 暗灰 並 少 少 並 並 外面黒斑 F８４

４１ １３ SE０６ 支中 土師器
壺カ （４９．０） ハケ・ナデ 灰褐 灰褐 少 並 多 少 並 外面直線文・山形文 S２８

４１ １４ SE０６ 支中 土師器
壺カ （６７．０） ナデ・ミガキ ナデ 淡橙褐 淡橙褐 少 少 少 並 S２７

４１ １５ SE０６ 支中 土師器
壺 １１２ （３３．０） ９８ 口９ ナデ ナデ 暗褐 暗褐 並 多 並 外面口縁部スス付着 M４８

４１ １６ SE０６ 支中 土師器
壺 １６２ （２５．０） 口１ マメツ マメツ 淡褐 淡灰褐 少 少 少 並 F８０

４２ １ SE０６ 支中
側内５

土師器
壺 １０（１０８．０） ７４ １４０ 底１２ ミガキ ハケ・ナデ 淡黄桃 淡黄桃 多 多 並 外面黒斑 E１１

４２ ２ SE０６ 支中 土師器
壺 ５８（６４．０） 底１２ ミガキ ハケ・ナデ 淡灰褐 淡灰褐 並 少 並 外面・底部黒斑 F８３

４２ ３ SE０６ 支中
側外南

土師器
壺 １８０ （４１．０） 口３ ナデ・ハケ ハケ・マメツ 橙褐 桃白 並 少 並 内面黒斑 M５１

４２ ４ SE０６ 支中 土師器
高杯 １３４ （７６．０） ４７ 口１

以下 ミガキ ミガキ・ハケ・ナデ 赤橙 赤橙 少 並 並 内外面赤彩 S２１

４２ ５ SE０６ 支中
側内

土師器
高杯カ １６８ （３６．０） 口２ ミガキ ミガキ 淡橙褐 淡灰褐 少 多 並 並 内外面赤彩 T９

４２ ６ SE０６ 側外杭 土師器
高杯カ （２７．０） 底１

以下 ミガキ・ナデ・ハケ ハケ 淡桃褐 淡橙褐 少 少 少 並 外面赤彩・直線文・斜線文 T１０

４２ ７ SE０６ 支中 土師器
器台 １１０（６４．０） ３３ 底１１ ミガキ・マメツ ナデ・ハケ 淡橙黄 桃灰褐 少 並 少 並 透かし穴３残

加工中透かし穴１残 S２４

４２ ８ SE０６ 支中 土師器
器台 ７５ （５０．０） ２８ 口１

以下 マメツ・ミガキ マメツ 赤橙灰 赤橙灰 少 並 並 並 内外面赤彩、透かし穴３残 S２３

４２ ９ SE０６ 支中
側内

土師器
器台 ９６ （３０．０） ３３ 口１２ ハケ後ミガキ ミガキ 淡橙褐 淡褐 少 少 少 並 M５０

４２ １０ SE０６ 支中
側内

土師器
鉢 １５７ ８３ ６０．０ 口３ ケズリ後ミガキ ハケ・ミガキ ミガキ 橙褐 橙褐 少 並 並 内外赤彩 M５２

４２ １１ SE０６ 支中 土師器
鉢 １３４ ３５ ５８．０ 口３ ナデ・ハケ ハケ ナデ 淡黄褐 淡橙褐 少 並 少 並 外面黒斑 S２０

４２ １２ SE０６ 支中 土師器
ミニチュア １９（４５．０） 底２ ミガキ・ハケ・ハクリ ケズリ後ミガキ 赤橙 赤橙 少 少 少 並 内外面赤彩 S２２

４２ １３ SE０６ 支中
側内

土師器
ミニチュア ５０ ２７ ３２．０ 完形 ナデ・ハケ ナデ ナデ 淡黄橙褐 淡黄橙褐 少 少 少 並 T８

４２ １４ SE０６ 支南 土製品
土錘 ５９ ３２ ３１．０ 灰白 灰白 並 孔径１１㎜、重さ５４．３９g E１６

４２ １５ SK０３ 西側
中央南

須恵器
長頸瓶 １６０（２３４．０） ７６ １６０ 底１２ ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 灰 灰 少 並 並 内外面一部黒色付着物 S３２

４２ １６ SK０３
西側
中央南
M１７

須恵器
長頸瓶 ９６（１２５．０） ６４ 底８ ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 灰 灰 少 並 並 外面一部黒色付着物

内外面一部自然釉 S３５

４２ １７ SK０３
西側
中央南
M１６・１７

須恵器
双耳瓶 １０２（１４５．０） １８２ 底１２ ナデ ナデ ヘラ起こし後ナデ 灰 淡灰 少 並 並 内外面一部黒色付着物 S３３

４２ １８ SK０３
西側
中央南
M１６

須恵器
底部 ９０（５０．０） 底７ ナデ・ケズリ ナデ ヘラ起こし後ナデ 灰 灰 少 並 並 内外面一部自然釉 S３４

４２ １９ SK０３
西側
中央南
M１６

土製品
土錘 ６６ ３６ 灰褐 灰褐 並 並 孔径１６㎜、重さ５８．７g S３６

４２ ２０ SK１８ 東側南 土師器
甕 １６２ （４０．０） １３４ 口１ ナデ・マメツ ナデ・ケズリ 淡橙 淡橙灰 多 少 並 E９３

４２ ２１ SK１８ 東側南 土師器
甕 １４２ （２９．０） １１０ 口２ ナデ・マメツ ナデ・マメツ 明橙 明橙 多 多 並 E９４

４２ ２２ SK１８ 東側南 土師器
甕 １５４ （９７．０） １１８ １９４ 口２ マメツ ケズリ・マメツ 淡黄橙褐 淡橙褐 少 多 多 不 外面一部黒斑 T４９

４２ ２３ SK１８ 東側南 土師器
甕 １７０ （３０．０） １５０ 口１ ナデ・ハケ ハケ 暗灰 暗灰 並 並 不 T５７

４２ ２４ SK１８ 東側南 土師器
甕 １４０ （２６．０） １３２ 口３ マメツ ケズリ後ナデ・

マメツ 淡褐 淡褐 多 少 不 T５６

４２ ２５ SK１８ 東側南 土師器
底部 ５８（４３．０） 底１２ ミガキ ハケ ナデ 淡褐 暗褐 少 少 少 並 外面底部籾圧痕５残 T６６

４２ ２６ SK１８ 東側南 土師器
壺 １１４ （１０１．０） ９３ 口４ ミガキ ミガキ・ナデ 淡黄橙褐 淡黄橙褐 少 少 少 並 内外面赤彩、口縁部擬凹線３

条、外面口縁部棒状浮文２残 T４８

４２ ２７ SK１８ 東側南
Y１２

土師器
壺 １７２ （５７．０） １０８ 口１ ナデ ナデ 淡灰褐 淡黄橙褐 並 少 並 T５８

４２ ２８ SK１８ 東側南 土師器
壺 １２０ （３５．０） ９８ 口１ ナデ ナデ 淡黄 淡黄 少 少 並 外面スス付着 E９２

４２ ２９ SK１８ 東側南
X１３

土師器
壺 １２４ （４４．０） ９０ 口２ ナデ ナデ・マメツ 淡橙褐 淡橙褐 並 並 多 不 T６５

４２ ３０ SK１８ 東側南 土師器
高杯 １７０ （５２．０） 口５ ミガキ ミガキ 橙褐 橙褐 少 並 並 T６４

４２ ３１ SK１８ 東側南 土師器
高杯 （５５．０） ３１ 頸６ ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ 淡灰褐 淡灰褐 少 少 並 T５２

４２ ３２ SK１８ 東側南 土師器
脚部 （５２．０） 頸１２ ハケ後ミガキ ナデ 淡黄褐 淡黄褐 少 多 少 並 透かし穴１残 T５１

４２ ３３ SK１８ 東側南
X１３

土師器
高杯カ １３６ （４７．０） ９５ ９６ 口２ ミガキ・ハケ ミガキ 淡黄橙褐 淡黄橙褐 少 少 並 T５０

４２ ３４ SK１８ 東側南 土師器
脚部 （１１．０） 底１

以下 ハケ 赤褐 淡黄灰 少 並 外面赤彩・直線文・斜線文 E９５

４２ ３５ SK１８ 東側南 土師器
小甕 １０８ （５６．０） ９６ ９６ 口１ ケズリ後ナデ ナデ・ケズリ 淡桃褐 灰黄褐 多 並 並 T５９

４２ ３６ SK１８ 東側南 土師器
小壺 ６４ （７１．０） ５３ ８０ 口１

以下 ナデ ナデ 淡褐 淡褐 並 多 少 並 外面黒斑 T６０

４２ ３７ SK１８ 東側南 土製品
土錘 ５４ １６ 淡褐 淡褐 並 孔径４㎜、重さ１３．２g T５３

４３ １ SK２０ 東側南 弥生土器
甕 １８５ ３０ ２５９．０ １６２ ２３０ 口１１ ナデ・ハケ ナデ・ハケ ハケ 灰褐 褐 少 並 多 少 並 外面スス付着、刺突文 T７４

１１６― ―



第２表 ０７土器・陶磁器・土製品観察表（３） （単位：㎜）
図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

４３ ２ SK２２ 西側
農道下

土師器
底部 ４５（２３．０） 底３ ナデ ナデ 淡灰褐 淡灰褐 少 少 並 F１６

４３ ３ SK２２ 西側
農道下

土製品
土錘 （４８） １２ 灰褐 灰褐 少 少 並 外面黒斑

孔径４㎜、重さ５．３６g F１５

４３ ４ SK２４ 東側南
X１４

須恵器
無台杯 ８６（２６．０） 底４ ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ・

ヘラ起こし痕 灰白 灰白 並 並 底面歪み T６７

４３ ５ SK２４ 東側南
X１４

陶器
鉢 ７８（４１．０） 底１ 透明釉・白泥 淡褐灰 良 肥前産・刷毛目唐津 T７３

４３ ６ SK２６ 西側
用水下

縄文
不明 （３６．０） 淡褐 灰褐 少 多 並 並 F１４

４３ ７ SK３１ 東側中 土師器
甕 １５３ （３０．０） １４１ 口２ ナデ・マメツ ハケ・マメツ 淡灰褐 淡灰褐 少 並 少 少 並 F３

４３ ８ SK４０ 支南
枝④Z１７

内黒
有台椀 （１２．０） ミガキ 淡橙黄 黒褐 並 並 少 並 全体的にマメツ E１７

４３ ９ SK４７
西側
中央南
M１８

土師器
不明 （６５．０） 淡橙灰 淡橙灰 並 少 少 並 体部の一部分、文様帯を貼り

付けてある S３７

４３ １０ SK２１ 東側南
X１４

縄文
深鉢 （４８．０） 口１

以下 条痕 暗灰褐 暗灰褐 多 並 T６９

４３ １１ SK２１ 東側南
X１４

土師器
甕 １５８ （５８．０） １４０ 口７ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 淡黄褐 淡黄褐 少 並 少 並 口縁部擬凹線６条 T６３

４３ １２ SK２１ 東側南
X１４

土師器
甕 １８０ （３９．０） １３８ 口１ ナデ・マメツ ナデ・マメツ 淡橙褐 淡橙褐 多 並 並 E９１

４３ １３ SK２１ 東側南
X１４

土師器
甕 １６６ （５１．０） １４８ 口３ マメツ・ハケ ナデ・ケズリ後ナ

デ・ケズリ・マメツ 淡灰褐 淡灰褐 並 並 少 不 口縁部擬凹線６条 T６２

４３ １４ SK２１ 東側南
X１４

土師器
甕 １６６ （４０．０） １４６ 口１ ナデ ナデ 淡黄橙褐 淡黄橙褐 並 多 並 外面スス付着 T６８

４３ １５ SK２１ 東側南
X１４

土師器
甕 １７６ （４１．０） １５１ 口１ マメツ マメツ 淡橙黄 淡橙黄 多 多 並 E９０

４３ １６ SK２１ 東側南
X１４

土師器
甕 １６０ （５６．０） １４０ 口４ ナデ・マメツ マメツ 淡褐 淡褐 並 並 少 不 外面口縁部スス付着 T６１

４３ １７ SK２１ 東側南
X１４

土師器
長頸壺 ７８ （９０．０） 口１ ナデ・ミガキ ハケ後ナデ 淡黄橙褐 淡黄橙褐 並 並 並 外面赤彩 T７１

４３ １８ SK２１ 東側南
X１４

土師器
壺 ８６ （４８．０） ７６ 口３ ナデ・マメツ マメツ 淡橙褐 淡橙褐 少 並 不 T７０

４３ １９ SK５３ 支北 土師器
底部 ６５（３５．０） 底６ ハケ後ナデ ナデ 橙褐 淡褐 並 並 少 少 並 M１１

４３ ２０ SK５５ 支中 須恵器
不明 （９４．０） ３４ ナデ ナデ 灰 灰 少 並 並 外面降灰 F２１

４３ ２１ SK４２
支南
枝④
AD１７

縄文
鉢 （１２９．０） ３２０ 条痕 淡橙黄 淡橙黄 少 多 並 E１８

４３ ２２ SK４２
西側
中央南
L

土師器
把手 （３８．０） 淡橙灰褐 淡橙灰褐 少 並 少 並 S３９

４３ ２３ SK５８ 支北 須恵器
無台杯 １２０ ７０ ３０．０ 底１２ ナデ ナデ ヘラ切・板目跡 灰 灰 少 少 並 M９

４３ ２４ SK５８ 支北 磁器
碗 ２００ （２０．０） 口１ 透明釉 灰白 中国白磁 M１０

４３ ２５ SK５９ 枝② 土師器
器台カ （４８．０） ミガキ ハケ・ナデ 赤桃 淡灰褐 少 少 並 外面赤彩 F３８

４３ ２６ SK６１ 枝② 土師器
甕 １９８ （１３９．０） １６７ 口１ ナデ・ケズリ・ハクリ ナデ・ケズリ・ハクリ 淡橙褐 淡橙褐 並 多 少 並 不 外面スス付着 F３９

４３ ２７ SK６１ 枝② 土師器
底部 ６２（５０．０） 底１１ ケズリ ハケ・ナデ 淡灰褐 灰褐 並 外面・底部黒斑 F４３

４３ ２８ SK６１ 枝② 土師器
高杯 １４８ （４７．０） 口１２ ハケ・ナデ ミガキ・ナデ 淡橙灰褐 淡橙灰褐 少 少 並 少 良 F４０

４３ ２９ SK６１ 枝② 土製品
土錘 ３５ ３８ 淡灰褐 淡灰褐 少 並 少 少 並 孔径９㎜、重さ４３．４７g F４１

４３ ３０ SK６１ 枝② 土製品
土錘 ３７ ３７ 淡灰褐 淡灰褐 少 並 孔径１３㎜、重さ４５．３６g F４２

４３ ３１ SK６２ 枝②
W２３

土師器
壺 （４５．０） ミガキ ケズリ 淡灰褐 淡灰褐 少 並 少 並 外面キザミ F３７

４４ １ SK４８
西側
中央南
L１８

土師器
甕 ２０（２７５．０） ２８０ 底１２ ハケ ケズリ 淡黄褐 淡黄褐 並 多 並 並 外面一部スス付着 F２

４４ ２ SK４８
西側
中央南
L１８

土師器
甕 １５８ （４７．０） １２２ 口１ ナデ・マメツ ハケ・ナデ・ケズリ・

マメウ 淡黄灰褐 淡桃灰褐 少 並 並 並 S４０

４４ ３ SK４８ 西側
中央南

土師器
壺 １０５ １０ １６６．０ ６３ １７４ 完形 ナデ・ハケ・ケズリ ナデ・ハケ 淡橙灰褐 淡橙灰褐 少 少 少 並 F１

４４ ４ SK４８
西側
中央南
L１８

土師器
蓋 （４３．０） ３６ マメツ マメツ 橙褐 灰褐 少 並 不 S４１

４４ ５ SK４８
西側
中央南
L１８

土師器
高杯カ １７０ （４８．０） 口１

以下 マメツ マメツ・ミガキ 淡桃橙 淡桃橙 少 不 S４２

４４ ６ SK４８
西側
中央南
L１８

土師器
装飾器台 返１４４（４０．０） ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ 淡桃灰褐 淡桃灰褐 少 並 少 並 窓１残 S４３

４４ ７ SK４８
西側
中央南
L１８

須恵器
甕カ （９９．０） タタキ 当て具痕 濃灰 灰 並 並 S３８

４４ ８ SK６３ 枝③
W２２

土師器
甕 １７１ （５１．０） １４９ 口１ マメツ・ハクリ マメツ・ハクリ 淡褐 淡褐 少 並 少 並 F３６

４４ ９ SK６３ 枝③ 土師器
甕 １６（２１５．０） ２２０ 底１２ ハケ・ケズリ ケズリ・ナデ 淡橙 淡橙 並 並 少 少 並 F３０

４４ １０ SK６３ 枝③ 土師器
壺 （５９．０） ９６ ケズリ・ナデ ナデ・ハクリ 淡灰褐 灰褐 少 多 多 並 外面キザミ F３５

４４ １１ SK６３ 枝③ 土師器
壺 ２０（９２．０） １６９ 底１２ ケズリ・ミガキ ナデ・ケズリ 淡橙灰褐 淡灰褐 少 多 少 少 並 外面赤彩、体部に穿孔１残

（焼成後） F２９

４４ １２ SK６３ 枝③ 土師器
高杯 １４５ （６４．０） 口９ ケズリ ナデ・ケズリ 淡橙灰褐 灰褐 少 少 並 並 F３３

４４ １３ SK６３ 枝③ 土師器
高杯 １１１（９０．０） ４２ 底１１ ミガキ・ハケ ケズリ・ハケ 淡灰褐 淡灰褐 少 並 少 少 並 F３４

４４ １４ SK６３ 枝③ 土師器
小壺 ８９ １０ ９０．０ ６５ ８７ 口１ ミガキ・ハクリ ハクリ 橙褐 橙褐 少 多 少 多 並 F２８

４４ １５ SK６３ 枝③ 土師器
小壺 ６（５６．０） ６１ ７７ 底１２ ハケ・ナデ ナデ・ケズリ 淡灰褐 淡灰褐 少 多 少 並 F２７

４４ １６ SK７７ 支中 須恵器
有台杯 ７７（１４．０） 底１ ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 灰 灰 少 少 並 F２６

４４ １７ SK７２ 支中 土師器
甕 １６９ （５０．０） １４９ 口３ ハケ・ナデ・マメツ ナデ・ケズリ・マメツ 淡灰褐 淡灰褐 少 並 少 少 並 F２３

４４ １８ SK７２ 支中 土師器
甕 １５０ （５９．０） １２６ 口３ ハクリ ハクリ 橙灰褐 橙灰褐 並 多 多 不 F２２

４４ １９ SK７３ 支中 土師器
甕 １３４ （３４．０） １１５ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 淡褐 淡灰褐 多 並 F２５

４４ ２０ SK７８ 支中 土師器
鉢 １８６ （７８．０） １１０ １１２ 口２ ハケ・ミガキ マメツ 淡橙褐 淡橙褐 少 並 少 並 F２４

４４ ２１ SD０１
西側
中央南
N１７

土師器
壺 （３９．０） 口１

以下 ナデ ハケ・ナデ 淡橙褐 淡橙褐 並 少 多 並 T７９

４４ ２２ SD０１
西側
中央南
N１７

陶器
すり鉢

約
２２０ （２６．０） 口１

以下 鉄泥 淡橙褐 須佐産 T７８

４４ ２３ SD０１
西側
中央南
N１７

磁器
灰吹カ ５９ （６５．０） ６１ 口１ 透明釉・染付 灰白 口縁部敲打痕、八角形 T８４

４４ ２５ SD２０
西側
中央南
N１８

土製品
土錘 ４３ １３ 淡黄褐 淡黄褐 少 多 少 並 孔径５㎜、重さ６．４３g T８２

４４ ２６ SD２６ 西側南 陶器
瓶カ ８０（２６．０） 底２ 回転糸切り痕 灰釉 灰 少 並 M８２

４４ ２７ SD２４ 西側南 土師器
有台椀 ６８（１６．０） 底１ マメツ マメツ 淡褐 暗褐 少 少 並 並 見込に白色付着物 M８１

４４ ２８ SD２４ 西側南 須恵器
瓶 （４０．０） ナデ ナデ 青灰 青灰 少 並 凸帯付双耳瓶 M８０

４５ １ SD１１
西側
中央南
M１８

土師器
甕 １５６ （３２．０） 口１ ナデ 淡灰褐 淡黄褐 多 並 少 並 口縁部擬凹線７条

外面一部黒斑 T７５

４５ ２ SD１１
西側
中央南
M１８

土師器
甕 １８８ （５２．０） １６２ 口１ ナデ・マメツ ナデ・ケズリ・マメツ 淡黄褐 淡黄褐 多 少 並 T７６

４５ ３ SD１１
西側
中央南
M１８

土師器
脚部 １７６（２７．０） 底１

以下 ミガキ・マメ マメツ 橙褐 橙褐 少 少 不 T７７

４５ ４ SD３３ 東側南 縄文
鉢 ２９４ （１０２．０） 口３ 条痕 淡灰褐 淡灰褐 多 並 並 F４７

４５ ５ SD３３ 東側南 縄文
深鉢 ２０２ （１７９．０） ２７０ 口２ 条痕 淡灰褐 淡灰褐 多 少 並 内面黒色付着物 F４６

４５ ６ SD３３ 東側南 縄文
鉢 ２１５ （４３．０） 口２ 暗褐 暗褐 並 並 内面黒色付着物

口唇部列点刺突文 F４８

１１７― ―



第２表 ０７土器・陶磁器・土製品観察表（４） （単位：㎜）
図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

４５ ７ SD３３ 東側南 縄文
深鉢 （５３．０） 口１

以下 条痕 暗灰褐 灰 多 並 並 口唇部列点刺突文 F５０

４５ ８ SD３３ 東側南 縄文
深鉢 ２０５ （１１５．０） 口２ 条痕 灰褐 灰褐 少 並 並 口唇部列点刺突文 F４５

４５ ９ SD３３ 東側南
W１４

縄文
深鉢 ２１５ （７５．０） 口２ 条痕 灰褐 淡灰褐 少 多 少 並 F５１

４５ １０ SD３３ 東側南 縄文
鉢 １６３ （５７．０） 口１ 条痕 ナデ 褐 灰褐 少 並 少 並 F４４

４５ １１ SD３３ 東側南
W１４

縄文
底部 ９４（３０．０） 底１２ 淡灰褐 淡灰褐 並 多 並 底部工具痕 F５２

４５ １２ SD３３ 東側南 縄文
底部 ７６（２５．０） 底２ 淡灰褐 黒 少 並 並 内面黒色付着物 F５３

４５ １３ SD３３ 東側南 縄文
鉢 １４６ （６９．０） 口１ 条痕 淡灰褐 灰褐 並 多 並 内面黒色付着物 F４９

４５ １４ SD３３ 東側南 須恵器
有台杯 （１９．０） 底１

以下 ナデ ナデ 暗灰 灰 少 並 F５６

４５ １５ SD３３ 東側南
W１４

磁器
碗 １７０ （３２．０） 口１ 透明釉 灰白 中国白磁 F５５

４５ １６ SD３３南岸 東側南 縄文
壺カ ２２８ （１２０．０） ２６８ 口１ 条痕 淡黄橙褐 淡黄橙褐 並 並 少 並 外面一部スス付着 T９６

４５ １７ SD３３南岸 東側南 縄文
浅鉢 ２１８ （５３．０） 口１ 灰黄褐 暗灰 並 並 T９７

４５ １８ SD３３南岸 東側南 縄文
鉢 ２４６ （５３．０） 口１ 条痕 淡灰褐 淡褐 並 少 並 T９９

４５ １９ SD３３南岸 東側南 縄文
深鉢 ２９６ （７０．０） 口１ 条痕 淡褐 淡黄褐 多 多 並 並 波状口縁 T１００

４５ ２０ SD３３南岸 東側南 縄文
深鉢 ２１８ （７０．０） 口１ 条痕 灰褐 淡灰黄褐 並 少 並 外面スス付着 T９８

４５ ２１ SD３３南岸 東側南 縄文
底部 １００（６０．０） 底１１ 条痕 網代痕 淡黄褐 淡褐 並 並 少 並 T９２

４５ ２２ SD３３南岸 東側南 縄文
底部 ９６（５９．０） 底９ 条痕 網代痕 淡灰橙褐 淡黄褐 多 多 少 並 内面鉄分付着 T９３

４５ ２３ SD３３南岸 東側南 縄文
底部 １０２（５０．０） 底１ 条痕 網代痕 淡橙褐 淡黄褐 少 多 少 並 T９５

４５ ２４ SD３３南岸 東側南 縄文
底部 ８０（４２．０） 底４ 条痕 網代痕 淡橙褐 暗褐 少 並 多 並 内面黒斑 T９４

４５ ２５ SD３３南岸 東側南 縄文
底部 ６４（３６．０） 底９ 条痕 淡黄褐 灰褐 少 多 少 並 内面スス付着 T９１

４６ １ SD３３北岸 東側南 縄文
深鉢 ２９０ （２６４．０） ３００ 口６ 淡橙褐 暗褐 多 多 並 並 口唇部列点刺突文 T１３

４６ ２ SD３３北岸 東側南 縄文
鉢 １７４ ４３ ９８．０ １５１ １５８ 口５ 暗灰褐 淡褐 並 多 少 並 外面スス付着 T１２

４６ ３ SD３４ 東側南
X１３

須恵器
有台杯 ８０（２８．０） 底１ ナデ ナデ ナデ 濃灰 灰 少 並 外面降灰 S５１

４６ ４ SD３４ 東側南
X１３

須恵器
杯 １４４ （２５．０） 口１ ナデ ナデ 灰 灰 少 並 E８８

４６ ５ SD３４ 東側南
X１３

須恵器
不明 １００（６７．０） 底１ ナデ ナデ ナデ 灰 灰白 並 並 S５２

４６ ６ SD３９ 西側
中央南

縄文
深鉢 １５４ （６４．０） 口１ 条痕 黒褐 黒褐 多 並 並 内外面スス付着 T８０

４６ ７ SD３９ 西側
中央南

縄文
浅鉢 １３２ （８０） ６０．０ 口１

以下 灰褐 淡灰褐 少 多 少 少 並 外面スス付着、横引き沈線文 T８１

４６ ８ SD４０ 東側南 縄文
深鉢 ２４３ （１３７．０） ２２２ 口１

以下 条痕 橙褐 淡褐 少 並 並 並 外面スス付着、列点刺突文
口唇部列点刺突文 M６２

４６ ９ SD４０ 東側南 縄文
深鉢 １９６ （１２５．０） １８６ ２２２ 口１

以下 条痕 暗褐 暗褐 少 多 並
SD４０北岸出土遺物と接合
口縁部列点刺突文、外面横
引き沈線文、内面スス付着

E７２

４６ １０ SD４０ 東側南 縄文
深鉢 （４５．０） 条痕 暗褐 暗褐 多 並 E２７１

４６ １１ SD４０ 東側南 縄文
深鉢 （４５．０） 口１

以下 条痕 淡灰褐 淡灰褐 並 少 並 縦条痕 F２４７

４６ １２ SD４０ 東側南 縄文
深鉢 １６０ （５８．０） 口２ 条痕 条痕 淡褐 淡橙褐 少 少 並 外面スス付着 M７２

４６ １３ SD４０ 東側南
X１４

縄文
深鉢 ３００ （９５．０） 口１

以下 条痕 褐灰 橙灰 並 多 並 並 内面スス付着 M７８

４６ １４ SD４０ 東側南 縄文
深鉢 （４７．０） 口１

以下 条痕 灰褐 灰褐 少 並 並 並 F２５０

４６ １５ SD４０ 東側南
X１３

縄文
不明 （４４．０） 口１

以下 条痕 暗黄褐 暗黄褐 並 並 並 外面補修孔有（焼成後） E２７３

４６ １６ SD４０ 東側南
Y１３

縄文
不明 （５８．０） 淡灰褐 淡灰褐 多 少 並 F２４６

４６ １７ SD４０ 東側南 縄文
浅鉢 ２２０ （６０．０） 口１ 条痕後ナデ ナデ 橙褐 橙褐 少 少 並 外面沈線文 M６１

４６ １８ SD４０ 東側南 縄文
浅鉢 １５８ （４８．０） 口１ 暗褐 暗褐 多 多 並 E２７６

４６ １９ SD４０ 東側南 縄文
鉢 （４６．０） 口１

以下 淡灰褐 褐灰 多 並 並 F２４５

４６ ２０ SD４０ 東側南 縄文
深鉢 （９５．０） 条痕 灰褐 淡褐 少 並 少 並 F２４４

４６ ２１ SD４０ 東側南
Y１２

縄文
不明 （３７．０） 条痕 暗灰褐 灰褐 少 多 並 外面列点刺突文 F２４８

４６ ２２ SD４０ 東側南 縄文
深鉢 （４５．０） 口１

以下 条痕 明黄褐 明黄褐 多 並 口唇部沈線文の連続
内面幅広横引き沈線文 E２６９

４６ ２３ SD４０ 東側南
X１４

縄文
深鉢 ２１０ （６１．０） 口３ 条痕 淡橙褐 淡灰褐 多 並 外面一部スス付着、T９０と同一

か、口唇部・外面列点刺突文 T８９

４６ ２４ SD４０ 東側南 縄文
鉢 （３０．０） 口１ 暗褐 灰褐 多 少 並 口唇部列点刺突文 F２５１

４６ ２５ SD４０ 東側南 縄文
底部 ８８（３４．０） 底６ マメツ・条痕 マメツ 橙褐 淡褐 少 並 並 並 S２２７

４６ ２６ SD４０ 東側南
V１２

縄文
深鉢 １６０ （５４．０） １５０ 口２ 条痕 条痕 暗灰褐 淡褐 少 少 並 口唇部列点刺突文

外面スス付着 M７４

４６ ２７ SD４０ 東側南 縄文
深鉢 ２３２ （５４．０） ２１７ 口２ 条痕 条痕 淡褐 暗灰 少 並 並 口唇部列点刺突文

外面スス付着 M７５

４６ ２８ SD４０ 東側南 縄文
底部 １２４（４６．０） 底２ マメツ マメツ マメツ 淡橙褐 淡橙褐 少 並 並 S２２６

４７ １ SD４０ 東側南
X１４

縄文
深鉢 ２７４ （１３８．０） ２４３ ２６０ 口１

以下 条痕 淡褐 暗淡褐 並 並 少 並 口唇部列点刺突文
外面列点刺突文 M７３

４７ ２ SD４０ 東側南 縄文
深鉢 （１３４．０） ２４０ 条痕 淡橙褐 暗灰 少 多 並 外面列点刺突文、T８９と同一 T９０

４７ ３ SD４０ 東側南
X１４

縄文
深鉢 ３００ （１０２．０） ２７０ 口２ 条痕 橙灰 暗灰 多 少 並 口唇部列点刺突文 M７７

４７ ４ SD４０ 東側南
Y１３

縄文
深鉢 ２４０ （１２０．０） 口２ 条痕 暗褐 淡褐 多 多 並 並 外面スス付着、口唇部列点刺

突文、外面幅広横引き沈線文 M６５

４７ ５ SD４０ 東側南 縄文
深鉢 （４３．０） 口１

以下 淡橙褐 淡褐 少 少 並 口唇部列点刺突文
外面スス付着 M１５２

４７ ６ SD４０ 東側南 縄文
深鉢 （３９．０） 口１

以下 条痕 暗褐 淡褐 少 並 少 並 口唇部列点刺突文
外面スス付着 M１５１

４７ ７ SD４０ 東側南 縄文
深鉢 （８７．０） 口１

以下 条痕 灰褐 淡灰褐 並 並 並 外面スス付着 F２４２

４７ ８ SD４０北岸 東側南 縄文
深鉢 （７９．０） 口１

以下 条痕 淡灰褐 灰褐 並 多 並 並 F２４３

４７ ９ SD４０ 東側南 縄文
深鉢 ３４０ （９５．０） 口１ 条痕 暗褐 淡褐 少 少 並 外面スス付着

口唇部列点刺突文 M６３

４７ １０ SD４０ 東側南
X１４

縄文
深鉢 １６５ （７５．０） 口２ 条痕 ナデ・ケズリ 暗褐 褐 少 少 並 外面一部ハクリ

口唇部列点刺突文 M６４

４７ １１ SD４０ 東側南
Y１３

縄文
壺 １３４ （５７．０） 口２ マメツ マメツ・ミガキ 暗褐 暗褐 並 並 外面赤彩 E６１

４７ １２ SD４０ 東側南
Y１３

縄文
底部 １００（６３．０） 底１ 条痕 網代痕 黒褐 淡橙黄 少 多 並 並 内面スス付着 E６９

４７ １３ SD４０ 東側南 縄文
深鉢 ７０（２４．０） 底３ 条痕 網代痕 淡橙褐 暗灰褐 多 少 並 T３０６

４７ １４ SD４０ 東側南 縄文
底部 １０５（５４．０） 底２ マメツ マメツ 網代痕 淡橙 淡灰黄 多 多 並 E７０

４７ １５ SD４０ 東側南
Y１３

縄文
底部 １１０（４８．０） 底６ 条痕 網代痕 淡黄灰 淡黄灰 少 多 並 内面スス付着 E６８
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第２表 ０７土器・陶磁器・土製品観察表（５） （単位：㎜）
図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

４７ １６ SD４０ 東側南 縄文
底部 １００（８２．０） 底６ 条痕 淡黄灰 淡黄灰 多 少 並 E７１

４７ １７ SD４０ 東側南 縄文
底部 ５６（２３．０） 底９ 淡黄灰 淡黄灰 少 多 多 並 E２７２

４７ １８ SD４０ 東側南 縄文
底部 ５６（２９．０） 底６ ナデ 淡黄灰褐 黒褐 少 多 少 並 E２７７

４７ １９ SD４０ 東側南 縄文
底部 ９６（４９．０） 底３ マメツ マメツ マメツ 淡橙褐 褐 並 並 並 M１５３

４７ ２０ SD４０ 東側南
X１４

縄文
底部 ９０（３２．０） 底１２ マメツ 網代痕 淡褐 淡褐 少 多 並 E６７

４７ ２１ SD４０ 東側南 縄文
底部 ８０（２９．０） 底３ 条痕 網代痕 淡橙褐 淡褐 多 並 並 T３０５

４７ ２２ SD４０ 東側南
X１３

縄文
底部 ５６（３６．０） 底１２ 暗黄褐 淡黄灰 多 多 並 外面黒斑 E２７５

４７ ２３ SD４０ 東側南 縄文
底部 ７６（５６．０） 底６ 条痕 濃橙褐 灰褐 多 並 S２２５

４７ ２４ SD４０ 東側南 縄文
底部 ９４（３７．０） 底４ 淡黄灰 暗黄褐 多 多 並 外面工具痕 E２７４

４７ ２５ SD４０ 東側南 土師器
甕 １４８ （５６．０） １３２ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 淡褐 淡橙黄 多 少 並 外面スス付着 E６２

４７ ２６ SD４０ 東側南 土師器
甕 １４０ （３４．０） １２０ 口１ マメツ ナデ・ケズリ・マメツ 黒褐 黒褐 少 少 少 並 並 E６３

４７ ２７ SD４０ 東側南 土師器
甕 １４８ （６４．０） １２８ １４０ 口１ ナデ・マメツ ナデ・ケズリ・マメツ 淡橙黄 淡橙黄 少 少 並 E６４

４７ ２８ SD４０ 東側南
X１３

須恵器
無台杯 ７６（１４．０） 底６ ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 灰白 灰白 少 並 外面底部墨書有「□」 E６５

４８ １ SD４０北岸 東側南 縄文
浅鉢 ２５０ （５８．０） 口１ 橙褐 橙褐 少 並 少 並 並 M５３

４８ ２ SD４０北岸 東側南 縄文
深鉢 （５０．０） 口１

以下 淡橙 暗褐 少 多 並 M１４６

４８ ３ SD４０北岸 東側南 縄文
鉢 １７０ （９３．０） １９０ 口１ 条痕 橙灰 橙灰 少 多 並 外面スス付着 M５７

４８ ４ SD４０北岸 東側南 縄文
深鉢 ３１０ （５３．０） 口２ 灰褐 淡橙褐 多 多 少 並 内外面スス付着 T３０３

４８ ５ SD４０北岸 東側南 縄文
鉢 １６３ （５３．０） １８０ 口１ 条痕 暗灰褐 淡褐 多 少 並 M５８

４８ ６ SD４０北岸 東側南 縄文
鉢 １７０ （１４６．０） １５４ 口３ 条痕 橙褐 淡橙褐 少 多 並 M５５

４８ ７ SD４０北岸 東側南 縄文
鉢 （１２５．０） ３２０ 条痕 淡橙 淡橙白 多 並 少 並 外面スス付着 M５４

４８ ８ SD４０北岸 東側南 縄文
深鉢 ３５６ （１４８．０） 口１

以下 条痕 灰褐 灰褐 少 多 並 F６２

４８ ９ SD４０北岸 東側南 縄文
底部 ９６（８８．０） 底７ 条痕 網代痕 橙灰褐 淡灰褐 少 多 並 少 並 F６３

４８ １０ SD４０北岸 東側南 縄文
深鉢 ３１６ （１６７．０） 口２ 条痕 灰褐 灰褐 並 並 並 F６４

４８ １１ SD４０北岸 東側南 縄文
深鉢 ２１４ （１６２．０） 口９ 条痕 灰褐 灰褐 少 並 少 並 北トレンチ内 F６６

４８ １２ SD４０北岸 東側南 縄文
深鉢 ２１６ （６５．０） 口２ 条痕 暗褐 暗褐 多 並 M１４７

４８ １３ SD４０北岸 東側南 縄文
深鉢 （１３１．０） 条痕 橙 淡橙 少 少 少 並 M１５０

４８ １４ SD４０北岸 東側南 縄文
底部 １０８（７２．０） 底１２ 条痕 網代痕 橙褐 淡褐 並 多 並 内面スス付着 M６０

４８ １５ SD４０北岸 東側南 縄文
深鉢 ２２５ （１３２．０） 口１ 条痕 ハケ？ 淡橙 淡橙灰 並 並 少 並 内外面スス付着 M５９

４８ １６ SD４０北岸 東側南 縄文
深鉢 （８４．０） 口１

以下 条痕 暗褐 褐 少 並 並 外面スス付着 M１４９

４８ １７ SD４０北岸 東側南 縄文
底部 ６２（２９．０） 底１０ 条痕 網代痕 橙灰 灰褐 並 少 並 M５６

４８ １８ SD４０北岸 東側南 縄文
深鉢 （６２．０） 口１

以下 条痕 暗褐 淡褐 少 少 並 外面スス付着 M１４８

４９ １ SD４０南岸 東側南
Y１３

縄文
深鉢 ３２０ （１９５．０） ２９２ 口２ 条痕 暗褐 淡橙褐 少 並 少 並 並 SD４１南岸出土遺物と接合

口唇部列点刺突文 M７１

４９ ２ SD４０南岸 東側南 縄文
鉢 １１６（３６．０） 底１２ 条痕 網代痕 暗黄灰褐 暗黄灰褐 多 並 E７４

４９ ３ SD４０南岸 東側南 縄文
深鉢 １６４ （１０５．０） 口３ 条痕 条痕 淡黄灰褐 淡黄灰 並 並 内面上部斜め条痕・下部縦

条痕口唇部列点刺突文 E２７０

４９ ４ SD４０南岸
南壁接合 東側 縄文

鉢 １７８ ６８ １３６．０ 底１２ 条痕 ナデ 網代痕 淡灰橙 淡灰橙 並 並 内面黒斑 E７３

４９ ５ SD４０南岸
南壁 東側 縄文

鉢 １６７ （６２．０） １８８ 口１ 暗橙灰褐 暗橙灰褐 並 並 外面スス付着 E７７

４９ ６ SD４０南岸
南壁 東側 縄文

鉢 （２２２） （６２．０） 口１
以下 暗黄灰 暗黄灰 並 並 E７６

４９ ７ SD４０南岸
南壁 東側 縄文

鉢 （７１．０） 条痕 淡橙褐 淡橙褐 少 少 並 E７９

４９ ８ SD４０南岸 東側南
X１３

縄文
深鉢 ９４（１３０．０） 底５ 条痕 淡橙褐 灰褐 少 少 並 SD４０南壁出土遺物と接合 M７０

４９ ９ SD４０南壁 東側南 縄文
鉢 ２４６ （７６．０） 口２ 灰褐 灰褐 多 少 並 外面赤彩、口縁に凹み２残

東側南包含層 X１３と接合 F２４９

４９ １０ SD４０南岸
南壁 東側 縄文

鉢 ９２（３９．０） 底６ 網代痕 淡灰橙 淡灰橙 少 並 並 E７５

４９ １１ SD４０南岸
南壁 東側 縄文

鉢 １８８ （９８．０） 口１ 条痕 ナデ 暗灰褐 暗灰褐 多 多 並 内面スス付着
口縁部刺突文 E７８

４９ １２ SD４５ 東側南 縄文
鉢カ （７０．０） 口１ 条痕 黒褐 淡橙褐 少 並 少 並 内面口唇部沈線文

外面スス付着 S５０

４９ １３ SD４５ 東側南 縄文
深鉢 １６４ （６６．０） 口１

以下 条痕 黄灰褐 暗褐 並 並 並 E８５

４９ １４ SD４５ 東側南 土師器
甕 １５９ （３７．０） １５０ 口２ ナデ・ハケ・マメツ ハケ・マメツ 明橙灰 明橙灰 並 並 並 E８６

４９ １５ SD４５ 東側南 土師器
甕 １６０ （３９．０） １３８ 口１ マメツ マメツ 淡橙灰 淡橙灰 並 少 並 S４５

４９ １６ SD４５ 東側南 土師器
鉢カ ２３８ （４２．０） 口１

以下 ミガキ ミガキ 淡桃灰 淡橙灰褐 巨１ 並 少 並 S４８

４９ １７ SD４５ 東側南 土師器
壺 （５１．０） マメツ・ミガキ ミガキ 淡黄灰褐 黒褐 並 少 並 外面キザミ S４９

４９ １８ SD４５ 東側南 土師器
高杯 ８０（５９．０） マメツ・ミガキ ミガキ・マメツ 赤橙 淡橙褐 少 並 内外面赤彩 S４４

４９ １９ SD４５ 東側南 土師器
高杯カ （４４．０） ミガキ ハケ・ナデ 淡灰褐 淡灰褐 少 少 並 透かし穴３残、外面一部黒斑 S４６

４９ ２０ SD４５ 東側南 土師器
壺 １９６ （２２．０） 口２ マメツ マメツ 明橙 明橙 多 並 E８４

４９ ２１ SD４７ 東側南 須恵器
瓶 （５３．０） ナデ ナデ 灰 淡灰 少 並 並 凸帯付双耳瓶 S５３

４９ ２２ SD５０ 支中
Y１７S４

須恵器
蓋 １５６（１９．０） 底１ ナデ ナデ 淡灰 濃灰 少 並 外面降灰

末産 S６９

５０ １ SD５３ 東側南 土製品
土錘 ５８ ２８ ２８．０ 完形 灰褐 灰褐 並 不 孔径９㎜ S５９

５０ ２ SD５４ 東側南 縄文
不明 （３４．０） 条痕 濃褐 褐 並 並 S５５

５０ ３ SD５４ 東側南
X１３

弥生土器
甕 １７４ （５１．０） １５６ 口３ ナデ ナデ・ケズリ 淡桃褐 淡桃褐 少 並 少 並 口縁部擬凹線７条

外面一部スス付着 S５４

５０ ４ SD５４ 東側南 弥生土器
甕 １６２ （８０．０） １３５ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 淡橙黄 淡橙黄 少 並 少 並 口縁部擬凹線８条

外面一部スス付着 S５６

５０ ５ SD５４ 東側南 弥生土器
高杯 ２４０ １３４ １６７．０ ３５ 口１ ミガキ・マメツ ミガキ・ナデ・

ハケ・マメツ 淡赤橙褐 淡赤橙褐 少 並 少 並 透かし孔２残（径９㎜） S５８

５０ ６ SD５４ 東側南 土師器
ミニチュア （３２．０） ５６ ６４ ミガキ・マメツ ナデ・マメツ 淡橙灰褐 淡灰褐 並 少 並 外面一部黒斑 S６０

５０ ７ SD５４ 東側南 土師器
有台椀 ６８（１５．０） 底２ マメツ マメツ 明橙 明橙 少 並 並 E８９

５０ ８ SD５５ 東側南 土師器
甕 １７８ （８４．０） １４２ 口２ ナデ・ハケ ナケ・ハケ・ケズリ 淡黄灰褐 黒褐 多 並 口縁部擬凹線９条

外面スス付着 E４９

５０ ９ SD５５ 東側南 土師器
甕 １７０ （５９．０） １４８ 口２ マメツ ナデ・ケズリ・マメツ 赤褐 赤褐 少 多 並 並 外面スス付着 E４３

５０ １０ SD５５ 東側南 土師器
甕 １５２ （７０．０） １１９ 口１

以下 ナデ・マメツ ハケ・ケズリ・マメツ 黒褐 淡橙褐 多 並 E５２

１１９― ―



第２表 ０７土器・陶磁器・土製品観察表（６） （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

５０ １１ SD５５ 東側南 土師器
甕カ （４７．０） 口１

以下 ナデ ナデ 淡灰 淡橙灰 並 少 並 E４４

５０ １２ SD５５ 東側南 土師器
甕 １６８ （４４．０） １４８ 口２ ハケ・マメツ ハケ・マメツ 淡橙灰褐 淡橙灰褐 多 多 並 E４７

５０ １３ SD５５ 東側南 土師器
底部 ６４（３９．０） 底２ ナデ ハケ・ケズリ 黒褐 淡灰黄 並 並 内面黒斑 E４２

５０ １４ SD５５ 東側南 土師器
底部 ６０（５５．０） 底１２ ハケ・マメツ マメツ 明橙褐 暗褐 多 多 少 並 E４５

５０ １５ SD５５ 東側南 土師器
壺カ （６６．０） 口１

以下 ミガキ・ハクリ マメツ 明橙 黄灰褐 少 多 少 並 E５４

５０ １６ SD５５ 東側南 土師器
高杯カ （５１．０） ミガキ・ハクリ マメツ・ハクリ 明橙黄 明橙黄 少 少 並 E５８

５０ １７ SD５５ 東側南 土師器
高杯 （９０．０） ３１ ミガキ・マメツ ハケ・マメツ 黄褐 黄褐 少 並 E５６

５０ １８ SD５５ 東側南 土師器
器台 （７４．０） ミガキ・マメツ・ハクリ ケズリ・ケズリ後ナデ 淡黄灰 淡黄灰 並 並 並 外面赤彩、透かし穴３残 E５９

５０ １９ SD５５ 東側南 土師器
器台 （５３．０） ４８ ハケ・マメツ ハケ・マメツ 暗橙褐 暗橙褐 多 多 多 並 E５１

５０ ２０ SD５５ 東側南 土師器
器台 （６３．０） ３８ ミガキ ミガキ・ケズリ後ナデ 淡黄灰 淡黄灰 少 並 外面鉄分付着、透かし穴３残 E５７

５０ ２１ SD５５ 東側南 土師器
脚部 １４０（３０．０） 底２ ミガキ・ナデ・マメツ ナデ・マメツ 淡橙灰 淡橙灰 少 並 E４８

５０ ２２ SD５５ 東側南 土師器
蓋

ツマミ
３０ （２７．０） ミガキ・マメツ ナデ・マメツ 淡橙白 淡橙白 少 並 外面ミガキ E５５

５０ ２３ SD５５ 東側南 土師器
蓋

ツマミ
４１ （４８．０） ３４ ミガキ ミガキ 淡橙黄 淡橙黄 並 多 並 E５０

５０ ２４ SD７１ 東側中 磁器
碗 ５７（２９．０） 底１２ 透明釉 灰白 内面櫛描文、中国白磁 F８

５０ ２５ SD７３
支
枝④
AA１７

須恵器
蓋

ツマミ
２４ １３０ ２３．０ 底４ ヘラ切り後ナデ ナデ 灰 灰 少 多 並 高松産 E１４

５０ ２６ SD８５ 支北 磁器
碗 （１７．０） 透明釉 灰 中国白磁、内面櫛目模様

外面底部無釉 M７

５０ ２７ SD８５ 支北 陶器
不明 （８３．０） １５４ 灰 少 少 並 外面降灰、自然釉 M６

５０ ２８ SD８７ 支北 土師器
底部 ８９（４７．０） 底９ ケズリ・ナデ・マメツ ケズリ・マメツ 橙 淡褐 多 多 少 並 M１３

５０ ２９ SD９５ 支中 土師器
甕 １５０ （８４．０） １１６ 口３ ナデ・ハケ・マメツ ナデ・ケズリ・マメツ 淡黄灰 淡黄灰 少 多 少 並 外面スス付着 E２５

５０ ３０ SD９５ 支中 土師器
壺 １８６ １５０．０ １０６ 口５ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 淡黄褐 淡黄褐 多 多 並 外面スス付着 E２６

５０ ３１ SD９８ 支中 土師器
壺 １４０ （６７．０） １０９ 口３ ナデ・ケズリ・マメツ ナデ・ハケ 淡橙灰褐 淡橙灰褐 少 並 少 並 S２９

５０ ３２ SD１０１
支中
枝③
X２２

土師器
底部 ４３（２４．０） 底１２ ハケ ハケ 淡黄灰 黒褐 少 多 並 内外面黒斑 E２２

５０ ３３ SD１０１
支中
枝③
X２２

土師器
有孔鉢 ３６（４０．０） 底２ ハケ・マメツ ハケ・マメツ 淡橙灰 淡橙灰 少 多 多 並 E２３

５０ ３４ SD１０１
支中
枝③
X２２

土師器
壺 （１５５．０） １２４ ２６０ 頸３ ナデ・ハケ ナデ・ハケ後

ナデ・ケズリ 淡橙褐 淡橙褐 多 多 並 E２４

５１ １ SD９３ 支北
T２２

土師器
甕 １８３ （８７．０） １５１ １９２ 口１

以下 ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 黄桃褐 黄桃褐 少 多 並 口縁部擬凹線８条 E８１

５１ ２ SD９３ 支中
T２２

土師器
甕 １９８ （５８．０） １６６ 口１ ナデ ナデ・ケズリ・マメツ 淡橙褐 淡灰褐 少 並 少 並 口縁部擬凹線７条

外面スス付着 S７４

５１ ３ SD９３ 支中
T２２

土師器
甕 １８０ （６２．０） １４８ 口１ ナデ・ハケ・マメツ ナデ・ハケ・マメツ 淡橙褐 淡橙褐 少 並 少 並 口縁部擬凹線６条

外面スス付着 S７５

５１ ４ SD９３ 支中
T２２

土師器
甕 ２６０ （７５．０） ２２９ 口２ マメツ・ナデ ナデ・ケズリ・マメツ 淡橙白 淡橙白 少 多 少 並 並 口縁部擬凹線７条 M２９

５１ ５ SD９３ 支北
T２２

土師器
甕 ２１８ （８０．０） １９６ ハケ ナデ・ケズリ 淡灰黄 淡灰黄 多 並 口縁部擬凹線４条以上 E８２

５１ ６ SD９３ 支北
T２２

土師器
甕 ２０８ （４８．０） １７４ 口１

以下 ナデ ナデ・ハケ・ケズリ 黄灰褐 暗灰 少 並 口縁部擬凹線数条
外面口縁部スス付着 E８０

５１ ７ SD９３ 支中
T２２

土師器
甕 １７４ （５８．０） １５０ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・ケズリ 淡橙灰褐 淡橙灰褐 少 並 少 並 口縁部擬凹線５条

外面スス付着 S７２

５１ ８ SD９３ 支中
T２２・２３

土師器
甕 １６０ （５４．０） １４７ 口４ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ後ハケ 淡桃褐 淡褐 少 少 並 口縁部擬凹線５条

外面スス付着 M２６

５１ ９ SD９３ 支中
T２２

土師器
甕 １７０ （７７．０） １３６ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・ケズリ 淡橙灰褐 淡橙灰褐 少 並 少 並 口縁部擬凹線

内外面スス付着 S７３

５１ １０ SD９３ 支中
T２２

土師器
甕 １７２ （７１．０） １４４ 口４ ナデ・ハケ・マメツ ナデ・ケズリ・マメツ 褐 褐 少 並 不 外面スス付着 S７６

５１ １１ SD９３ 支中
T２２

土師器
甕 １４６ （４２．０） １２８ 口３ ナデ ハケ・ナデ 灰褐 淡橙褐 少 並 少 並 SD９６（支中）と接合 S８０

５１ １２ SD９３ 支中
T２２

土師器
甕 １３８ （３３．０） １２６ 口３ ナデ ナデ・ハケ・ケズリ 淡橙褐 淡橙褐 少 並 少 並 外面スス付着 S７９

５１ １３ SD９３ 支中
T２２

土師器
甕 １６０ （５３．０） １３４ 口６ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 灰黄 淡桃褐 少 並 M２４

５１ １４ SD９３ 支中
T２２

土師器
甕 １７６ （９４．０） １４２ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・ケズリ 淡灰褐 淡橙褐 少 並 少 並 外面スス付着 S７１

５１ １５ SD９３ 支中
T２２

土師器
甕 １６０ ５８（５４．０） １４０ 口１ ナデ・ハケ ハケ・ナデ・ケズリ 淡灰褐 淡灰褐 少 並 少 並 S７７

５１ １６ SD９３ 支中
T２２

土師器
壺 ７９ ２８ １３９．０ ８８ １３９ 口５ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・

ケズリ後ハケ 淡橙褐 淡橙褐 並 少 並 並 M２５

５１ １７ SD９３ 支中
T２２

土師器
壺 １６１ （８５．０） １２８ 口１０ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 淡褐 淡褐 少 少 並 M２７

５１ １８ SD９３ 支中
T２２

土師器
壺 １３０ （７７．０） １１７ 口２ ナデ・ハケ・マメツ ナデ・ケズリ・マメツ 淡橙褐 淡橙褐 少 多 少 並 SD１３５①と接合、窓２残

内外面赤彩 M２８

５１ １９ SD９３ 支中
T２２

土師器
壺 ９６ （４５．０） ６８ 口３ ミガキ ナデ・ハケ 淡灰黄 淡黄灰 並 少 並 内面一部黒斑 S８２

５１ ２０ SD９３ 支中
T２２

土師器
壺 １９４ （７５．０） 口１ ナデ・ハケ ナデ 淡橙褐 淡褐 並 並 並 口縁部擬凹線９条 S７８

５１ ２１ SD９３ 支中
T２２

土師器
高杯カ ２１０ （７４．０） ミガキ ミガキ 淡橙灰褐 淡橙灰褐 少 少 少 並 外面一部黒斑 S６８

５１ ２２ SD９３
支北
T２２・T２３
支中
T２２

土師器
高杯カ １２２（７１．０） ３１ 底５ ミガキ ナデ・ミガキ 淡黄灰褐 淡黄灰褐 並 少 並 S６４

５１ ２３ SD９３ 支中
T２２

土師器
高杯カ １０２（５９．０） 底２ マメツ マメツ 濃橙褐 濃橙褐 少 少 少 不 S６５

５１ ２４ SD９３ 支中
T２２

土師器
装飾器台

返
１４０（４０．０） ミガキ ミガキ 淡橙灰褐 淡橙灰褐 並 少 並 受部に孔１残（径９㎜） S６６

５１ ２５ SD９３ 支中
T２２

土師器
蓋

ツマミ
３２ １２６ ４６．０ 口２ ミガキ・マメツ ミガキ・マメツ 淡橙褐 淡橙褐 少 並 少 並 S６７

５１ ２６ SD９３ 支中
T２２

土師器
小壺 ７０ ３５ ８３．０ ８９ 口２ ナデ・ハケ・ミガキ ナデ・ハケ 淡橙灰褐 淡灰褐 少 並 少 並 外面一部黒斑 S８１

５１ ２７ SD９３ 支中
T２２

土師器
脚部 １００（３２．０） ４２ 底８ ミガキ ミガキ 橙 淡褐 少 並 外面赤彩、SD９６と接合 M３０

５１ ２８ SD９３ 支中
T２２

土師器
鉢カ （４１．０） ハケ・ハクリ ハケ 淡褐 淡褐 並 並 並 外面黒斑 M３１

５１ ２９ SD９３ 支中 須恵器
甕カ （７５．０） タタキ タタキ 淡灰 淡灰 並 並 S７０

５２ １ SD９３ 支北
T２２

土師器
甕 （６５．０） ３１５ 頸２ マメツ マメツ 橙 桃 少 多 並 口縁部擬凹線８条以上 M８７

５２ ２ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
甕 １５８ （５５．０） １２６ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・ケズリ 淡橙褐 淡橙褐 少 少 並 並 口縁部擬凹線７条

外面口縁部スス付着 S３

５２ ３ SD９３ 支北
T２２

土師器
甕 ３０６ （７０．０） ２７０ 口１ ナデ・マメツ ナデ・マメツ 橙褐 淡橙褐 少 並 並 並 口縁部擬凹線７～８条

外面スス付着 M９０

５２ ４ SD９３ 支北
T２３

土師器
甕 １７０ （３６．０） １４０ 口１ ナデ・マメツ マメツ 橙褐 橙褐 少 並 少 並 口縁部擬凹線８条

口縁部外面スス付着 S７

５２ ５ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
甕 １５８ （５１．０） １２８ 口３ ナデ ナデ・ケズリ 淡橙褐 淡橙灰褐 少 並 少 並 口縁部擬凹線５条

口縁部外面スス付着 S６

５２ ６ SD９３ 支北 土師器
甕カ ３３２ （４７．０） 口１ ナデ ナデ 淡黄褐 淡黄褐 並 少 少 並 T１１８

５２ ７ SD９３ 支北
T２２

土師器
甕 １６８ （６０．０） １３５ 口３ マメツ マメツ 淡橙褐 淡橙褐 多 少 不 口縁部擬凹線９条

外面一部スス付着 T１２０

１２０― ―



第２表 ０７土器・陶磁器・土製品観察表（７） （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

５２ ８ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
甕 ２８４ （１０８．０） ２４２ 口１

以下 ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 橙褐 淡橙褐 少 並 少 並 口縁部擬凹線１２条
外面スス付着 S１５

５２ ９ SD９３ 支北
T２２

土師器
甕 １９８ （９６．０） １６４ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 橙褐 淡橙褐 少 並 少 並 口縁部擬凹線８条

外面スス付着 S１

５２ １０ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
甕 １８０ （５９．０） １５３ 口２ マメツ・ナデ ナデ・マメツ 橙 淡橙 並 多 並 口縁部擬凹線有

外面スス付着 M９１

５２ １１ SD９３ 支北
T２２

土師器
底部 ５２（３５．０） 底３ ハケ ケズリ ハケ 橙灰褐 灰褐 少 並 少 並 S１８

５２ １２ SD９３ 支北
T２３

土師器
甕 １８０ （５４．０） １３７ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ・マメツ 橙褐 橙褐 少 並 並 口縁部擬凹線６条

外面スス付着 M８８

５２ １３ SD９３ 支北
T２３

土師器
甕 １８７ （５７．０） １５５ 口２ ナデ・マメツ ナデ・ケズリ・マメツ 橙灰 橙灰 並 多 並 並 口縁部擬凹線有 M８９

５２ １４ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
甕 １７４ （８８．０） １４２ 口２ マメツ ナデ・ケズリ 淡橙灰 淡橙灰 少 並 少 並 S１２

５２ １５ SD９３ 支北
T２２

土師器
甕 １８６ （６０．０） １５８ 口１

以下 マメツ マメツ 淡橙褐 淡橙褐 少 並 少 少 並 外面一部黒斑 S８

５２ １６ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
甕 １９８ （６３．０） １７０ 口２ ナデ・マメツ ナデ・ケズリ・マメツ 淡橙褐 淡褐 多 多 多 並 口縁部擬凹線有 M９２

５２ １７ SD９３ 支北 土師器
甕 １４８ （４８．０） １４２ 口３ ナデ ナデ・ケズリ 淡橙灰褐 淡灰褐 少 並 少 少 並 S１０

５２ １８ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
甕 １４０ （７５．０） １２６ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ハケ 淡褐 淡褐 少 少 並 M９４

５２ １９ SD９３ 支北 土師器
甕 １２８ （７６．０） １０８ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ハケ 濃灰褐 濃灰褐 少 並 少 並 内外面黒斑 S２

５２ ２０ SD９３ 支北・中
T２２・T２３

土師器
甕 １３８ （４２．０） １２８ 口１ ナデ ナデ 灰褐 灰褐 少 少 少 並 S５と同一か S４

５２ ２１ SD９３ 支北・中
T２２・T２３

土師器
甕 ６（９５．０） １４０ ナデ・ケズリ ナデ・ハケ 灰褐 灰褐 少 少 少 並 S４と同一か

外面一部黒斑 S５

５２ ２２ SD９３ 支北
T２２

土師器
甕カ （２８．０） １９２ マメツ マメツ 橙 橙灰褐 少 多 多 並 M８４

５２ ２３ SD９３ 支北
T２２

土師器
底部 ５２（２０．０） 底１２ ミガキ ハケ ナデ・ミガキ 橙灰褐 灰褐 少 並 少 並 内面黒色付着物 S１９

５２ ２４ SD９３ 支北
S２２

土師器
底部 ６６（５５．０） 底１１ ハケ ナデ・ハケ ナデ 淡黄褐 灰褐 並 少 並 外面底部籾圧痕２残 S１６

５２ ２５ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
壺 ２０２ （７６．０） １５２ 口２ ハケ後ナデ・ミガキ ミガキ 橙褐 橙灰褐 並 少 少 並 S１４

５２ ２６ SD９３ 支北 土師器
壺 １８２ （７２．０） １２４ 口２ ナデ・ミガキ ミガキ・ケズリ 淡橙褐 淡橙褐 少 並 並 S１３

５２ ２７ SD９３ 支北 土師器
壺カ １６２ （７０．０） 口１ ミガキ・ケズリ ミガキ・ナデ 淡褐 淡褐 並 並 少 並 T１１３

５２ ２８ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
壺 １６２ （６１．０） １２３ 口１ ナデ・ハケ ナデ・マメツ 淡黄橙褐 淡褐 少 少 少 並 T１１９

５２ ２９ SD９３ 支北
T２２

土師器
壺 １５１ （５２．０） １１９ 口２ ナデ・マメツ ナデ 淡褐 橙黄褐 並 並 並 M９５

５３ １ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
壺カ １８３ （６０．０） 口４ ミガキ・マメツ・ハクリ マメツ 淡橙褐 淡橙褐 少 並 多 不 T１１２

５３ ２ SD９３ 支北
T２２

土師器
壺カ （７８．０） １１５ ハケ ハケ・ケズリ 橙灰 淡灰 多 少 並 M８５

５３ ３ SD９３ 支北
T２２

土師器
壺 １２０ （４７．０） ９２ 口３ マメツ マメツ 橙 橙 少 多 多 並 M９３

５３ ４ SD９３ 支北
T２３

土師器
壺 １２２ （４１．０） ９６ 口２ ミガキ ミガキ 淡桃黄 淡桃黄 並 少 少 並 内外面赤彩 E５

５３ ５ SD９３ 支北
T２２

土師器
壺 ９０ （４５．０） 口１ ミガキ ミガキ 淡橙褐 淡橙褐 少 並 少 並 並 外面赤彩、内外面鉄分付着 T１１０

５３ ６ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
甕 （４４．０） １０１ 頸１ ミガキ ミガキ 淡黄褐 淡黄褐 少 少 並 外面赤彩、内面一部黒斑 T１０９

５３ ７ SD９３ 支北 土師器
壺 ５０（４１．０） 底６ ミガキ マメツ ミガキ 淡橙灰褐 淡橙灰褐 少 少 並 S１７

５３ ８ SD９３ 支北
T２２

土師器
壺 １８４ （６６．０） １０２ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・マメツ 淡橙褐 橙 並 少 並

口縁部外面棒状浮文３残
外面刺突列点文
口縁部内面波状文・綾杉文

S１１

５３ ９ SD９３ 支北 土師器
壺 １６８ （３０．０） 口１ ナデ・ハケ ナデ 淡黄褐 淡黄褐 少 並 少 並 口縁部棒状浮文３残 T１０６

５３ １０ SD９３ 支北
T２２

土師器
底部 ２４（２４．０） 底１２ ハケ ケズリ 暗褐 暗橙褐 少 並 並 内外面スス付着 M８３

５３ １１ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
高杯 ２５２ （５７．０） 口１ ミガキ ミガキ・マメツ 淡黄褐 淡黄褐 並 少 並 内面暗文 T１１１

５３ １２ SD９３ 支北
T２２

土師器
高杯カ ２５０ （５０．０） 口１ ミガキ ミガキ 淡黄褐 淡褐 少 少 並 外面一部スス付着

内面黒斑 T１０５

５３ １３ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
高杯 ２４２ １２０ １３４．０ ３３ 口３ ミガキ ミガキ・ケズリ 淡灰黄 淡灰黄 少 少 少 並 外面鉄分付着 E８

５３ １４ SD９３ 支北
T２２

土師器
高杯 １２０（７１．０） 底１１ ミガキ ナデ・ハケ後ナデ 淡橙褐 淡橙褐 少 少 並 透かし穴３残、外面一部黒斑 T１０１

５３ １５ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
高杯カ １５２ （２９．０） 口３ ミガキ ミガキ 淡褐 淡褐 少 並 並 外面一部黒斑 M９６

５３ １６ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
高杯カ １５８（６１．０） 底１ ミガキ・マメツ ナデ・マメツ 淡黄橙褐 淡黄橙褐 少 多 不 外面赤彩 T１０４

５３ １７ SD９３ 支北
T２３

土師器
高杯 ９０（８１．０） ３１ 底１１ ミガキ ハケ後ミガキ・

ハケ後ナデ 明橙褐 明橙褐 多 多 並 内外面赤彩・ハクリ E７

５３ １８ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
高杯 ９２（７０．０） ３８ 底４ ミガキ ハケ後ナデ 赤褐 赤褐 少 少 並 内外面赤彩 E２

５３ １９ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
高杯カ １２６（５６．０） 底２ ミガキ・ハクリ ナデ・ハクリ 淡橙褐 淡橙褐 少 少 多 不 T１０３

５３ ２０ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
装飾器台 （９７．０） ３４ ミガキ ミガキ・ケズリ 赤褐 赤褐 少 並 並 内外面赤彩、透かし穴３残

窓４残 E３

５３ ２１ SD９３ 支北
T２２

土師器
装飾器台 返１３２（３６．０） 返２ ミガキ マメツ・ナデ 淡橙褐 淡橙褐 少 並 並 T１０７

５３ ２２ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
装飾器台 返１２４（３０．０） 返６ ミガキ・マメツ マメツ 淡橙褐 淡橙褐 少 少 多 不 T１１５

５３ ２３ SD９３ 支北
T２２

土師器
装飾器台 返１９６（２０．０） 返２ ミガキ・マメツ ミガキ・マメツ 淡橙褐 淡橙褐 少 少 並 不 T１１７

５３ ２４ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
器台カ １５７（９４．０） ４０ 底１ ミガキ ケズリ・ハケ後ナデ 淡黄灰 淡桃褐 少 少 並 外面赤彩、外面鉄分付着

内面工具痕 E６

５３ ２５ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
器台カ １２４（９６．０） ３２ 底１ ミガキ ケズリ・ケズリ後

ナデ・ハケ後ナデ 淡灰 淡黄灰 少 並 並 並 外面鉄分付着、透かし穴３残 E１

５３ ２６ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
器台カ １３４（９５．０） ３７ 底１２ ミガキ ケズリ、ハケ後

ミガキ 赤褐 淡赤褐 並 少 並 内外面ハクリ
外面赤彩・線刻 E４

５３ ２７ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
蓋

ツマミ
３５ （４８．０） ツマミ

１２ マメツ マメツ 橙褐 橙褐 多 多 不 T１１４

５３ ２８ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
鉢 １１０ （６４．０） ８０ ８７ 口２ ミガキ ミガキ 淡橙桃灰褐 淡橙桃灰褐 少 少 並 S９

１２１― ―



第２表 ０７土器・陶磁器・土製品観察表（８） （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

５３ ２９ SD９３ 支北
T２２

土師器
鉢 ９４ （６３．０） ７０ 口６ ナデ・ハケ ハケ・マメツ 淡褐 淡褐 並 少 並 並 M８６

５３ ３０ SD９３ 支北
T２２・T２３

土師器
脚部 １１４（４３．０） ５５ 底６ マメツ ケズリ・マメツ 橙褐 暗灰 多 多 不 T１０２

５３ ３１ SD９３ 支北
T２３

須恵器
有台杯 ６６（３０．０） 底２ ナデ ナデ ヘラ切後ナデ 灰白 灰白 少 並 南加賀か T１０８

５３ ３２ SD１０４ 支中 土師器
甕 １６８ （６１．０） １３０ 口４ ナデ・マメツ ナデ・ハクリ 淡褐 淡褐 少 多 並 並 F８６

５３ ３３ SD１０４ 支中 土師器
甕 １５８ （５５．０） １４８ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 淡褐 淡褐 並 並 並 並 F８５

５３ ３４ SD１０４ 支中 土師器
壺 １１８ （２８．０） 口１ ナデ ナデ 淡黄灰褐 淡黄灰褐 多 少 並 F９２

５３ ３５ SD１０４ 支中 土師器
壺 ２１７ （２６．０） 口１ ミガキ マメツ 淡橙褐 淡灰褐 少 少 少 並 F８８

５３ ３６ SD１０４ 支中 土師器
高杯 （８８．０） ３１ ミガキ ナデ・マメツ 淡橙灰褐 淡橙灰褐 並 少 並 F８７

５３ ３７ SD１０４ 支中
U２１

土師器
鉢 １２３ １８ ４５．０ 口１ ミガキ ミガキ 赤灰褐 淡赤褐 少 少 少 少 並 内外面赤彩 F８９

５３ ３８ SD１０４ 支中 土製品
土錘 ２８ ２３ ７．０ 完形 淡赤灰褐 並 少 少 並 孔径７㎜ F９０

５３ ３９ SD１０４ 支中 土師器
鉢 １９３ （４０．０） １５１ 口２ ナデ・ハクリ ナデ・ハクリ 淡黄灰褐 淡灰褐 並 少 並 F９１

５４ １ SD１０３ 支
枝②

縄文
深鉢 ２６８ （１１８．０） ２５０ 口２ 条痕 灰褐 灰褐 多 多 少 並 F６０

５４ ２ SD１０３ 支
枝②

縄文
深鉢 ３７４ （２５３．０） 口１ 条痕 灰褐 灰褐 並 多 少 並 F６１

５４ ３ SD１１０
支中
枝③
W２２

須恵器
無台杯 １４０ １１１ ２１．０ 口１ ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 灰 灰 少 並 並 外面口縁部重ね焼き痕

内面口縁部降灰 E２１

５４ ４ SD１１２ 支中
V１９S４

土師器
甕 １４０ （６６．０） １１６ 口２ ナデ ナデ・ハケ 淡橙灰褐 淡灰褐 少 並 並 S３０

５４ ５ SD１１２ 支中
W１９

土師器
高杯 １１２（７０．０） ３５ 底１ ミガキ ナデ・ハケ 橙褐 淡橙褐 並 少 少 並 透かし穴１残 S３１

５４ ６ SD１２２ 支中
枝③

土師器
甕 １６６ （７７．０） ７５ 口３ ナデ・ハケ・ハクリ ナデ・マメツ・ハクリ 明橙褐 明橙褐 多 多 並 E２０

５４ ７ SD１２２ 支中
枝③

土師器
高杯 １３８（７８．０） ３６ 底１２ ミガキ・ハクリ ハケ・ナデ・ハクリ 淡橙褐 淡黄橙 並 少 少 並 外面赤彩、透かし穴４残 E１９

５４ ８ SX０１ 西側南 須恵器
無台杯 ７８（１７．０） 底７ ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 淡青灰 淡灰 少 並 高松産 M７９

５４ ９ SX０５ 東側南 縄文
深鉢 １８５ （５４．０） 口３ 条痕 暗灰褐 灰褐 並 多 少 並 口唇部列点刺突文 F２０

５４ １０ SX０５ 東側南 縄文
深鉢 ３２４ （３５８．０） ３２７ 口３ 条痕 灰褐 灰褐 多 並 並 内面スス付着 F１７

５４ １１ SX０５ 東側南 縄文
底部 ８０（２５．０） 底５ 不明痕 淡橙灰褐 淡灰褐 並 多 並 F１９

５４ １２ SX０５ 東側南 縄文
底部 １０５（２６．０） 底８ 淡橙灰褐 淡橙灰褐 多 多 多 並 F１８

５４ １３ 包含層 枝②
W２４

陶器
碗 １２０ （５４．０） 口１ 鉄釉 灰白 M３３

５４ １４ 包含層 枝②
W２４

土製品
土錘 ３５ ３６ ３４．０ 淡褐 淡褐 並 孔径１２㎜、重さ３４．９g M３４

５４ １５ 包含層 枝②
W２４

土製品
土錘 ２５ ２６ ２７．０ 黒褐 黒褐 並 外面黒斑

孔径６㎜、重さ１５．３g M３６

５４ １６ 包含層 枝②
W２４

土製品
土錘 ２５ ３２ ２７．０ 淡灰褐 淡灰褐 並 孔径８㎜、重さ２０．６g M３７

５４ １７ 包含層 枝②
W２４

土製品
土錘 ４５ １８ １６．０ 淡灰褐 淡灰褐 並 孔径７㎜、重さ１０．６g M３８

５４ １８ 包含層 枝②
W２４

土製品
土錘 ４０ １５ １４．０ 暗褐 暗褐 並 外面黒斑

孔径４㎜、重さ６．７g M３５

５４ １９ 包含層
枝③
WX２２・
２３

土製品
土錘 ７０ ３２ ３０．０ 淡灰褐 淡灰褐 並 孔径１２㎜、重さ６６．６g M３２

５４ ２０ 包含層 枝④ 縄文
浅鉢 ２４０ （５７．０） 口２ 褐 褐 少 並 少 並 内外面スス付着

体部穿孔１残 M４７

５４ ２１ 包含層 枝④ 須恵器
無台杯 ６４（１９．０） 底６ ナデ ナデ ヘラ切り 淡灰 淡灰 少 少 並 外面底部墨書「□（産ヵ）」

高松産 M４３

５４ ２２ 包含層 枝④ 須恵器
無台杯 ８０（１５．０） 底３ ナデ ナデ ヘラ切り 淡青灰 淡青灰 少 並 外面底部墨痕有 M４２

５５ ２ 包含層 支中
Y１６E６

土師器
壺カ （４２．０） 胴１ ハケ ナデ 淡褐 淡褐 多 並 並 外面工具痕 T１２６

５５ ３ 包含層
支中
AC１３
６２

土師器
底部 ４６（３８．０） 底１

以下 ケズリ マメツ 淡橙灰 淡橙灰 多 並 並 E１２０

５５ ４ 包含層 支中
Y１６S７

土師器
ミニチュア ６０ ３０．０ ５９ ６０ 口１ ナデ ケズリ 淡灰褐 淡灰褐 少 並 並 F７０

５５ ５ 包含層 支中南
須恵質
土器
壺カ

１８０ （２４．０） １４６ 口１
以下 淡橙灰 淡橙灰 少 並 E１１７

５５ ６ 包含層 支中
AB１４

土師器
有台椀 ６０（２０．０） 底１

以下 ナデ ナデ 淡橙灰 淡橙灰 多 少 並 E１１０

５５ ７ 包含層 支中
AE１２

土師器
有台椀 ６２（１９．０） 底９ マメツ マメツ マメツ 淡橙灰 淡橙灰 少 並 並 E１１２

５５ ８ 包含層 支中
Y１６E６

内黒
有台椀 ６０（２９．０） 底１２ ナデ・ハクリ ミガキ ナデ 淡橙灰褐 黒 少 少 並 F７４

５５ ９ 包含層 支中
Y１７S４

須恵器
蓋 １２０（２０．０） 底１ ナデ ナデ 灰白 灰白 少 並 高松産 T１２２

５５ １０ 包含層 支中
Z１５E７

須恵器
有台杯 ７８（４３．０） 底１２ ナデ ナデ ナデ 灰 灰 並 並 並 高松産 T１２９

５５ １１ 包含層 支中
Y１６E６

須恵器
有台杯 １０９ ８１ ３７．０ 底４ ナデ ナデ 暗灰 暗灰 少 少 並 末産 F７７

５５ １２ 包含層 支中
AA１５S７

須恵器
有台杯 ６８（１６．０） 底３ ナデ ナデ 回転糸切痕 灰白 灰白 少 並 並 南加賀産 E１１８

５５ １３ 包含層 支中
Y１６E６

須恵器
無台杯 ８２（１６．０） 底６ ナデ ナデ ケズリ後ナデ・

ヘラ起こし痕 灰 灰 少 少 並 高松産 T１２１

５５ １４ 包含層 支中
AC１４

須恵器
無台杯 １１８ ９３（３２．０） 底４ ナデ ナデ 灰 灰 少 並 高松産 E１１４

５５ １５ 包含層 支中南 須恵器
無台杯 １０９ ８２ ３４．０ 口８ ナデ ナデ 淡灰 淡灰 少 少 高松産 F７３

５５ １６ 包含層 支中
Y１６S７

須恵器
無台杯 ６４（１１．０） 底７ ナデ ナデ 回転ヘラ切り 灰 灰 少 少 並 高松産 F６８

５５ １７ 包含層 支中
Y１６S７

須恵器
甕カ ２９６ （４８．０） 口１ ナデ ナデ 灰白 灰白 少 並 南加賀産 T１３３

５５ １８ 包含層 支中
Y１６E６

須恵器
甕カ １９２ （３７．０） 口１ ナデ ナデ 灰 灰白 少 並 高松産 T１２３

５５ １９ 包含層 支中
AA１５S７

須恵器
甕 （７０．０） 口１

以下 ナデ ナデ 灰 灰 並 並 内面降灰 E１１９

５５ ２０ 包含層 支中南 須恵器
甕カ壺 ２３７ （６５．０） １９６ 口１

以下 ナデ・カキメ ナデ 灰 灰 多 並 高松産 E１１６

５５ ２１ 包含層 支中
Y１６E６

須恵器
甕カ （３３．０） 口１

以下 ナデ ナデ 灰 灰 少 少 並 高松産 T１２４

５５ ２２ 包含層 支中 須恵器
小壺 （３４．０） ８０ 胴１ ナデ ナデ 灰白 灰白 多 並 外面降灰 E１０１

５５ ２３ 包含層 支中南 須恵器
壺カ瓶 （１０１．０） ケズリ ナデ 灰 灰 並 並 外面赤色顔料？付着

末産 E１１５

５５ ２４ 包含層 支中
AB１４

須恵器
双耳瓶 （９７．０） 灰 灰 少 並 E１０９

５５ ２５ 包含層 支中 須恵器
不明 ７２ ３２ ２８．０ 灰 灰 多 並 E１０７

５５ ２６ 包含層 支中 須恵器
鉢 ２９６ 口１

以下 ナデ ナデ 灰 灰 少 少 少 並 E１０３

５５ ２７ 包含層 支中
Y１６S７

陶器
甕 （１３０．０） タタキ 暗灰 暗灰 少 少 並 F６９
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第２表 ０７土器・陶磁器・土製品観察表（９） （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

５５ ２８ 包含層 支中
AC１２S２

陶器
底部 ８８（４６．０） 底３ ナデ ナデ 回転糸切り・

粘土カス 灰 灰 少 並 少 並 F７１

５５ ２９ 包含層 支中
Y１６S７

陶器
鉢 ２４０ （６５．０） 口２ ナデ ナデ 暗灰 暗灰 少 並 珠洲焼 F６７

５５ ３０ 包含層 支中
T２２・U２２

陶器
すり鉢 （７８．０） 口１ ナデ 淡赤灰褐 少 少 並 越前産 F７２

５５ ３１ 包含層 支中
Y１６S７

陶器
すり鉢 （５７．０） 胴２ ナデ ナデ・卸目 灰 灰 少 並 並 T１３４

５５ ３２ 包含層 支中 磁器
瓶 （３０．０） 頸１

以下 青磁釉 灰白 良 中国青磁 E１０２

５５ ３３ 包含層 支中
X１８・１９

磁器
碗 ６０（２０．０） 底２ 透明釉 灰白 中国白磁 F７９

５５ ３４ 包含層 支中
Z１５E７

土師器
皿 ８３ ５ １．１ 口４ ナデ・マメツ ナデ 淡橙褐 淡橙褐 少 並 T１２８

５５ ３５ 包含層 支中
AE１２

土製品
不明 ２７ ２２ ４．０ 完形 淡褐 淡褐 少 並 泥面子か碁石（白）か F７８

５５ ３６ 包含層 支中
AB１４

陶器
陶錘 ４２ ２４ 孔径８㎜、重さ２０g

外面自然釉・付着物 M３６３

５５ ３７ 包含層 支中
AC１３S２

土製品
土錘 ７４ ２９ 淡褐 淡褐 少 少 並 孔径１３㎜、重さ５９g F７６

５５ ３８ 包含層 支中
W１９E３

土製品
土錘 （７５） ２９ 淡灰褐 淡灰褐 並 多 並 孔径１３㎜、重さ５８g F７５

５５ ３９ 包含層 支中
AE１２

土製品
土錘 ５９ ２１ １８．０ 淡灰 淡灰 多 並 孔径５㎜、重さ１５．９７g E１１３

５５ ４０ 包含層 支中
Y１７E５

土製品
土錘 ５０ ２２ ２１．０ 淡橙 淡橙 並 外面一部黒斑

孔径５㎜、重さ２０．７３g T１２７

５５ ４１ 包含層 支中
Z１５E７

土製品
土錘 ４４ １９ １５．０ １１０ 淡灰 淡灰 並 孔径４㎜、重さ１１．３７g T１３１

５５ ４２ 包含層 支中
AC１３E１

土製品
土錘 ３６ ２０ ２０．０ 淡灰 淡灰 並 孔径５㎜、重さ１１．０９g E１１１

５５ ４３ 包含層 支中
Z１５E７

土製品
土錘 ３４ １４ １４．０ 淡灰 淡灰 並 孔径４㎜、重さ５．７２g T１３２

５６ １ 包含層 東側南
Y１２

縄文
浅鉢 （５０．０） 灰褐 赤褐 並 少 並 内外面赤彩 S６３

５６ ２ 包含層 東側南 縄文
鉢 （３７．０） 淡橙褐 淡橙褐 少 並 外面赤彩 T３０４

５６ ３ 包含層 東側南 須恵器
瓶カ １０４ （３１．０） 口１ ナデ ナデ 灰 灰 少 並 E９８

５６ ４ 包含層 東側南 土製品
土錘 ３５ １１ １１．０ 赤褐 赤褐 孔径３㎜、重さ３．１４g E９７

５６ ５ 包含層 東側南
W１５

土製品
土錘 （６１） ３２ ３０．０ 淡桃灰褐 淡桃灰褐 少 並 少 並 S６１

５６ ６ 包含層
西側
中央南
O１７

土師器
甕 １７０ （７５．０） １５２ 口３ ナデ・ハケ・ハクリ ナデ・ケズリ・ハクリ 淡灰褐 淡黄橙 多 並 並 E３７

５６ ７ 包含層
西側
中央南
P１６

土師器
底部 ８４（４０．０） 底８ ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ナデ・工具痕 淡黄褐 淡黄褐 並 多 少 並 T１６

５６ ８ 包含層 西側
中央南

土師器
脚部 １４９（５１．０） 底３ ミガキ ナデ 淡灰褐 灰褐 並 少 多 並 外面沈線文・キザミ F９５

５６ ９ 包含層
西側
中央南
M１８

土師器
台付鉢 １３０ ５８ ７７．０ ４１ 底１ ハクリ・ナデ ハクリ ナデ 淡橙褐 橙褐 多 少 並 並 T２０

５６ １０ 包含層
西側
中央南
M１８

土師器
鉢 ７８ （７３．０） 口１ ナデ ナデ・ケズリ 淡黄褐 淡黄褐 並 少 並 T２１

５６ １１ 包含層 西側
中央南

土師器
ミニチュア ２２ ２０ ２２．０ ３２ 完形 ナデ ナデ ナデ 暗灰 暗灰 少 少 並 T１９

５６ １２ 包含層
西側
中央南
M１８

土製品
土錘 ３７ ３１ 淡褐 淡褐 並 孔径１１㎜、重さ２９．２g T２２

５６ １３ 包含層
西側
中央南
M１８

須恵器
有台杯 ７２（１７．０） 底６ ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 灰白 灰白 少 少 並 高松産 T１７

５６ １４ 包含層
西側
中央南
M１８

磁器
碗 ６６（２０．０） 底７ ナデ ナデ ヘラ切り 透明釉 灰白 少 良 中国白磁 T１８

５６ １５ 包含層 支南
YZ１７

須恵器
蓋

ツマミ
２２ １２６ ２６．０ 底２ ナデ・ヘラ切り後

ナデ ナデ 淡灰白 淡灰白 少 少 並 末産 M４６

５６ １６ 包含層 支南
Z１６

緑釉陶器
皿 ６８（１９．０） 緑釉 淡灰白 M３９

５６ １７ 包含層 支南
YZ１７

土製品
土錘 ６３ ３０ ３０．０ 並 外面黒斑

孔径１３㎜、重さ５３．５g M４５

５６ １８ 包含層 支南
YZ１７

土製品
土錘 ６８ ３３ ３３．０ 淡灰褐 淡灰褐 並 外面黒斑

孔径１４㎜、重さ６５．２g M４４

５６ １９ 包含層 支北
S２４・T２３

須恵器
無台杯 １０３（１２．０） 底２ ナデ ナデ 淡灰 淡灰 少 並 M８

５６ ２０ 包含層 支北
O２６

磁器
碗 １５２ （２４．０） 口１

以下 透明釉 淡灰 内面櫛描文、中国白磁 S８７

５６ ２１ カクラン 東側南
暗渠

縄文
深鉢 （７７．０） 条痕 淡橙褐 淡橙灰褐 並 少 少 並 S６２

５６ ２２ カクラン 東側南
暗渠

磁器
碗 １５１ （４２．０） 口１

以下 透明釉 灰白 良 E１０４

５６ ２３ カクラン 東側南
暗渠

土製品
土錘 ６８ ２８ ２５．０ 灰白 灰白 並 孔径１６㎜、重さ４１．１２g E１０５

５６ ２４ カクラン 東側南
暗渠

土製品
土錘 ４１ １８ １８．０ 淡灰 淡灰 並 孔径６㎜、重さ１２．９１g E１０６

５６ ２５ カクラン 東側南
X１３

土製品
土錘 （２８） １７ １７．０ 淡橙褐 淡橙褐 並 並 孔径６㎜、重さ５．２５g T８６

５６ ２６ SK０９
西側
中央北
H２２・H２３

弥生土器
壺 （５２．０） ハケ ハケ 暗褐 暗褐 少 並 少 並 外面沈線文・波状文 M２１

５６ ２７ SK０９
西側
中央北
H２２・H２３

弥生土器
底部 ６４（５６．０） 底１２ ハケ マメツ 橙褐 暗褐 少 並 少 並 外面スス M２２

５６ ２９ SD０７
西側
中央北
H２２

縄文
鉢 （４７．０） 口１

以下 淡橙褐 淡褐 少 多 少 並 並 M１９

５６ ３０ SD０７
西側
中央北
H２２・H２３

弥生土器
壺 １２２ （１５７．０） ９５ １９８ 口２ ナデ・ハケ・マメツ ナデ・マメツ・ハケ 淡褐 明淡褐 少 並 少 並 並 外面直線文・波状文

外面口唇部キザミ M１７

５６ ３１ SD１３ 西側北
F２３

弥生土器
壺 ６８（１１０．０） 底１２ ハクリ・マメツ ハケ・ハクリ 暗橙褐 暗褐 少 多 少 並 並 M１６

５６ ３２ SD１３ 西側北
F２３

弥生土器
壺 ７２（１１３．０） 底１２ ハケ・マメツ ナデ・マメツ 橙褐 橙褐 多 並 少 並 並 内面炭化物付着 M１５

５６ ３３ SD１３ 西側北
G２４

弥生土器
壺 ４２（９４．０） １０５ 底１２ マメツ ナデ・ハケ 淡褐 暗褐 多 多 並 外面スス付着 M１４

１２３― ―



図版
№ № 遺構 地区 種別 口（長）底（幅） 高

（厚・径）樹種 木取 備考 実測
№

６０ ２ SE０５ 支南 板状 ２８７ ２４ ５．５ 段加工 T２７８

６０ １１ SE０６ 支中 板状 （３０５） ３７ １１．０ 針 柾目 ET１３８

６０ １２ SE０６ 支中 不明 （１８８） ３２ １８．０ 広 辺材 リン付着 F６４２

６０ １３ SE０６ 支中 板状 （１６９） ２３ ６．０ 針 辺材 ET１３９

６０ １４ SE０６
支中
枝③
側外
北東畦

不明 （７０） １８ ８．０ 竹 ET１４４

６０ １５ SE０６
支中
枝③
側外
北東畦

棒状 （２２６） ２２ （９．０）針カ 辺材 ET１４２

６０ １６ SE０６南 支中 棒状 （２２８） ３９ （１９．０） 広 辺材 N９２

６０ １７ SE０６ 支中 杭 （５９０） ４２ ２６．０ 広 辺材 N９１

６０ １８ SE０６ 支中 不明 （４４３） ５４ ５１．０ 針カ 辺材 F６３８

６０ １９ SE０６
支中
枝③
側外
北東畦

杭カ ２３０ ２１ ８．０ 広 辺材 ET１４３

６０ ２０ SE０６ 支中 不明 （４４９） ５８ ３５．０ 針カ 辺材 F６３９

６１ １ SE０６ 支中
側外 横杵 a：５６６ b：３４ c：３６

身：コナラ属アカガシ亜科（広葉樹）
柄：スギ（針葉樹）
d：６３ e：６０ f：３０１
g：１５０ h：６５ i：２８

ET１

６１ ２ SE０６
支中
枝③
側内

木錘カ １７１ ７８ ７８．０ 広 芯持 加工痕 F１８２

６１ ３ SE０６ 支中 部材 （２３０） ７２ ２４．０ 針 辺材 ET１４１

６１ ４ SE０６南 支中 板材 （１９１） １１６ １２．０ 針 F２１３

６１ ５ SE０６ 支中 不明 （１０５） ５０ ２７．０ 広 辺材 ET１４０

６１ ６ SE０６ 支中 鍬 （８０） （８５）（２１．０） 広 F２１５

６１ ７ SE０６ 支中 杭 （１４５） ２３ １３．０ 広 辺材 F６４３

６２ １ SE０６南 支中 杭 １７１１ ６１ ４８．０ 針 辺材 T２６３

６２ ２ SE０６ 支中 杭 ９０５ ５０ ４１．０ 広カ S２０５

６２ ３ SE０６ 支中 杭 ６６６ ６０ ５４．０ 広 芯持 S２１０

６２ ４ SE０６ 支中
側内 板状 （４００） ５６ ３１．０ 針 辺材 先端加工 S２１１

６２ ５ SE０６ 支中 棒状 ３６７ １７ １６．０ 針 辺材 F６４０

６２ ６ SE０６ 支中 棒状 ３６５ ２２ １６．０ 針 辺材 先端部コゲ痕 F６４１

６２ ７ SE０６南 支中 角材 （５９７） ５９ ２９．０ 針 F２１２

６２ ８ SE０６ 支中 板状 ４２０ ７４ １３．０ 針 F２１４

６２ ９ SE０６南 支中 板状 （７６５） １７１ ２０．０ 針 辺材 穿孔１残 M１０８

６２ １０ SE０６ 支中 板状 （１０６５） １８６ ６３．０ 針 辺材 節穴貫通１、節穴
未貫通１、節穴孔１ T２６２

６２ １１ SE０６南 支中 板状 １０６０ １７０ １７．０ 針 辺材 穿孔２残 M１０７

６２ １２ SE０６南 支中 板状 （７６６） １３０ １８．０ 針 穿孔２残 T２６１

６２ １３ SE０６南 支中 板状 （６６３） １３６ １９．０ 針 S２０３

６３ ２ SE０６南 支中 板状 （８１６） １５０ １２．０ 針 穿孔２残 T２６０

６３ ３ SE０６ 支中 板状 ６７８ ９７ ２０．０ 針 辺材 穿孔２残 M１０４

６３ ４ SE０６
支中
枝③
側内

板状 （２４７） ９８ ５．０ 針 穿孔５残 ET４３

６３ ５ SE０６ 支中 板状 （１９６） ７３ ９．０ 針 辺材 M１１１

６３ ６ SE０６ 支中
側内 板材 （２５４） １０６ ２９．０ 針 辺材 S２１２

６３ ７ SE０６ 支中 板状 ３９０ ４８５ ４９．０ 針 辺材 M１０５

６４ １ SE０６南 支中 板状 １３５３ ３８８ ２３．０ 針 辺材 穿孔１残 S２０４

６７ １ SE０６ 支中 井戸枠
付属品 （２７２） ３２ １５．０ 針 辺材 井戸枠２に桜の皮で

取り付けられていた ET３９

６９ １ SK２０ 東側南 板状 （２６６） １５６ ２８．０ 針 辺材 SK２０井戸
穿孔１残 ET４２

６９ ２ SK２０ 東側南 板状 ５１０ １４１ ２６．０ 針 辺材 №２ F２０６

６９ ３ SK２０ 東側南 板状 （６６７） ２６１ ２７．０ 針 辺材 №４、穿孔３残
T２５７と接合 T２５６

６９ ４ SK２０‐７ 東側南 板状 （５１４） ４５ １２．０ 針 柾目 ET１３２

６９ ５ SK２０ 東側南 板状 （５２５） ７７ ３４．０ 針 №１０、穿孔１残 ET４０

６９ ６ SK２０ 東側南 板状 （３７８） ５５ ２５．０ 針 辺材 №１５ ET４１

６９ ７ SK２０‐４０ 東側南 板状 ２４５ ３３ ５．０ 針 辺材 ET１３４

６９ ８ SK２０‐２３ 東側南 板状 （１６３） １８ １０．０ 針 柾目 ET１３５

６９ ９ SK２０‐２７ 東側南 部材 （７２１） １９０ ２９．０ 針 板目 N７１

６９ １０ SK２０ 東側南 板状 ８００ ２６３ ２７．０ 針 №２８
T２５６と接合 T２５７

７０ １ SK２０ 東側南 板状 １３７１ ２８８ ２８．０ 針 辺材 №２９、穿孔５残 M１０１

７０ ２ SK２０ 東側南 板状 （７５０） ４５ ２０．０ 針 №３０ S２００

７０
３

SK２０ 東側南 板状 ８７２ １４５ ３１．０ 針 柾目 №３１、M１００‐２と
接合、穿孔３残 M１００‐１

７０ SK２０ 東側南 板状 ８５２ １１４ ３５．０ 針 №３２
M１００‐１と接合 M１００‐２

第３表 銭貨観察表 （単位：㎜）

図版
№ 番号 地区 遺構・層位

法 量
材質 表文 銭種 備考 実測

番号a b c d e
重量

５５ １ 支線 包含層 ２４．５
２４．２

６．７
６．５

１．５０
０．８８ 銅 元豊通宝 M４０

第４表 ０７金属製品観察表 （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 器種 口（長）底（幅） 高

（厚・径）
重量
（産地） 備考 実測

№

４４ ２４ SD０１
西側
中央南
N１７

煙管雁首 ３４ １６ １０．０ ５．５０ d：１７㎜ 銅 T８３

第５表 ０７木製品観察表（１） （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 種別 口（長）底（幅） 高

（厚・径）樹種 木取 備考 実測
№

５７ １ SB０４
P２７０ 剣形 ２７４ ７１ １７．０ 針 辺材 F２０９

５７ ２ SB０４
P２７０ 柱根か （３３４） ９６ ３８．０ 針 辺材 F２０８

５７ ３ SB０５
P２６３ 枝② 柱根 （４３３） １４１ ８６．０ 針 辺材 T２６７

５７ ４ SB０５
P１８５ 枝② 柱根 （３５８） １０８ ９１．０ 針 辺材 T２６８

５７ ５ SB０６
P１８４ 枝② 柱根 （１８５） １１８ １０８．０ 針 芯持カ F６１０

５７ ６ SB０７
P５１８ 枝③ 柱根 （５３０） １３１ ７１．０ 針 辺材 T２６６

５７ ７ SB０７
P５６０

支中
枝③ 礎板カ １９４ １４６ ５０．０ 針 S２０８

５７ ８ SB０８
P２６９ 枝③ 柱根 （４００） １９２ １３５．０ 針 辺材 S２０７

５７ ９ SB０８
P５０６ 枝③ 柱根 （４３０） １９８ １５６．０ 針 辺材 M１１２

５７ １０ SB０８
P５５６ 枝③ 柱根 （５６４） １８８ １７５．０ 針 辺材 M１１３

５７ １１ SB１１
P１８０ 支中 柱根カ （２２３） （５５）（４７．０） 針 辺材 ET４７

５７ １２ SB１１
P５３４

支中
U２１ 柱根 （２２４） １１１ １１２．０ 広カ 辺材 S２０９

５８ １ P９１ 東側 柱根 （２６７） （５６）（２７．０） 針 芯持カ T６９１

５８ ２ P２７７ 支中
枝③ 柱根 （７５８） １７０ ８２．０ 針 T２５５

５８ ３ P２８３ 支中 柱根 （１８１） １４３ ８４．０ 針 辺材 M１１５

５８ ４ P２９６‐② 支中 棒状 （８８） ２９ １９．０ 針 辺材 T７０７

５８ ５ P２８７ 支中 柱根 （２３２） １３７ （３５．０） 針 辺材 ET４６

５８ ６ P４００ 支中 棒状 （３４８） １６ １１．０ 針 辺材 N９０

５８ ７ P４００ 支中
東 礎板カ ２４７ １４７ ４４．０ 針 辺材 M１１４

５８ ８ P４４１ 支中 板状 （１５７） （７１） ２９．０ 針 柾目 F６０４

５８ ９ P４３９ 支中 板状 （１９１） （４８）（１９．０） 針 辺材 T６８９

５８ １０ P３８６ 枝② 柱根 （２４７）（１０２）（６３．０） 針 芯持カ T６９２

５８ １１ P４５１ 支中 板状 （１０１） ７８ （２２．０） 針 辺材 F６０７

５８ １２ P４５１ 支中 柱根カ （６７） （５４）（２７．０） 針 芯持カ F６０９

５８ １３ P４５１ 支中 柱根カ （１５５）（１５３） ６７．０ 針 芯持カ F６０８

５８ １４ P４５８ 支南 柱根 （４３７） １８７ １６０．０ 針 F２０７

５９ １ P５１５ 支中
枝③ 柱根カ （５５） （６２）（３２．０）針カ 辺材 T７０８

５９ ２ P５３２ 支中 柱根カ （１２７） （９６）（３３．０） 針 芯持カ F６０６

５９ ３ P５３３ 支中 柱根カ （９４） （５７）（３３．０） 針 辺材 T６９０

５９ ４ P５５２ 支中 柱根カ （６５） （８０）（４２．０） 針 辺材 T７０９

５９ ５ P５６４ 枝③ 柱根 （１３１） １１９ ５７．０ 針 辺材 F６０５

５９ ６ P５６６ 支中 板状 （２７０） ９６ ４９．０ 針 F６３７

５９ ７ SE０１ 東側中
O２２ 曲物 ３５ （１０７） ６．０ 桜皮残存 ET５９

５９ ８ SE０１ 東側中 棒状 １８１ ２２ １５．０ 針 辺材 S１５６

５９ ９ SE０１ 東側中
O２２ 箸状 （７７） ５ ４．０ 針 辺材 方形 ET５７

５９ １０ SE０１ 東側中
O２２ 竹製品 （９５） １２ １２．０ 竹 節抜き、孔径５㎜ ET５８

５９ １１ SE０４ 支中 扇 （１５９） １６ ４．０ 針カ ET５１

５９ １２ SE０４ 支中 板状 （２３９） ２０ ４．０ 針 辺材 ET５３

５９ １３ SE０４ 支中 板状 （２１２） ３５ ９．０ 針 辺材 ET５６

５９ １４ SE０４ 支中 箸状 １１５ ５ ４．５ 方形 ET５４

５９ １５ SE０４ 支中 箸状 （１０３） ６ ３．０ ET５５

５９ １６ SE０４ 支中 不明 （１１１） ４９ ２２．０ 針カ 辺材 ET５２

５９ １７ SE０５ 支南 箸 （１１４） ７ ５．０ 針 T２７３

５９ １８ SE０５ 支南 木簡 （２０２） ２７ ４．０ 針 板目 杉、保存処理後、
長（１９９）幅２６厚４ Fu１

５９ １９ SE０５ 支南 棒状 （１６７） ２９ ２３．０ 広 芯持 先端部丸く加工 M１２０

５９ ２０ SE０５ 支南 杭 （５４９） ３３ ３４．０ 広 芯持 M１２３

１２４― ―



第５表 ０７木製品観察表（２） （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 種別 口（長）底（幅） 高

（厚・径）樹種 木取 備考 実測
№

７０ ４ SK２０ 東側南 棒状 （５４９） ７７ ７０．０ 針 辺材 №３３ F２０５

７０ ５ SK２０‐３５ 東側南 部材 （８１６） ８８ ５５．０ 針 辺材 F６１２

７０ ６ SK２０‐３４ 東側南 部材 （６６４） １４７ ９３．０ 針 芯持 N７２

７１ １ SK２０ 東側南 板状 （８６２）（２１１）（８８．０） 針 №３７ S２０１

７１ ２ SK２０‐３８ 東側南 部材 （７４４） １３９ ５０．０ 針 辺材 T６９３

７１ ４ SK２０‐４０ 東側南 板状 ５６７ ５３ ７．０ 針 辺材 ET１３３

７２ ２ SK２０ 東側南 棒状 ７４５ １３２ ７６．０ 広 芯材 №４５ M１０２

７４ １ SK１８ 東側南 棒状 （２１５） １９ １６．０ 針 辺材 コゲ跡 N８９

７４ ２ SK２３ 東側南 棒状 （２５０） ２５ １５．０ 針 辺材 F６３６

７４ ３ SK５５ 支中 曲物
底板 １２４ １２０ ８．０ 針カ 辺材 ET４４

７４ ４ SK６０ 支北 板状 （１４５） ２４ ３．０ 針 辺材 片側を薄く加工 M１２１

７４ ５ SK６０ 支北 箸 ２０６ ６ ５．０ 針 辺材 方形 M１２２

７４ ６ SK７６ 支中 不明 （１４８） ７５ ５０．０ 針 辺材 ET１３７

７４ ７ SD０１
西側
中央南
N１７

飾り板 ６１ ９３ １２．０ 針 柾目 陽刻、線刻 ET５０

７４ ８ SD０１
西側
中央南
N１７

棒状 １９０ ３８ ３５．０ 広 芯持 底部擦痕 M１１９

７４ ９ SD３５キ 東側中 板状 １０５ ９８ ６．０ 針 辺材 穿孔３残、コゲ痕 ET４９

７４ １０ SD４０ 東側南 杭 （２８７） ３３ ２８．０ 広 辺材 T７０５

７４ １１ SD４５ 東側南 杭 （１５５） ３５ ３３．０ 広 辺材 T７０６

７４ １２ SD５４ 東側南 板状 （１０２） （２２） ８．０ 広 辺材 穿孔５残 F２１７

７４ １３ SD５４ 東側南 板状 （３４１） ３２ １１．０ 広カ ET４５

７４ １４ SD５４ 東側南 板状 １７８ ４０ ７．０ F２１６

７４ １５ SD９５ 支中 不明 （１１５） ８０ ７５．０ 針 辺材 ET１３６

第６表 ０７井戸枠（縦板等）計測表 （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 種別 長 幅 厚 樹種 木取 備考 実測

№

６０ １ SE０５ 支南 横桟カ （３０９） ４０ １８．０ 針 ET１４５

６０ ３ SE０５ 支南 縦板カ （２６０） １８ ４．０ 針 T２７６

６０ ４ SE０５ 支南 縦板カ （４０５） ３３ ４．０ 針 T２７７

６０ ５ SE０５ 支南 縦板カ （２３６） １８ ３．０ 針 T２７４

６０ ６ SE０５ 支南 縦板カ （１７４） ３１ ４．０ 針 T２７５

６０ ７ SE０５ 支南 横桟カ （３５２） ４０ ３９．０ 針 ET１４６

６０ ８ SE０５ 支南 横桟カ ６１５ ４６ ３４．０ 針 N９３

６０ ９ SE０５ 支南 横桟カ ６１８ ５０ ３５．０ 針 北 Q２

６０ １０ SE０５ 支南 横桟カ ６１８ ５０ ３５．０ 針 南 F６４４

６３ １ SE０６ 支中 側板 （１０５０） １２９ １５．０ 針 井戸枠南側の外
側のあて板 M１０６

６３ ８ SE０６ 支中 側板 （１３１８） ２５５ ３８．０ 針

井戸枠南側の外
側のあて板
穿孔２残（一ヵ所
に木が埋め込ん
である）

T２６４

６５・６６ １・１ SE０６ 支中 井戸枠（１４６０） ７５３ ６５．０ 針 辺材 №１ F２０４

６７・６８ ２・１ SE０６ 支中 井戸枠（１６８４） ６８０ ５３．０ 針 辺材
№２、穿孔６残（桜
皮４残）、ET３９付
の図

ET３７

６８ ２ SE０６ 支中 井戸枠 ７５１ ２３０ ２９．０ 針 辺材 №３、穿孔２残（桜
皮２残） ET３８

７１ ３ SK２０ 東側南 板状 （１１９０） ３６８ ２２．０ 針 辺材 №３９、穿孔１９残 S２０２

７２ １ SK２０ 東側南 板状 （１４０９） ３８０ ２９．０ 針 辺材 №４１、穿孔１２残 T２５８

７３ １ SK２０ 東側南 板状 （１４１５） ３３４ ２５．０ 針 辺材 №４２、穿孔１９残 M１０３

７３ ２ SK２０ 東側南 板状 （１３８４） ３１３ ２１．０ 針 辺材 №４３、穿孔８残 T２５９

第７表 ０７石製品観察表 （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 器種 口（長）底（幅） 高

（厚・径）
重量
（g） 色調 備考 実測

№

５６ ２８ SD０７
西側
中央
H２２

石鏃 ４３ １３ ５．０ ２．５０ 暗灰 M１８

７５ １ SD４０pit 東側南 勾玉 １６ １０ ７．０ １．８０明緑灰 孔径１．５㎜ M６６

７５ ２ SD３３ 東側南 玉 ８ １１ ９．０ １．５１ 緑灰 孔径３．０㎜ F５９

７５ ３ 包含層 支線 管玉 ３６ １１ １０．５ ４．８０ 緑灰 孔径４．０㎜ M４１

７５ ４ SE０６ 支中
側内 管玉 ２１ ７ ３．０ １．３３ 緑灰 TM１

７５ ５ SD８７ 支北 管玉
未製品 １１ ７ ６．０ ０．６０ 緑灰 M１２

７５ ６ SK１８ 東側南 刳貫円盤 （２７） １２ １３．５ ４．１０明緑灰 T５４

７５ ７ SD９３ 支北 玉
未製品 ２８ ２０ １１．０ １４．１４明緑白 硬玉 E３５１

７５ ８ SD３３ 東側南 石鏃 ２３ １９ ４．０ ２．１２ 暗灰 F５８

７５ ９ SD３３ 東側南 石鏃 １９ １４ ４．０ ０．９４ 暗灰 F５７

図版
№ № 遺構 地区 器種 口（長）底（幅） 高

（厚・径）
重量
（g） 色調 備考 実測

№

７５ １０ SD４０ 東側南 石鏃 ３６ １４ ９．０ ３．９０ 暗褐 M６９

７５ １１ SD４０ 東側南 石鏃 ２８ １０ ４．０ １．００ 暗灰 安山岩 M６７

７５ １２ SD４０北岸 東側南 石鏃 ３０ １４ ４．０ １．５３ 灰 安山岩 T７７２

７５ １３ SD４０北岸 東側南 石鏃 ３３ ２１ ６．０ ４．６８ 暗灰 F６５

７５ １４ SD４０南壁 東側南 石鏃 （２１） １８ ４．４ １．７４ 灰 安山岩 Q７９

７５ １５ SD５５ 東側南 石鏃 ３４ １３ ３．０ １．３２ 暗灰 E６０

７５ １６ SD９３ 支中 石鏃 ３５ １４ ７．０ ３．２６ 灰 E３５３

７５ １７ 包含層 東側南
Y１３ 石鏃 ２４ ２８ ６．０ ２．１５ 暗褐 珠洲内浦産

フリント T８５

７５ １８ 包含層 東側南 石鏃 ２６ ２０ ４．０ １．５６ 灰 E１００

７５ １９ カクラン 東側南
X１３ 石鏃 ３０ ９ ３．５ ０．９０ 濃灰 安山岩 T８７

７５ ２０ カクラン 東側南
Y１３ 磨製石斧 （２８） ２９ ８．５ １０．１５ 暗褐 蛇紋岩 T８８

７５ ２１ SK１８ 東側南 剥片 ３８ ３３ １０．０ ７．７０ 黒褐 F６４８

７５ ２２ SK１８ 東側南 剥片 ５０ ３３ １４．０ １２．０３明緑灰 F６４７

７５ ２３ SK１８ 東側南 剥片 １８ １２ ７．０ １．２０暗緑灰 T５５

７６ １ SD４０ 東側南 剥片 ３１ ２４ １１．５ ６．７６ 黒褐 T７７３

７６ ２ SD４０南岸 東側南 剥片 ３４ １８ ８．０ ４．３８ 暗灰 T７７４

７６ ３ SD４０ 東側南 剥片 ２９ ２１ ５．０ ３．６０ 灰 M３６７

７６ ４ SK１８ 東側南 砥石 （３１） （３２） ２６．０ ２６．０８ 灰白 F６４９

７６ ５ SD８４ 支北
P２６ 砥石 （６２） ４７ ２９．０ ９０．００ 灰白 F６５２

７６ ６ SK２１ 東側南 軽石 ６２ ５３ ４０．０ ３５．３０ 淡灰 T７２

７６ ７ カクラン 支中 鰹節形
石器 （１００） （３４） ６１．０ ２１５．００ 灰白 縄文 M３６２

７６ ８ SD４０ 東側南 磨製石斧 （８２） ６４ ３８．０ ２９０．００ 灰白 未製品 M３６１

７６ ９ SD４０ 東側南 磨製石斧 （６１） ３９ ２１．０ ７９．５０ 灰 M６８

７６ １０ SD４０ 東側南
Y１３ 磨製石斧 （６３） ５１ ２３．０ １２０．００ 灰 Q７５

７７ １ P１００ 東側中
O２２ 磨製石斧 １８４ ９６ ４２．０ ８６４．００ 灰白 T７１１

７７ ２ SK１８ 東側南 磨製石斧 ９２ ４８ ２５．０ １４５．００明緑灰 F６４６

７７ ３ SD４０ 東側南
X１４ 磨製石斧 （１１４） ７４ ２９．０ ２２５．００ 灰白 T７７８

７７ ４ SD４０南岸 東側南
Y１３ 磨製石斧 （１０１） ５９ ２３．０ １６１．００ 灰白 T７７６

７７ ５ SD９３
支北
T２２・
２３

磨製石斧 １３９ １１５ ２１．０ ６２５．００ 灰白 N９７

７７ ６ SD９３ 支中 磨製石斧 １９０ ７３ ２９．０ ５１５．００ 灰白 T７１２

７７ ７ SD４０ 東側南 石冠類 １６５ ５６ ３４．０ ４０６．００ 灰白 M３６０

７７ ８ SD３３北岸 東側南 すり石 １２１ １５６ ５２．０ １７３０．００ 灰白 E３６３

７７ ９ SK０３
西側
中央南
M１６

敲石 （１８４） ５８ ６２．０ ８９０．００ 灰 Q３

７７ １０ SK５９ 支枝
② 敲石 （９５） ６７ ６７．０ ８６０．００ 灰白 N９４

７７ １１ SD４０ 東側南
X１３ 敲石 ９０ ８２ ４９．０ ６０５．００ 灰白 側面全周敲打

痕 Q７６

７７ １２ SD３３北岸 東側南 敲石 ９０ ８２ ３３．０ ３５１．００ 灰白 E３６２

７７ １３ SD４０ 東側南
X１４ 敲石 ９８ （７３） ３６．０ ３７２．００ 灰黄 T７７７

７８ １ SE０６ 支中 敲石 ８３ ５６ ３４．０ ２０６．００ 灰白 E３６０

７８ ２ SK０３
西側
中央南
M１６

凹石 １７６ ９９ ７３．０ １５．２５にぶい黄橙
表面黒色付着
物 Q４

７８ ３ SD３３ 東側南 凹石 １１０ ９９ ５４．０ ８７０．００ 灰白 Q９

７８ ４ SD３３南岸 東側南 凹石 １０７ １００ ４４．５ ６８０．００ 灰白 Q１０

７８ ５ SD３３北岸 東側南 凹石 ９６ ６８ ３１．０ ３０９．００ 灰白 E３６１

７８ ６ SD３３ 東側南
W１４ 凹石 １００ ６６ ４４．０ １７０．００ 灰白 M２７８

７８ ７ SD４０ 東側南 凹石 ８８ ８１ ４８．０ ３５０．００ 灰白 M３６５

７８ ８ SD４０ 東側南 凹石 （１０９） （９６）（４０．０）３５５．００ 褐灰 M３６４

７８ ９ SD４０ 東側南 凹石 ９６ ７３ ３６．０ ３５０．００ 灰白 Q７８

７８ １０ SD４０ 東側南 凹石 （５４） （４９）（３０．０） ９２．００ 灰白 M３６６

７８ １１ SD４０南岸 東側南 凹石 （４７） ８８ ５４．０ ２９０．００ 灰白 安山岩 Q７７

７８ １２ SD４０南岸 東側南 凹石 １１６ （７０） ４３．０ ４８５．００ 灰白 敲石としても
使用か T７７５
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第７９図 SK８６（１・２）、SK８８（３）、SK９１（４）、SK９０（５～１２）、SK９２（１３）、
SK９６（１４・１５）、SK１００（１６～２２）出土遺物（S＝１／４）
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第８０図 SK１０５・SK１０６（１～１０）、SK１０６（１１～１７）、SK１０６・SK１０８（１８～２７）、
SK１０７（２８～３５）、SK１０８・SK１０９（３６～３７）、SK１０９（３８～４８）出土遺物（S＝１／４）
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第８１図 SK１０９（１～５）、P５６９（６）、P５８９（７）、P５９４（８）、P５９９（９）、P６３２（１０）、P６８６（１１）、P６３８（１２～１４）、
P６８５（１５）、P６５５（１６）、P７０７（１７）、P７１０（１８）、P７１５（１９）、P７５２（２０）、P７２７（２１）、P７５５（２２）、SBN０１―S（２３）、

ST仮溝（２４）、SD０７（２５・２６）、SD１３（２７）、SD３３（２８～３３）、SD３３表層（３４～３６）出土遺物（S＝１／４）
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第８２図 SD４０（１～８）、SD１３０（９）、SD１３２（１０）、SD１３５（１１～２０）、SD１３５①（２１～２８）出土遺物（S＝１／４）
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第８３図 SD１３５②（１～７）、SD１３５③（８～１１）、SD１３５④（１２～２４）、
SD１３５・SD１３７（２５・２６）、SD１３７（２７～２９）出土遺物（S＝１／４）
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第８４図 SD１３８（１・２）、SD１３９（３）、SD１４０（４～６）、SD１４０Ａ畦２（７）、
SD１４０Ａ畦１（８・９）、SD１４０Ａ（１０～２４）出土遺物（S＝１／４）
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第８５図 SD１４０Ａ（１～２３）、SD１４０Ｂ（２４～３０）出土遺物（S＝１／４）
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第８６図 SD１４０Ｂ出土遺物（S＝１／４）
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第８７図 SD１４０Ｃ出土遺物（S＝１／４）
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第８８図 SD１４０Ｄ（１～２２）、SD１４０Ｄ北畦６（２３）、SD１４０表層（２４～３３）出土遺物（S＝１／４）
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第８９図 SD１４１（１・２）、SD１４２（３～１４）、SD１４３（１５～１８）、SD１４８（１９）、
SD１４８Ｂ（２０）、SD１５０Ａ（２１・２２）、SD１５０Ｂ（２３～２８）出土遺物（S＝１／４）
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第９０図 SD１５０Ｂ（１～２０）、SD１５０Ｃ（２１～３０）出土遺物（S＝１／４）
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第９１図 SD１５０Ｃ（１～８）、SD１５０Ｄ（９～２５）、SD１５０Ｅ（２６～３０）、
SD１５０表層（３１～３５）、SD１５０・SD１５１表層（３６～３８）出土遺物（S＝１／４）
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第９２図 SD１５１上層（１）、SD１５１表層（２～５）、SD１５６（６）、SD１７０（７～９）、SD１７４・SD１５０（１０）、
SD１８０（１１～１５）、SD１８８（１６～２０）、溝上包含層（２１～２３）、包含層（２４）、

遺構外（２５～３１）・SK９２（３２）出土遺物（S＝１／４）

１３９― ―
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第９３図 P５６８（１）、P５９６（２）、P５９７（３）、P７１９（４）、SK９０（５）、SK９２（６～８）、
SK１０６・SK１０８（９）、SK１０７（１０～１５）出土木製品（S＝１／４、○数字は S＝１／６）
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第９４図 SK１０７・SK１０８（１・２）、SK１０９（３・４）、SD１２５・１２７間畦２・３間（５）、SD１３５NO.３（６）、
SD１３５NO.１（７）、SD１３５NO.６（８）、SD１３５NO.７（９～１５）出土木製品（S＝１／４、○数字は S＝１／６）
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第９５図 SD１３５NO.７（１～１６）、SD１３５NO.８（１７）、SD１３５NO.８・NO.９（１８～２１）、
SD１３７西（２２）、SD１４０（２３）出土木製品（S＝１／４、○数字は S＝１／６）
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第９６図 石製品（S＝１／２、○数字は S＝１／１）
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第９７図 石製品（S＝１／３）
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第９８図 石製品（S＝１／３）
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第８表 ０８土器・陶磁器・土製品観察表（１） （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

７９ １ SK８６ 仮水北 須恵器
壺 １２３ （３８．０） １２１ 口１

以下 ナデ ナデ 灰 灰白 並 内面降灰、末産か M２０７

７９ ２ SK８６ 仮水北 土師器
有台椀 ６０（１４．０） 底２ ナデ ナデ・マメツ ナデ 灰白 灰白 少 並 少 並 M２０８

７９ ３ SK８８ 仮水北
J１８

土師器
有台椀 ６８（１７．０） 底２ ナデ ナデ ナデ 浅黄橙 褐灰 少 少 少 少 並 M２１０

７９ ４ SK９１ 仮水北 須恵器
杯 １１８ （２６．０） 口１ ナデ ナデ 灰白 灰白 少 並 M２１１

７９ ５ SK９０ 仮水北 土師器
甕 １８０ ３１ ２４４．０ １６４ 完形 ナデ・ハケ ハケ・ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 並 少 並 外面スス付着歪み有 T６００

７９ ６ SK９０ 仮水北
L１７

土師器
甕 １４０ ３０ ２０４．０ １２６ １９７ 口３ ハケ・マメツ・ハケ ハケ後ナデ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 少 並 少 並 内面一部黒斑 S４１３

７９ ７ SK９０ 仮水北
L１７

土師器
甕 １２２ （６２．０） １０４ １２８ 口４ ハケ後ナデ・

ハケ・マメツ ナデ・ハケ後ナデ 灰黄 灰黄 少 並 少 並 S４１５

７９ ８ SK９０ 仮水北
L１７

土師器
小甕 １１６ （９７．０） ９９ １２４ 口４ ナデ・ハケ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 並 少 並 外面スス付着 S４１４

７９ ９ SK９０ 仮水北 土師器
壺 １５６ （６９．０） １１２ 口３ ナデ・ハケ・マメツ ハケ・ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 並 頸部キザミ S４１６

７９ １０ SK９０ 仮水北
L１７

土師器
高杯 （５９．０） ミガキ・マメツ ミガキ・マメツ 淡橙 にぶい橙 少 並 並 少 並 内外面赤彩、外面櫛状工具

による分離山形文・沈線文 S４１８

７９ １１ SK９０ 仮水北
L１７

土師器
高杯 １３２ （６８．０） 口９ ミガキ・マメツ ミガキ・マメツ にぶい橙 にぶい橙 並 少 並 並 内外面赤彩、外面櫛状工具

による分離山形文・沈線文 S４１７

７９ １２ SK９０ 仮水北 土師器
脚部 １０２（２３．０） 底９ マメツ マメツ にぶい橙 にぶい橙 並 並 並 S４１９

７９ １３ SK９２ 仮水北 陶器
甕 ２７６ （１３３．０） ２３４ 口１ ナデ 灰白 灰黄褐 少 少 少 並 被熱、口縁内部自然釉・降灰

加賀焼か M２１３

７９ １４ SK９６ 仮水北 土師器
甕 ２１８ （３９．０） 口１

以下 マメツ マメツ 灰白 にぶい黄橙 少 少 少 並 口縁部擬凹線４本以上 M２１６

７９ １５ SK９６ 仮水北 土師器
壺 １１７ （２９．０） 口３ ミガキ後ナデ マメツ 浅黄橙 にぶい橙 少 少 少 並 M２１５

７９ １６ SK１００ 仮水中 土師器
甕 １６４ （９７．０） １３０ 口２ マメツ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 多 並 外面スス付着・黒斑 M２０５

７９ １７ SK１００ 仮水中 土師器
甕 ２４０ （３９．０） 口２ ハケ・ナデ ハケ・ナテ・マメツ 明褐灰 灰白 少 少 並 外面スス付着 M２０１

７９ １８ SK１００ 仮水中 土師器
甕 ２００ （３２．０） 口１ マメツ マメツ 橙 にぶい橙 少 並 多 並 外面擬凹線７条・スス付着 M２０３

７９ １９ SK１００ 仮水中 土師器
甕 １１２ （４５．０） ９５ 口１ マメツ マメツ 橙 橙 並 多 並 M２０４

７９ ２０ SK１００ 仮水中 土師器
壺 １１８ （３０．０） ８８ 口２ ナデ ナデ・ハケ 灰 褐灰 少 並 少 並 M２０２

７９ ２１ SK１００ 仮水中 土師器
脚部 ２００（２３．０） 底２ ミガキ ハケ 赤 灰白 少 少 多 並 外面赤彩・沈線文・櫛状工具によ

る斜線文・分離山形文、内面黒斑 M２００

７９ ２２ SK１００ 仮水中 土師器
高杯カ （５３．０） ５２ マメツ マメツ にぶい赤褐 にぶい橙 少 並 少 少 並 M２０６

８０ １ SK１０５
SK１０６ 仮水南 縄文

鉢カ （９０．０） ナデ ナデ 灰黄褐 にぶい黄橙 並 多 少 少 並 外面沈線文（三叉文） F５２３

８０ ２ SK１０５
SK１０６ 仮水南 縄文

鉢カ （２４．０） 口１
以下 ナデ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 少 少 並 外面沈線文 F５２６

８０ ３ SK１０５
SK１０６ 仮水南 縄文

鉢カ （４７．０） ナデ ナデ 灰褐 灰褐 並 少 少 並 外面沈線文・列点刺突文 F５２４

８０ ４ SK１０５
SK１０６ 仮水南 縄文

深鉢 １６６ （４８．０） 口１ 条痕 ナデ 黒褐 にぶい黄橙 少 並 並 並 外面スス付着・沈線文 F５３９

８０ ５ SK１０５
SK１０６ 仮水南 縄文

鉢カ （４８．０） ナデ ナデ 浅黄橙 にぶい黄橙 並 少 並 外面スス付着、波状口縁 F５２５

８０ ６ SK１０５
SK１０６ 仮水南 縄文

鉢カ （３２．０） 口１
以下 条痕 ナデ にぶい黄褐 にぶい黄橙 少 多 並 波状口縁 F５２７

８０ ７ SK１０５
SK１０６ 仮水南 弥生土器

壺カ （１２．０） 口１
以下 ナデ ナデ 灰褐 にぶい褐 少 少 並 口縁部刺突文 F５２９

８０ ８ SK１０５
SK１０６ 仮水南 弥生土器

壺カ （２７．０） 口１
以下 ナデ・ハケ ナデ・ハケ にぶい黄橙 にぶい橙 少 少 少 並 F５２８

８０ ９ SK１０５
SK１０６ 仮水南 弥生土器

壺カ ５８（４２．０） 底１２ ハケ・ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙 褐灰 少 並 少 少 並 F５３０

８０ １０ SK１０５
SK１０６ 仮水南 弥生土器

壺カ ５２（６０．０） 底９ ハケ・ナデ ハケ・ナデ ナデ にぶい橙 灰白 少 少 少 少 並 SD１８８と接合
外面スス付着・黒斑 F５３１

８０ １１ SK１０６ 仮水南 縄文
壺 １１０ （４３．０） 口２ ナデ ナデ にぶい黄橙 灰黄褐 少 多 並 外面黒斑 F５４０

８０ １２ SK１０６ 仮水南 縄文
不明 口１ ナデ ナデ 暗褐 にぶい黄橙 並 並 少 並 焼成後に穿孔１有 F５３４

８０ １３ SK１０６ 仮水南 縄文
深鉢 （４６．０） 口１

以下 条痕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 多 少 並 口縁部横引き沈線文 F５３６

８０ １４ SK１０６ 仮水南 縄文
鉢 （５４．０） 口１

以下 にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 多 少 並 外面沈線文・スス付着 F５４１

８０ １５ SK１０６ 仮水南 縄文
深鉢 （７６．０） 口１

以下 条痕 ナデ にぶい褐 にぶい黄橙 多 少 並 F５３５

８０ １６ SK１０６ 仮水南 弥生土器
甕 １５６ （６２．０） 口８ ナデ・ハケ ハケ後ナデ・ナデ にぶい褐 にぶい褐 少 少 少 並

口縁キザミ
外面黒漆か
櫛描文

F５４３

８０ １７ SK１０６ 仮水南 土師器
甕 １４７ （３４．０） 口２ ナデ ナデ・ケズリ 灰褐 にぶい黄橙 少 並 少 並 外面スス付着 F５４２

８０ １８ SK１０６
SK１０８ 仮水南 縄文

深鉢 （８９．０） 口１
以下 条痕 ナデ にぶい黄橙 にぶい褐 少 少 少 少 並 外面スス付着

沈線文 F５１８

８０ １９ SK１０６
SK１０８ 仮水南 縄文

鉢カ （６４．０） 口１ ナデ ナデ 灰褐 灰黄褐 並 並 少 少 並 F５１４

８０ ２０ SK１０６
SK１０８ 仮水南 縄文

不明 （４１．０） 条痕 ナデ 灰褐 にぶい褐 多 並 少 並 外面スス付着
沈線文 F５２２

８０ ２１ SK１０６
SK１０８ 仮水南 縄文

深鉢 （５２．０） 口１
以下 条痕 ナデ 褐灰 灰黄褐 少 並 口唇部列点押圧文

スス付着 F５１９

８０ ２２ SK１０６
SK１０８ 仮水南 縄文

鉢カ （６０．０） 口１
以下 条痕 ナデ 灰黄褐 灰黄褐 少 少 並 F５２０

８０ ２３ SK１０６
SK１０８ 仮水南 縄文

鉢カ （４９．０） 口１
以下 ナデ ナデ 灰黄褐 灰黄褐 少 並 少 並 波状口縁 F５２１

８０ ２４ SK１０６
SK１０８ 仮水南 縄文

鉢カ ６３（３１．０） 底３ ナデ 灰褐 にぶい黄橙 少 多 少 少 並 外面棒状圧痕 F５１３

８０ ２５ SK１０６
SK１０８ 仮水南 縄文

不明 ナデ ナデ 灰褐 灰褐 少 多 少 並 並 焼成後に穿孔１有 F５１７

８０ ２６ SK１０６
SK１０８ 仮水南 土師器

甕 （４０．０） 口１
以下 ナデ ハクリ・ナデ にぶい橙 にぶい橙 少 少 多 並 外面擬凹線８条 F５１１

８０ ２７ SK１０６
SK１０８ 仮水南 土師器

甕 １５３ （１２５．０） １３４ １９２ 口２ ナデ・ハケ ハケ・ナデ にぶい褐 にぶい橙 並 少 少 並 外面スス付着 F５１２

８０ ２８ SK１０７ 仮水南 縄文
鉢 （３２．０） 口１

以下 灰黄褐 にぶい黄橙 多 少 並 E３０６

８０ ２９ SK１０７ 仮水南 縄文
鉢 （５０．０） 口１

以下 条痕 ナデ 褐灰 にぶい黄橙 多 並 並 外面スス付着 E３０４

８０ ３０ SK１０７ 仮水南 縄文
鉢 （３４．０） 口１

以下 条痕 ナデ にぶい黄橙 にぶい黄褐 少 少 並 内面スス付着 E３０５

８０ ３１ SK１０７ 仮水南 縄文
鉢 （３５．０） 口１

以下 条痕 オリーブ黒 灰褐 少 多 並 E２９７

８０ ３２ SK１０７ 仮水南 縄文
鉢 １００（１９．０） 底３ 条痕 明赤褐 灰 多 並 SK１０９出土 E２８３と同一か E３０８

８０ ３３ SK１０７ 仮水南
遺構外

弥生土器
壺 １２１ （４８．０） ９０ 口２ キザミ・マメツ マメツ・ハクリ 橙 灰白 並 少 並 並 SK１０９と接合 E２８０

８０ ３４ SK１０７ 仮水南 土師器
壺 （８４．０） ８６ １１２ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 灰白 灰白 少 少 少 並 F５３３

８０ ３５ SK１０７ 仮水南 土師器
甕 １９６ （６０．０） 口１ ナデ・ハケ ハケ後ナデ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 並 少 並 口縁部マメツ・擬凹線９条 E３０７

８０ ３６ SK１０８
SK１０９ 仮水南 縄文

鉢 （４２．０） 口１
以下 条痕 ナデ にぶい橙 にぶい橙 多 並 SK１０９と接合 E３０２

８０ ３７ SK１０８
SK１０９ 仮水南 土師器

壺 １０６ （３５．０） ９０ 口１ ハケ後ミガキ ハケ後ミガキ 浅黄橙 にぶい黄橙 並 少 並 並 SK１０９と接合 E２８７

１４６― ―



図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

８０ ３８ SK１０８ 仮水南 土師器
鉢 １１２ （４６．０） 口１ ミガキ・ややマメツ ミガキ にぶい黄橙 橙 並 並 並 E２８６

８０ ３９ SK１０９ 仮水南 縄文
鉢 （５３．０） 口１

以下 ナデ 褐灰 にぶい黄橙 並 多 並 口唇部列点押圧文 E２８９

８０ ４０ SK１０９ 仮水南 縄文
鉢 （５４．０） 口１

以下 条痕 黒褐 灰黄褐 多 多 並 E２９２

８０ ４１ SK１０９ 仮水南 縄文
鉢 （６２．０） 口１

以下 条痕 暗灰黄 暗オリーブ褐 多 少 並 口唇部列点押圧文、頸部列点刺
突文・沈線文、内外面スス付着 E２９４

８０ ４２ SK１０９ 仮水南 縄文
鉢 （６８．０） 口１

以下 条痕 黒褐 褐 並 多 並 E２９０

８０ ４３ SK１０９ 仮水南 縄文
鉢 （２９．０） 口１

以下 条痕 灰黄 浅黄 並 並 外面棒状工具による横引き
沈線文 E２９３

８０ ４４ SK１０９ 仮水南 縄文
鉢カ （２３．０） 口１

以下 黄褐 にぶい黄橙 少 多 並 外面スス付着 E２９６

８０ ４５ SK１０９ 仮水南 縄文
鉢 （３９．０） 口１

以下 条痕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 多 並 並 口唇部列点押圧文、口縁部
横沈線文、外面スス付着 E２９５

８０ ４６ SK１０９ 仮水南 縄文
鉢 ２７２ （８５．０） ３０８ 口１

以下 ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 多 多 並 並 外面眼鏡状突帯文
スス付着 E２８８

８０ ４７ SK１０９ 仮水南 縄文
鉢 ８０（２９．０） 底５ マメツ マメツ 灰黄褐 黄橙 多 並 並 E２８５

８０ ４８ SK１０９ 仮水南 縄文
鉢 ６２（２５．０） 底４ ナデ ナデ 黒褐 灰黄褐 少 多 少 少 並 内面黒斑 E２８４

８１ １ SK１０９ 仮水南 縄文
鉢 １９２ （５９．０） 口１ 条痕 黒 褐灰 少 少 並 E２９１

８１ ２ SK１０９ 仮水南 縄文
鉢 （４２．０） 条痕 マメツ 明赤褐 黒褐 多 多 並 SK１０７出土 E３０８と同一か E２８３

８１ ３ SK１０９ 仮水南 縄文
蓋 １８８ （３０．０） 口１

以下 沈線文 ナデ にぶい黄褐 にぶい黄褐 多 並 少 並 SK０５・SK０６と接合 E２９８

８１ ４ SK１０９ 仮水南 土師器
壺 １０６ （４９．０） ９８ 口２ ナデ ハケ 浅黄橙 明褐灰 並 多 並 内外面ややマメツ・ハクリ E２８１

８１ ５ SK１０９ 仮水南 土師器
底部 ６８（２０．０） 底１２ ナデ ナデ 灰褐 黒褐 少 多 並 内面黒斑、SK１０７と接合 E２８２

８１ ６ P５６９ 東仮溝 土師器
甕 １８０ （４９．０） １５４ 口２ ナデ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 多 少 並 並 N１０

８１ ７ P５８９ 仮水北 土師器
皿 ８２ ４４ ２０．０ 口５ ナデ ナデ 回転糸切痕 灰白 灰白 少 並 並 内外面黒斑 F５８８

８１ ８ P５９４ 仮水北 土師器
甕 （４６．０） １１９ 口１

以下 ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 多 少 並 口縁擬凹線７～９条 F５８７

８１ ９ P５９９ 仮水北 須恵器
瓶 １２６ （６１．０） ７０ 口２ ナデ ナデ 灰白 灰白 少 並 外面自然釉、内面降灰、末産 F５９０

８１ １０ P６３２ 仮水北 土師器
有台椀 ６７（２６．０） 底７ ナデ ミガキ ナデ 灰白 浅黄橙 少 少 少 並 F５８５

８１ １１ P６８６ 仮水北 土師器
無台椀 ５６（１５．０） 底６ ナデ ミガキ 回転糸切痕 灰白 灰白 少 少 並 F５９１

８１ １２ P６３８ 仮水北 土師器
椀 １５７ （３７．０） 口２ ナデ ナデ 灰白 にぶい橙 少 少 並 口縁部油痕 F５８３

８１ １３ P６３８ 仮水北 土師器
有台椀 ７６（２６．０） 底１１ ナデ ミガキ ナデ 灰白 灰白 少 少 少 並 割口に油痕 F５８２

８１ １４ P６３８ 仮水北 土師器
無台椀 ５２（１４．０） 底４ ナデ ナデ 回転糸切痕 灰黄褐 灰黄褐 少 並 F５８４

８１ １５ P６８５ 仮水北 土師器
壺 （４９．０） 口１

以下 ナデ・ハケ ナデ・ハケ 灰白 灰白 並 少 少 並 F５８９

８１ １６ P６５５ 仮水北 土師器
甕 （１４７．０） １６６ ２４６ 胴１ ナデ・ハケ ナデ・ハケ にぶい橙 にぶい黄橙 少 並 少 並 F５９４

８１ １７ P７０７ 仮水北 土師器
皿 ８８ ７４ ８．０ 口２ ナデ ナデ 指頭圧痕 浅黄橙 浅黄橙 少 少 並 F５９２

８１ １８ P７１０ 仮水北 須恵器
蓋 １１８ （３０．０） 口１ ナデ ナデ 灰 灰白 少 並 F５９５

８１ １９ P７１５ 仮水北 内黒
無台椀 ４２（２９．０） 底３ ナデ ミガキ 回転糸切痕 灰白 黒褐 少 少 並 内面暗文 F５９３

８１ ２０ P７５２ 仮水中 土師器
脚部 １９８（１６．０） 底２ マメツ・ナデ ナデ にぶい橙 橙 少 少 少 並 N５５

８１ ２１ P７２７ 仮水中 土師器
甕 １６８ （５２．０） １４０ 口２ ハケ・ハケ後ナデ ハケ にぶい橙 にぶい黄橙 並 少 多 並 N５３

８１ ２２ P７５５ 仮水中 土師器
壺 （１６０） （４１．０） 口１

以下 ミガキ ハケ・ハケ後ナデ 赤 にぶい黄橙 並 少 並 外面赤彩 N５４

８１ ２３ SBN０１‐S 仮水北 土師器
壺 １８０ （５２．０） １２４ 口２ ハケ・マメツ ハケ・マメツ 浅黄橙 灰白 少 少 並 外面線刻か M２０９

８１ ２４ ST仮溝 仮水中 土製品
不明 （３６） １８ １５．０ 灰白 並 少 少 並 １０．４６g、外面黒斑 F５９６

８１ ２５ SD０７ 西仮溝 土師器
壺 ４６（１１５．０） 底６ ハケ・マメツ ナデ・マメツ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 多 少 少 並 T６０２

８１ ２６ SD０７ 西仮溝 土師器
壺 ５０（５３．０） 底１２ ハケ・マメツ ナデ・マメツ ナデ・マメツ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 並 並 T６０１

８１ ２７ SD１３ 西仮溝 縄文
鉢カ （４４．０） 条痕 ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 並 並 並 外面沈線文・列点文

口縁部列点押圧文 T６０３

８１ ２８ SD３３ 仮水中 縄文
鉢 （７６．０） 口１

以下 条痕 赤褐 にぶい橙 多 並 並 外面スス付着 M２２４

８１ ２９ SD３３ 仮水中 縄文
鉢 （５３．０） 口１

以下 条痕 黒褐 褐灰 並 並 並 外面スス付着 M２２５

８１ ３０ SD３３ 仮水中 縄文
鉢 （３６．０） 口１

以下 条痕 褐灰 灰白 少 並 少 並 口唇部列点刺突文
外面スス付着 M２２７

８１ ３１ SD３３ 仮水中 縄文
鉢 （４４．０） 口１

以下 明褐灰 灰白 少 並 少 並 並 外面沈線文・列点刺突文 M２２６

８１ ３２ SD３３ 仮水中 縄文鉢
底部 １００（７５．０） 底３ 条痕 網代痕 橙 灰 並 並 少 並 内面スス付着 M２２２

８１ ３３ SD３３ 仮水中 縄文鉢
底部 ９０（５２．０） 底１０ 条痕 網代痕 にぶい橙 灰白 少 多 多 並 M２２３

８１ ３４ SD３３表層 仮水中
V・W１５

縄文
鉢 （６１．０） 条痕 ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 少 並 並 T６０６

８１ ３５ SD３３表層 仮水中
V・W１５

縄文
鉢 （４５．０） 口１

以下 条痕 ナデ 褐灰 にぶい橙 並 多 並 外面スス付着 T６０７

８１ ３６ SD３３表層 仮水中
V・W１５

縄文
鉢 １００（７５．０） 底６ マメツ・条痕 マメツ・ナデ 板目跡 灰黄褐 灰黄褐 並 多 少 少 並 T６０８

８２ １ SD４０ 仮水南
Y１４

縄文
鉢 １４８ （４１．０） 口２ 条痕 ナデ 灰褐 にぶい褐 並 少 並 外面沈線文・スス付着 N１５

８２ ２ SD４０ 仮水南
Y１４

縄文
鉢 （３０．０） ナデ 灰褐 にぶい橙 少 少 並 外面沈線文・スス付着 N１４

８２ ３ SD４０ 仮水南
Y１４

縄文
鉢 ２００ （５６．０） 口２ 条痕 ナデ 灰黄褐 にぶい黄褐 並 少 並 内外面スス付着 N１７

８２ ４ SD４０ 仮水南
Y１４

縄文
鉢 （３３２） （１０２．０） 口１ 条痕 ナデ にぶい黄褐 にぶい黄橙 並 少 良 内外面スス付着 N１９

８２ ５ SD４０ 仮水南
Y１３

縄文
浅鉢 １４８ （８５．０） 口２ ナデ 灰黄褐 暗褐 少 少 良 内外面スス付着 N１８

８２ ６ SD４０ 仮水南
Y１４

縄文
鉢 （１４０） （６３．０） 口１ 条痕 ナデ 灰黄褐 灰黄褐 少 並 少 良 内外面スス付着 N１６

８２ ７ SD４０ 仮水南
Y１４

縄文
鉢 ８８（３４．０） 底３ 条痕 ナデ 網代痕 にぶい黄橙 黄灰 多 少 良 外面底部黒斑 N１３

８２ ８ SD４０ 仮水南
Z１３

土師器
甕カ ７６（２２．０） 底１２ ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙 褐灰 少 並 少 並 並 内外面スス付着 N１１

８２ ９ SD１３０ 東仮溝 須恵器
鉢 （２９０） （７９．０） 口１

以下 ナデ ナデ 灰 灰白 少 並 N６

８２ １０ SD１３２ 南仮溝 磁器
皿 （１４４） （２１．０） 口１

以下 青磁釉 青磁釉 少 並 輪花１残、内面ヘラ彫 N７

８２ １１ SD１３５ 東仮溝 土師器
甕 １５０ （３８．０） １２１ 口１ ナデ ハケ・ナデ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 少 少 並 外面スス付着 S４２２

８２ １２ SD１３５ 東仮溝 土師器
甕 １９２ （５３．０） １７８ 口２ マメツ マメツ 橙 橙 並 並 少 並 並 S４２０

８２ １３ SD１３５ 東仮溝 土師器
甕 １３８ （６０．０） １３０ 口１ ハケ ハケ 灰褐 黄灰 少 並 並 並 外面スス付着 S４２１

第８表 ０８土器・陶磁器・土製品観察表（２） （単位：㎜）
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図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

８２ １４ SD１３５ 東仮溝 土師器
壺 １９５ （７４．０）１３１ 口３ マメツ マメツ 浅黄橙 浅黄橙 多 多 少 並 並 口縁外面スス付着 Q１

８２ １５ SD１３５ 東仮溝 土師器
甕 １６５ （８２．０）１４８ 口６ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 浅黄橙 橙 並 多 多 並 外面スス付着 Q２

８２ １６ SD１３５ 東仮溝 土師器
壺 （１６１．０）３００ ３５２ 頸１ ハケ ハケ 橙 浅黄橙 並 多 少 少 並 Q３

８２ １７ SD１３５ 東仮溝
畦１

土師器
高杯 （５３．０） ミガキ ミガキ 褐灰 にぶい黄橙 並 少 並 外面黒斑 S４２３

８２ １８ SD１３５ 東仮溝 土師器
高杯 １０４ （４４．０） 口２ マメツ マメツ・ミガキ 橙 橙 少 並 少 少 不 S４２４

８２ １９ SD１３５ 東仮溝 土師器
器台カ ２１６ （４２．０） 口２ ミガキ ミガキ 淡赤橙 にぶい黄橙 少 並 少 並 S４２６

８２ ２０ SD１３５ 東仮溝 土師器
鉢 １０８ １２ ８４．０ ７８ ８３ 口３ ナデ・ハケ・ミガキ ナデ・ハケ・ミガキ 淡赤橙 橙 少 少 少 少 並 S４２５

８２ ２１ SD１３５① 東仮溝 土師器
甕 １９６ （７０．０）１６３ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 少 多 少 並 並 口縁擬凹線７条

口縁外面スス付着 T６１９

８２ ２２ SD１３５① 東仮溝 土師器
鉢 １２８ （５８．０） 口２ マメツ マメツ 灰白 浅黄橙 少 並 少 並 外面汚れ付着 T６１１

８２ ２３ SD１３５① 東仮溝 土師器
高杯 ７０（５３．０） ２６ 底２ マメツ マメツ 橙 橙 並 並 少 並 並 透かし孔３残（径１０㎜） T６１５

８２ ２４ SD１３５① 東仮溝 土師器
高杯カ ２１８ （６５．０） 口１ ミガキ ミガキ 浅黄橙 にぶい黄橙 並 少 少 並 外面一部黒斑 T６１３

８２ ２５ SD１３５① 東仮溝 土師器
器台 ２３６ （７２．０） 口１ ミガキ・マメツ マメツ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 並 並 T６１６

８２ ２６ SD１３５① 東仮溝 土師器
小甕 ９８ ２４ ８７．５ ９２ １０４ 口２ ナデ・ハケ・ケズリ後

ハケ・ケズリ後ナデ ナデ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 少 並 外面一部黒斑 T６１８

８２ ２７ SD１３５① 東仮溝 土師器
小型土器 ７０ （５２．０） ７０ ７２ 口５ ナデ・マメツ ナデ・マメツ 浅黄橙 浅黄橙 並 並 並 並 T６１４

８２ ２８ SD１３５① 東仮溝 土師器
蓋

ツマミ
２８ ８９ ４２．５ ２４ 底６ マメツ マメツ 橙 橙 少 並 並 並 T６１２

８３ １ SD１３５② 東仮溝 土師器
甕 ２８４ （９８．５）２４８ 口２ ナデ・ハケ・ハクリ マメツ にぶい橙 橙 少 多 少 並 並 口縁部外面擬凹線８条

外面スス付着 N２３

８３ ２ SD１３５② 東仮溝 土師器
甕 １８０ （９５．０）１５０ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 浅黄橙 並 多 少 少 並 口縁部外面擬凹線７条・外面ス

ス付着・黒斑、SD１３５畦１と接合 N２４

８３ ３ SD１３５② 東仮溝 土師器
甕 １６０ （６５．０）１３８ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 多 少 少 並 内外面スス付着 N２１

８３ ４ SD１３５② 東仮溝 土師器
甕 １８０ （３７．０）１５８ 口２ ナデ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 少 並 並 外面スス付着 N２０

８３ ５ SD１３５② 東仮溝 土師器
壺 ８８ （５０．０） ７２ 口６ ミガキ・マメツ ハケ後ナデ・ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 並 内外面スス付着 N２２

８３ ６ SD１３５② 東仮溝 土師器
装飾器台 ２００ （７８．０） 口３ ミガキ ミガキ 赤 赤橙 少 少 少 並 SD１３５①と接合

窓２残、内外面赤彩 N２５

８３ ７ SD１３５② 東仮溝 土師器
脚部 １１５（３８．０） 底３ マメツ・ナデ マメツ・ハケ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 少 並 並 透かし穴貫通１残

未貫通１残 N２６

８３ ８ SD１３５③ 東仮溝 土師器
底部 ６０（３８．０） 底１２ ハケ・マメツ ハケ マメツ にぶい橙 にぶい橙 少 並 少 少 並 内面一部黒斑 S４２９

８３ ９ SD１３５③ 東仮溝 土師器
高杯 １２０ （４２．０） 口２ ナデ・ミガキ・マメツ ミガキ・マメツ にぶい橙 にぶい橙 少 少 少 不 内面一部黒斑 S４３０

８３ １０ SD１３５③ 東仮溝 土師器
高杯 １２０（１０７．０） ３０ 底１ ミガキ ミガキ・ハケ・ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 並 少 並 S４２８

８３ １１ SD１３５③ 東仮溝 土師器
器台カ １１６（７４．０） ３４ 底１２ ミガキ ナデ・ハケ にぶい橙 にぶい橙 少 並 並 並 内外面底部黒斑 S４２７

８３ １２ SD１３５④ 東仮溝 土師器
甕 ２０８ （８７．０）１６０ 口３ ナデ・ハケ ハケ後ナデ・

ハケ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 多 並 並 口縁部擬凹線７条
外面スス付着 E３１０

８３ １３ SD１３５④ 東仮溝 土師器
小甕 １２６ （５８．０）１００ １１４ 口１ ナデ ナデ・ケズリ 明褐灰 にぶい黄橙 少 並 並 並 口縁部擬凹線９条

外面スス付着 E３１６

８３ １４ SD１３５④ 東仮溝 土師器
甕 １５６ （４６．０）１３４ 口１２ ハクリ・マメツ ハクリ・ケズリ 黄橙 浅黄橙 少 多 少 多 不 SD１３５②と接合

口縁部擬凹線３条以上 E３１２

８３ １５ SD１３５④ 東仮溝 土師器
甕 １７０ （４３．０）１４４ 口１ ナデ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 並 並 並 口縁部擬凹線２条以上

外面スス付着 E３０９

８３ １６ SD１３５④ 東仮溝 土師器
甕 １５８ （７２．０）１３８ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 並 並 口縁外面スス付着 T６２０

８３ １７ SD１３５④ 東仮溝 土師器
甕 １２１ （９９．０）１１６ １４０ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 灰白 並 少 並 並 E３１４

８３ １８ SD１３５④ 東仮溝 土師器
甕 １５７ （７９．０）１５７ 頸２ ハケ後ナデ・ハケ ハケノチナデ・マメツ・ハケ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 少 少 並 外面スス付着 E３１１

８３ １９ SD１３５④ 東仮溝 土師器
甕 １５６ ６３．０ １３４ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・マメツ にぶい橙 にぶい黄橙 多 並 E３１３

８３ ２０ SD１３５④ 東仮溝 土師器
壺 （３４．０） ６６ 頸２ ミガキ・ハクリ マメツ・ハクリ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 外面赤彩 T６２１

８３ ２１ SD１３５④ 東仮溝 土師器
壺 １４６ （７３．０）１４２ 口１ ナデ・ハケ・マメツ ナデ 灰白 浅黄橙 少 少 少 並 E３１５

８３ ２２ SD１３５④ 東仮溝 土師器
高杯 １２０（８３．０） ３０ 底２ ミガキ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 並 透かし穴４残（径６㎜） T６２２

８３ ２３ SD１３５④ 東仮溝 土師器
高杯 １８８ （１２８．０） ３０ 口２ ミガキ・マメツ ミガキ・ナデ・ハケ

ノチナデ・マメツ にぶい橙 にぶい橙 少 少 並 並 内外面赤彩 T６２３

８３ ２４ SD１３５④ 東仮溝 土師器
器台 １２０ （１０４．０） ３０ 口８ ミガキ・マメツ ミガキ・ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 少 並 外面凹線３条・キザミ

内外面黒斑 T６２４

８３ ２５ SD１３５
SD１３７ 東仮溝 土師器

器台カ １２４（４７．０） 底３ ミガキ ナデ 赤褐 にぶい橙 少 少 並 外面赤彩・凹線４条
透かし穴３残 S４３５

８３ ２６ SD１３５
SD１３７ 東仮溝 須恵器

有台椀 ６８（２５．０） 底３ ナデ ナデ ナデ 灰白 灰白 並 不 S４３１

８３ ２７ SD１３７ 東仮溝 土師器
甕 １９４ （４２．０）１５１ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 褐灰 にぶい黄橙 少 並 少 少 並 口縁部擬凹線８条、外面黒斑 S４３２

８３ ２８ SD１３７ 東仮溝 土師器
底部 ３０（３４．０） 底１２ ハケ ケズリ ハケ・ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 少 少 並 内外面一部黒斑 S４３３

８３ ２９ SD１３７ 東仮溝 土師器
小甕 １１４ （６２．０）１０３ １２０ 口３ ナデ・ハケ・

マメツ・ハクリ ケズリ・マメツ 橙 橙 多 少 多 不 外面一部スス付着 S４３４

８４ １ SD１３８ 仮水南
Z１４

縄文
深鉢 （１２０．０） 口１

以下 条痕 ナデ にぶい黄橙 にぶい黄褐 並 少 良 内外面スス付着 N５９

８４ ２ SD１３８ 仮水南
AD１２

土師器
底部 １２（１９．０） 底２ ナデ ナデ にぶい黄橙 灰黄 少 少 並 N６２

８４ ３ SD１３９ 東仮溝 土師器
甕 （２０４） （４８．０）（１７２） 口１ ナデ・キザミ ナデ・ケズリ 明褐灰 灰白 多 並 N９

８４ ４ SD１４０ 仮水北 土師器
甕 １４０ （１２０．０）１１３ １７０ 口１ ナデ・ハケ・マメツ ナデ・ハケ後

ケズリ・マメツ にぶい橙 褐灰 少 並 少 並 内外面黒斑 S４３６

８４ ５ SD１４０ 仮水北 土師器
小壺 １０（５７．０） ７２ ７４ 底１２ ナデ・ハケ ハケ・ナデ ナデ・ハケ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 外面黒斑 S４３７

８４ ６ SD１４０ 仮水北 土製品
土玉 ２７ ２５ ５．０ 完形 黄灰 少 並 外面一部黒斑 S４３８

８４ ７ SD１４０A
畦２ 仮水北 土師器

甕 １５２ （６５．０）１２１ 口３ ナデ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 灰白 少 多 並 並 外面スス付着 F５４７

８４ ８ SD１４０A
畦１ 仮水北 土師器

壺 １７２ （７０．０） 口１ ナデ ナデ 灰白 灰白 多 少 少 並 F５４４

８４ ９ SD１４０A
畦１ 仮水北 土師器

壺 ２００ （３９．０） 口４ ナデ・ハケ ナデ 浅黄橙 灰白 少 並 口縁部内外面分離山形文 F５４５

８４ １０ SD１４０A 仮水北 弥生土器
甕 ２３４ （５４．０）２１２ 口１ ハケ ハケ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 少 少 並 口縁部斜線文 S４５７

８４ １１ SD１４０A 仮水北 土師器
甕 （５４．０） 口１

以下 ナデ ハケ後ナデ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 少 少 並 S４４９

８４ １２ SD１４０A 仮水北 土師器
甕 ２０８ （６９．０）１８２ 口１

以下 ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 浅黄橙 黒褐 少 並 少 少 並 口縁部擬凹線６条
内外面黒斑 S４４０

８４ １３ SD１４０A 仮水北 土師器
甕 １６２ （５７．０）１３７ 口３ マメツ マメツ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 並 少 並 並 S４３９

８４ １４ SD１４０A 仮水北 土師器
底部 ７６（３８．０） 底７ ナデ・マメツ ナデ・マメツ 橙 暗灰黄 並 並 少 並 N３０

８４ １５ SD１４０A 仮水北 土師器
甕 １９６ （６０．０）１６０ 口３ マメツ・ハケ マメツ 褐灰 赤褐 並 少 並 並 S４５６

８４ １６ SD１４０A 仮水北 土師器
甕 ３１０ （１１６．０）２６０ 口２ ナデ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 少 多 多 並 外面スス付着 T６３０

８４ １７ SD１４０A 仮水北 土師器
甕 １７４ （１０８．０）１４８ ２４０ 口１ ナデ・ハケ後

ナデ・マメツ ナデ・ケズリ 浅黄橙 灰白 多 少 並 並 外面スス付着 T６２６

８４ １８ SD１４０A 仮水北 土師器
甕 （６０．０） 口１

以下 ナデ・マメツ ナデ・マメツ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 少 並 S４５０

第８表 ０８土器・陶磁器・土製品観察表（３） （単位：㎜）
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図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

８４ １９ SD１４０A 仮水北 土師器
甕 １５６ （１４０．０） １３０ ２００ 口２ ハケ ナデ・ケズリ 浅黄橙 にぶい黄橙 少 並 並 並 外面スス付着 T６２５

８４ ２０ SD１４０A 仮水北 土師器
甕 １７６ （２４．０） 口１ ナデ ナデ 褐灰 明褐灰 少 少 少 並 S４４１

８４ ２１ SD１４０A 仮水北 土師器
甕 １５４ （６３．０） １３０ 口２ ナデ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 少 多 少 並 外面一部黒斑 T６２９

８４ ２２ SD１４０A 仮水北 土師器
甕 １５６ （１１２．０） １２８ ２４０ 口２ ナデ・ハケ・マメツ ナデ・マメツ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 少 並 並 外面スス付着 T６２８

８４ ２３ SD１４０A 仮水北 土師器
甕 １６０ （６４．０） １２８ 口４ ナデ・ハケ後ナデ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 並 少 並 外面一部黒斑 T６２７

８４ ２４ SD１４０A 仮水北 土師器
壺 １２２ （８５．０） １０９ 口２ ハケ・ナデ・

ミガキ・マメツ ミガキ・ハケ 灰黄 灰黄 少 並 少 少 並 外面工具痕 S４５３

８５ １ SD１４０A 仮水北 土師器
壺 ２３４ （８５．０） １７４ 口２ ナデ ナデ 浅黄橙 にぶい黄橙 少 並 少 並 S４５５

８５ ２ SD１４０A 仮水北 土師器
壺 １７４ （５４．０） １１１ 口１ ナデ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 少 多 並 S４５４

８５ ３ SD１４０A 仮水北 土師器
壺 １１６ （５４．０） ８２ 口２ ミガキ ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄橙 大１ 少 少 良 S４４８

８５ ４ SD１４０A 仮水北 土師器
壺 １０２ （４５．０） ８３ 口３ ハケ後ナデ ナデ・ハケ・

ケズリ・マメツ にぶい橙 橙 少 並 少 少 並 S４４７

８５ ５ SD１４０A 仮水北 土師器
壺 １０４ （７２．０） ８０ 口１ ナデ・ハケ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 少 少 並 外面一部黒斑 S４５１

８５ ６ SD１４０A 仮水北 土師器
壺 １９６ （６５．０） １７７ 口１ ハケ ハケ にぶい橙 にぶい橙 少 並 少 少 並 外面スス付着 S４４５

８５ ７ SD１４０A 仮水北 土師器
壺 １３６ （６６．０） １０６ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ハケ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 並 並 口縁部斜線文 S４４３

８５ ８ SD１４０A 仮水北 弥生土器
壺 １８２ （４７．０） 口２ ナデ・ハケ ハケ・ハクリ 灰褐 黒褐 少 並 並 外面スス付着

口縁部斜格子文、内面黒斑 S４４２

８５ ９ SD１４０A 仮水北 土師器
壺 １５８ （２８．０） 口１

以下 マメツ マメツ にぶい赤橙 にぶい橙 少 少 少 並 外面赤彩
口縁部棒状浮文１残 S４４６

８５ １０ SD１４０A 仮水北 土師器
壺 （３５．０） 口１

以下 ナデ・マメツ ハケ・マメツ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 少 少 並 口縁部棒状浮文１残 S４４４

８５ １１ SD１４０A 仮水北 土師器
壺 １０４ （４５．０） 口１ ミガキ 赤橙 黒褐 少 多 並 外面沈線・斜線文 N３７

８５ １２ SD１４０A 仮水北 土師器
鉢 １８４ ２０ ９５．０ １７０ １７１ 口２ ミガキ ミガキ・マメツ ナデ 赤 赤 少 少 少 並 内外面赤彩、外面黒斑 N３５

８５ １３ SD１４０A 仮水北 土師器
高杯 （１５２） （３１．０） 口１ ミガキ 赤 赤 少 少 並 内外面赤彩

外面沈線・斜線文 N３８

８５ １４ SD１４０A 仮水北 土師器
高杯 （１４８） （２９．０） 口１

以下 ミガキ 赤 赤 少 少 並 内外面赤彩
外面沈線・斜線文 N３９

８５ １５ SD１４０A 仮水北 土師器
小型鉢 ９６ （３９．０） ９３ 口１ ミガキ ミガキ 赤 赤 少 少 少 並 内外面赤彩 N３６

８５ １６ SD１４０A 仮水北 土師器
小型鉢 １４０ （５５．０） ９６ 口１

以下 ナデ・ハケ ハケ・ナデ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい橙 少 並 少 並 外面波状文 S４５２

８５ １７ SD１４０A 仮水北 土師器
高杯 １３６（７３．０） 底５ マメツ・ミガキ ナデ・マメツ にぶい橙 にぶい橙 多 少 多 並 孔３残 N２８

８５ １８ SD１４０A 仮水北 土師器
高杯 １２８（８５．０） ４３ 底１１ マメツ・ミガキ ナデ 明赤褐 橙 少 並 並 孔３残、内外面スス付着 N２７

８５ １９ SD１４０A 仮水北 土師器
高杯カ １２０（９８．０） ４２ 底８ マメツ・ミガキ ナデ・マメツ 浅黄橙 にぶい黄橙 少 少 並 内外面黒斑 N２９

８５ ２０ SD１４０A 仮水北 土師器
器台 ９２ （４２．０） ３４ 口８ ミガキ ミガキ・ハケ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 並 並 内外面スス付着 N３２

８５ ２１ SD１４０A 仮水北 土師器
器台 １１６ （６１．０） ３３ 口２ ミガキ ハケ後ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 少 少 並 内面黒斑、内外面錆付着 N３１

８５ ２２ SD１４０A 仮水北 土師器
装飾器台 （６２．０） 受２ ミガキ ナデ 灰黄褐 浅黄橙 並 少 少 並 窓１残、SD１４０A畦２と接合 N３３

８５ ２３ SD１４０A 仮水北 土師器
装飾器台 （４４．０） ３２ 受４ マメツ マメツ 灰 黄灰 少 少 少 並 透かし孔２残、窓３残 N３４

８５ ２４ SD１４０B 仮水北 縄文
鉢 （２１．０） 網代痕 にぶい黄橙 灰黄 多 並 並 E３３７

８５ ２５ SD１４０B 仮水北 土師器
甕 １９９ （４７．０） １７０ 口４ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 並 少 並 外面スス付着 E３２５

８５ ２６ SD１４０B 仮水北 土師器
甕 ２８０ （１６０．０） ２４５ ２９２ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 淡黄 灰白 少 多 少 並 外面スス付着、内面ハクリ E３３３

８５ ２７ SD１４０B 仮水北 土師器
甕 ２２６ （７２．０） ２０６ 口２ ナデ ナデ にぶい黄橙 浅黄橙 多 多 並 内外面マメツ、口縁部沈線 E３４２

８５ ２８ SD１４０B 仮水北 土師器
甕 ２９０ （１２２．０） ２３４ 口１ ナデ ナデ・ケズリ後

ナデ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 多 多 並 外面スス付着 E３２８

８５ ２９ SD１４０B 仮水北 土師器
甕 １４６ （５８．０） １２０ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 橙 橙 多 多 並 内外面マメツ E３４５

８５ ３０ SD１４０B 仮水北 土師器
底部 ６３（４７．０） 底９ ハケ ハケ・マメツ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 並 少 並 外面黒斑 E３３６

８６ １ SD１４０B 仮水北 土師器
甕 １６０ （１１５．０） １２８ ２１４ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・ケズ

リ・ハケ後ケズリ にぶい褐 浅黄橙 少 多 並 並 外面スス付着 E３２４

８６ ２ SD１４０B 仮水北 土師器
甕 １３２ （３２．０） １０７ 口６ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 並 並 E３２７

８６ ３ SD１４０B 仮水北 土師器
甕 １７４ （６０．０） １４６ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ・マメツ にぶい黄橙 灰白 少 多 少 多 並 E３２１

８６ ４ SD１４０B 仮水北 土師器
底部 ５０（４５．０） 底１２ ナデ ナデ 浅黄橙 暗灰 多 並 並 外面スス付着、内面黒斑 E３３２

８６ ５ SD１４０B 仮水北 土師器
甕 １５０ （８２．０） １２８ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 多 少 多 並 外面スス付着、内外面マメツ E３４６

８６ ６ SD１４０B 仮水北 土師器
甕 １４９ （３９．０） １２０ 口３ ナデ ナデ・ケズリ にぶい赤褐 にぶい黄橙 多 少 少 並 内外面マメツ E３３０

８６ ７ SD１４０B 仮水北 土師器
甕 １４６ （１００．０） １１０ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 灰白 にぶい黄橙 少 多 並 並 内外面ややマメツ E３２２

８６ ８ SD１４０B 仮水北 土師器
甕 １６６ （８４．０） １３２ 口４ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 灰白 浅黄橙 並 多 並 外面スス付着・斜線文？ E３１９

８６ ９ SD１４０B 仮水北 土師器
壺 １７８ （５７．０） １２１ 口３ ナデ ナデ・ハケ後ナデ にぶい黄橙 黄灰 少 並 少 少 並 内面黒斑 E３３９

８６ １０ SD１４０B 仮水北 土師器
壺 １３７ （４１．０） 口１ マメツ ハケ後ミガキ・

マメツ 浅黄橙 浅黄橙 少 少 並 外面列点文か T６３９

８６ １１ SD１４０B 仮水北 土師器
壺 １４８ （４６．０） ９０ 口９ ナデ・マメツ ナデ・ケズリ・マメツ 橙 にぶい橙 並 多 並 内外面一部ハクリ E３１８

８６ １２ SD１４０B 仮水北 土師器
壺 １６９ （５７．０） ８８ 口１

以下
ミガキ・ハケ後
ガキ・ハケ

ミガキ・ハケ後
ミガキ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 少 並 口縁内面沈線４条 E３４０

８６ １３ SD１４０B 仮水北 土師器
壺 １４２ （５０．０） ８４ 口４ ナデ ナデ・ハケ後

ケズリ・ケズリ 灰白 にぶい黄橙 少 少 並 E３２９

８６ １４ SD１４０B 仮水北 土師器
壺 １５０ （４０．０） 口２ ミガキ ミガキ・マメツ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 少 並 内外面赤彩、外面キザミ T６３２

８６ １５ SD１４０B 仮水北 土師器
壺 １８０ （５９．０） １０４ 口１ ハケ後ミガキ ミガキ にぶい黄橙 灰白 並 並 並 E３３４

８６ １６ SD１４０B 仮水北 土師器
壺 １４４ （６１．０） ９５ 口１２ マメツ マメツ にぶい橙 にぶい橙 少 並 少 並 口縁歪 E３２０

８６ １７ SD１４０B 仮水北 土師器
壺 １１０ （３５．０） 口１ ナデ ミガキ 灰白 にぶい黄橙 少 少 並 口縁部擬凹線６条 E３４１

８６ １８ SD１４０B 仮水北 土師器
壺 １５８ （６９．０） １０５ 口２ ナデ ハケ後ミガキ・

ハケ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 並 並 並 口縁部棒状浮文２残
沈線文・斜線文 E３４４

８６ １９ SD１４０B 仮水北 土師器
壺 （７１．０） ９４ 受１２ ミガキ ミガキ・ハケ 浅黄橙 浅黄橙 並 並 並 内外面赤彩

外面円形浮文５残 T６３１

８６ ２０ SD１４０B 仮水北 土師器
壺 １６８ （２８．０） 口３ ミガキ ミガキ 灰白 灰白 少 並 並 内外面赤彩

外面棒状浮文３残・一部黒斑 T６３７

８６ ２１ SD１４０B 仮水北 土師器
壺 ２００ （２３．０） 口１ ナデ にぶい黄橙 浅黄橙 並 並 並 口縁部擬凹線５条・浮文２残 E３３８

８６ ２２ SD１４０B 仮水北 土師器
壺 １８４ （４４．０） 口３ ハクリ ハクリ にぶい橙 橙 並 並 並 多 並 E３４３

８６ ２３ SD１４０B 仮水北 土師器
脚部 １０８（６９．０） ２９ 底１２ ハケ後ナデ・マメツ ナデ・ハケ後ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 並 少 並 T６３６

８６ ２４ SD１４０B 仮水北 土師器
脚部 １９８（２９．０） 底１ ミガキ ハケ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 並 外面沈線文・分離山形文 T６４０

８６ ２５ SD１４０B 仮水北 土師器
器台 ７８ １２５ ８２．０ ３４ 口３ ミガキ ミガキ・ケズリ・

ハケ後ナデ 橙 橙 並 並 並 透かし孔２残（径１２㎜） T６３３

８６ ２６ SD１４０B 仮水北 土師器
器台 ７８ １１８ ８２．０ ３７ 口１２ マメツ マメツ・ケズリ 橙 橙 少 並 少 並 並 透かし孔３残（径８㎜） T６３４

第８表 ０８土器・陶磁器・土製品観察表（４） （単位：㎜）
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図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

８６ ２７ SD１４０B 仮水北 土師器
鉢 １５８ （５５．０） １５０ １５０ 口１

以下 ミガキ ミガキ 赤 赤 少 並 並 内外面赤彩、外面黒斑 T６３８

８６ ２８ SD１４０B 仮水北 土師器
有孔鉢 １４ （４３．０） 底１２ マメツ ケズリ 暗灰 黄灰 多 多 多 多 並 孔径７㎜ E３３５

８６ ２９ SD１４０B 仮水北 土師器
蓋

ツマミ
３０ ９４ ４２．０ ２４ 底１２ ミガキ ハケ後ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 並 T６３５

８６ ３０ SD１４０B 仮水北 土師器
小壺 ７８ （７３．０） ６４ 口４ マメツ マメツ 淡黄橙 にぶい橙 多 多 並 並 E３２３

８６ ３１ SD１４０B 仮水北 土師器
小壺 ７４ （１０９．０） ７２ １０６ 口１

以下 ナデ・ハケ ナデ・ハケ・ケズリ 灰白 にぶい黄橙 並 少 少 並 E３２６

８６ ３２ SD１４０B 仮水北 土師器
手捏ね ８５ ２９ ６２．０ 口１ ハケ 灰黄 黄灰 少 多 少 並 内外面黒斑 E３１７

８６ ３３ SD１４０B 仮水北 内黒
有台椀 ７０ （２１．０） 底１２ ナデ ミガキ 浅黄橙 灰 多 少 並 E３３１

８７ １ SD１４０C 仮水北 土師器
甕 １４０ （７０．０） １３０ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 少 並 並 並 並 口縁部擬凹線６条・一部黒斑 T６５８

８７ ２ SD１４０C 仮水北 土師器
甕 １５６ （７６．０） １２７ 口２ ナデ・ハケ ハクリ 浅黄橙 浅黄橙 並 並 並 口縁部擬凹線５～６条 F５６５

８７ ３ SD１４０C 仮水北 土師器
甕 ２６０ （１６４．０） ２２４ ２８５ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ・マメツ 浅黄橙 にぶい黄橙 少 多 少 少 並 F５５３

８７ ４ SD１４０C 仮水北 土師器
甕 ２１２ （１１３．０） １８２ ２２５ 口１

以下 ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 灰褐 灰白 多 少 少 並 外面口縁部スス付着 F５５２

８７ ５ SD１４０C 仮水北 土師器
甕 １５０ （５８．０） １２０ 口５ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ後

ナデ・ナデ 浅黄橙 灰白 並 並 外面口縁部スス付着 F５５５

８７ ６ SD１４０C 仮水北 土師器
甕 １５５ （４４．０） １３６ 口４ ナデ・ハケ ナデ 浅黄橙 灰白 並 少 少 少 並 外面スス付着 F５５６

８７ ７ SD１４０C 仮水北 土師器
小甕 １０８ （５７．０） ９５ 口２ マメツ・ミガキ ミガキ・ハクリ 浅黄橙 にぶい橙 少 少 少 並 F５６６

８７ ８ SD１４０C 仮水北 土師器
甕 １４９ （６９．０） １１８ 口２ ハクリ ハクリ 橙 浅黄橙 少 並 並 並 F５６４

８７ ９ SD１４０C 仮水北 土師器
甕 １６８ （８０．０） １４０ 口３ ナデ・マメツ・ハケ マメツ 浅黄橙 灰白 並 少 少 並 外面スス付着 F５５４

８７ １０ SD１４０C 仮水北 土師器
甕 １４１ （８２．０） １２０ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 並 少 少 少 並 外面スス付着 F５５１

８７ １１ SD１４０C 仮水北 土師器
壺 １１６ （７６．０） ９２ １２５ 口１ ミガキ・マメツ ミガキ・ナデ・ケズリ 明赤褐 灰白 並 少 少 並 内外面赤彩 M２４６

８７ １２ SD１４０C 仮水北 土師器
壺 （１３４） （４８．０） 口１

以下 ミガキ ミガキ 赤橙 灰白 少 少 並 内外面赤彩
外面沈線・斜線文 M２４７

８７ １３ SD１４０C 仮水北 土師器
壺 １１３ （４９．０） ７０ 口７ マメツ マメツ 橙 橙 少 多 並 F５６３

８７ １４ SD１４０C 仮水北 土師器
壺 （４１．０） ７０ 頸４ ミガキ マメツ 赤 灰白 少 少 少 並 外面赤彩・キザミ M２５３

８７ １５ SD１４０C 仮水北 土師器
壺 （３６．０） ８０ 頸２ ナデ ハケ・ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 少 並 頸部キザミ F５５８

８７ １６ SD１４０C 仮水北 土師器
壺 １５８ （５３．０） １００ 口１ ナデ ナデ・ケズリ 灰白 灰白 並 並 並 少 並 頸部キザミ F５４９

８７ １７ SD１４０C 仮水北 土師器
壺 １９７ （７５．０） １０８ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 並 並 少 少 並 頸部キザミ F５５０

８７ １８ SD１４０C 仮水北 土師器
高杯 １５７ （５５．０） 口４ マメツ マメツ 赤褐 灰褐 少 多 少 少 並 M２４３

８７ １９ SD１４０C 仮水北 土師器
高杯 （６２．０） 頸１２ ミガキ ハケ 赤 にぶい橙 少 少 並 内外面赤彩、孔４残 M２４９

８７ ２０ SD１４０C 仮水北 土師器
脚部 （２００）（２３．０） 底１

以下 ミガキ ハケ 赤 灰白 少 並 外面赤彩、外面沈線・斜線文 M２４８

８７ ２１ SD１４０C 仮水北 土師器
脚部 （２００）（１９．０） 底１

以下 ミガキ ハケ 赤橙 浅黄橙 少 少 並 外面赤彩・沈線文・斜線文・
分離山形文 M２５０

８７ ２２ SD１４０C 仮水北 土師器
高杯 ８４ （５８．０） ４１ 底１２ マメツ・ハケ後ナデ ナデ・ミガキ 浅黄橙 浅黄橙 並 少 少 並 外面黒斑 M２３９

８７ ２３ SD１４０C 仮水北 土師器
器台 １５９ （５０．０） ３６ 口１１ マメツ マメツ・ミガキ にぶい橙 橙 少 並 少 並 並 M２４２

８７ ２４ SD１４０C 仮水北 土師器
器台 ９６ （４９．０） ３４ 口５ ミガキ・マメツ ミガキ後ナデ・ナデ 灰白 にぶい黄橙 少 少 少 並 外面黒斑、透かし孔３残 M２４０

８７ ２５ SD１４０C 仮水北 土師器
器台 ９８ （３８．０） ４６ 口６ マメツ マメツ 橙 橙 多 少 少 並 M２４１

８７ ２６ SD１４０C 仮水北 土師器
器台 （６４．０） ３８ 頸１２ ミガキ ナデ・ケズリ・ハクリ 赤橙 橙 少 少 少 並 内外面赤彩、孔６残（径１８㎜）M２５１

８７ ２７ SD１４０C 仮水北 土師器
器台 ８８ １１４ １００．０ ３３ 口１１ ミガキ後ナデ・ナデ マメツ・ナデ にぶい橙 灰白 少 少 並 並 透かし孔４残、外面黒斑 M２４５

８７ ２８ SD１４０C 仮水北 土師器
器台 ８０ １０６ ９７．０ ３５ 口３ ミガキ・マメツ ミガキ・マメツ・ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 並 並 透かし孔３残、歪み大 M２５２

８７ ２９ SD１４０C 仮水北 土師器
器台 ８２ ９２ ７６．０ ３０ 口９ マメツ マメツ・ケズリ 橙 橙 並 並 並 透かし孔３残 M２４４

８７ ３０ SD１４０C 仮水北 土師器
装飾器台

受
１４０ （４１．０） 受２ ミガキ ナデ 赤 浅黄橙 少 少 少 並 外面赤彩・擬凹線４～５条 M２５４

８７ ３１ SD１４０C 仮水北 土師器
蓋

ツマミ
６５ （２５．０） ５７ ツマミ

１２ ミガキ ミガキ・ナデ 灰白 灰白 少 並 少 少 並 F５６０

８７ ３２ SD１４０C 仮水北 土師器
脚部 １３１ （３１．０） ６４ 底１ ハケ・ナデ ケズリ・ナデ 灰白 灰白 並 並 並 F５５９

８７ ３３ SD１４０C 仮水北 土師器
有孔鉢 １８ （３５．０） 底１２ マメツ ナデ 淡橙 褐灰 少 多 少 少 並 孔径１４㎜ F５６１

８７ ３４ SD１４０C 仮水北 土師器
小壺 ８ （３３．０） ５４ ５６ 底１２ ミガキ ナデ 淡橙 淡橙 少 少 少 並 M２５７

８７ ３５ SD１４０C 仮水北 土師器
小壺 ６７ １５ ６３．０ ６０ ７４ 口６ ハケ後ナデ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 少 少 少 並 M２５５

８７ ３６ SD１４０C 仮水北 土師器
小壺カ ３２ （３１．０） 底１２ ハケ ケズリ ナデ にぶい黄橙 橙 並 並 並 F５５７

８７ ３７ SD１４０C 仮水北 土師器
ミニチュア ２１ １３ ２７．０ ３４ 口２ ナデ ナデ・マメツ にぶい橙 灰白 少 少 少 並 外面黒斑、底部黒斑 M２５６

８８ １ SD１４０D 仮水北 土師器
甕 ２６２ （１４３．０） ２１６ ２８０ 口１ ナデ・ハケ ナデ・マメツ・ケズリ 浅黄橙 灰白 並 並 並 外面スス付着 T６５９

８８ ２ SD１４０D 仮水北 土師器
甕 １２８ （５４．０） １０７ 口２ ナデ・マメツ マメツ・ハクリ 淡黄橙 淡黄橙 少 多 並 並 外面一部スス付着 T６４６

８８ ３ SD１４０D 仮水北 土師器
甕 １５２ （５８．０） １２８ 口２ ナデ・ハケ ハケ後ナデ 灰白 灰白 少 並 少 並 外面スス付着・一部黒斑 T６４５

８８ ４ SD１４０D 仮水北 土師器
底部 ５２ （４５．０） 底１２ マメツ マメツ マメツ 橙 橙 多 並 並 並 底部が三角形状に変形 T６４２

８８ ５ SD１４０D 仮水北 土師器
壺 １１６ （７９．０） １００ １３８ 口３ ミガキ ミガキ・ナデ・ケズリ 灰白 灰白 並 少 少 並 T６４４

８８ ６ SD１４０D 仮水北 土師器
甕 １３８ （１０１．０） １１０ 口３ ハクリ ハクリ 浅黄橙 にぶい黄橙 並 並 並 並 T６５６

８８ ７ SD１４０D 仮水北 土師器
甕 １６８ （７６．０） １３４ 口２ ナデ・ハケ後ナデ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 並 T６４７

８８ ８ SD１４０D 仮水北 土師器
甕 １４６ （１１８．０） １０６ １７２ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 少 並 外面スス付着 T６５４

８８ ９ SD１４０D 仮水北 土師器
甕 １６６ （６３．０） １３８ 口４ ナデ ナデ・マメツ 淡黄 浅黄橙 少 多 少 並 T６５５

８８ １０ SD１４０D 仮水北 土師器
壺 １５６ （４６．０） ８５ 口１２ ハクリ ハクリ・ミガキ 淡黄橙 淡黄橙 少 並 少 多 並 T６５１

８８ １１ SD１４０D 仮水北 土師器
壺 （６５．０） ２２４ 頸１ ナデ ナデ 淡黄橙 淡黄橙 多 並 並 並 T６５０

８８ １２ SD１４０D 仮水北 土師器
壺 ２２８ （８７．０） １１０ 口１２ ハケ後ナデ ナデ・ハケ後ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 並 T６４８

８８ １３ SD１４０D 仮水北 土師器
壺 ２４２ （５８．０） 口２ ナデ ハケ後ナデ にぶい黄橙 浅黄橙 少 並 少 少 並 内面一部黒斑 T６５７

８８ １４ SD１４０D 仮水北 土師器
壺 １３８ （６６．０） ８４ 口２ マメツ マメツ 橙 橙 少 少 少 少 並 T６５３

８８ １５ SD１４０D 仮水北 土師器
壺 １０６ （４０．０） 口４ ハケ後ナデ ナデ 灰白 灰白 少 並 少 並 T６５２

８８ １６ SD１４０D 仮水北 土師器
高杯 １１６ （９５．０） 底５ ミガキ・マメツ ナデ・マメツ・ハケ にぶい橙 にぶい橙 少 少 並 並 S４５９

８８ １７ SD１４０D 仮水北 土師器
器台 ９４ （５０．０） ３４ 口８ ミガキ・マメツ ミガキ・ナデ・マメツ 明褐灰 明褐灰 少 並 少 並 S４５８

８８ １８ SD１４０D 仮水北 土師器
装飾器台

受
１４０ （６８．０） 受３ ミガキ・ハケ ミガキ 赤褐 にぶい黄橙 少 少 並 外面赤彩、透かし穴２残 S４６２

第８表 ０８土器・陶磁器・土製品観察表（５） （単位：㎜）

１５０― ―



図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

８８ １９ SD１４０D 仮水北 土師器
脚部 ５８（３７．０） ３４ 底８ ナデ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 少 少 並 S４６０

８８ ２０ SD１４０D 仮水北 土師器
小壺 ９８ ２０ ７５．０ ６５ ８０ 口６ ナデ・ハケ後ナデ ハケ後ナデ・ナデ ナデ 淡黄橙 淡黄橙 少 少 少 並 外面一部黒斑 T６４９

８８ ２１ SD１４０D 仮水北 土師器
有孔鉢 ４４（４４．０） 底１２ ナデ ナデ ナデ 浅黄橙 にぶい黄橙 並 並 少 少 並 孔径１４㎜ T６４３

８８ ２２ SD１４０D 仮水北 土製品
土錘 ４６ ２０．０ 灰白 灰白 少 並 少 少 並 １１．３g S４６１

８８ ２３ SD１４０D
北畦６ 仮水北 土師器

甕 １５７ （５８．０） １３２ 口２ ナデ・マメツ マメツ・ケズリ 橙 褐灰 並 多 少 少 並 F５４８

８８ ２４ SD１４０表層 仮水北I１７
土師器
甕 １５８ （１０９．０） １２８ ２２８ 口２ マメツ・ハケ マメツ・ケズリ にぶい橙 浅黄橙 少 多 多 並 外面スス付着 M２３１

８８ ２５ SD１４０表層 仮水北I・H１８
土師器
底部 ６４（３５．０） 底１２ ハケ ナデ 淡赤橙 浅黄橙 少 並 少 少 並 M２２９

８８ ２６ SD１４０表層 仮水北I・H１８
土師器
壺 １１５ （３９．０） ９５ 口１

以下 ナデ・ミガキ マメツ・ナデ にぶい橙 灰白 少 並 外面赤彩 M２３４

８８ ２７ SD１４０表層 仮水北I・H１８
土師器
壺 １７４ （３６．０） １１４ 口２ ハケ ハケ 橙 灰白 少 多 少 並 口縁部連結山形文 M２３０

８８ ２８ SD１４０表層 仮水北I・H１８
土師器
蓋 （４６．０）ツマミ２７

ツマミ
１２

マメツ・ハクリ・
ミガキ ケズリ・マメツ 淡橙 淡橙 少 少 少 並 外面赤彩 M２３８

８８ ２９ SD１４０表層 仮水北I１７
土師器
ミニチュア （２９．０） ３４ ４４ 胴２ ナデ 灰褐 褐灰 少 少 並 外面下部スス付着

沈線山形文・斜線文 M２３５

８８ ３０ SD１４０表層 仮水北I・H１８
土師器
ミニチュア （２４．０） ６０ 口７ ナデ ナデ 灰黄 灰黄 少 少 並 M２３７

８８ ３１ SD１４０表層 仮水北７
土師器
ミニチュア ４２ ３０ ２８．０ ５０ 口１ ナデ ナデ 暗赤灰 赤黒 並 少 少 並 外面下部スス付着 M２３６

８８ ３２ SD１４０表層 仮水北I・H１８
陶器
碗 １２０ （２７．０） 口１ 鉄釉 灰白 M２３３

８８ ３３ SD１４０表層 仮水北I・H１８
陶器
すり鉢 １１９（４０．０） 底２ 板目跡か 青灰 青灰 少 少 並 珠洲焼 M２３２

８９ １ SD１４１ 仮水北
H・I１７

土師器
甕 １８１ （５６．０） １４４ 口１ ハクリ ハクリ 橙 橙 並 少 少 不 口縁部擬凹線６条 Q５

８９ ２ SD１４１ 仮水北
H・I１７

土師器
甕 １６６ （５３．０） １２８ 口１ ハケ後ナデ・ハケ ハケ 浅黄橙 にぶい黄橙 並 少 並 Q４

８９ ３ SD１４２ 仮水北 土師器
甕 ４０ １２０．０ ２５２ 底４ ハケ ケズリ ナデ 褐灰 にぶい黄橙 少 並 少 少 並 内外面スス付着 N４３

８９ ４ SD１４２ 仮水北 土師器
甕 ２００ （６７．０） １６９ 口３ ハケ後ナデ ハケ後ナデ・

ケズリ後ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 多 並 少 少 並 外面スス付着 N４１

８９ ５ SD１４２ 仮水北
I１７

土師器
甕 １５６ （５１．０） １４２ 口２ ナデ・ハケ・ハクリ ナデ・ハケ 明褐灰 明褐灰 多 少 並 並 内外面スス付着 N４６

８９ ６ SD１４２ 仮水北 土師器
底部 ６０（３３．０） 底３ ハケ後ナデ ハケ後ナデ ナデ にぶい黄橙 灰黄褐 並 少 少 並 N４４

８９ ７ SD１４２ 仮水北
H・I１７

土師器
底部 ５８（３６．０） 底１０ ナデ・マメツ ナデ・マメツ ナデ 灰白 黄灰 並 少 少 並 外面底部黒斑 N４８

８９ ８ SD１４２ 仮水北 土師器
底部 ３２（５３．０） １０９ 底１２ マメツ マメツ マメツ 橙 橙 並 少 並 N４５

８９ ９ SD１４２ 仮水北
H・I１７

土師器
底部 ２８（５２．０） １１７ 底６ マメツ・ナデ ナデ・マメツ ナデ にぶい橙 暗灰 少 少 少 並 N４７

８９ １０ SD１４２ 仮水北
H・I１７

土師器
壺 １２４ （２０．０） 口２ マメツ・ミガキ マメツ・ミガキ 赤 赤 少 少 少 並 内外面赤彩

外面棒状浮文３残 N５１

８９ １１ SD１４２ 仮水北 土師器
器台 １３２ （５６．０） ３４ 口７ マメツ・ハケ マメツ・ハケ・ナデ にぶい橙 褐灰 少 並 少 並 並 N４２

８９ １２ SD１４２ 仮水北
H・I１７

土師器
器台 １２８（８３．０） 底３ マメツ マメツ 灰白 浅黄橙 少 少 少 並 透かし穴上段２残・下段２残

（ともに４個中）、外面黒斑 N４９

８９ １３ SD１４２ 仮水北
H・I１７

土師器
鉢 １９２ （９７．０） １６２ 口２ ナデ ナデ・ケズリ後

ナデ にぶい黄橙 灰黄褐 並 並 並 N５０

８９ １４ SD１４２ 仮水北
I１７

土師器
小壺 ８０ ２１ ８５．０ ７５ ９５ 口１

以下 ナデ・ハケ ハケ後ナデ・ナデ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 少 少 並 内外面黒斑、外面スス付着 N４０

８９ １５ SD１４３ 仮水北
H１８

弥生土器
甕 （３１．０） 口１

以下 ナデ・ハケ ハケ にぶい橙 浅黄橙 少 少 少 少 並 口縁部キザミ F５６９

８９ １６ SD１４３ 仮水北
H１８

弥生土器
底部 ６１（６２．０） 底８ ハケ ケズリ ナデ 灰白 褐灰 並 多 並 並 並 F５６７

８９ １７ SD１４３ 仮水北
H１７

弥生土器
壺 （２６．０） 口１

以下 ナデ ナデ・ハケ 灰白 灰白 並 並 少 少 並 口縁部斜線文 F５６８

８９ １８ SD１４３ 仮水北
H１８

弥生土器
壺 （１４３．０） １０８ １９０ 頸５ ハケ・ナデ ナデ・ハケ 浅黄橙 浅黄橙 並 並 並 外面波状文・流水文・直線文 F５７０

８９ １９ SD１４８ 仮水北 土師器
甕 １７９ （６５．０） １５６ 頸１ ナデ・ハケ ナデ・ハケ 橙 橙 多 並 多 並 山陰系

外面スス付着 Q１０

８９ ２０ SD１４８ 仮水北
H１８

土師器
壺 １２２ （５９．０） １００ 口２ ハケ・マメツ ハケ・マメツ 明赤褐 橙 多 並 少 並 不 Q９

８９ ２１ SD１５０A 仮水中 土師器
甕 ２１８ （４３．０） １９０ 口１ ナデ ナデ・ケズリ にぶい橙 にぶい褐 少 少 少 並 口縁部擬凹線４条 M２７１

８９ ２２ SD１５０A 仮水中 土製品
土玉 （２６） ３４ 黄灰 にぶい黄橙 少 少 少 並 孔径６㎜、２２．８９g Q１５

８９ ２３ SD１５０B 仮水中 縄文
鉢 １１６ （４４．０） 口３ ナデ ナデ 黒褐 黄灰 並 並 口縁部列点刺突文 M２６７

８９ ２４ SD１５０B 仮水中 土師器
甕 １８８ （６８．０） １５６ 口１０ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 灰白 にぶい橙 並 並 口縁部擬凹線６条 M２６３

８９ ２５ SD１５０B 仮水北 土師器
甕 １８０ （５３．０） １５０ 口２ マメツ マメツ 橙 明赤褐 並 少 並 口縁部擬凹線４条 M２６６

８９ ２６ SD１５０B 仮水北 土師器
甕 ２１８ （４６．０） １７０ 口１ ナデ ナデ・ハケ・ケズリ にぶい橙 にぶい黄橙 少 並 並 少 並 口縁部擬凹線８条

外面一部スス付着 S４８０

８９ ２７ SD１５０B 仮水北 土師器
甕 ３０６ （１０３．０） ２６２ 口８ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 少 並 口縁部擬凹線１０条、指頭圧痕

内面工具痕、内外面スス付着 F６４５

８９ ２８ SD１５０B 仮水中 土師器
甕 １９６ （８１．０） １５５ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ にぶい橙 にぶい黄橙 少 並 並 並 口縁部擬凹線８条

外面スス付着 S４７９

９０ １ SD１５０B 仮水中 土師器
甕 ２０２ （１２０．０） １５６ １９５ 口１ ハケ ハケ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 少 並 並 並 口縁部擬凹線６条

外面黒斑・スス付着 S４７４

９０ ２ SD１５０B 仮水中 土師器
甕 １９８ （７０．０） １７８ 口５ ナデ・マメツ ナデ・マメツ・

ハケ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 少 並 並 並 外面一部黒斑 S４７１

９０ ３ SD１５０B 仮水中 土師器
甕 ２６４ （７６．０） ２６２ 口１

以下 ナデ・ハケ ハクリ・ハケ 灰白 灰白 並 少 並 M２６８

９０ ４ SD１５０B 仮水中 土師器
甕 １３４ （１３５．０） １１７ １７２ 口２ マメツ・ハケ マメツ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 少 並 多 並 S４７０

９０ ５ SD１５０B 仮水中 土師器
壺カ （７６．０） 口１

以下 ミガキ ミガキ 明褐灰 にぶい橙 少 少 並 少 並 内面一部汚れ S４６８

９０ ６ SD１５０B 仮水中 土師器
壺底部 ２５（２３．０） 底１２ ミガキ ミガキ ミガキ・ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 並 並 内面一部黒斑 S４６７

９０ ７ SD１５０B 仮水中 土師器
高杯 １６０ （４５．０） 口６ ミガキ ハケ後ミガキ 灰白 灰白 並 少 並 内外面赤彩 T６７０

９０ ８ SD１５０B 仮水中 土師器
高杯 ２２４ （９０．０） 口９ マメツ ミガキ・マメツ 浅黄橙 浅黄橙 少 多 並 並 外面黒斑 T６６６

９０ ９ SD１５０B 仮水中 土師器
器台 １０２ （６３．５） ３２ 底９ ミガキ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 少 並 T６６３

９０ １０ SD１５０B 仮水中 土師器
器台 １１８（９０．０） ４０ 底７ ミガキ ミガキ・ナデ・

ハケ後ナデ 浅黄橙 灰白 少 少 並 並 T６６１

９０ １１ SD１５０B 仮水中 土師器
器台 ２２１ （５３．０） 口２ ハケ・マメツ ハケ・マメツ 浅黄橙 浅黄橙 並 並 不 Q２１

９０ １２ SD１５０B 仮水中 土師器
装飾器台

返
１６４（４５．０） 返３ ミガキ ミガキ・ハケ 浅黄橙 浅黄橙 少 少 多 並 SD１５０D仮水中 P１７と接合 Q２３

９０ １３ SD１５０B 仮水中 土師器
蓋

ツマミ
３８ （４３．０） ２６ ツマミ

１２ ミガキ ミガキ 灰 にぶい橙 並 並 並 外面黒斑 Q１３

９０ １４ SD１５０B 仮水中 土師器
蓋

ツマミ
４６ （４４．０） ４２ ツマミ

６ ハケ後ナデ ハケ にぶい黄橙 浅黄橙 並 並 並 Q１４

９０ １５ SD１５０B 仮水中 土師器
鉢 １２５ １８ ３９．０ １２９ ほぼ完形 ナデ ナデ ナデ 灰 灰 多 多 並 Q１２

９０ １６ SD１５０B 仮水中 土師器
鉢 １２８ ４０ ７７．０ 口４ マメツ マメツ ナデ 淡橙 にぶい橙 少 少 並 M２６１

９０ １７ SD１５０B 仮水中 土師器
鉢 ８５ ２８ ７２．０ 底１２ ハケ・ケズリ ハケ後ナデ ナデ 淡黄 浅黄橙 並 並 並 並 Q２２

９０ １８ SD１５０B 仮水中 土師器
小甕 １１０ （５９．０） ８４ ９２ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 少 並 少 並 S４８１

９０ １９ SD１５０B 仮水中 土師器
脚部 １１６（４３．０） ３６ 底７ ミガキ後ナデ・ナデ ハケ後ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 並 並 Q１９

第８表 ０８土器・陶磁器・土製品観察表（６） （単位：㎜）

１５１― ―



図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

９０ ２０ SD１５０B 仮水中 土師器
脚部 ９２（３１．０） ３９ 底１２ ハケ・ハクリ ハクリ 浅黄橙 橙 少 並 多 不 Q２０

９０ ２１ SD１５０C 仮水中 土師器
甕 １９８ （６２．０） １６０ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ・マメツ 浅黄橙 灰白 少 少 少 少 並 口縁部擬凹線１０条 M２５８

９０ ２２ SD１５０C 仮水中 土師器
甕 １６６ （９６．０） １２４ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 少 並 少 並 口縁部擬凹線７条

外面スス付着 S４７５

９０ ２３ SD１５０C 仮水中 土師器
甕 １７２ （５８．０） １５５ 口５ マメツ マメツ・ケズリ 橙 明赤褐 並 少 少 並 口縁部擬凹線４条以上 M２６０

９０ ２４ SD１５０C 仮水中 土師器
甕 １７０ （１０９．０） １５２ １８８ 口２ ナデ・ハケ・マメツ ナデ・ケズリ・マメツ にぶい橙 にぶい黄橙 少 並 少 並 口縁部擬凹線６条

外面一部スス付着 S４７７

９０ ２５ SD１５０C 仮水中 土師器
甕 １７８ （５５．０） １６２ 口３ ナデ マメツ 橙 橙 少 多 少 少 並 口縁部擬凹線５条、口縁部外

面スス付着、外面黒斑 M２７３

９０ ２６ SD１５０C 仮水中 土師器
甕 １３０ （１１８．０） １０８ １２６ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ・

マメツ にぶい橙 にぶい橙 少 並 少 並 外面スス付着 S４７６

９０ ２７ SD１５０C 仮水中 土師器
甕 １６６ （９８．０） １３９ １８３ 口２ マメツ マメツ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 少 並 少 並 S４７３

９０ ２８ SD１５０C 仮水中 土師器
甕 ２０４ （７５．０） １６８ 口３ マメツ マメツ・ケズリ 橙 淡橙 少 並 少 並 M２６２

９０ ２９ SD１５０C 仮水中 土師器
甕 １３８ （４８．０） １１３ 口２ マメツ マメツ 赤橙 明褐灰 少 並 少 並 M２７４

９０ ３０ SD１５０C 仮水中 土師器
鉢 １２２ （８５．０） １２０ １３０ 口１ ナデ・ハケ・ケズリ ナデ・ハケ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 少 少 並 外面スス付着 S４７８

９１ １ SD１５０C 仮水中 土師器
壺 １６８ （５８．５） 口１ ミガキ ハケ後ミガキ 灰白 灰白 少 並 少 並 内外面赤彩 T６６７

９１ ２ SD１５０C 仮水中 土師器
壺 １１８ （６５．０） ７３ 口１ ミガキ ミガキ 淡橙 淡橙 少 並 少 少 並 内外面赤彩 T６６８

９１ ３ SD１５０C 仮水中 土師器
壺 １０６ （４９．０） ５６ 口５ ハケ・マメツ マメツ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 並 S４７２

９１ ４ SD１５０C 仮水中 土師器
壺 ５８ （３６．０） 口２ ハケ・ナデ ナデ 明褐灰 褐灰 少 少 並 外面沈線文・斜線文 S４６９

９１ ５ SD１５０C 仮水中 土師器
装飾器台 （３９．０） マメツ ミガキ・マメツ 淡橙 淡橙 少 少 不 窓１残 Q１８

９１ ６ SD１５０C 仮水中 土師器
小壺 ９８ （５２．０） ９８ １０２ 口１ マメツ・ミガキ ミガキ 浅黄橙 浅黄橙 少 少 並 外面沈線文・斜線文 T６７１

９１ ７ SD１５０C 仮水中 土師器
有孔鉢 ２８（３４．０） 底５ ハケ マメツ ハケ・ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 少 少 並 孔径１０㎜、外面一部黒斑 S４６６

９１ ８ SD１５０C 仮水中 土師器
ミニチュア ８７ ４２ ２８．０ 口７ ハケ ハクリ ナデ 灰 灰 多 不 Q１７

９１ ９ SD１５０D 仮水中 土師器
甕 ２０６ （５２．０） １６６ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 浅黄橙 淡橙 並 少 並 口縁部擬凹線９条 M２７０

９１ １０ SD１５０D 仮水中 土師器
甕 １６８ （７５．０） １４０ 口１

以下 マメツ マメツ 橙 橙 少 多 少 並 口縁部擬凹線３条以上 M２７５

９１ １１ SD１５０D 仮水中 土師器
甕 １４６ （７４．０） １３５ １３５ 口３ マメツ マメツ にぶい赤褐 灰赤 少 多 少 並 M２６４

９１ １２ SD１５０D 仮水中 土師器
甕 １４０ （４８．０） １２０ 口３ マメツ マメツ 赤橙 浅黄橙 少 少 少 並 M２７２

９１ １３ SD１５０D 仮水中 土師器
壺 １５８ （４２．０） 口１ ミガキ ミガキ 淡橙 淡橙 並 少 並 並 内外面赤彩 T６６９

９１ １４ SD１５０D 仮水中 土師器
壺 ２１４ （５９．０） 口１

以下 ナデ・ハケ・マメツ マメツ 橙 淡橙 少 並 少 並 M２５９

９１ １５ SD１５０D 仮水中 土師器
高杯カ ２３６ （７５．０） １６０ １５０ 口１

以下 ミガキ・マメツ ミガキ・マメツ 灰褐 灰白 少 並 少 並 内外面ハクリ Q２７

９１ １６ SD１５０D 仮水中 土師器
脚部 ９４（４３．０） ３２ 底２ ミガキ・マメツ ナデ・マメツ 灰白 にぶい黄橙 少 少 並 並 並 外面赤彩 T６６２

９１ １７ SD１５０D 仮水中 土師器
装飾器台

返
１６０（５５．０） 返２ マメツ マメツ 橙 橙 少 少 並 不 窓２残 Q２４

９１ １８ SD１５０D 仮水中 土師器
器台 （９９．０） ３５ 頸１２ ナデ・ハケ ハケ・ナデ・

ハケ後ナデ 灰白 浅黄橙 少 並 少 並 並 透かし穴３個中３残（径１３㎜） T６６５

９１ １９ SD１５０D 仮水中 土師器
鉢カ １６８ （６６．０） 口３ ミガキ・マメツ ミガキ・マメツ 灰白 浅黄橙 並 少 並 並 内外面赤彩 T６６０

９１ ２０ SD１５０D 仮水中 土師器
鉢 １３８ （６２．０） １０２ １０１ 口３ ミガキ ミガキ 灰黄褐 にぶい黄橙 少 少 少 並 外面黒斑 M２６９

９１ ２１ SD１５０D 仮水中 土師器
脚部 ９６（３５．０） 底１１ ハケ・ミガキ・ハクリ マメツ にぶい橙 にぶい橙 少 並 少 並 並 S４６３

９１ ２２ SD１５０D 仮水中 土師器
脚部 ９２（２９．０） 底４ ミガキ・マメツ マメツ にぶい橙 にぶい橙 少 並 少 並 S４６５

９１ ２３ SD１５０D 仮水中 土師器
脚部 ５８（２２．０） ３３ 底６ ミガキ ミガキ にぶい橙 にぶい橙 並 少 並 内面黒斑 S４６４

９１ ２４ SD１５０D 仮水中 土師器
ミニチュア ４５ ９ ６６．０ ６９ 口１ ハケ・マメツ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 並 多 少 不 外面黒斑 Q２８

９１ ２５ SD１５０D 仮水中 土製品
土玉 ３６ ３４ 褐灰 褐灰 少 少 少 並 孔径６㎜、２６．６３g Q１６

９１ ２６ SD１５０E 仮水中 土師器
甕 １７０ （６２．０） １４０ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・ケズリ 淡赤橙 灰白 並 少 並 口縁部擬凹線１０条

外面黒斑 M２６５

９１ ２７ SD１５０E 仮水中 土師器
高杯 １３８（８６．０） ３６ 底５ マメツ マメツ 淡橙 にぶい橙 並 多 並 透かし穴３個中２残（径１３㎜）

底部歪み T６６４

９１ ２８ SD１５０E 仮水中 土師器
高杯 １３３（１０７．０） ３５ 頸１２ ミガキ・マメツ・ハケ マメツ・ハケ 浅黄橙 橙 少 並 多 並 透かし穴４残（径１０㎜） Q２６

９１ ２９ SD１５０E 仮水中 土師器
装飾器台

返
１４３（２３．０） 返１ マメツ マメツ 橙 橙 不 窓１残 Q２５

９１ ３０ SD１５０E 仮水中 土師器
脚部 （２３．０） 底１

以下 マメツ マメツ 浅黄橙 浅黄橙 少 少 並 内外面赤彩、外面沈線・斜線
文・分離山形文 T６７２

９１ ３１ SD１５０表層 仮水中O１７
土師器
甕 １７８ （５１．０） １４７ 口２ ナデ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 並 並 少 並 口縁部擬凹線２～５条

外面一部スス付着 F５７２

９１ ３２ SD１５０表層 仮水中O１７
土師器
壺 １７２ （３６．０） ９８ 口６ ハケ後ナデ ナデ・マメツ にぶい黄橙 にぶい橙 並 並 並 並 T６０９

９１ ３３ SD１５０表層 仮水中P１７
土師器
壺 １９４ （６４．０） １２６ 口２ マメツ マメツ・ハケ 浅黄橙 浅黄橙 並 並 少 少 並 F５７３

９１ ３４ SD１５０表層 仮水中O・R１７
土師器
鉢 １５２ （４７．０） １０７ １０１ 口２ ミガキ ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 並 並 T６０４

９１ ３５ SD１５０表層 仮水中O・R１７
土師器
鉢 （３４．０） 口１

以下 ミガキ ミガキ 浅黄橙 にぶい褐 少 少 並 外面赤彩・直線文・分離山形
文 T６０５

９１ ３６ SD１５０・
SD１５１表層

仮水中
R・S１６

土師器
把手 （３９．０） マメツ マメツ にぶい橙 にぶい橙 少 並 並 孔径７㎜ F５８０

９１ ３７ SD１５０・
SD１５１表層 仮水中

土師器
装飾器台 （３５．０） ミガキ ミガキ にぶい黄橙 浅黄橙 少 少 少 並 F５７９

９１ ３８ SD１５０・
SD１５１表層

仮水中
R・S１６

土師器
蓋

ツマミ
２０ ８６ ３６．０ 口１

以下 ミガキ ナデ・ケズリ 灰白 灰白 多 少 並 F５７８

９２ １ SD１５１上層 仮水中 土師器
甕 １９４ （６６．０） １５６ 口２ ハケ ナデ・ケズリ 灰白 灰白 少 並 並 口縁部擬凹線９条 M２２８

９２ ２ SD１５１表層 仮水中S１６
土師器
甕 １９３ （５４．０） １５６ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 灰白 灰白 並 少 並 並 口縁部擬凹線７条 F５７４

９２ ３ SD１５１表層 仮水中S１６
土師器
高杯カ １２８（２７．０） 底２ ミガキ ハケ・ナデ 赤 灰白 少 少 並 外面赤彩 F５７５

９２ ４ SD１５１表層 仮水中S１６
土師器
高杯カ （１４．０） 底１

以下 ミガキ ハケ 赤橙 灰白 少 少 少 並 外面赤彩・直線文・斜線文 F５７７

９２ ５ SD１５１表層 仮水中S１６
土師器
高杯カ （３３．０） 口１

以下 ミガキ ミガキ 橙 灰白 少 並 少 並 外面赤彩、外面直線文・斜線
文 F５７６

９２ ６ SD１５６ 仮水北 土師器
装飾器台 （３９．０） ミガキ ミガキ 橙 橙 少 並 少 多 不 窓２残 Q１１

９２ ７ SD１７０ 仮水北 土師器
無台椀 ５６（２５．０） 底７ ナデ ミガキ・ナデ 回転糸切痕 灰白 灰白 少 少 不 Q８

９２ ８ SD１７０ 仮水北 土師器
有台皿 １３９ ６７ ３４．０ 口２ ナデ マメツ ナデ 橙 にぶい橙 並 並 多 並 貼り付け高台 Q６

９２ ９ SD１７０ 仮水北 土師器
有台皿 （２８．０） ナデ ナデ 浅黄橙 にぶい黄橙 少 少 少 少 並 Q７

９２ １０ SD１７４キ
SD１５０ 仮水中 土製品

土玉 ３１ ３３ ３０．０ 灰黄 灰黄 少 外面黒斑 N５６

９２ １１ SD１８０ 仮水中 縄文
鉢 （４７．０） 口１

以下 褐灰 褐灰 少 少 並 M２２０

９２ １２ SD１８０ 仮水中 縄文
鉢 （３３．０） 口１

以下 条痕 褐灰 黒褐 少 並 並 内外面スス付着 M２２１

９２ １３ SD１８０ 仮水中 縄文
鉢底部 ８６（４４．０） 底５ 条痕 ナデ 網代痕 にぶい橙 灰白 少 多 並 並 M２１７

第８表 ０８土器・陶磁器・土製品観察表（７） （単位：㎜）
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図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

９２ １４ SD１８０ 仮水中 縄文
鉢底部 １１２（２９．０） 底３ 条痕 ナデ 網代痕 橙 褐灰 少 並 M２１８

９２ １５ SD１８０ 仮水中 縄文
鉢底部 ７８（２４．０） 底４ マメツ 網代痕 灰白 褐灰 少 多 少 並 M２１９

９２ １６ SD１８８ 仮水南
AD１２

土師器
甕 ３１６ （８８．０） ２８８ 口３ ナデ・ハケ・マメツ ナデ・ケズリ・マメツ 橙 橙 多 少 並 並 口縁部擬凹線１１条

外面黒斑 N５７

９２ １７ SD１８８ 仮水南
AD１２

土師器
甕 １８６ （６４．０） １５８ 口５ ナデ ナデ・ケズリ 暗灰 にぶい黄橙 並 並 少 並 口縁部擬凹線７条

内外面スス付着 N５８

９２ １８ SD１８８ 仮水南
AB１３

土師器
底部 ４８（２７．０） 底９ ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙 灰白 少 並 少 並 外面・底部黒斑 N６０

９２ １９ SD１８８ 仮水南
AD１２

土師器
蓋

ツマミ
３３ １０２ ４７．０ 底１２ ミガキ・マメツ ナデ 橙 浅黄橙 並 少 多 並 N６３

９２ ２０ SD１８８ 仮水南
AB１３

弥生土器
台付椀 ７０（２２．０） 底３ ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙 灰白 並 少 並 N６１

９２ ２１ 溝上包含層 西側北 弥生土器
甕 １８２ （１５０．０） １６４ ２２６ 口１２ ハケ ハケ 淡橙 淡橙 並 多 少 少 並 T１９１‐bと同一か T１９１‐a

９２ ２２ 溝上包含層 西側北 弥生土器
甕 ７２（７６．０） 底１２ ハケ ハケ 淡橙 淡橙 並 多 少 少 並 T１９１‐aと同一か T１９１‐b

９２ ２３ 溝上包含層 西側北 弥生土器
底部 ９０（８１．０） 底５ マメツ マメツ マメツ 淡桃褐 淡褐 多 多 並 並 T１９０

９２ ２４ 包含層 西側北 弥生土器
底部 ５０（５５．０） 底１ ハケ ナデ 淡褐 淡褐 並 多 少 並 T１８９

９２ ２５ 遺構外 仮水北 須恵器
蓋 １１６ （３６．０） 口１ ナデ ナデ 灰 灰白 少 並 T６８４

９２ ２６ 遺構外 仮水北 陶器
鉢 ２７０ （５０．０） 口２ ナデ ナデ 灰白 灰白 並 少 並 珠洲焼 T６８５

９２ ２７ 遺構外 仮水北 陶器
鉢 （３０．０） 口１

以下 ナデ ナデ 灰 灰 少 少 並 珠洲焼 T６８６

９２ ２８ 遺構外 仮水北 陶器
不明 （３９．０） 口１

以下 ナデ ナデ 灰 灰 少 少 並 珠洲焼、外面・口唇部波状文 T６８７

９２ ２９ 遺構外 仮水北 陶器
平碗 （２３．０） 口１

以下 ナデ ナデ 灰白 浅黄 並 古瀬戸、内外面灰釉 T６８３

９２ ３０ 遺構外 仮水北 陶器
ミニチュア ２４ （２８．０） ２４ ５４ 口４ ナデ ナデ 灰白 灰オリーブ 少 並 古瀬戸、外面灰釉 T６８２

９２ ３１ 遺構外 仮水北
K１７・１８

土製品
土錘 ４４ １６ １１．０ 浅黄橙 浅黄橙 多 少 並 １０．４１g T６８８

第９表 ０８木製品観察表 （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 種別 口（長）底（幅） 高

（厚・径）樹種 木取 備考 実測
№

９３ １ P５６８ 東仮溝 板状 （１３８）（２１３）（５０．０） 針 板目 N７９

９３ ２ P５９６ 仮水北 板状 （１５３） （６７）（２１．０） 針 辺材 T７０２

９３ ３ P５９７ 仮水北 棒状 （１７４） ３２ ３３．０ 針 辺材 ET１２１

９３ ４ P７１９ 仮水北 板状 （１３５） （７３）（２７．０） 針 辺材 T７０３

９３ ５ SK９０ 仮水北 織機カ （１９８） ２３ ３０．０ 広 辺材 穿孔１ヵ所有 ET１２０

９３ ６ SK９２ 仮水北 棒状 （２９０） ３３ ２６．０ 広 芯持 ET１１９

９３ ９ SK１０６
SK１０８ 仮水南 不明 （２８９） （６７）（１７．０） 広 辺材 ET１２３

９３ １０ SK１０７ 仮水南 板状 ３６１ ４９ １９．０ 針 辺材 N８０

９３ １１ SK１０７ 仮水南 不明 （２２７） ９１ ３７．０ 針 辺材 N８１

９３ １２ SK１０７ 仮水南 棒状 （１８８） ３５ ３７．０ 広 芯持 ET１２４

９３ １３ SK１０７ 仮水南 不明 （１９７） ４８ ２５．０ 針 辺材 ET１２２

９３ １４ SK１０７ 仮水南 棒状 （１９４） ３４ ３３．０ 広 芯持 N８３

９３ １５ SK１０７ 仮水南 杭 （２１４） ４４ ３５．０ 広 辺材 N８２

９４ １ SK１０７
SK１０８ 仮水南 不明 （３３８）（１１３）（６４．０）広カ 辺材 ET１２６

９４ ２ SK１０７
SK１０８ 仮水南 杭 （２４０） ４５ ４３．０ 広 芯持 ET１２５

９４ ３ SK１０９ 仮水南 板状 （４４３） （８６）（３６．０）広カ 不明 F６２５

９４ ４ SK１０９ 仮水南 杭 （２０７） ４８ ４３．０ 広 芯持カ F６２６

９４ ５
SD１２５‐
１２７間
畦２・３間

東仮溝 杭 ６４０ １５８ ５４．０ 広 芯持 M１１０

９４ ６ SD１３５ 東仮溝 杭 １０５０ ９０ ６６．０ 広 芯側 №３ T２６５

９４ ７ SD１３５ 東仮溝 杭 （４０３） ６８ ５７．０ 針 辺材 №１ Q１

９４ ８ SD１３５ 東仮溝 杭 （４５３） １６６ １８．０ 針 辺材 №６ T７０４

９４ ９ SD１３５ 東仮溝 杭 （３０９） ５８ ３２．０ 広 辺材 №７ ET１２９

９４ １０ SD１３５ 東仮溝 杭 （２１９） ４９ ３８．０ 広 芯持 №７ ET１３０

９４ １１ SD１３５ 東仮溝 杭 （２５０） ５３ ４１．０ 広 辺材 №７ ET１３１

９４ １２ SD１３５ 東仮溝 杭 （１０８） ４６ ３７．０ 広 芯持カ №７ F６３２

９４ １３ SD１３５ 東仮溝 杭 （１２５） （３５） ２２．０ 広 芯持カ №７ F６３１

９４ １４ SD１３５ 東仮溝 杭 （１１１） ３４ ３０．０ 広 芯持 №７ F６３３

９４ １５ SD１３５ 東仮溝 杭 （１３０） ３９ ３６．０ 広 芯持 №７ F６３０

９５ １ SD１３５ 東仮溝 杭 （１８５） ６３ ３９．０ 広 芯持カ №７ F６２７

９５ ２ SD１３５ 東仮溝 杭 （２２６） ７０ （２２．０） 広 芯持カ №７ F６２８

９５ ３ SD１３５ 東仮溝 杭 （１８５） ６６ （１７．０） 広 芯持カ №７ F６２９

９５ ４ SD１３５ 東仮溝 杭 （１６１） ４５ ４３．０ 広 芯持 №７ ET１２８

９５ ５ SD１３５ 東仮溝 杭 （６７） ２２ １３．０ 広 辺材 №７ F６３５

９５ ６ SD１３５ 東仮溝 杭 （１０１） ２３ ２１．０ 広 №７ F６３４

９５ ７ SD１３５ 東仮溝 杭 （３７３） ３８ ３９．０ 広 芯持 №７ ET１２７

９５ ８ SD１３５ 東仮溝 杭 （５５５） ８９ ３１．０ 広 辺材 №７ F２１１

９５ ９ SD１３５ 東仮溝 杭 ４３３ ８６ ４０．０ 広 辺材 №７ T２６９

９５ １０ SD１３５ 東仮溝 杭 ４６０ ６７ ４８．０ 広 芯去 №７ M１１６

９５ １１ SD１３５ 東仮溝 杭 ３５８ ７８ ２６．０ 広 辺材 №７ ET４８

第１０表 ０８井戸枠材計測表 （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 種別 長 幅 厚 樹種 木取 備考 実測

№

９３ ７ SK９２ 仮水北 横板 １００５ １４４ ３４ 針 柾目 上段 M１０９

９３ ８ SK９２ 仮水北 横板 １３９０ １３６ ２２０ 針 辺材 下段 S２０６

図版
№ № 遺構 地区 種別 口（長）底（幅） 高

（厚・径）樹種 木取 備考 実測
№

９５ １２ SD１３５ 東仮溝 杭 ３７５ ５６ ４７．０ 広 辺材 №７ M１１７

９５ １３ SD１３５ 東仮溝 杭 （１２８） ３６ ３４．０ 広 芯持 №７ M１１８

９５ １４ SD１３５ 東仮溝 杭 （８３） ３８ ３８．０ 広 芯持 №７ T２７２

９５ １５ SD１３５ 東仮溝 杭 （１５６） ６４ ２８．０ 広 №７ T２７０

９５ １６ SD１３５ 東仮溝 杭 （１５０） ４５ ４３．０ 広 芯持 №７ T２７１

９５ １７ SD１３５ 東仮溝 杭 （３６０） ９２ ２７．０ 針 辺材 №８ N８４

９５ １８ SD１３５ 東仮溝 杭 （１９３） ５２ ２７．０ 広 辺材 №８・９周辺 N８５

９５ １９ SD１３５ 東仮溝 杭 （１８５） ６１ ２９．０ 広 芯持 №８・９周辺 N８６

９５ ２０ SD１３５ 東仮溝 杭 （１４０） ４０ ３４．０ 広 辺材 №８・９周辺 N８７

９５ ２１ SD１３５ 東仮溝 杭 （１３９） ３７ ３４．０ 広 辺材 №８・９周辺 N８８

９５ ２２ SD１３７西 東仮溝 杭 （２８２） ４６ ４５．０ 広 芯持 N７８

９５ ２３ SD１４０ 仮水北 杭 （５８３） ５２ ５３．０ 広 辺材 T７０１

第８表 ０８土器・陶磁器・土製品観察表（８） （単位：㎜）
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第１１表 ０８石製品観察表 （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 器種 口（長）底（幅） 高

（厚・径）
重量
（g） 色調 備考 実測

№

９６ １ SK１０６ 仮水南 磨製石斧 ３９ ２８ ９．０ １５．６３ 灰 F５３７

９６ ２ SK１０９ 仮水南 磨製石斧 （５９） ４８ ２９．０ １１０．００ 灰白 E３００

９６ ３ SD１５０D 仮水中 磨製石斧 ６５ ４５ １７．０ ８４．００オリーブ灰 T６７３

９６ ４ P６３０ 仮水北 石棒カ （８１） （３４）（１７．０） ５８．４３ 灰 F５８６

９６ ５ SK１０５
SK１０６ 仮水南 石鏃 ２１ １１ ４．０ ０．８７ 灰白 SK１０６から石材

も出土している F５３２

９６ ６ SK１０６ 仮水南 石鏃 ２４ １８ ３．０ １．３４ 灰 SK１０６から石材
も出土している F５３８

９６ ７ SK１０９ 仮水南 石鏃 ２９ ２２ ３．０ ２．４５ 暗灰 E３０１

９６ ８ SD１４０A 仮水北 石核 ３４ ２７ ２０．０ ２０．５７ 緑灰 F６０２

９６ ９ SK８９ 仮水北 剥片 ４７ ７３ １４．０ ３５．００ 灰 M２１４

９６ １０ SK８９ 仮水北 剥片 ３６ ２０ １６．０ １１．９０ 緑灰 M２１２

９６ １１ SK１０８ 仮水南 剥片 ５０ ３０ １０．０ １７．５５ 黒褐 SK１０９と接合 E３０３

９６ １２ SD１４０B 仮水北 剥片カ ２３ １４ １０．０ ３．３１ 緑灰 T６４１

９６ １３ SD１４０C 仮水北 剥片 ３６ ２８ １８．０ ９．４３ 灰 F５６２

９６ １４ SD１５０B
仮水中
P１７
表層

剥片 ３４ ２４ １２．０ １１．１１明緑灰 T６１０

９６ １５ SD１５０B 仮水中 剥片 ４８ ２６ ５．０ ９．２２明緑灰 T６７６

９６ １６ SD１５０C 仮水中 軽石 ５４ ４３ ２８．０ １９．７８ 灰白 T６７５

９６ １７ SD１７ 東仮溝 砥石 （５３） ４８ １４．０ ４８．１０ 灰白 N８

９６ １８ SD１４０A 仮水北 砥石 ６２ ３１ ２３．０ ６９．１５灰黄褐 F６０１

９６ １９ SD１４２ 仮水北
H・I１７ 砥石 （５０） ３７ ３１．０ ８７．２４ 灰白 N５２

９６ ２０ SD１５０A 仮水中 砥石 （３１） ３１（１３．０） ２１．５３ 黄灰 T６７７

９６ ２１ 包含層 仮水北
I・H１８ 砥石 ４４ （３０） １．７ ３７．２７ 灰黄 F６００

９７ １ SD４０ 仮水南
Y１４ 砥石 （９９） ７８ ２７．０ ４４０．００ 灰黄 N１２

９７ ２ SD１４０C 仮水北 砥石 （１６５） ７６ ６０．０ ８７０．００にぶい黄橙 N６９

９７ ３ SD１５０B 仮水中 砥石 （９２） ３２ ３２．０ １３１．００にぶい黄橙 T６７４

９７ ４ SD１５０・
SD１５１表層 仮水中 磨製石斧 （１００） ６３ １８．０ １４５．００ 灰白 F５８１

９７ ５ SD１４０B 仮水北 打製石斧 （６０） ７６ ３２．０ ２１０．００ 灰白 F５９８

９７ ６ SD１４０D 仮水北 打製石斧 （７８） ６５ ２７．０ １８５．００ 灰黄 N６６

９７ ７ SD１４０畦２ 仮水北 打製石斧 １６１ ９６ ２１．０ ３７０．００ 灰白 F５４６

９７ ８ SD１５０D 仮水中 石錘 （１１６） ８０ ５７．０ ６５０．００ 灰白 T６８０

９７ ９ SD１４３ 仮水北
H１８ 敲石 （８８） ６０ ４８．０ ２９５．００ 白 F５７１

９７ １０ SD１４０B 仮水北 敲石 １２０ ８８ ４６．０ ７１５．００ 灰白 F５９７

９７ １１ SK１０５
SK１０６ 仮水南 凹石 （１２５） ５８ ３１．０ １９０．００ 灰白 F５３９

９７ １２ SK１０６
SK１０８ 仮水南 凹石 （４５） ７９ ３６．０ １４５．００ 灰白 側面にも凹有 F５１５

９７ １３ SD１４０D 仮水北 凹石カ ５２ ９３ ２２．０ １６０．００ 灰白 凹み部分外縁
に工具痕か N６５

９８ １ SK１０９ 仮水南 凹石 （７７） ７２ ３２．０ ２０４．００ 灰白 E２９９

９８ ２ SD１３５① 東仮溝 凹石 （７４） ６９ ２９．０ １７４．００ 灰白 T６１７

９８ ３ SD１４０C 仮水北 凹石 １３５ １０５ ４０．０ ８７５．００ 灰白 N６７

９８ ４ SD１８９ 仮水南
AD１２ 凹石 １０５ ７８ ４３．０ ５３５．００ 灰白 N６４

９８ ５ SD１４０C 仮水北 すり石カ （１４９） １２８ ３８．０ ９００．００ 灰白 N６８

９８ ６ SD１４０C 仮水北 すり石 ２０５ ８９ ４４．０ １３４５．００ 灰白 N７０

９８ ７ SD１５０E 仮水中 すり石 １６６ １４９ ４１．０ １６４０．００ 灰白 T６７９

９８ ８ SD１５０D 仮水中 すり石カ （１９８） １０３ ６２．０ １５７５．００ 灰白 T６８１

９８ ９ SK１０６
SK１０８ 仮水南 不明 （８１） ９４ ３９．０ ３１０．００ 灰白 F５１６
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第９９図 P７６４（１～３）、P７８６（４）、P８７４（５）、P９１６（６）、P９２６（７）、P９２７（８）、SE０８（９）、
SE０８上層（１０・１１）、SE０９下層（１２・１３）、SE０９（１４～１９）、SK１１６畦（２０）、SK１１６（２１）、

SK１２０（２２・２３）、SK１２７（２４）、SK１２８（２５・２６）、SK１３２（２７）出土遺物（S＝１／４）

１５５― ―



2
3

4

5

6

7 8 9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

26

27

25

2423

1

28

29

30
31

32

０ １０cm

第１００図 SD１４２（１）、SD１６３下層（２）、SD１９０下層（３～６）、SD１９０膨らみ下層（７）、
SD１９０膨らみ上層（８～１０）、SD１９０（１１～３２）（S＝１／４）
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第１０１図 SD１９０（１～１７）、SD１９０・SD１９２間（１８～２７）、SD１９０・SD１９２合流（２８）、
SD１９１（２９～３１）、SD１９２（３２～３７）、SD１９２テラス（３８・３９）、SD１９２西端（４０・４１）、

SD１９２（B）（４２）、SD１９２（C）（４３・４４）出土遺物（S＝１／４）
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第１０２図 SD１９２（D）（１～３）、SD１９２（E）（４～８）、SD１９２（F）（９・１０）、SD１９２（G）（１１～１４）、
SD１９２（I）（１５～１８）、SD１９２（J）（１９）、SD１９２（K）（２０・２１）、SD１９２（L）（２２・２３）、SD１９２（M）（２４・２５）、

SD１９０・SD１９２間砂層（２６～３１）、SD１９２上層（３２～３６）、SD１９２上面（３７）出土遺物（S＝１／４）
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第１０３図 SD１９５最深底（１・２）、SD１９５最下層（３～２１）、SD１９５下層・最下層間（２２～２９）、
SD１９５下層（３０～３９）出土遺物（S＝１／４）
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第１０４図 SD１９５下層（１～１８）、SD１９５中層（１９）、SD１９５上層・中層（２０～２４）、
SD１９５上層（２５～３７）、SD１９５（３８～４１）出土遺物（S＝１／４）
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第１０５図 SD１９５―１層（１～５）、SD１９５グループＡ（６・７）、SD１９５グループＣ（８）、SD１９５グループＤ（９）、
SD１９５西端（１０～１３）、SD１９４（１４～２１）、SD１９９（暗渠）（２２）、SD２０６（２３）、SD２１０（２４・２５）、SD２１２（２６）、
SD２１３東端（２７）、SD２１３（２９）、SD２１３上面（２８・３０）、SD２１７（３１）、SD２２２（３２）出土遺物（S＝１／４）
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第１０６図 SD２１４（１～３）、SD２１４東端（４～９）、SD２１４西端（１０～１４）、
SD２１５西岸（１５）、SD２１５（１６～２１）、包含層（２２～４３）出土遺物（S＝１／４）
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第１０７図 P７６５（１）、P８８２（２）、P９００（３）、P９０４（４）、P９３０（５）、SK１２２（６）、
SD１９５最深部（７・８）出土遺物（S＝１／６、○数字は S＝１／３）
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第１０８図 ０９年度（１～２２）、１０年度（２３～２６）出土石製品（S＝１／２、○数字は S＝１／１）
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第１０９図 ０９年度（１～１７）、１０年度（１８～２０）出土石製品（S＝１／３）

１６５― ―



第１２表 ０９土器・陶磁器・土製品観察表（１） （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

９９ １ P７６４ 土師器
甕 １７２ （３２．０） 口１ マメツ ナデ 灰白 にぶい橙 並 少 並 並 口縁部擬凹線９条、外面黒斑 M２８１

９９ ２ P７６４ T１２ 土師器
鍋カ （１９．０） 口１

以下 マメツ マメツ 灰白 灰白 多 並 M２８２

９９ ３ P７６４ T１２ 須恵器
横瓶 （３００．０） タタキ 灰 灰 少 少 並 接合する２片＋小片４ M２８３

９９ ４ P７８６ T１２ 土師器
小甕 １１０ （２９．０） ９３ 口２ マメツ マメツ 橙 淡赤橙 並 少 並 M２８７

９９ ５ P８７４ S１２ 土師器
底部 ６０（２７．０） 底３ マメツ マメツ 黒褐 黄灰 少 多 少 並 M２８６

９９ ６ P９１６ 土師器
高杯カ （３４．０） ５８ 頸１２ マメツ マメツ 橙 にぶい赤橙 少 多 並 並 M２８０

９９ ７ P９２６ 土師器
皿 １１８ ６２ ２１．０ 口３ ナデ・マメツ ナデ・マメツ 橙 にぶい橙 並 並 M２９０

９９ ８ P９２７ 須恵器
有台杯 ９８（１９．０） 底１１ ナデ ナデ 回転糸切り後

ヘラ起こし 青灰 暗青灰 少 少 並 高松産 M２７９

９９ ９ SE０８ I７ 土師器
甕 １１６ １０ ２４１．０ １０４ ２１２ 口６ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 黄橙 黄橙 少 並 少 良 外面黒斑・スス付着

内面工具痕、末産 F６５４

９９ １０ SE０８上層 D１７ 土師器
小甕 １２６ １８ １０４．０ １１０ １２８ 口１ ミガキ・マメツ ナデ 灰白 にぶい黄橙 少 少 少 並 F６５５

９９ １１ SE０８上層 D１７ 土師器
甕 １１６ （３５．０） １０６ 口１ ナデ・マメツ ナデ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 少 少 並 F６５６

９９ １２ SE０９下層 A１７ 須恵器
無台杯 ８８（１７．０） 底４ マメツ ナデ ナデ 灰白 灰黄 少 並 外面底部墨書「諸刀自女」 E３７１

９９ １３ SE０９下層 A１７ 須恵器
有台杯 ９６（１４．０） 底１０ マメツ マメツ マメツ 浅黄橙 灰白 並 並 並 E３６６

９９ １４ SE０９ A１７ 須恵器
無台杯 １３９ １００ ３６．０ 底６ ナデ・マメツ ナデ・マメツ ヘラケズリ後ナデ 灰白 灰白 多 多 不 高松産 E３６９

９９ １５ SE０９ A１７
西端

須恵器
無台杯 １３８ ８４ ３６．０ 底４ ナデ ナデ ヘラケズリ後ナデ 灰白 灰白 並 少 並 生焼け、外面１部スス付着

高松産 E３６８

９９ １６ SE０９ A１７
西端

須恵器
有台杯 １４０ ９８ ３８．０ 底６ ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 灰白 灰白 少 並 高台内墨痕（転用硯か）

辰口産 E３６５

９９ １７ SE０９ A１７
西端

土師器
壺 ８８ （２７．０） ６６ 口２ ナデ ナデ 灰黄褐 にぶい黄橙 並 並 並 高松産 E３６７

９９ １８ SE０９ A１７
西端

須恵器
蓋

ツマミ
２２ １４０ ３２．０ 体４ ケズリ後ナデ ナデ 灰 灰白 多 並 蓋の内側墨痕、末産

外面降灰 E３６４

９９ １９ SE０９ A１７ 須恵器
広口瓶 ７２ ８０．０ ６０ 肩１１２ 底１２ ナデ ナデ・ケズリ 灰 灰 少 並 並 外面自然釉

底部粘土カス付着、高松産 E３７０

９９ ２０ SK１１６畦 A１８ 土師器
甕 ２０８ （６７．０） １８２ １９６ 口１ ナデ・ハクリ ナデ・ハケ にぶい橙 にぶい黄橙 少 並 並 少 並 外面スス付着、内面焼痕 Q１４

９９ ２１ SK１１６ A１８ 須恵器
有台杯 １３８ １０１（３８．０） 底３ ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 青灰 灰 並 並 高台畳付摩耗 Q１１

９９ ２２ SK１２０ C１８ 弥生土器
甕 １５４ （５９．０） １３６ 口３ ハケ後ナデ ハケ・ナデ にぶい橙 にぶい黄橙 少 少 少 少 並 外面スス付着 Q１８

９９ ２３ SK１２０ C１８ 弥生土器
壺 １１０ （８８．０） 口１ ミガキ 浅黄橙 にぶい黄橙 少 少 良

内面赤彩・スス付着
口縁部擬凹線２４条
SD２１３C１７・１８上面と接合

Q１９

９９ ２４ SK１２７ 土師器
器台 １３１（８６．０） ４９ 底７ ミガキ・マメツ ハケ・マメツ 橙 橙 多 並 少 並 不 Q１７

９９ ２５ SK１２８ 土師器
小壺 １０５ （８８．０） ８８ １１８ 口２ ミガキ・ハケ後ミガキ ミガキ・ハケ 浅黄橙 浅黄橙 並 少 少 並 内外面赤彩 Q１６

９９ ２６ SK１２８ 土師器
蓋

ツマミ
３４ （３７．０） ２２ 頸１２ ミガキ ミガキ ナデ 灰褐 黄灰 少 並 少 並 Q１５

９９ ２７ SK１３２ 土師器
壺 （５６．０） 頸２ ミガキ ミガキ・ナデ 赤 赤 少 並 少 並 Q２０

１００ １ SD１４２ F１８ 土師器
甕 １９４ （５４．０） １６１ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 明赤褐 橙 少 少 並 口縁部擬凹線９条 M３０４

１００ ２ SD１６３下層 S１２ 土師器
甕 １７４ （５０．０） １３４ 口１

以下 ナデ ナデ・ケズリ 灰白 灰白 多 多 並 口縁部擬凹線６条
外面スス付着 E４２６

１００ ３ SD１９０
下層D８ T１１ 土師器

甕 １６４ （１１４．０） １４２ １８４ 口４ ナデ・ハケ・ハクリ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 浅黄橙 少 多 少 並 口縁部擬凹線１０条
外面スス付着 M２９６

１００ ４ SD１９０
下層D８ T１１ 土師器

底部 ４（２５．０） 底１２ マメツ マメツ 橙 淡橙 少 並 並 M２９７と同一か M２９８

１００ ５ SD１９０
下層D８ T１１ 土師器

小甕 ９８ （６６．０） ８６ １００ 口３ マメツ・ハクリ ケズリ・マメツ 橙 淡橙 少 並 並 M２９８と同一か M２９７

１００ ６ SD１９０
下層D８ T１１ 土師器

壺 １００ （５１．０） １０４ 口４ ナデ・ミガキ・マメツ ナデ・マメツ 灰白 灰白 少 並 並 少 並 外面キザミ M２９５

１００ ７
SD１９０
膨らみ下層
畦⑥⑦間

T１１ 土師器
底部 ２６（３８．０） 底１２ ハケ ケズリ 板目跡 にぶい赤褐 赤灰 少 少 並 内外面スス付着 M３０２

１００ ８ SD１９０
膨らみ上層 T１１ 土師器

甕 １５０ （３８．０） １３３ 口２ マメツ ハケ・マメツ 褐 にぶい褐 少 少 少 並 M２９９

１００ ９ SD１９０
膨らみ上層 T１１ 土師器

甕 １５２ （３５．０） １３４ 口１ ナデ・ハケ ハケ後ナデ・ハケ 浅黄橙 浅黄橙 並 多 並 T７２２

１００ １０ SD１９０
膨らみ上層 T１１ 土師器

壺 １３６ （５９．０） 口２ ミガキ 灰白 灰白 少 並 少 並
内外面赤彩、外面直線文・斜
線文・分離山形文
SD１９５最下層 T１１・１２と接合

M３００

１００ １１ SD１９０ S１２D８ 土師器
甕 ２４０ （１６８．０） １９４ ２９３ 口９ ハケ ナデ・ハケ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 並 並 口縁部擬凹線１２条

外面スス付着 T７１４

１００ １２ SD１９０ T・U１２ 土師器
甕 １７４ （５３．０） １２５ 口１ マメツ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 褐灰 多 多 多 並 口縁部擬凹線８条 E３７４

１００ １３ SD１９０ R～
T１３・１２

土師器
甕 １４８ （４８．０） １１２ 口２ ナデ ナデ・ケズリ にぶい橙 浅黄橙 並 並 並 口縁部擬凹線８条 T７４１

１００ １４ SD１９０ S１２ 土師器
甕 １４２ （７７．０） １１３ 口１

以下 ナデ・ハケ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 多 並 並 口縁部擬凹線４条 T７３８

１００ １５ SD１９０ T１１D５ 土師器
甕 １７０ （５３．０） １４８ 口２ ナデ・マメツ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 並 口縁部擬凹線６条 T７１５

１００ １６ SD１９０ S１２ 土師器
甕 １５２ （６１．０） １２２ 口１

以下 ナデ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 並 少 並 口縁部擬凹線６条 T７３４

１００ １７ SD１９０ R１３
S１２・１５

土師器
甕 ２１８ （９２．０） １８６ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 少 並 口縁部擬凹線１２条

外面スス付着 TM３

１００ １８ SD１９０ T・S１２ 土師器
甕 １６６ （８７．０） １４７ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・ケズリ 赤灰 にぶい橙 並 少 少 並 口縁部擬凹線７条

外面スス付着 M２９４

１００ １９ SD１９０ T・S１２ 土師器
甕 １５８ （６９．０） １４３ 口４ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ にぶい赤褐 橙 並 多 並 口縁部擬凹線７条

外面スス付着 M２９３

１００ ２０ SD１９０ T・S１２ 土師器
甕 １９０ （６１．０） １９０ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 少 少 少 少 並 口縁部擬凹線８条 M２９２

１００ ２１ SD１９０ S１２ 土師器
甕 １５２ （５２．０） １２８ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・ミガキ 浅黄橙 にぶい黄橙 並 並 少 少 並 口縁部擬凹線６条 T７４３

１００ ２２ SD１９０ T・U１２ 土師器
底部 ３４（２９．０） 底１２ マメツ ハケ 浅黄橙 明黄褐 少 多 並 並 E３７２

１００ ２３ SD１９０ R～S 土師器
甕 １６０ （４９．０） １３４ 口１ ナデ・ハケ・マメツ ナデ・ハケ・

ケズリ・マメツ 褐灰 にぶい橙 並 少 並 口縁部擬凹線
外面スス付着 T７４２

１００ ２４ SD１９０ R～S 土師器
甕 １３８ （６４．０） １１２ １４０ 口２ ナデ・ハケ・マメツ ナデ・ケズリ・マメツ 橙 橙 並 少 少 並 外面黒斑 T７３９

１００ ２５ SD１９０ T１１D５ 土師器
甕 １４０ （４１．０） １１６ 口２ ナデ ナデ・ケズリ 淡黄 淡黄 少 並 並 並 並 T７１６

１００ ２６ SD１９０ S１２ 土師器
壺 （３６．０） 口１

以下 ミガキ ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 少 少 良 内外面赤彩 T７３６

１００ ２７ SD１９０ R～
T１３・１２

土師器
壺 ８８ （４０．０） ７６ 口３ マメツ ナデ・マメツ 橙 にぶい橙 少 並 並 並 T７４０

１００ ２８ SD１９０ T・S１２ 土師器
壺 ９０ （５９．０） ８４ １１６ 口１ ミガキ ナデ にぶい橙 にぶい橙 並 少 少 並 SD１９０膨らみ上層と接合

外面一部スス付着 M３０１

１００ ２９ SD１９０ T１１D４ 土師器
壺 （６０．０） ６２ １３０ 頸６ ハケ後ミガキ ミガキ・ケズリ

後ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 多 少 並 外面赤彩・キザミ T７１７

１００ ３０ SD１９０ R～S 土師器
底部 ３２（２４．０） 底１２ ミガキ ハケ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 少 並 外面一部黒斑 T７３２

１６６― ―



図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

１００ ３１ SD１９０ R～
T１３・１２

土師器
壺 ２１（３８．０） 底１２ マメツ マメツ・ハクリ にぶい橙 褐灰 少 少 少 並 底部凹み有 N１０４

１００ ３２ SD１９０ T１１ 土師器
細頸壺 １００ ４２ １６８．０ ６０ １４４ 口１１ ハケ・ミガキ ミガキ・ナデ・

ハケ後ナデ ハケ後ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 並 外面赤彩・口縁部直線文・綾
杉文・斜線文 T７１３

１０１ １ SD１９０ R１３D１ 土師器
高杯カ ２４２ （７１．０） 口８ ミガキ ミガキ 浅黄橙 浅黄橙 少 多 少 並 外面一部黒斑

内面接合するための加工痕 T７１８

１０１ ２ SD１９０ R～
T１３・１２

土師器
高杯 （３８．０） ３８ ミガキ ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 多 良 頸部の接合部に加工痕 T７３７

１０１ ３ SD１９０ S１２ 土師器
高杯 （７５．０） ３４ ミガキ ナデ にぶい橙 灰白 少 少 少 良 透かし穴３残 N１０２

１０１ ４ SD１９０ 土師器
高杯 （８５．０） ３４ マメツ・ミガキ マメツ・ナデ 灰白 にぶい橙 少 多 少 少 並 N１０１

１０１ ５ SD１９０ T・U１２ 土師器
脚部 ８０（４５．０） ３２ 底１１ ミガキ ケズリ後ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 並 並 E３７６

１０１ ６ SD１９０ R～
T１３・１２

土師器
脚部 １１０（３０．０） 底８ マメツ・ミガキ マメツ にぶい黄橙 にぶい橙 少 少 並 並 N１０５

１０１ ７ SD１９０ R１２・１３ 土師器
高杯 ９６（５３．０） ２８ 底３ マメツ マメツ マメツ 褐灰 褐灰 並 少 並 並 N１００

１０１ ８ SD１９０ T・U１２ 土師器
脚部 １０２（４０．０） 底４ ミガキ ケズリ後ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 並 並 並 透かし穴３残 E３７７

１０１ ９ SD１９０ R～S 土師器
器台 １３２（７７．０） ４３ 底２ マメツ ハクリ・マメツ にぶい橙 浅黄橙 少 多 並 並 並 外面黒斑、透かし孔３残 N１０３

１０１ １０ SD１９０ T１２ 土師器
蓋

ツマミ
３０ （４４．０） ２６ ツマミ

１０ ミガキ ミガキ 浅黄橙 浅黄橙 少 少 少 少 並 T７３５

１０１ １１ SD１９０ T・S１２ 土師器
蓋

ツマミ
３０ ８２ ４１．０ 底２ ミガキ・マメツ ミガキ・マメツ 橙 橙 少 少 少 並 M２８９

１０１ １２ SD１９０ T・S１２ 土師器
鉢 １３４ （５２．０） １２２ １２６ 口２ ナデ・マメツ・ハケ ナデ・ケズリ 灰黄褐 にぶい黄橙 少 少 少 並 外面黒斑 M２９１

１０１ １３ SD１９０ R１３
S１２・１５

土師器
鉢 １２０ ４２ ７０．０ 口７ ハケ後ナデ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 少 並 SD１９０R～T１３・１２と接合

外面黒斑 N９９

１０１ １４ SD１９０ T・S１２ 土師器
鉢 ７４ ４６ ５２．０ 口６ ハケ ナデ ハケ 橙 にぶい赤褐 少 少 並 SD２１０T１１と接合、外面黒斑 M２８８

１０１ １５ SD１９０ R～
T１３・１２

土師器
有孔鉢 １６（２６．０） 底１０ ハケ・マメツ ナデ・マメ 橙 橙 多 並 並 孔径８㎜ T７３３

１０１ １６ SD１９０ T・U１２ 土師器
小壺 ９４ （６８．０） ８６ １０５ 口２ ミガキ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 多 並 並 E３７５

１０１ １７ SD１９０ T・U１２ 須恵器
無台杯 １３２ ８８ ３０．０ 底２ ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 黄灰 灰白 少 並 末産か E３７３

１０１ １８ SD１９０・
１９２間 T１２ 土師器

甕 １５８ （４０．０） １２５ 口１ ナデ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 並 並 少 並 口縁部擬凹線１０条・工具痕 T７２７

１０１ １９ SD１９０・
１９２間 T１２ 土師器

甕 １２０ （７１．０） １００ １３１ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 浅黄橙 にぶい橙 少 多 少 並 並 外面スス付着 T７２３

１０１ ２０ SD１９０・
１９２間 T１２ 土師器

甕 １９０ （７４．０） １７０ 口３ マメツ マメツ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 多 多 少 並 並 被熱、口縁内部自然釉・降灰
加賀焼か T７２６

１０１ ２１ SD１９０・
１９２間 T１２ 土師器

壺 １５２ （２６．０） 口２ ナデ ナデ 灰白 浅黄橙 並 並 少 少 並 内外面斜線文
畦⑥ T７２９

１０１ ２２ SD１９０・
１９２間 T１２ 土師器

鉢カ １１６ （５５．０） 口２ ナデ ミガキ 浅黄 浅黄橙 並 少 少 並 T７２１

１０１ ２３ SD１９０・
１９２間 T１２ 土師器

壺 （４０．０） 口１ ナデ・ハケ ハケ後ナデ 浅黄橙 にぶい黄橙 少 少 少 並 内外面斜線文
SD１９５上層含む T７２０

１０１ ２４ SD１９０・
１９２間 T１２ 土師器

装飾器台
返
１２８（２０．０） 返２ ミガキ・マメツ ナデ にぶい橙 にぶい橙 並 少 少 並 外面黒斑 T７１９

１０１ ２５ SD１９０・
１９２間 T１２ 土師器

器台 （７７．０） ３８ 頸１２ ハケ ナデ・ハケ 浅黄橙 浅黄橙 少 多 多 並 並 畦⑥より南
透かし穴３残、孔径１２㎜ T７３０

１０１ ２６ SD１９０・
１９２間 T１２ 土師器

蓋
ツマミ
３２ （３０．０） ツマミ

１２ マメツ ナデ にぶい褐 黄灰 並 多 少 少 並 T７２５

１０１ ２７ SD１９０・
１９２間 T１２ 土製品

土錘 ３８ ３７ 灰白 灰白 少 少 並 外面黒斑
孔径９㎜、重さ３８．４５g T７２４

１０１ ２８ SD１９０・
１９２合流 T１２ 土師器

ミニチュア ３６ ２０ ４０．０ ５８ 口５ ミガキ ナデ・ミガキ ミガキ 浅黄橙 橙 少 並 並 外面赤彩 T７２８

１０１ ２９ SD１９１ 須恵器
瓶 （３７．０） ３２ 頸６ ナデ ナデ 灰 灰白 少 並 M３１５

１０１ ３０ SD１９１ S１２ 須恵器
双耳瓶 （５７．０） 灰 灰 少 並 M３１４

１０１ ３１ SD１９１ S１２ 陶器
甕 （６７．０） にぶい橙 にぶい橙 少 少 並 並 加賀焼 M３１３

１０１ ３２ SD１９２ S１２ 土師器
甕 １８６ （４７．０） １４８ 口１ ナデ ナデ後ハケ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 多 並 並 口縁部擬凹線８～１０条

外面スス付着 E３７８

１０１ ３３ SD１９２ S１２ 土師器
甕 １５６ （４７．０） １２６ 口２ ナデ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 多 多 並 口縁部擬凹線４条 E３８０

１０１ ３４ SD１９２ S１２ 土師器
甕 １６２ （３９．０） １３６ 口１ マメツ・ハクリ マメツ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 多 少 多 並 E３７９

１０１ ３５ SD１９２ S１２ 土師器
甕 １２８ （４１．０） １０８ 口１

以下 ナデ・ハケ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 並 並 並 外面スス付着 E３８１

１０１ ３６ SD１９２ S１２ 土師器
壺 １７２ （２６．０） 口１ ナデ・ハケ ナデ 灰白 にぶい黄橙 少 少 並 内外面キザミ E３８６

１０１ ３７ SD１９２ S１２ 土師器
壺 （３８．０） 灰白 にぶい黄橙 並 並 並 外面赤彩 E３８２

１０１ ３８ SD１９２テラス S１２ 土師器
底部 ６６（３０．０） 底１２ ハケ・ケズリ ハケ 灰白 黒 少 少 並 内面黒斑 E３８５

１０１ ３９ SD１９２テラス S１２ 土師器
底部 ２６（１５．０） 底１２ ミガキ ハケ ミガキ 灰白 褐灰 少 少 並 内面黒斑 E３８４

１０１ ４０ SD１９２
西端 S１２ 土師器

甕 １５６ （４９．０） １３２ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 多 少 並 E３８７

１０１ ４１ SD１９２
西端 S１２ 土師器

壺 １７８ （２２．０） 口１ マメツ マメツ にぶい橙 にぶい褐 少 少 少 並 口縁部外面棒状浮文２残 E３８８

１０１ ４２ SD１９２(B) S１２ 土師器
底部 １７（３４．０） 底１２ ハケ ケズリ 橙 褐灰 並 多 少 並 内面黒色付着物 F６６４

１０１ ４３ SD１９２(C) S１２ 土師器
甕 １３７ （３４．０） １１２ 口２ マメツ マメツ・ハケ・ケズリ 灰褐 黒褐 並 少 並 F６６６

１０１ ４４ SD１９２(C) S１２ 土師器
壺 （７９．０） １５０ ナデ・マメツ ナデ・ケズリ にぶい橙 浅黄橙 少 多 少 並 並 外面キザミ F６６５

１０２ １ SD１９２(D) S１２ 土師器
甕 １６８ （５６．０） １３０ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ にぶい橙 橙 少 並 少 並 口縁部擬凹線６～７条

外面スス付着 F６６７

１０２ ２ SD１９２(D) S１２ 土師器
小甕 １０６ （２９．０） ９０ 口２ ナデ・ケズリ ナデ・ケズリ 灰白 灰白 少 並 少 少 並 F６６９

１０２ ３ SD１９２(D) S１２ 土師器
高杯 （５９．０） ミガキ ミガキ 橙 橙 少 並 少 並 内外面赤彩、外面スス付着 F６６８

１０２ ４ SD１９２(E) S１２ 土師器
甕 ２９６ （６７．０） ２６４ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 浅黄橙 にぶい橙 少 多 少 少 並 口縁部擬凹線８条 F６６２

１０２ ５ SD１９２(E) S１２ 土師器
壺 （１０３．０） ミガキ ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 並 内外面赤彩、外面直線文・斜

線文・分離山形文 F６６０

１０２ ６ SD１９２(E) S１２ 土師器
高杯 （５８．０） ミガキ ケズリ にぶい黄橙 灰白 少 少 並 透かし穴５残 F６５９

１０２ ７ SD１９２(E) S１２ 土師器
装飾器台 （３８．０） マメツ マメツ にぶい橙 にぶい橙 並 多 並 窓２残 F６５８

１０２ ８ SD１９２(E) S１２ 土師器
器台 ９０ （２３．０） 口４ マメツ マメツ 橙 にぶい橙 並 並 並 並 F６６１

１０２ ９ SD１９２(F) S１２ 土師器
壺 ２１６ （３４．０） 口２ マメツ・ハケ マメツ 浅黄橙 褐灰 並 多 並 少 不 内外面キザミ、口縁部外面棒状浮

文２残、内面黒斑、SD１９２(J)と同一 F６７１

１０２ １０ SD１９２(F) S１２ 土師器
壺 ２２０ （４０．０） 口１ マメツ マメツ 橙 褐灰 並 多 少 並 並 F６７０

１０２ １１ SD１９２(G) S１２ 土師器
甕 １９４ （６５．０） １５２ 口２ ハケ後ナデ・ナデ ナデ・ケズリ後ナデ 橙 橙 多 少 並 並 口縁部擬凹線・スス付着 Q３０

１０２ １２ SD１９２(G) S１２ 土師器
壺 １６８ （３９．０） 口１ ハケ後ナデ ナデ にぶい黄橙 明黄褐 少 並 並 少 並 口縁部内外面キザミ、外面口縁部

棒状浮文３残、SD１９０T・S１２と接合 Q３１

１０２ １３ SD１９２(G) S１２ 土師器
壺 （２５．０） ６８ 頸１ ミガキ ナデ にぶい橙 浅黄 並 少 少 並 外面赤彩・キザミ Q３２

１０２ １４ SD１９２(G) S１２ 土師器
脚部 （２９．０） ミガキ ハケ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 並 少 並 外面赤彩・直線文・綾杉文 Q３３

１０２ １５ SD１９２(I) T・S１２ 土師器
甕 ２００ （４７．０） １７７ 口１

以下 ナデ・ハケ ナデ・ケズリ後ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 並 少 並 口縁部擬凹線
外面スス付着 Q３６

第１２表 ０９土器・陶磁器・土製品観察表（２） （単位：㎜）

１６７― ―



図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

１０２ １６ SD１９２（I） T・S１２ 土師器
壺 １６２ （５１．０） ９２ 口６ ナデ ナデ 橙 橙 並 少 少 不 口縁部内外面キザミ

外面頸部キザミ Q３７

１０２ １７ SD１９２（I） T・S１２ 土師器
器台 ８７ （４６．０） ３１ 頸９ ミガキ・マメツ ミガキ・マメツ 橙 にぶい黄橙 少 並 少 並 透かし穴３残 Q３５

１０２ １８ SD１９２（I） T・S１２ 土師器
蓋 （１８．０） １４ 頸６ ミガキ ミガキ にぶい橙 にぶい黄橙 並 少 少 並 外面赤彩 Q３４

１０２ １９ SD１９２（J）T・S１２ 土師器
有孔鉢 ２６（５３．０） 底１２ ハケ ハケ・ケズリ 橙 明赤褐 並 並 並 不 Q２５

１０２ ２０ SD１９２（K） T１２ 土師器
壺 １８７ （６８．０） １４９ 口１ マメツ ハケ・ハクリ・マメツ 明赤褐 にぶい赤褐 多 並 並 並 口縁部擬凹線１０条 Q２８

１０２ ２１ SD１９２（K） T１２ 土師器
壺 １７７ （５１．０） ８８ 口１ ハケ後ナデ ナデ・ハケ後ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 並 並 口縁部内外面キザミ Q２７

１０２ ２２ SD１９２（L） T１２ 土師器
高杯 （８３．０） ３４ 頸１２ ミガキ・ハケ・ハクリ ハケ後ナデ・ハクリ 淡黄 明褐 少 多 不 Q２２

１０２ ２３ SD１９２（L） T１２ 土師器
蓋

ツマミ
２６ ７３ ２６．０ ２５ 底７ ミガキ・ナデ ミガキ・ハクリ にぶい黄橙 にぶい橙 少 並 並 並 並 Q２１

１０２ ２４ SD１９２（M） T１２ 土師器
高杯 （８３．０） ３４ 頸１２ ミガキ ナデ・ハケ にぶい黄橙 橙 並 少 並 並 Q２３

１０２ ２５ SD１９２（M） T１２ 土師器
脚部 １４０（４２．０） 底３ ハケ・ミガキ・マメツ ハケ・ミガキ・マメツ 浅黄橙 赤橙 並 並 並 並 透かし穴４残 Q２４

１０２ ２６ SD１９０・
１９２間砂層

土師器
甕 １３８ （３０．０） １２５ 口２ マメツ マメツ 灰褐 灰褐 多 少 少 不 F６８２

１０２ ２７ SD１９０・
１９２間砂層 T１２ 土師器

壺 １５６ （４２．０） 口２ ハケ・ナデ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 並 F６７８

１０２ ２８ SD１９０・
１９２間砂層 T１２ 土師器

壺 （４３．０） 口１
以下 ナデ ミガキ 暗赤灰 褐灰 少 並 少 並 F６８１

１０２ ２９ SD１９０・
１９２間砂層 T１２ 土師器

壺 １９７ （３１．０） 口２ ナデ マメツ 浅黄橙 黄灰 並 並 少 少 並 口縁部外面棒状浮文３残
口縁部内外面キザミ F６８４

１０２ ３０ SD１９０・
１９２間砂層 T１２ 土師器

器台 （４１．０） ミガキ ケズリ・ナデ 赤褐 灰褐 少 少 少 少 並 外面赤彩 F６８０

１０２ ３１ SD１９０・
１９２間砂層 T１２ 土師器

脚部 （４４．０） ４９ ハケ・ナデ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 多 少 並 並 F６７７

１０２ ３２ SD１９２上層 S・T１２ 土師器
壺 １８６ （４１．０） 口２ ナデ・ハケ ナデ にぶい黄橙 灰白 少 少 少 少 並 F６７３

１０２ ３３ SD１９２上層 S・T１２ 土師器
壺 （３２．０） ハケ・ミガキ ミガキ 黒褐 黒褐 少 少 並 外面ボタン状浮文１残 F６７６

１０２ ３４ SD１９２上層 S・T１２ 土師器
壺 ２０６ （５８．０） １３４ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 褐灰 にぶい橙 少 並 少 並 F６７４

１０２ ３５ SD１９２上層 S・T１２ 土師器
壺 （５３．０） ５０ マメツ マメツ 浅黄橙 浅黄橙 少 少 少 並 F６７５

１０２ ３６ SD１９２上層 S・T１２ 土師器
器台 （５８．０） ３７ ハケ・ミガキ ミガキ・ハケ にぶい橙 にぶい橙 少 多 並 並 透かし穴３残 F６７２

１０２ ３７ SD１９２上面 T１２ 土師器
高杯 （９４．０） ３２ ミガキ マメツ・ハケ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 少 並 透かし穴４残 F６８３

１０３ １ SD１９５
最深底 T１２ 縄文

深鉢 （８８．０） 口１
以下 条痕 黄灰 黄灰 多 並 並 外面スス付着 T７５３

１０３ ２ SD１９５
最深底 T１２ 縄文

浅鉢 １５４ （５２．０） 口１ 灰白 灰白 少 多 少 並 外面横引き沈線文 T７５２

１０３ ３ SD１９５
最下層 T１１・１２ 土師器甕 １７４ （６９．０） １４３ 口５ ナデ・ハケ ナデ・ハケ・ケズリ 灰黄褐 にぶい黄橙 少 少 少 少 並 外面一部スス付着

SD１９５下層 T１１・１２と接合 M３４２

１０３ ４ SD１９５
最下層 T１１・１２ 土師器甕 １５４ （３９．０） １３７ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ハケ 赤橙 にぶい橙 少 少 少 並 M３４５

１０３ ５ SD１９５
最下層 T１１ 土師器

甕 １４０ （３４．０） １２０ 口２ ナデ・ハクリ ナデ・ハケ 橙 にぶい橙 並 少 並 M３４０

１０３ ６ SD１９５
最下層 T１１・１２ 土師器甕 １３６ （８０．０） １２８ １３６ 口５ ハケ ハケ後ナデ・ケズリ 灰黄 灰白 多 少 少 並 外面スス付着 T７６１

１０３ ７ SD１９５
最下層 T１２ 土師器

壺 （２４．０） 灰白 灰白 少 並 少 少 並 外面沈線文
円形竹管文・山形文・鋸歯文 T７５６

１０３ ８ SD１９５
最下層 T１１・１２ 土師器壺 １２９ （４４．０） 口１ ナデ ミガキ 浅黄橙 にぶい橙 少 少 並 内外面赤彩、外面直線文・斜

線文・分離山形文 Q７２

１０３ ９ SD１９５
最下層 T１１・１２ 土師器壺 １１８ （７２．０） 口３ ミガキ・ハクリ ナデ・ハケ・ハクリ 赤橙 浅黄橙 少 少 並 並 外面赤彩・直線文・斜線文 M３４３

１０３ １０ SD１９５
最下層 T１１・１２ 土師器壺カ １３８ （２７．０） 口１ ミガキ 灰白 灰白 少 少 並 内外面赤彩

外面直線文・綾杉文 M３４９

１０３ １１ SD１９５
最下層 T１１ 土師器

壺 （６８．０） ６５ 頸１２ ミガキ ミガキ・ナデ にぶい橙 浅黄橙 少 少 少 並 外面赤彩 M３３７

１０３ １２ SD１９５
最下層 T１１・１２ 土師器壺カ １００ （３１．０） 口１ ミガキ・マメツ ハケ・マメツ 灰褐 灰白 少 並 並 内外面赤彩 M３４８

１０３ １３ SD１９５
最下層 T１１・１２ 土師器壺 ９０ （３１．０） 口２ マメツ ナデ 赤 橙 並 少 少 並 外面赤彩 M３４１

１０３ １４ SD１９５
最下層 T１１ 土師器

底部 ２６（２８．０） 底１２ ミガキ ミガキ 赤 赤橙 少 少 少 並 内外面赤彩 M３３８

１０３ １５ SD１９５
最下層 T１１・１２ 土師器底部 ４６（２２．０） 底７ ミガキ ミガキ 赤 橙 少 並 多 並 並 内外面赤彩 Q７１

１０３ １６ SD１９５
最下層 T１１・１２ 土師器壺 １４４ （５０．０） １０６ 口２ マメツ マメツ 淡橙 褐灰 少 並 少 並 M３４６

１０３ １７ SD１９５
最下層

土師器
高杯 １２０（７４．０） ４０ 底３ ミガキ・マメツ ハケ 明褐灰 灰褐 少 並 少 並 外面赤彩

SD１９５下層と接合 M３３９

１０３ １８ SD１９５
最下層 T１１・１２ 土師器高杯 ２３８（２４．０） 底１ ミガキ ハケ・ナデ 橙 にぶい橙 少 少 少 並 外面赤彩・直線文・斜線文・

分離山形文 M３４４

１０３ １９ SD１９５
最下層 T１１・１２ 土師器脚部 １７８（２１．０） 底１ ハケ後ミガキ ハケ 灰白 明褐灰 少 少 少 並 外面赤彩 M３４７

１０３ ２０ SD１９５
最下層 T１１ 土師器

脚部 ５８（３５．０） ４２ 底１ ミガキ ミガキ ナデ にぶい橙 にぶい橙 少 少 少 並 外面底部黒斑 T７５７

１０３ ２１ SD１９５
最下層 T１１・１２ 土師器脚部 ７８（３１．０） ３４ 底１２ ミガキ・マメツ ナデ・マメツ 灰白 灰白 少 並 少 並 並 T７６０

１０３ ２２ SD１９５下層・
最下層間 S１２・１１ 土師器

甕 １４２ （４３．０） １１７ 口２ ナデ・ハケ ナデ にぶい黄橙 浅黄橙 少 少 並 並 外面一部スス付着 E４２９

１０３ ２３ SD１９５下層・
最下層間 S１２・１１ 土師器

壺 １６８ （７０．０） １０５ 口３ マメツ マメツ・ケズリ 浅黄橙 灰白 多 並 少 並 不 口縁部擬凹線４条以上 F７４０

１０３ ２４ SD１９５下層・
最下層間 S１２・１１ 土師器

器台 ８６ （２３．０） 口３ ハクリ・マメツ ミガキ・マメツ にぶい橙 にぶい橙 並 並 並 並 E４３０

１０３ ２５ SD１９５下層・
最下層間 S１２・１１ 土師器

高杯 （５９．０） ３４ 頸１２ ミガキ ミガキ・ケズリ 灰黄褐 灰黄褐 多 並 並 並 透かし穴３残 E４２８

１０３ ２６ SD１９５下層・
最下層間 S１２・１１ 土師器

器台 （８７．０） ３４ ミガキ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 並 並 外面赤彩 F７３７

１０３ ２７ SD１９５下層・
最下層間 S１２・１１ 土師器

高杯 （３６．０） ミガキ ハケ 赤 灰白 少 少 並 外面赤彩・直線文・綾杉文・
斜線文 F７３８

１０３ ２８ SD１９５下層・
最下層間 S１２・１１ 土師器

小甕 ９０ ２２（８９．０） ８０ ９５ 口１ ハケ・ナデ・マメツ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 少 並 内面工具痕 F７３９

１０３ ２９ SD１９５下層・
最下層間

土師器
蓋

ツマミ
３１ （３９．０） ツマミ

１２ ハケ・ナデ ナデ・ハケ 浅黄橙 浅黄橙 多 少 少 並 F７３５

１０３ ３０ SD１９５下層 T１２ 土師器
甕 １７８ （７３．０） １５４ 口７ ハケ後ナデ ナデ・ケズリ 橙 浅黄橙 並 少 並 並 口縁部擬凹線７条 Q６４

１０３ ３１ SD１９５下層 U１１・１０ 土師器
甕 １９２ （６７．０） １６６ 口１

以下 ハケ後ナデ ハケ後ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 多 多 少 不 口縁部擬凹線７条
外面スス付着 Q５９

１０３ ３２ SD１９５下層 U１１・１０ 土師器
甕 １７７ （５１．０） １４２ 口２ ハケ後ナデ ハケ後ナデ・ケズリ 浅黄橙 橙 少 並 少 並 不 口縁部擬凹線８条

外面スス付着 Q５８

１０３ ３３ SD１９５下層 U１１・１２ 土師器
甕 ２０３ （５１．０） １７４ 口２ ナデ・ハクリ ハケ 浅黄橙 にぶい橙 並 多 少 多 不 Q５７

１０３ ３４ SD１９５下層 T１２ 土師器
甕 １４７ （１０６．０） １３５ 口６ ハケ後ナデ ナデ・ケズリ 明赤褐 橙 並 並 並 少 並 SD１９５下層・最下層間 S１２・

１１と接合、外面スス付着 Q７０

１０３ ３５ SD１９５下層 T１１・１２ 土師器甕 １３２ （４５．０） １１０ 口２ ナデ ナデ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 多 少 少 並 外面スス付着 E４１８

１０３ ３６ SD１９５下層 U１１・１２ 土師器
甕 １５１ （５７．０） １３６ 口１

以下 ハケ後ナデ ハケ・ケズリ にぶい黄橙 浅黄橙 並 少 少 少 並 外面一部スス付着 Q６６

１０３ ３７ SD１９５下層 T１１・１２ 土師器底部 ４２（４２．０） 底１２ ハケ・ミガキ ケズリ にぶい黄橙 黄灰 並 並 少 並 外面底部黒斑 Q６８

１０３ ３８ SD１９５下層 T１２ 土師器
底部 ５７（２５．０） 底１２ ハケ後ナデ ハケ 赤橙 黒 少 少 多 並 内面黒斑、外面スス付着 Q５４

１０３ ３９ SD１９５下層 T１２ 土師器
甕 １２７ （６２．０） １０８ １２２ 口１

以下 ハケ後ナデ ナデ・ハケ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 多 少 並 外面スス付着 Q５６

１０４ １ SD１９５下層 T１２・１３ 土師器壺 （４９．０） ９４ 頸４ ミガキ・ハケ ミガキ・マメツ 褐灰 にぶい黄橙 並 並 少 並 外面格子文 E４２２

第１２表 ０９土器・陶磁器・土製品観察表（３） （単位：㎜）
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図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

１０４ ２ SD１９５下層 T１２ 土師器
壺 （３８．０） 頸１

以下 ミガキ ミガキ 橙 赤橙 少 少 並 内外面赤彩、外面キザミ E４４１

１０４ ３ SD１９５下層 T１１・１２ 土師器壺 ９８ （５０．０） ６８ 頸１２ ハケ後ミガキ ハケ後ミガキ 浅黄 浅黄 多 少 多 並 E４１９

１０４ ４ SD１９５下層 T１１・１２ 土師器底部 ２９（５１．０） 底６ ナデ ケズリ・ハケ にぶい橙 灰 並 並 少 並 外面スス付着 E４２１

１０４ ５ SD１９５下層 U１１・１２ 土師器
高杯 ２１４ （７４．０） 口３ ミガキ・マメツ マメツ 浅黄橙 浅黄橙 少 少 多 並 SD１９５（グループ C・D）U１１・

１２、SD１９５‐１層と接合 M３３６

１０４ ６ SD１９５下層 T１１・１２ 土師器高杯 （７１．０） ３６ 頸１２ ミガキ ハケ 黄橙 浅黄橙 並 並 並 並 杯部内面スス付着
透かし穴３残 E４２３

１０４ ７ SD１９５下層 S・T１２ 土師器
高杯 １３１（６６．０） ４０ 底７ ミガキ ケズリ 灰白 灰黄 少 少 並 透かし穴２残 E４２４

１０４ ８ SD１９５下層 T１１・１２ 土師器器台 １４４ （３３．０） 口１ ナデ・ミガキ ミガキ 橙 橙 並 少 少 並 口縁部外面棒状浮文２残 Q６１

１０４ ９ SD１９５下層 T１２ 土師器
蓋 １４９（３１．０） 底１ ミガキ ミガキ 赤 にぶい橙 並 少 並 内外面赤彩

口縁部スス付着 Q６２

１０４ １０ SD１９５下層 D９・T１１ 土師器器台 ８６ １０４ ７１．０ ３５ 底９ ミガキ ハクリ 橙 橙 多 並 多 並 透かし穴３残 E４２５

１０４ １１ SD１９５下層 T１１・１２ 土師器蓋
ツマミ
３０ （３０．０） ２２ 頸１２ マメツ マメツ 灰黄褐 にぶい黄橙 多 並 多 並 E４１７

１０４ １２ SD１９５下層 T１２ 土師器
蓋

ツマミ
３２ （５２．０） ツマミ

１２ ミガキ・マメツ・ハクリ ハケ・マメツ・ハクリ 橙 橙 少 並 少 並 並 Q５５

１０４ １３ SD１９５下層 T１１・１２ 土師器鉢 １５５ （８２．０） １６５ 口３ ミガキ ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 少 少 並 SD１９５最下層T１１、SD１９５下
層・最下層間 S１２・１１と接合 Q６９

１０４ １４ SD１９５下層 T１１・１２ 土師器有孔鉢 ２６（２４．０） 底１２ ミガキ ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 少 並 孔径９㎜ E４１６

１０４ １５ SD１９５下層 T１２ 土師器
台付鉢カ （３４．０） ６６ 頸１２ ハケ ミガキ・ナデ 灰白 灰 多 多 少 並 Q６７

１０４ １６ SD１９５下層 T１１・１２ 土師器小甕 １１６ （６４．０） １０８ １１６ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 淡黄 浅黄 並 多 並 E４２０

１０４ １７ SD１９５下層 U１１・１２ 土師器
小甕 ９６ （４５．０） ８４ ８８ 口１

以下 ハケ後ナデ ハケ後ナデ にぶい黄橙 浅黄橙 少 並 少 少 並 Q６５

１０４ １８ SD１９５下層 T１１・１２ 土師器小壺 １０３ （４９．０） ８４ ８８ 口２ ミガキ後ナデ ミガキ後ナデ にぶい橙 にぶい橙 少 少 少 並 Q６０

１０４ １９ SD１９５中層 T１１・１２ 土師器甕 １３８ （４８．０） １１８ 口２ ナデ ナデ にぶい橙 灰白 多 並 並 口縁部擬凹線 E３９３

１０４ ２０ SD１９５
上層・中層 T１１・１２ 土師器甕 １８８ （７０．０） １５１ 口１

以下 ナデ・マメツ ナデ・マメツ・ケズリ にぶい黄橙 浅黄橙 多 多 多 並 口縁部擬凹線５条 E３９９

１０４ ２１ SD１９５
上層・中層 T１１・１２ 土師器甕 １２９ （９２．０） １０４ １４０ 口３ ハケ ハケ後ナデ にぶい赤橙 浅黄橙 少 少 少 少 並 外面スス付着 Q６３

１０４ ２２ SD１９５
上層・中層 T１１・１２ 土師器甕 １６０ （５３．０） １３０ 口２ マメツ・ハケ マメツ 灰白 褐灰 多 少 多 並 内外面黒斑 E３９７

１０４ ２３ SD１９５
上層・中層 T１１ 土師器

壺 １２５ （５３．０） ８４ 口５ ナデ ミガキ・ナデ・ハケ 浅黄橙 黒褐 並 少 並 並 F７３６

１０４ ２４ SD１９５
上層・中層 T１１・１２ 土師器装飾器台 （４４．０） ミガキ・ナデ・ケズリ ハケ後ミガキ にぶい橙 にぶい橙 少 並 並 窓１残 E３９８

１０４ ２５ SD１９５上層 T１１ 土師器
壺 （２４．０） ハケ・ナデ ナデ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 並 少 多 並 外面格子文・スス付着、SD

１９５最下層（T１１・１２）と同一物 F６９６

１０４ ２６ SD１９５上層 T１１ 土製品
土錘 ４５ １６ 淡黄 淡黄 並 並 孔径５㎜、重さ１２．７３g F６９４

１０４ ２７ SD１９５上層 U１１・１２ 土師器
甕 ２１８ （５５．０） １９０ 口２ ナデ ナデ・ケズリ にぶい橙 浅黄橙 少 多 少 多 並 口縁部擬凹線１０条 F７０２

１０４ ２８ SD１９５上層 T１１・１２ 土師器甕 １２９ （４９．０） １０８ 口３ ナデ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 並 少 少 並 口縁部擬凹線 F６９７

１０４ ２９ SD１９５上層 U１１・１２ 土師器
甕 １５９ （８０．０） １２９ 口３ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 灰白 灰白 多 少 少 並 外面スス付着 F７０１

１０４ ３０ SD１９５上層 T１１ 土師器
小甕 １１８ （５０．０） １０２ １１３ 口１ ハケ・ナデ・マメツ ナデ・マメツ 灰白 灰白 少 多 少 並 F６９５

１０４ ３１ SD１９５上層 T１１・１２ 土師器壺 （１４２） （７０．０） ８９ 口２ ミガキ ミガキ・ケズリ・
ハクリ にぶい橙 灰白 少 少 少 並 F６８５

１０４ ３２ SD１９５上層 U１１・１２ 土師器
装飾器台 （６０．０） 口１ ミガキ・ハクリ ミガキ・ハクリ にぶい黄橙 灰白 並 少 少 並 窓２残 F７００

１０４ ３３ SD１９５上層 T１１・１２ 土師器装飾器台 （３８．０） 浅黄橙 浅黄橙 少 少 少 並 窓１残 F６８６

１０４ ３４ SD１９５上層 U１１・１２ 土師器
器台 （３８．０） ミガキ ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 少 並 F６９９

１０４ ３５ SD１９５上層 U１１・１２ 土師器
器台 ９８ （６６．０） ３１ 口７ ミガキ ミガキ・ナデ 暗黄褐 暗黄褐 少 並 少 並 透かし穴４残 F６９８

１０４ ３６ SD１９５上層 U１１・１２ 土師器
小型土器 （３５．０） ８０ ８６ ミガキ ナデ・ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 並 F６８７

１０４ ３７ SD１９５上層 T１１・１２ 土師器鍋カ （１７０） （２０．０） 口１ ナデ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 少 並 F６８８

１０４ ３８ SD１９５ U１１・１２ 土師器
甕 １５７ （４８．０） １３４ 口３ ナデ・ハクリ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 にぶい黄橙 多 並 少 少 並 口縁部内面スス付着

口縁部擬凹線８条 F６８９

１０４ ３９ SD１９５ S・T１２ 土師器
壺 （３９．０） ミガキ ミガキ 赤 赤 少 少 並 内外面赤彩

外面沈線文・斜線文 F６９１

１０４ ４０ SD１９５ S・T１２ 土師器
蓋

ツマミ
４ １２５ ５４．０ 口１

以下 ミガキ ミガキ・ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 並 並 並 F６９２

１０４ ４１ SD１９５ U１０・１１ 須恵器
瓶 １０８（５０．０） 底４ ケズリ ナデ・ハクリ 灰白 灰白 少 並 並 F６９０

１０５ １ SD１９５
１層 U１１・１２ 土師器

甕 １６８ （５２．０） １３９ 口２ マメツ・ハクリ マメツ・ハクリ にぶい橙 橙 多 多 少 多 並 E３９１

１０５ ２ SD１９５
１層 U１１・１２ 土師器

壺 （４０．０） ７０ ケズリ・ナデ・
ミガキ・ハケ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 少 並 F６９３

１０５ ３ SD１９５
１層 U１１・１２ 土師器

底部 ６２（５６．０） 底１１ ミガキ ハケ にぶい橙 灰 多 少 少 並 E３９４

１０５ ４ SD１９５
１層 U１１・１２ 土師器

高杯 １６６（６７．０） 底１ ミガキ ハケメ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 少 少 並 E３９０

１０５ ５ SD１９５
１層 U１１・１２ 土師器

器台 １０４（６４．０） ３０ 底４ ミガキ ケズリ・ナデ 灰白 にぶい黄橙 少 並 多 並 透かし穴１残 E３９２

１０５ ６ SD１９５
グループA U１１・１２

土師器
壺 ２１４ （８０．０） １４２ 口３ ナデ・ハケ ナデ・マメツ・ハクリ にぶい橙 にぶい橙 少 少 少 並 M３２９

１０５ ７ SD１９５
グループA U１１・１２

土師器
器台カ ９８（３７．０） 底３ ハケ マメツ にぶい橙 浅黄橙 並 少 並 透かし穴１残 M３２８

１０５ ８ SD１９５
グループC U１１・１２

土師器
器台 １８０ （５６．０） 口３ ハケ・マメツ ハケ・マメツ 橙 橙 多 並 M３３０

１０５ ９ SD１９５
グループD U１１・１２

土師器
甕 ２３６ （５２．０） ２２４ 口２ ナデ ナデ・ケズリ 橙 橙 少 少 少 並 口縁部擬凹線６条・スス付

着、SD１９５グループ Cと接合 M３２７

１０５ １０ SD１９５西端 S１２ 土師器
壺 １９２ （６４．０） １４０ 口１ ナデ・マメツ マメツ 淡橙 淡橙 少 少 少 並 外面スス付着 M３３４

１０５ １１ SD１９５西端 S１２ 土師器
底部 ５２（４３．０） 底１２ ハケ・マメツ ハケ・マメツ 橙 暗灰 少 多 並 少 並 外面底部に刻印か M３３３

１０５ １２ SD１９５西端 S１２ 土師器
壺 １９６ （４６．０） 口２ ミガキ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 並 内外面綾杉文、外面口縁部

棒状浮文、外面赤彩 M３３１

１０５ １３ SD１９５西端 S１２ 土師器
有孔鉢 ９（２２．０） 底１２ マメツ マメツ にぶい橙 にぶい橙 多 並 並 孔径４㎜ M３３２

１０５ １４ SD１９４ V１１ 土師器
甕 １７４ （５３．０） １３６ 口３ ナデ・ハケ ナデ にぶい橙 灰白 並 少 並 M３１０

１０５ １５ SD１９４ U１１ 土師器
甕 １４６ （４０．０） １１８ 口２ ナデ・ハケ・マメツ ハケ・ケズリ・マメツ 灰白 灰白 少 少 並 並 M３１２

１０５ １６ SD１９４ 土師器
壺 １３２ （６２．０） １００ 口２ マメツ マメツ・ナデ にぶい橙 にぶい橙 多 多 並 口縁部擬凹線６条以上 M３０７

１０５ １７ SD１９４ U１１ 土師器
壺 ２５６ （４１．０） 口１ マメツ マメツ 灰白 灰黄褐 少 少 少 並 M３１１

１０５ １８ SD１９４ T１１ 土師器
脚部 ９０（４３．０） ３７ 底３ ハクリ・マメツ マメツ 淡赤橙 橙 少 並 多 並 M３０９

１０５ １９ SD１９４ T１１ 土師器
壺 ２１８ （３０．０） 口２ ミガキ ミガキ 灰白 灰褐 少 並 並 外面キザミ、内面沈線文・分

離山形文、内外面赤彩 M３０５

１０５ ２０ SD１９４ U１１ 土師器
器台 ９０ （６２．０） ４１ 口１２ ミガキ ミガキ にぶい褐 にぶい褐 少 少 並 透かし穴１残 M３０６

１０５ ２１ SD１９４ T１１ 土師器
壺 （３８．０） ６０ 頸１２ ミガキ ハケ・ナデ・ケズリ 灰白 褐灰 少 並 並 外面赤彩 M３０８

第１２表 ０９土器・陶磁器・土製品観察表（４） （単位：㎜）
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図版
№ № 遺構 地区 種類

器種 口・長 底・幅 高・厚・
径 頸 胴部

最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調
（釉色調）

内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

１０５ ２２ SD１９９暗渠 S１２ 土師器
壺 １７０ （３３．０） 口１

以下 ハケ ハケ 橙 橙 少 少 少 並 口縁部内外面キザミ M３２６

１０５ ２３ SD２０６ U・V１０ 須恵器
無台椀 ６０（１０．０） 底６ ナデ ナデ 回転糸切り 灰 灰 少 並 内面スス付着 M３２５

１０５ ２４ SD２１０ T１１ 土師器
甕 １８４ （３７．０） １５０ 口１ ナデ ナデ・ケズリ 明褐灰 にぶい橙 少 並 少 少 並

口縁部擬凹線８条、外面スス
付着、SD１９０膨らみ下層 T１１
と接合

M３２２

１０５ ２５ SD２１０ T１１ 土師器
高杯 １１８（５６．０） ３６ 底２ ミガキ・ナデ ミガキ・ハケ 橙 橙 少 少 少 並 SD１９０・１９２間 T１２と接合 M３２３

１０５ ２６ SD２１２ D１８・１７ 土師器
壺 １６０ （６２．０） １０２ 口１

以下 ナデ・ハケ ハケ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 多 少 並 M３２４

１０５ ２７ SD２１３東端 C１８ 土師器
壺 １１３ （５３．０） ９１ 口２ ハケ後ナデ マメツ 浅黄橙 橙 並 並 少 不 外面スス付着 Q４４

１０５ ２８ SD２１３上面 C１７ 土師器
甕 １２９ （８１．０） １０９ １３０ 口３ ハケ後ナデ ハケ後ナデ にぶい橙 にぶい黄橙 並 少 並 外面スス付着 Q４８

１０５ ２９ SD２１３ C１７ 土師器
底部 ３０（４３．０） 底６ ミガキ ハケ後ナデ ミガキ 浅黄橙 灰白 少 少 並 外面赤彩 Q４３

１０５ ３０ SD２１３上面 C１８ 土師器
高杯 １２４（１６０．０） ４１ 底１ ミガキ ナデ 橙 赤橙 少 並 並 並 透かし穴４残 Q４９

１０５ ３１ SD２１７ C１７・１８ 土師器
甕 １５３ （２６．０） 口１ ハケ ハケ にぶい橙 にぶい橙 少 並 少 少 並 Q５０

１０５ ３２ SD２２２ AE８ 土師器
甕 １６４ （２６．０） １３６ 口１ ハケ後ナデ ハケ後ナデ にぶい橙 浅黄橙 少 並 少 少 並 外面スス付着 Q４５

１０６ １ SD２１４ B１７・１８ 須恵器
壺 １３８ （６８．０） １３２ 口１ ナデ ナデ 灰白 青灰 並 並 並 Q４６

１０６ ２ SD２１４ B１７・１８ 土師器
甕 １７７ （２９．０） １５１ 口１ ナデ ハケ後ナデ にぶい黄橙 にぶい橙 少 少 少 並 外面スス付着 Q４７

１０６ ３ SD２１４ B１７・１８ 土師器
把手 ３７ １９ ７．０ 褐灰 褐灰 少 並 並 E４０８

１０６ ４ SD２１４東端 B１８
土師器
高杯カ
壺カ

１７８ （５６．０） 口１
以下 マメツ・ハケ マメツ にぶい橙 にぶい橙 少 多 多 並 内面スス付着 E４１５

１０６ ５ SD２１４東端 B１８ 土師器
蓋

ツマミ
３６ （５１．０） ツマミ

１２ マメツ マメツ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 少 並 E４１４

１０６ ６ SD２１４東端 B１８ 土師器
蓋 ２８ （２０．０） 口１２ マメツ マメツ・ケズリ 灰白 灰白 少 並 少 並 E４１３

１０６ ７ SD２１４東端 B１８ 須恵器
無台杯 １１８ ９２ ３１．０ 底２ ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 暗オリーブ灰 灰白 少 並 高松産 E４１１

１０６ ８ SD２１４東端 B１８ 須恵器
無台杯 １１０ ９０ ３９．０ 底１２ ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 灰 灰 多 並 高松産 E４１０

１０６ ９ SD２１４東端 B１８ 須恵器
瓶カ （１１９．０） ５０ 頸１２ ナデ ナデ 灰白 灰白 少 並 外面降灰、内面自然釉、末産 E４１２

１０６ １０ SD２１４西端 B１７・１８ 須恵器
蓋 １４２（１９．０） 底４ ナデ ナデ 灰白 灰白 並 並 内面降灰、南加賀産 E４０５

１０６ １１ SD２１４西端 B１７・１８ 須恵器
無台杯 ９６（１７．０） 底１２ ナデ ナデ ナデ 灰白 灰白 並 並 外面底部墨書有 E４０９

１０６ １２ SD２１４西端 B１７・１８ 須恵器
有台杯 ８０（２０．０） 底２ ナデ ナデ ナデ 灰 灰白 少 少 並 高台内墨痕（転用硯か）

高松産 E４０４

１０６ １３ SD２１４西端 B１７・１８ 土製品
土錘 ２７ ３３ 灰白 灰白 少 少 並 孔径８㎜、重さ２７．４５g E４０６

１０６ １４ SD２１４西端 B１７・１８ 土製品
土錘 ３９ １５ 浅黄橙 浅黄橙 並 孔径５㎜、重さ７．６１g E４０７

１０６ １５ SD２１５西岸 A１７・１８ 縄文
不明 （３３．０） にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 多 少 並 T７５１

１０６ １６ SD２１５ A１８ 弥生土器
壺 （１００．０） ９６ 頸７ ハケ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 並 並 少 並 外面廉状文・直線文・波状文 T７４８

１０６ １７ SD２１５ A１８ 弥生土器
壺 （８９．０） １２６ 頸３ ハケ後ナデ・ハケ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 並 並 少 少 並 外面直線文・波状文 T７４９

１０６ １８ SD２１５ A１８ 弥生土器
壺 １７４ （５６．０） １００ 口２ ナデ・ハケ後ナデ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 並 並 並 並 外面沈線文

内面沈線文・波状文 T７４６

１０６ １９ SD２１５ A１８ 弥生土器
壺 １７４ （１０３．０） １００ 口１ ナデ・ミガキ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 少 並 外面一部スス付着 T７４７

１０６ ２０ SD２１５ A１８ 弥生土器
底部 ７２（３１．０） 底１２ ナデ ナデ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 並 並 少 少 並 外面一部黒斑 T７４４

１０６ ２１ SD２１５ A１８ 土師器
蓋カ

ツマミ
２０ （４１．０） ツマミ

１２ ミガキ ナデ 灰黄 灰黄 少 並 少 少 並 外面黒斑 T７４５

１０６ ２２ 包含層 U１１・１２ 土師器
甕 １９８ （６１．０） １６３ 口１ ナデ ナデ・ケズリ 橙 浅黄橙 少 少 並 口縁部擬凹線８条 M３５１

１０６ ２３ 包含層 S１２・
T１１

土師器
壺 １３６ （４６．０） １１４ 口２ ナデ・マメツ ナデ・マメツ 橙 橙 少 並 少 並 M３５４

１０６ ２４ 包含層 E１７・１８ 土師器
壺 ９４ （４３．０） ８０ 口２ ミガキ ミガキ 灰白 灰白 少 少 並 内外面赤彩 M３５６

１０６ ２５ 包含層 T１１ 土師器
高杯 （６６．０） ４８ 頸１２ ミガキ ミガキ・ナデ 浅黄 灰白 少 並 並 並 T７７０

１０６ ２６ 包含層 T１１・
U１１

土師器
高杯 １７８ （６７．０） 口２ マメツ マメツ 浅黄橙 浅黄橙 並 並 並 並 T７６９

１０６ ２７ 包含層 U・V１０・
１１

土師器
蓋

ツマミ
５１ （４２．０） ４０ ツマミ

３ ナデ ハケ後ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 少 少 並 M３５５

１０６ ２８ 包含層 C１７・１８ 土師器
小型土器 ４９（４４．０） 底１２ ナデ・ハケ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 少 少 並 M３５２

１０６ ２９ 包含層 A１７・１８ 須恵器
蓋

ツマミ
２６ （２６．０） ツマミ

１２ 灰 灰 少 並 末産 E４３２

１０６ ３０ 包含層
遺構直上 T１１ 須恵器

蓋 １２２（２２．０） 底２ ナデ ナデ 灰白 灰白 少 少 並 高松産 T７６４

１０６ ３１ 包含層 A１７・１８ 須恵器
有台杯 ７０（３６．０） 底１ ナデ ナデ ナデ 灰 灰 少 並 並 高松産 E４３４

１０６ ３２ 包含層
遺構直上 U１１・１２ 須恵器

有台杯 ７２（４０．０） 底２ ナデ ナデ ナデ 褐灰 灰褐 少 多 並 高松産 T７６７

１０６ ３３ 包含層 U１０・１１ 須恵器
有台杯 ６８（１９．０） 底４ ナデ ナデ ナデ 灰 灰 多 並 高松産 E４３３

１０６ ３４ 包含層 A１７・１８ 須恵器
無台杯 １３４ ７０ ３４．０ 口１ ナデ ナデ ヘラ切り後ナデ 灰白 灰白 少 並 並 高松産 T７６５

１０６ ３５ 包含層
遺構直上 U１１・１２ 須恵器

瓶カ ８４（６９．０） 底２ ナデ ナデ ナデ 灰 灰 少 少 並 T７６６

１０６ ３６ 包含層 B１７・１８ 須恵器
瓶 ８３（１００．０） １３８ 底５ タタキ後ナデ ナデ ナデ 灰白 灰白 少 多 並 南加賀産 T７６８

１０６ ３７ 包含層 T１１ 土師器
有台椀 ６４（２１．０） 底１２ ナデ マメツ 回転糸切り にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 並 末産 M３５３

１０６ ３８ 包含層 B１７・１８ 磁器
碗カ ５４（２１．０） 底１２ 青磁釉 オリーブ灰 少 並 漆継ぎ、見込型押し

中国青磁 Q７４

１０６ ３９ 包含層 T１１・１２ 土製品土錘 ６６ ４０ 浅黄 浅黄 並 並 孔径１３㎜、重さ９１g E４３９

１０６ ４０ 包含層 Z１７・１８ 土製品土錘 ４２ ３０ 浅黄橙 淡赤橙 少 少 並 孔径１１㎜、重さ３０．７９g E４３８

１０６ ４１ 包含層 B１７・１８ 土製品
土錘 ３２ ３０ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 並 並 孔径１１㎜、重さ２０．５１g E４４０

１０６ ４２ 包含層 S１２・
T１１

土製品
土錘 ３６ １５ 灰黄褐 灰黄褐 少 並 孔径５㎜、重さ９g M３５７

１０６ ４３ 包含層 U１０・１１ 土製品
土錘 ３０ １３ にぶい橙 にぶい橙 少 並 並 孔径５㎜、重さ３．５g M３５８

第１２表 ０９土器・陶磁器・土製品観察表（５） （単位：㎜）
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第１３表 ０９木製品観察表 （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 種別 口（長）底（幅） 高

（厚・径） 樹種 木取 備考 実測
№

１０７ １ P７６５ S１２ 柱カ （５０５） ７２ ６０．０ 針 N７５

１０７ ２ P８８２ C１８ 舟形 （１８５） ４４ １７．０ 広 辺材 未製品か N７７

１０７ ３ P９００ B１８ 柱根 （２３０） １２６ １００．０ 針 N７６

１０７ ４ P９０４ B１８ 柱カ （３７６） （９０）（９８．０） 針 芯持 T６９９

１０７ ５ P９３０ 板状 （６２７） ２８３ ７５．０ 針 板目 F７３３

１０７ ６ SK１２２ AE８ 部材 （３７０） ３１ ２４．０ 針 辺材 F６１６

１０７ ７ SD１９５
最深部 杭 ６４４ １２６ ３２．０ 針 辺材 ⑮ F７３４

１０７ ８ SD１９５
最深部 杭 ６８４ １１１ ３２．０ 針 柾目 ⑯ T７５８

第１４表 ０９石製品観察表 （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 器種 口（長）底（幅） 高

（厚・径）
重量
（g） 色調 備考 実測

№

１０８ １ SD１９５下層
畦⑦より南 T１２ 石鏃 ４３ １８ ５．０ ２．３２ 浅黄 T７５９

１０８ ２ 包含層
遺構直上

B１７・
１８ 石鏃 ４６ ９ ４．０ １．７４ 灰 F７４１

１０８ ３ 包含層 A１７・
１８ 石鏃 （４２） １０ ５．０ ２．５０ 灰 M３５０

１０８ ４ SD１９５
最下層 T１１ 管玉 １７ ６ １．２０明緑灰 孔径２．５㎜ T７５５

１０８ ５ 包含層 B１８ 管玉
未製品 １１ ５ ５．０ ０．５０ 緑灰 E４３５

１０８ ６ SK１１６ A１８ 未製品 １０ ６ ４．７ ０．３９ 緑灰 Q１３

１０８ ７ SD２１３
上面 C１８ 石核 ６５ ３７ １２．０ ２０．４２ 灰 Q５１

１０８ ８ P８８８ C１８ 剥片 １７ ２０ １３．０ ４．００ 緑灰 M２８５

１０８ ９ SK１１６ A１８ 剥片 １２ ８ ７．０ ０．５８ 緑灰 Q１２

１０８ １０ SD１９５
１層

U１１・
１２ 剥片 ３６ ２４ ９．０ ７．２１ 灰 E３９５

１０８ １１ 包含層
２２‐
F１７・
１８

剥片 ２１ ３９ ４．０ ３．７３ 灰 E４３１

１０８ １２ 包含層 C１７・
１８ 剥片 ３５ ３２ １８．０ １４．５８ 緑灰 F７４５

１０８ １３ 包含層 B１７・
１８ 剥片 ３５ ３１ １６．０ １４．７０オリーブ灰 F７４４

１０８ １４ 包含層 C１７・
１８ 石核 ３１ ２１ １４．０ ７．００ 緑灰 M３５９

１０８ １５ 包含層 C１７・
１８ 剥片 ３４ ２０ １３．０ ８．７７オリーブ灰 T７７１

１０８ １６ 包含層 D１７・
１８ 剥片 ３７ １９ ９．０ ６．２１ 緑灰 F７４６

１０８ １７ 包含層 A１７・
１８ 剥片 ４２ ３５ １４．０ １８．８８明緑灰 F７４２

１０８ １８ 包含層 U１１・
１２ 剥片 ２２ １２ １１．０ ２．９５明緑灰 F７４７

１０８ １９ 包含層
遺構直上

U１１・
１２ 剥片 ２６ １０ １０．０ ２．４２明緑灰 F７４８

１０８ ２０ 包含層 A１７・
１８ 剥片 １８ ２４ １０．０ ７．１１明緑灰 E４３７

１０８ ２１ SD１９５下層
(SD１９２） T１１ 不明 ４０ ３３ ３２．０ ６５．５０ 灰 E４２７

１０８ ２２ SD１９５
最下層 T１１ 不明 １５ １０ ３．０ １．０８明緑灰 T７５４

１０９ １ SD１９５
１層

U１１・
１２ 石錘カ ９８ ４９ ５７．０ ３５５．００明黄褐 E３９６

１０９ ２ P８８８ C１８ 砥石 （５２） ５１ ２８．０ １１１．９２ 灰白 砥面４ヵ所 M２８４

１０９ ３ SD１９２
テラス S１２ 砥石 （９４） ８０ ４６．０ ７１４．００ 灰 E３８９

１０９ ４ SD１９５
グループC

U１１・
１２ 砥石カ ８４ ８０ ３１．０ ３３０．００明オリーブ灰 M３３５

１０９ ５ SD１９５
下層 T１２ 砥石 （４８） ４３ １１．５ ３０．６５ 灰白 T７６２

１０９ ６ SD２１３ C１８ 砥石 （３７） （６５）（３８．０） ７２．７８ 黄灰 Q５２

１０９ ７ SD２１６ ZZA１７
・１８ 砥石 １００ ５１ ７６．０ ５６５．００ 灰白 T７５０

１０９ ８ SD１９５
下層 T１２ 敲石カ （６１） （３９）２４．０ １０９．２１ 灰白 T７６３

１０９ ９ SD１９２(K) T１２ 敲石 （４７） ６３ ３１．０ １２０．００灰黄褐 Q２９

１０９ １０ SE０８ D１８ 敲石カ （７１） ７３ ４６．０ ３００．００ 灰 F６５７

１０９ １１ SE０８
上層 D１７ すり石 １０４ ７３ ４５．０ ５４０．００にぶい黄橙 F６５３

１０９ １２ SD１９２(E) S１２ すり石カ ７０ ７５ ６４．０ ３３０．００ 灰白 F６６３

１０９ １３ SD１９０・
１９２間 すり石カ １０３ ８５ ７１．０ １１３０．００明オリーブ灰 畦⑥より南 T７３１

１０９ １４ SD１９１
畦 S１２ 凹石 （８８） （８１）６４．０ ５８６．００ 灰 M３０３

１０９ １５ SD２１７ C１７・
１８ 凹石 １２２ ８３ ５８．０ ７１５．００ 灰赤 Q５３

１０９ １６ SD１９０ T１２ 凹石 １６８ １６５ ５５．０ ２８００．００ 灰白 N９８

第１５表 １０石製品観察表 （単位：㎜）

図版
№ № 遺構 地区 器種 口（長）底（幅） 高

（厚・径）
重量
（g） 色調 備考 実測

№

１０８ ２３ SD２６０ １１区 石鏃 ２４ １８ ３．０ １．２２ 黄灰 F７１８

１０８ ２４ SD２６１ １１区 剥片 ２２ １５ ２．０ ０．８０明緑灰 M３１８

１０８ ２５ SD２４７キ １０区 剥片 ４２ ２９ ９．０ １０．７０ 暗灰 E４０３

１０８ ２６ P９５１キ ９区 剥片 ２７ ３１ ２４．０ ２９．３７明オリーブ灰 F７０４

１０９ １８ SD２６０ １１区 打製石斧 （１２６） （８８）３５．０ ５６０．００ 灰白 F７１１

１０９ １９ 遺構外 １４区 打製石斧 （８４） （６４）２５．０ ２００．００ 灰白 F７０７

１０９ ２０ SD２６０ １１区 砥石 （６０） （３１）（３４．０）６１．５３ 灰 F７１７
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第１１０図 P９５５（１）、SK１３５（２）、SK１４５（３）、SD２３８（４・５）、SD２４１（６）、SD２５０（７）、
SD２５７（８）、SD２６０（９～１７）、SD２６０Ｂ（１８）、SD２６０西側（１９・２０）、SD２６０南（２１～３０）、
SD２６１（３１・３２）、SD２６２（３３）、SX１０（３４・３５）、遺構外（３６・３７）出土遺物（S＝１／４）
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第１６表 １０土器・陶磁器・土製品観察表 （単位：㎜）

年度 № 遺構 地区 種類
器種 口・長 底・幅 高・厚・

径 頸 胴部
最大径 遺存度 外面調整 内面調整 底部調整 外面色調

（釉色調）
内面色調
（素地色調） 礫 砂 骨 赤 焼

成 備考 実測
№

１１０ １ P９５５キ ９区 須恵器
底部 １３８ （６０．０） 底２ ナデ カキメ・ナデ 灰白 灰白 少 少 並 F７０３

１１０ ２ SK１３５ ５区 土師器
無頸壺 ７４ ６６ １５７．０ １４３ 口１ ハケ後ナデ ナデ 赤橙 にぶい赤褐 少 並 並 内外面スス付着、穿孔１残 Q４２

１１０ ３ SK１４５ １１区 土師器
高杯 １６４ （７１．０） 口１

以下 ミガキ・マメツ マメツ 橙 橙 少 並 少 多 不 Q４１

１１０ ４ SD２３８
周辺 １０区 土師器

壺 （４９．０） ５４ 頸６ ミガキ ミガキ・マメツ 橙 淡橙 少 少 並 内外面赤彩・キザミ M３２０

１１０ ５ SD２３８
周辺 １０区 土製品

土錘 ３８（５０） 灰白 灰白 並 少 並 孔径１３㎜、重さ５０．９７g M３２１

１１０ ６
SD２４１キ
SD２３９キ
SD２３８キ

１０区 磁器
碗 ４９ （３７．０） 底１２ 透明釉・染付 灰白 見込ハリ目３・圏線１条 E４０２

１１０ ７ SD２５０ １０区 縄文
底部 ８０ （３５．０） 底４ 条痕 ケズリカ 網代痕 橙 明褐灰 少 並 多 並 M３１９

１１０ ８ SD２５７キ １１区 土師器
甕 １３４ （４９．０） １１７ 口２ ハクリ ハクリ にぶい黄橙 灰白 多 多 多 並 外面スス付着 E４０１

１１０ ９ SD２６０ １１区 土師器
手あぶり ７０ （３５．０） ナデ マメツ 淡黄橙 淡黄橙 並 少 少 並 並 F７１６と同一か

外面線刻・竹管文 F７１５

１１０ １０ SD２６０ １１区 土師器
手あぶり ７０ （２５．０） 灰白 灰白 少 並 少 並 並 F７１５と同一か

竹管文、外面黒斑 F７１６

１１０ １１ SD２６０ １１区 土師器
甕 １９２ （７１．０） １６９ 口３ ナデ・ハクリ ハクリ にぶい橙 橙 並 多 少 少 並 口縁部擬凹線６条以上

外面黒斑 F７１９

１１０ １２ SD２６０ １１区 土師器
甕 １８６ （５２．０） １６４ 口２ ナデ ナデ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 少 並 少 少 並 外面スス付着 F７０８

１１０ １３ SD２６０ １１区 土師器
甕 １３８ （４２．０） １２５ 口２ ナデ ナデ・ケズリ にぶい橙 にぶい橙 並 少 少 並 外面スス付着 F７１２

１１０ １４ SD２６０ １１区 土師器
壺 １２０ （５４．０） ９５ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ハケ 灰白 灰白 並 並 少 少 並 内面黒斑 F７１４

１１０ １５ SD２６０ １１区 土師器
脚部 ７７ （３４．０） ３０ 底４ ミガキ ナデ 灰白 灰白 並 少 少 並 蓋に転用か F７１３

１１０ １６ SD２６０ １１区 土師器
ミニチュア ３６ （２８．０） 底１２ ナデ ケズリ・ハクリ 灰白 灰白 多 少 並 外面黒斑 F７１０

１１０ １７ SD２６０ １１区 土師器
高杯 ２３４ （５５．０） 口１ ミガキ・ハクリ ミガキ・ハクリ 灰白 灰白 並 並 並 F７０９

１１０ １８ SD２６０B １１区 土師器
甕 ２２０ （８２．０） １８５ 口１ ナデ・ハクリ ナデ・ケズリ 灰白 灰白 少 多 少 並 F７２２

１１０ １９ SD２６０
西側 １１区 土師器

壺 １２０ （６２．０） ９５ 口２ ナデ・ミガキ ナデ 灰白 灰白 少 並 少 並 F７２１

１１０ ２０ SD２６０
西側 １１区 土師器

脚部 １４３ （７８．０） ３６ 底１ ミガキ ナデ にぶい橙 浅黄橙 少 少 少 並 F７２０

１１０ ２１ SD２６０南 １１区 土師器
甕 １３７ （３８．０） 口２ ナデ ナデ・ハケ 灰白 灰白 少 並 少 少 並 外面スス付着、内面黒斑 F７２５

１１０ ２２ SD２６０南 １１区 土師器
甕 １９８ （５７．０） １６０ 口２ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 浅黄橙 浅黄橙 多 並 並 口縁部擬凹線７条

外面スス付着 F７３２

１１０ ２３ SD２６０南 １１区 土師器
甕 １９６ （５６．０） １８０ 口６ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ にぶい黄橙 褐灰 並 少 少 並 口縁部擬凹線４～５条

内外面黒斑、外面スス付着 F７２６

１１０ ２４ SD２６０南 １１区 土師器
甕 １７８ （８０．０） １６３ 口４ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ 灰白 灰白 少 並 少 並 並 内面籾圧痕 F７２９

１１０ ２５ SD２６０南 １１区 土師器
甕 １５６ （４５．０） 口２ ナデ ナデ 褐灰 灰白 少 少 並 外面スス付着 F７３１

１１０ ２６ SD２６０南 １１区 土師器
壺 １９８ （８１．０） １４２ 口３ ナデ・ハケ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 並 少 並 口縁部黒斑

口縁部擬凹線７～１０条 F７２３

１１０ ２７ SD２６０南 １１区 土師器
脚部 １３０ （３０．０） 底１ ミガキ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 少 少 並 外面キザミ F７２４

１１０ ２８ SD２６０南 １１区 土師器
鉢 １３７ （３９．０） 口３ ミガキ ミガキ 灰白 灰白 少 少 並 F７２８

１１０ ２９ SD２６０南 １１区 土師器
台付鉢 ８１ （４９．０） ４１ 底５ ミガキ ミガキ 灰白 灰白 並 並 並 F７３０

１１０ ３０ SD２６０南 １１区 土師器
蓋

ツマミ
４７ （４６．０） ４７ ツマミ

１０ ミガキ ミガキ 浅黄橙 浅黄橙 少 少 少 並 F７２７

１１０ ３１ SD２６１ １１区 土師器
壺 １８４ （３６．０） 口２ ハケ・ミガキ マメツ 橙 にぶい橙 少 少 少 並 口縁部内面キザミ

口縁部外面棒状浮文２残 M３１７

１１０ ３２ SD２６１ １１区 土師器
鉢 ２２２ （１３１．０） １８０ 口１ ナデ・ハケ ナデ・ケズリ にぶい橙 浅黄橙 少 並 少 並 M３１６

１１０ ３３ SD２６２ １１区 土師器
有孔鉢 １２ （２６．０） 底１２ マメツ ケズリ 橙 橙 並 多 多 並 孔径９㎜ E４００

１１０ ３４ SX１０ ５区 縄文
不明 （４６．０） 浅黄橙 黒褐 並 並 並 内面スス付着、外面沈線文 Q３９

１１０ ３５ SX１０ ５区 縄文
不明 （６３．０） 浅黄橙 灰黄 並 並 外面スス付着・沈線文 Q４０

１１０ ３６ 遺構外
検出時 ５区 縄文

鉢 （５４．０） 褐灰 にぶい黄橙 並 並 外面沈線文・刺突文 F７０５

１１０ ３７ 遺構外 １１区 土師器
無台椀 １２８ ６０ ３３．０ 口３ ナデ ナデ ナデ 灰白 灰白 少 少 少 並 F７０６
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第５章 自然科学分析

第１節 直江遺跡群出土木製品の樹種
１．試料

試料は、古墳時代中期（５世紀）の横杵１点と井戸枠３点の合計４点である。このうち、横杵は身

と柄の２点の部品で構成されている。また、井戸枠２には井戸枠本体に付属材が２点ある。各部品ご

とに樹種同定を実施するため、合計点数は７点である。

２．分析方法

各木製品を観察し、端部等の目立たない場所から剃刀を使って木口（横断面）・柾目（放射断面）・

板目（接線断面）の３断面の徒手切片を直接採取する。試料番号４，５，７の３点については、接合部

品があるため、遺物表面に採取痕を残さないために接合面内から木片をブロックで採取し、木片から

３断面の切片を作成する。切片はガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリ

ン，蒸留水の混合液）で封入し、プレパラートとする。プレパラートは、生物顕微鏡で木材組織を観

察し、その特徴を現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較

して種類を同定する。

なお、同定の根拠となる顕微鏡下での木材組織の特徴等については、島地・伊東（１９８２）、Wheeler

他（１９９８）、Richter他（２００６）を参考にする。また、各樹種の木材組織の配列の特徴については、

林（１９９１）、伊東（１９９５，１９９６，１９９７，１９９８，１９９９）を参考にする。

３．結果

樹種同定結果を表１に示す。木製品は、横杵の身が常

緑広葉樹のコナラ属アカガシ亜属、他は全て針葉樹のス

ギに同定された。各種類の解剖学的特徴等を記す。

・スギ（Cryptomeria japonica（L. f.）D. Don） スギ科

スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管

の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は

比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射

組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔はスギ型で、１分野に２‐４個。放射組織は単列、１‐１０細胞

高。

・コナラ属アカガシ亜属（Quercus subgen. Cyclobalanopsis） ブナ科

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１‐２０細胞高のものと複合放射組織とが

ある。

引用文献
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伊東 隆夫，１９９５，日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ．木材研究・資料，３１，京都大学木質科学研究所，８１‐１８１．

伊東 隆夫，１９９６，日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅱ．木材研究・資料，３２，京都大学木質科学研究所，６６‐１７６．

表１ 直江遺跡群の樹種同定結果

番号 遺物名 部位 備考

１ 横杵 身 コナラ属アカガシ亜属

２ 横杵 柄 スギ 第６１図１

３ 井戸枠１ 本体 スギ 第６５図１

４ 井戸枠２ 本体 スギ 第６７図２

５ 井戸枠２ 付属材 スギ 第６７図２

６ 井戸枠３ 本体 スギ 第６８図２

７ 井戸枠２ 付属材 スギ 第６７図１
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図版１ 直江遺跡群の木材
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Grosser D., Heinz I. and Gasson P. E.（２００４）IAWA List of Microscopic Features for Softwood Identification].
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隆夫・藤井 智之・佐伯 浩（日本語版監修），海青社，１２２p. [Wheeler E. A., Bass P. and Gasson P. E.（１９８９）IAWA

List of Microscopic Features for Hardwood Identification].
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表１ 塗膜分析を行った漆器と分析の詳細

試料№ 遺跡名 地区 遺構 器種 木取り 樹種 法量（�） 年代 備考

１ 直江北遺跡 仮水北 SK９２ 烏帽子 － － 長さ２４０×幅２００×厚さ１‐３ １３世紀頃

２ 直江中遺跡 東側 SE１０ 漆器皿 横木取り トチノキ 口径９０×器高１６ １３・１４世紀頃 轆轤目あり

第２節 烏帽子および漆器皿の塗膜分析
藤根 久・竹原弘展（パレオ・ラボ）

１．はじめに

金沢市直江遺跡群は、金沢市直江町地内に所在する縄文時代～中世にかけての遺跡である。調査で

は、直江北遺跡の１３世紀頃の土坑から烏帽子（第９２図３２）、直江中遺跡の１３～１４世紀頃の井戸か

ら漆器皿（金沢市文化財紀要２６６『直江中遺跡』第２７図１９１）が出土した。

ここでは、烏帽子および漆器皿の塗膜薄片を作製し光学顕微鏡による塗膜構造の観察、赤外分光分

析による漆の確認、元素分析を行った。なお、漆器皿の木胎は、樹種同定を行っている（樹種同定の

項を参照）。

２．試料と方法

試料は、直江北遺跡 SK９２から出土した烏帽子と直江中遺跡 SE１０から出土した漆器皿の各１試料

である（表１）。なお、烏帽子は、直交する２断面について観察した。試料は、製品から直接２�角

程度の塗膜部分を採取し、エポキシ樹脂で包埋し厚さ２０μ�前後の塗膜薄片を作製した。塗膜薄片は、

光学顕微鏡による観察とＸ線分析を行った。また、塗膜の一部を用いて赤外分光分析を行い漆かどう

かの確認を行った。

Ｘ線分析は、走査型電子顕微鏡（日本電子株式会社製 JSM‐５９００LV、以後 SEM）による反射電子

像の観察および付属するエネルギー分散型Ｘ線分析装置（同 JED‐２２００）による定性・簡易定量分析

を行った。なお、測定した元素は、炭素（C）、アルミニウム（Al）、ケイ素（Si）、硫黄（S）、塩素

（Cl）、カリウム（K）、カルシウム（Ca）、鉄（Fe）である。

赤外分光分析は、手術用メスなどを用いて０．２�角程度を薄く削り取った後、押しつぶして厚さ１

�程度に裁断した臭化カリウム（KBr）結晶板に挟んで、油圧プレス器を用いて約７トンで加圧整形

した。測定は、フーリエ変換型顕微赤外分光光度計（日本分光㈱製 FT/IR‐４１０、IRT‐３０‐１６）を用

いて透過法により赤外吸収スペクトルを測定した。

３．結果

以下に、烏帽子および漆器皿の塗膜薄片の光学顕微鏡観察による塗膜構造、Ｘ線分析結果、赤外分

光分析結果について述べる。

№１a：烏帽子（a断面）

繊維部分は欠落し、繊維の周辺部に相当する部分は黒色層が見られた。塗膜層は c１～c３の３層で

ある。塗膜 c１層および c３層は透明の明黄褐色を呈し、c２層はやや濁りが見られた（図版１）。Ｘ線

分析では、炭素（C）の含有量がやや高い（図版２、表２）。塗膜 c３層の赤外分光分析では漆成分の

ウルシオールが確認された（図１）。

№１b：烏帽子（b断面）

a断面同様、繊維部分は欠落していた。塗膜層は c１～c３の３層である。塗膜 c１層および c３層は

透明の明黄褐色を呈し、c２層はやや濁りが見られた（図版１）。Ｘ線分析では、炭素（C）の含有量
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表３ 生漆の赤外吸収位置とその強度

吸収№
生漆 ウルシ成分

位置 強度

１ ２９２５．４８ ２８．５３３７

２ ２８５４．１３ ３６．２１７４

３ １７１０．５５ ４２．０３４６

４ １６３３．４１ ４８．８３２７

５ １４５４．０６ ４７．１９４６

６ １３５１．８６ ５０．８０３０ ウルシオール

７ １２７０．８６ ４６．３３３６ ウルシオール

８ １２１８．７９ ４７．５３６２ ウルシオール

９ １０８７．６６ ５３．８４２８

１０ ７２７．０３ ７５．３８９０

表２ 烏帽子および漆器皿の点分析結果（単位：％）

試料№ 対象位置 ポイント C Al２O３ SiO２ SO３ Cl K２O CaO FeO 合計

１

断面 a

① ９５．４８ １．５１ ０．８４ １．８０ ― ― ０．３６ ― ９９．９９

② ９７．１８ ０．７４ ０．８９ ０．９２ ― ― ０．２７ ― １００．００

③ ９４．０３ ０．７２ １．３８ １．７２ ― ― ０．９６ １．１９ １００．００

断面 b
（断面 aと
直交）

① ７６．６０ ３．５０ ９．０７ ４．５４ ― ― ２．２０ ４．０９ １００．００

② ８５．９２ １．７８ ８．５２ １．８４ ― ０．２２ ０．６６ １．０６ １００．００

③ １９．３９ １３．２７ ５６．３５ １．０４ ０．４８ １．０９ ０．８１ ７．５７ １００．００

２ 内面塗膜

① ６４．９３ ２．６０ ０．９４ ９．１３ ― ― ２．０４ ２０．３５ ９９．９９

② ７０．０４ ３．３７ ０．２６ ５．３７ ― ― ４．０２ １６．９３ ９９．９９

③ ８２．６０ ２．７２ ０．３７ ３．１１ ― ― １．７５ ９．４５ １００．００

表４ 烏帽子および漆器皿の塗膜構造と成分

分析№ 器種
塗膜分析試料
採取位置

塗膜観察および元素分析結果

塗膜構造 下地層 顔料等

１ 烏帽子 a断面，b断面 c１層～c３層 － なし

２ 漆器皿 内側塗膜 c１層・c２層 炭粉（４μm以下） 鉄分

がやや高い。なお、繊維部の a層はケイ素（Si）が多く含まれていたが、混入した土成分と考えられ

る（図版２、表２）。

№２：漆器皿

塗膜構造は、木胎（a層：トチノキ）、下地（b層）、塗膜（c１層・c２層）である。下地は、４μm

以下の黒色粒子からなる炭粉であった。塗膜 c１層は透明の明黄褐色を呈し、c２層は透明の赤褐色を

呈する。塗膜 c３層の赤外分光分析では漆成分のウルシオールが確認された（図１）。Ｘ線分析では、

c１層において鉄（FeO）が１６．９３％、カルシウム（CaO）が４．０２％であった。また、c２層において

鉄（FeO）が２０．３５％、カルシウム（CaO）が２．０４％であった（図版２、表２）。

なお、図１に、生漆とともに、烏帽子および漆器皿の

赤外吸収スペクトル図を示す。縦軸は透過率（%R）、横

軸が波数（Wavenumber（�－１）；カイザー）である。

なお、スペクトルは、ノーマライズしてあり、吸収スペ

クトルに示した数字は、生漆の赤外吸収位置を示す。表

３には、生漆の吸収位置とその強度を示す。

４．考察

烏帽子は、肉眼では黒色を呈し、平織り構造が見られ

た。塗膜薄片において最大１３０μmの厚さからなる。塗

膜薄片の観察では、２断面とも繊維部分は欠落し、漆膜のみ残存していたため、素材は不明であった。

c１層～c３層が観察され、ウルシオールが検出されたことから、塗膜は３層漆塗りと推定される。塗

りには顔料を含まない漆が使用されていた。

一方、漆器皿の内側塗膜は黒色を呈する。塗膜薄片の観察では、最大４μm以下の炭粉を用いた下

地層が認められ、c１層および c２層が観察され、ウルシオールが検出されたことから、２層漆塗りと

推定された。なお、Ｘ線分析において鉄分に若干の違いが認められた（表４）。鉄分を少量混合した

黒色漆が使用されていると考えられる。
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５．おわりに

金沢市直江遺跡群から出土した１３世紀頃の烏帽子および１３～１４世紀頃の漆器皿について塗膜分析

を行った。その結果、烏帽子は顔料を含まない漆の３層塗りであった。なお、繊維部分は欠落してい

たため、素材の同定はできなかった。また、漆器皿は、最大４μm以下の炭粉を用いた下地層が認め

られた。塗膜は２層漆塗りであり、鉄分に若干の違いが認められた。鉄分を含む黒色漆と推定される。

図１ 烏帽子および漆器皿の塗膜の赤外分光スペクトル図（縦軸は透過率、横軸が波数を示す）
実線：試料、点線：生漆（№は主な吸収位置）、№は試料番号に対応する

図版１ 烏帽子および漆器皿の塗膜写真と塗膜層（a；繊維または木胎，b；下地層，c；塗膜層）
１a．烏帽子（断面 a）１b．烏帽子（断面 b；断面 aと直交）２．漆器皿（内側）
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図版２ 漆塗製品の SEM反射電子像およびＸ線分析スペクトル図

１７９― ―



表１ 漆器および木簡の樹種同定結果

試料№ 遺跡名 地区 遺構 器種 木取り 備考 樹種 年代 調査年度

２ 直江中遺跡 東側 SE１０ 漆器皿 横木取り 口径９０�，器高１６�，塗膜分析 トチノキ １３・１４世紀頃 ２００８年度調査

３ 直江北遺跡 支線南 SE０５ 木簡 板目 長さ２０２×幅２７×厚さ４� スギ １３世紀頃 ２００７年度調査

第３節 木製品の樹種同定
藤根 久・佐々木由香（パレオ・ラボ）

１．はじめに

ここでは、金沢市直江町地内に位置する直江中遺跡から出土した１３～１４世紀頃の漆器皿（金沢市

文化財紀要２６６『直江中遺跡』第２７図１９１）と直江北遺跡から出土した１３世紀頃の木簡（第５９図

１８）の樹種同定を行った。なお、漆器皿では塗膜分析が行われている（塗膜分析の項参照）。

２．試料と方法

木材試料は、直江中遺跡東側地区の井戸（SE１０）から出土した轆轤目が顕著に残る漆器皿と直江

北遺跡支線南地区の井戸（SE０５）から出土した墨書痕がある木簡の各１試料である（表１）。

試料は、木取りを観察した後、木材の３方向（横断面・接線断面・放射断面）について、剃刀を用

いて薄い切片を直接剥ぎ取り、ガムクロラールで封入して、永久プレパラートを作製した。作製した

プレパラートは、光学顕微鏡で木材組織を観察・同定した。プレパラートはパレオ・ラボで保管され

ている。

３．結果および考察

同定の結果、漆器皿は落葉広葉樹のトチノキ、木簡は常緑針葉樹のスギであった（表１）。

中世の漆器には、全国的にみてブナやトチノキ、ケヤキ、トネリコ属などがよく用いられることが

知られている（山田，１９８３）。本遺跡で漆器皿に使用されていたトチノキは素材が均質なため容器の

製作に適している。

スギは木理が通直で、割裂性に優れる軟質の針葉樹材であり、材を割り出して板を得るのに適して

いる。また切削加工も容易であることから木簡に用いられたと推察される。検討をおこなった製品は

材質にみあった樹種選択がなされていることが確認された。

以下に、同定根拠とした材組織の特徴を記載し、材の３方向の組織写真を提示した。

（１）スギ Cryptomeria japonica D. Don スギ科 図版１ １a‐１c（№３）

仮道管・放射柔細胞・樹脂細胞からなる針葉樹材である。晩材の量が多く、晩材の仮道管の壁は極

めて厚い。樹脂細胞は年輪の後半に散在する。分野壁孔は大きく、孔口が水平に大きく開いたスギ型

で１分野に２個ある。

スギは、本州以南の暖帯から温帯下部の湿気のある谷間に生育する常緑高木である。材は、やや軽

軟で加工は容易である。

（２）トチノキ Aesculus turbinata Blume トチノキ科 図版１ ２a‐２c（№２）

小型～中型の道管が単独または２～数個が複合して散在する散孔材である。道管の壁孔は交互状に

接合して配列、せん孔は単せん孔、内腔にらせん肥厚がある。放射組織は、同性単列、４～１０細胞高、

層階状に配列し、道管と放射組織の壁孔はやや大きい。

トチノキは、北海道以南の温帯の谷間に生育する落葉高木である。材は、軽軟で緻密で加工し易く、
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図版１ 木製品樹種の光学顕微鏡写真（a：横断面，b：接線断面，c：放射断面）
１a‐１c．スギ（№３，a：２００μm，b：１００μm，c：５０μm）
２a‐２c．トチノキ（№２，a：２００μm，b：２００μm，c：１００μm）

材面は絹系光沢があり、容器などによく利用される。

引用文献

山田昌久（１９８３）日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成―用材から見た人間・植物関係史．植生史研究特別第

１号：１‐２４２．
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第６章 総 括

当遺跡の調査では、縄文時代晩期から鎌倉・室町時代までの遺構と遺物を確認した。本報告のまと

めとして各時代の遺跡の消長と遺物の特徴について述べる。

縄文時代 縄文時代の遺物が最も集中する地点は SD４０及び SD３３の周辺である。SD４０は縄文時代

晩期の段階では河川として機能しており、川底から縄文土器が出土している。河川に対して投棄した

ものが出土している様とみられ、特に左岸に集中する。SD３３は SD４０に合流する浅い溝とみられ、

溝のほぼ全域から縄文土器が出土している。近辺に集落の存在が想定されるが、建物跡は確認してい

ない。西側区及び１５区、西仮溝区などを縦貫する SD１３は最も東に位置する縄文時代の溝である。SD

１０３は SD３３と同様、浅く広範囲にわたり土器が出土している。

国内の縄文時代晩期の遺跡の調査で低湿地あるいは水場などから多数の遺物、特に、木製品や漆塗

り製品などの出土が相次いでいるが、当遺跡ではそれらを確認していない。しかし、SD４０から出土

する深鉢は、主に斜め条痕文を器面に施す下野式期の遺物がほとんどで、器面の表裏に炭化物、いわ

ゆる土器に付着する「おこげ」が当時のまま付着しており、当市中屋サワ遺跡から出土した土器の様

相と酷似する。中屋サワ遺跡は縄文時代後期終末から晩期終末にかけて展開した縄文時代の集落とさ

れており、当遺跡より存続期間が長い。この遺跡の調査でも河川跡が確認されており、土器のほとん

どは炭化物が付着した状態で出土している他、木製品、漆塗り製品も豊富に出土している。両遺跡の

最大の違いは河川の堆積土砂にある。中屋サワ遺跡の堆積土砂は粘性が高く、空気の遮断に適した土

砂が河川上層まで累々と堆積し、植物遺体もかなりの厚さを持ち確認することができた。これに対し、

当遺跡の堆積土砂はシルト質または砂質土が主体で、空気の遮断は高いものではない。このため、木

製遺物など腐食に弱い遺物は失なわれていると考えられる。SD４０の上層面より開口部を持つ土坑、

SK１０７～SK１０９などは河川脇に設けられた土坑群で、縞状に土砂が堆積することから堅果類の処理施

設と考えたい。

枝４区の南東端で検出した土坑群には縄文時代晩期の土器が出土しており、遺構の規模は当市新保

本町チカモリ遺跡で発見された環状木柱列に類似する。当該期の建物については竪穴住居から竪穴を

形成しない建物へと推移するとされ（布尾２０１３）、亀甲型に柱を配置するものや、６本柱のもの、ま

た環状に柱を有するものなどが検討されており、SK３５、SK３６、SK４２などは亀甲型建物あるいは環

状木柱列に類する建物跡の可能性がある。 （以上、谷口）

弥生時代 弥生時代の主な遺構は仮水北区 SD１４３・１区 SD２１５が弥生時代中期前半に属し、仮水南

区の SD４０左岸に位置する SK１０５・SK１０６と西側区 SK０９・SD０７は弥生時代中期後半頃に属する。１

区の SD２１５は遺跡の最北端に位置する溝であり、古墳時代の遺構が集中する支線区や仮水北区、中

区などと比較すると海抜高がやや低い地点にあり、建物跡などは確認していない。この溝がある調査

区以北で遺跡は確認されておらず、弥生時代中期の集落の様相は不明である。これらの遺構から出土

した弥生時代中期の土器は古墳時代と比較するとその量はごく僅かである。金沢市内の当該期の遺跡

としては中期前半が矢木ジワリ遺跡、寺中遺跡、中期後半が磯部運動公園遺跡、西念・南新保遺跡、

戸水Ｂ遺跡などがある。

後期の遺構には東側区 SK２０、終末期には東側区 SD５４があるが、これら遺構の周囲にも同時期の

建物跡などは確認されていない。このように弥生時代の遺構は点在するが、集落域が確認されない要

因としては、①弥生時代の生活面（遺構面）が削平を受け消滅し、深い溝のみが残存した、②集落が
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第１１６図 主要遺構変遷図（縄文時代・弥生時代）〔S＝１／１，５００〕
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調査地点の外に展開している、などの理由が考えられる。集落域を当遺跡に隣接する鞍月運動公園や

問屋団地側など未調査地点に求めて弥生時代の生活域を考えると広範囲に及ぶものと推測される。

（以上、楠・谷口）

古墳時代 古墳時代前期初頭の遺構は建物跡・溝・土坑・井戸など多岐に及び、最も多く確認してい

る。この中で特徴的な事象として溝の南西側に建物や土坑群が展開する傾向があげられる。仮水北区

の SD１４２及び SD１４０は軸を南西方向に持つ溝であり、これを境に北側は低地化している。溝の南西

微高地側に建物や井戸などがあり、集落域としている。また SB２１と SB２６は SD１４０の流れに対し、

建物軸をそろえており、建物の向きが溝の影響を受けている。仮水北区及び４区で建物跡と井戸状土

坑・溝・ピットなどが集中しており、集落域を形成しているものと考えられる。

また、東側区端に位置する SD５５と SD１３５、支線中区の SD９６は大きく円弧を描くひとつの溝とみ

ることができる。この溝の南北では遺構の量に大きな差が生じている。溝の南側にある枝２区及び３

区では北西方向に軸をそろえる南北建物群がある。建物相互に切合いがあり、建替等が想定される。

SB０３は布掘建物でいわゆる倉庫型建物跡と考えられる。このほか、SB０６や SB０９などは梁桁がほぼ

同じ間隔をもつ田の字に柱を配する総柱建物となっている。これに SB０８や SB１０などの梁が長い側

柱建物が伴い、集落を構成している。また、ピットも集中し、溝や土坑からも土師器類が多く出土し

ていることから、溝の南側に集落域が展開しているといえよう。この傾向は北に位置する４区及び仮

水北区の遺構集中地点についても同様である。

２区及び６区では南北方向に流れる SD１９０・SD１９４・SD１９５の３条の溝がある。このうち、SD１９４

は古墳時代前期前葉の溝で、仮水北区に位置する SD１４２と幅や深さが酷似しており、同一の溝とみ

ることができる。遺跡の北側にある鞍月運動公園に溝は延伸しているとみられる。この溝群の西側に

は古墳時代の遺構は確認されていない。少し離れた東側区には布掘建物である SB２０や井戸状遺構の

SK２１もあるため、調査区間の地区に集落域が展開することが予測される。

このように古墳時代の遺構が集中する地点は概ね３箇所にあることがわかる。それぞれが独立した

集落であるのか、大きな集落のうち分散して機能していたものかは定かではない。それぞれの集落に

は必ず溝があり、集落域が展開することが共通している。

遺物は古墳時代前期から中期までの土師器と須恵器が出土しているが、須恵器は極少量である。時

期別の遺物量では、前期初頭に属する土器が多く、次いで前期前葉から中葉のものがつづき、前期後葉

段階は少なくなる。前期の土器の変遷は、前期初頭から前葉は各地域から外来系土器を受容する時期

であり、当遺跡でも数多く出土している。当該期は弥生時代終末期の在来土器である月影式系の甕・

壺・高杯・器台類など色濃く残るが、東海系の加飾（いわゆるパレススタイル）壺、近江系の受口状

口縁の甕と粗製の「く」の字状口縁甕（いわゆる長浜甕）、畿内庄内式系の甕、山陰系の甕などがあ

る。前期前葉は在来系土器が衰退する一方で引き続き山陰系の甕・壺、東海系の加飾壺などがあるほ

か、畿内布留式系の甕・高杯・鉢などの精製器種が出現・定着し、前期後葉まで引き継がれる。

当遺跡の最大の特徴は加飾された壺・高杯が数多く出土（２８点出土）している点である。赤彩さ

れた口縁部外面に直線文の間を斜線文・分離山形文・羽状文で施文するパレススタイルの壺に類似す

る文様が小型・中型高杯（杯部と脚裾部外面に施文）を主体とするほか内湾口縁長頸壺（いわゆる瓢

壺）・二重口縁壺などにも採用されており、出土点数では石川県内では最多である。県内では白山市

浜相川・相川新遺跡、金沢市上荒屋遺跡と南新保 D遺跡などで１遺跡から複数の加飾高杯が出土し

ており、特定の遺跡に集中する傾向がある（安１９９３）。当遺跡は小型・中型高杯の例が多いことは同

１８４― ―
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様であるが、壺類にまで施文された例が少数あり特筆される。

奈良・平安時代 奈良・平安時代の遺構は古墳時代の集落域とほぼ重複する。中でも４区及び仮水北

区での遺構集中地点と支線中区で遺構を数多く確認している。６区 SB２８・SB２９・SB３０の建物跡は南

西に隣接する SD２０６の軸と平行であり、建物と区画溝との関係にあるものとみられる。また西側南

区 SD２４は南側で直角に曲がる溝で、ほぼ方位と合致しており、SB２８などの建物群を囲む目的で設

けられた区画溝であろう。

このほか、１区 SD２１４や枝３区 SD１１０、枝４区 SD７３、東仮溝区 SD１３０などは、隣接域に明確な古

代の遺構は検出されていないが、東西溝あるいは南北溝であり、条里溝と推定される。

遺物は９世紀中頃から１１世紀にわたる須恵器、土師器などが出土している。須恵器の生産地は高

松産が多く、次いで金沢末産で占められており、少量の辰口産と南加賀産が補完している。器種から

みると須恵器の食膳具は高松産が、貯蔵具類に金沢末産が多い傾向がある。墨書土器は「千」「口」「本」
（産ヵ）

「諸刀自女」「□」の５点が出土しており、当該期の遺跡では出土量は少ない。時期は９世紀中頃に

属し、須恵器無台杯・盤の底部外面に記されている。なお、硯の出土は無く、転用硯（須恵器杯・杯

蓋・盤など）のみである。 （以上、楠・谷口）

平安時代末・鎌倉・室町時代 当該期の遺構はそれほど多くないが、特徴的なものが定量出土している。

平安時代末から鎌倉時代初頭頃の遺構として支線北区の総柱建物 SB０２がある。４間×５間以上の

大型総柱建物の南西３分の１を検出しているとみられる。柱穴から白磁の瓶類が出土しており、建物

規模が大きいことからも、居館クラスの建物が想定される。周辺では直江ボンノシロ遺跡の川跡から

同時期の白磁が出土している。また、大友西遺跡では同時期の居宅跡が見つかっている。

鎌倉時代の遺構として烏帽子が出土した仮溝北区 SK９２がある。方形土坑であり、北側に溝が延び

ているが用途は不明である。烏帽子は完形品に近く、県内では白山市ゴウデン遺跡で見つかった墓跡

から出土している。また、支線中区の井戸跡 SE０４・SE０５が鎌倉時代であり、呪符木簡が出土してい

る。呪符木簡の墨は失われているが、墨書きの部分が盛り上がって残っている。一定期間屋外に吊り

下げ、もしくは打ちつけるなどしていたのであろう。当該期には直江中遺跡で掘立柱建物と井戸、川、

直江南遺跡で井戸、直江ニシヤ遺跡で井戸、直江ボンノシロ遺跡で川が見つかっており、活動の痕跡

が広範囲に広がる時期である。

以上、当該期の遺構・遺物はあまり目立たないが、白磁の瓶類を伴う大型建物や烏帽子、呪符木簡

など当時の人々の営みが感じられる遺構・遺物が見つかっている。 （以上、向井）
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